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前書き

このドキュメントは、「Language」（メインドキュメントの概要）にリストされている Natural
ドキュメントを補完するものであり、Natural でアプリケーションを作成するために必要な基本
情報を提供します。

その他の関連ドキュメント：

■ ファーストステップ - Natural プログラミングの基礎を紹介する一連のセッションが含まれる
チュートリアル。

■ 『Natural の使用』 - Natural オブジェクトとアプリケーションを管理するためのツール、コマ
ンド、およびカスタマイズオプション。

■ Natural アプリケーションプログラミングインターフェイス（API）の詳細については、次を
参照してください。『ユーティリティ』ドキュメントの「SYSEXT - Natural アプリケーション
プログラミングインターフェイス」。

レポーティングモードとストラクチャードモードNatural プログラミングモード
Natural アプリケーション管理に使用するオブジェクト（プログラ
ムやデータエリアなど）

Natural Application Management 用
のオブジェクト

ファンクションコールの定義ファンクションコール
変数、定数、および配列定義フィールド定義
Adabas データベースまたは Adabas 以外のデータベースでの Natural
へのアクセス

データベースへのアクセス

出力レポートデータのフォーマットおよび制御レポートフォーマットおよび制御
プログラミングのその他のポイント：プログラミングのその他のポイント

テキスト表記
ユーザーコメント
データ計算
演算割り当てのルール
条件付き処理 - IF ステートメント
論理条件基準
ループ処理
コントロールブレイク
スタック処理
システム変数とシステム関数
日付情報の処理
ステートメント、プログラム、またはアプリケーションの終了
アプリケーションエラーの処理
3GL プログラムからの Natural サブプログラムの呼び出し
Natural プログラム内からのオペレーティングシステムコマンドの
発行
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インターネットおよび XML アクセス用の Natural ステートメントインターネットおよび XML アクセ
ス用のステートメント

UNIX、OpenVMS、Windows 間で移植可能なプログラムポータブル Natural 生成プログラム
対話用の Natural キャラクタベースアプリケーションユーザーイン
ターフェイスおよび画面設計

アプリケーションユーザーインター
フェイス

C ファンクションコールを使用して Natural コードを実行する
Natural 以外のアプリケーション。

Natural Native Interface

NaturalX コンポーネントを使用したオブジェクトベースのプログ
ラミングおよび専用の Natural ステートメント

NaturalX

Natural 言語用に予約されたすべてのキーワードのリストNatural 予約キーワード
『Programming Guide』で参照されている Natural プログラムの
例

参照プログラム例

vrs または vr の表記

このドキュメントで使用されている場合、表記 vrs または vr は、関連する製品バージョン（『用
語集』の「バージョン」も参照）を表します。
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表記規則

説明規則

画面上の要素を表します。太字
folder.subfolder:service という規則を使用して webMethods Integration Server
上のサービスの保存場所を表します。

モノスペースフォン
ト

キーボードのキーを表します。同時に押す必要があるキーは、プラス記号 (+) で結ん
で表記されます。

大文字

独自の状況または環境に固有の値を指定する必要がある変数を表します。本文で最初
に出現する新しい用語を表します。

斜体

入力する必要があるテキストまたはシステムから表示されるメッセージを表します。
Program code.

モノスペースフォン
ト

選択肢のセットを表します。ここから 1 つ選択する必要があります。中カッコの内側
にある情報のみを入力します。{ } 記号は入力しません。

{ }

構文行で相互排他的な 2 つの選択肢を区切ります。いずれかの選択肢を入力します。
| 記号は入力しません。

|

1 つ以上のオプションを表します。大カッコの内側にある情報のみを入力します。[ ]
記号は入力しません。

[ ]

同じ種類の情報を複数回入力できることを示します。情報だけを入力してください。
実際のコードに繰り返し記号 (...) を入力しないでください。

...

オンライン情報

Software AG マニュアルの Web サイト

マニュアルは、Software AG マニュアルの Web サイト (http://documentation.softwareag.com)
で入手できます。このサイトでは Empower クレデンシャルが必要です。Empower クレデンシャ
ルがない場合は、TECHcommunity Web サイトを使用する必要があります。

Software AG Empower 製品のサポート Web サイト

もしまだEmpowerのアカウントをお持ちでないのなら、こちらへempower@softwareag.com電
子メールにて あなたのお名前、会社名、会社の電子メールアドレスをお書きの上、アカウント
を請求してください。

いったんアカウントをお持ちになれば、Empower https://empower.softwareag.com/ のeService
セクションにてサポートインシデントをオンラインで開くことができます。

製品情報は、Software AG Empower 製品のサポート Web サイト
(https://empower.softwareag.com) で入手できます。

プログラミングガイド2
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機能および拡張機能に関するリクエストの送信、製品の可用性に関する情報の取得、製品のダウ
ンロードを実行するには、Products に移動します。

修正に関する情報を取得し、早期警告、技術論文、Knowledge Base の記事を読むには、
Knowledge Center に移動します。

もしご質問があれは、こちらのhttps://empower.softwareag.com/public_directory.asp グローバ
ルサポート連絡一覧の、あなたの国の電話番号を選んで、わたくし共へご連絡ください。

Software AG TECHcommunity

マニュアルおよびその他の技術情報は、Software AG TECHcommunity Web サイト
(http://techcommunity.softwareag.com) で入手できます。以下の操作を実行できます。

■ TECHcommunity クレデンシャルを持っている場合は、製品マニュアルにアクセスできます。
TECHcommunity クレデンシャルがない場合は、登録し、関心事の領域として [マニュアル]
を指定する必要があります。

■ 記事、コードサンプル、デモ、チュートリアルにアクセスする。
■ Software AG の専門家によって承認されたオンライン掲示板フォーラムを使用して、質問した
り、ベストプラクティスを話し合ったり、他の顧客が Software AG のテクノロジをどのよう
に使用しているかを学んだりすることが可能です。

■ オープンスタンダードや Web テクノロジを取り扱う外部 Web サイトにリンクできます。

データ保護

Software AG製品は、EU一般データ保護規則(GDPR)を尊重した個人データの処理機能を提供し
ます。 該当する場合、適切な手順がそれぞれの管理ドキュメントに記載されています。

3プログラミングガイド
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この章では、Natural で提供される 2 つのプログラミングモードについて説明します。

注意: アプリケーションの構造がより明確になるため、通常はストラクチャードモードを
排他的に使用することをお勧めします。したがって、『プログラミングガイド』の説明と
例は通常、ストラクチャードモードのみを参照します。

プログラミングモードの目的

Natural では次の 2 つのプログラミング方法が提供されます。

■ レポーティングモード
■ ストラクチャードモード

レポーティングモード

レポーティングモードが役に立つのは、複雑なデータやプログラミング構成を必要としない、ア
ドホックレポートおよび小さなプログラムを作成する場合のみです。レポーティングモードでプ
ログラムを作成すると、小さなプログラムが大きくなり、かつ複雑になりやすいので注意してく
ださい。

一部の Natural ステートメントはレポーティングモードでのみ使用できること、また、その他の
ステートメントはレポーティングモードで使用すると特別な構造になることに注意してくださ
い。レポーティングモードで使用可能なステートメントの概要については、『ステートメント』
ドキュメントの「レポーティングモードのステートメント」を参照してください。

ストラクチャードモード

ストラクチャードモードは、明確で適切に定義されたプログラム構成で複雑なアプリケーション
を実装するときに使用します。ストラクチャードモードの主な利点は、次のとおりです。

■ プログラムを構造化して記述する必要があるため、読みやすく、管理しやすくなります。
■ プログラムで使用するすべてのフィールドを、レポーティングモードでできるようなプログラ
ム全体に散在させるのではなく、1 つの一元的な場所に定義する必要があるため、データの全
体的な制御がはるかに容易になります。

ストラクチャードモードでは、実際のプログラムをコーディングする前に、より詳細な計画を立
てる必要があります。このため、多くのプログラミングエラーや非効率な作業を回避できます。

ストラクチャードモードで使用可能なステートメントの概要については、『ステートメント』ド
キュメントの「機能別ステートメント」を参照してください。
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プログラミングモードの設定と変更

デフォルトのプログラミングモードは、Natural 管理者がプロファイルパラメータ SM で設定し
ます。

設定されたモードは、システムコマンド GLOBALS とセッションパラメータ SM を使用して変更で
きます。

システムコマンドモード

GLOBALS SM=ONStructured

GLOBALS SM=OFFレポーティング

Natural のプロファイルおよびセッションパラメータ SM の詳細については、『パラメータリファ
レンス』の「SM - ストラクチャードモードでのプログラミング」を参照してください。

プログラミングモードの変更方法の詳細については、『パラメータリファレンス』の「SM - ス
トラクチャードモードでのプログラミング」を参照してください。

機能上の違い

レポーティングモードとストラクチャードモード間の機能上の主な違いは、次のとおりです。

■ ループおよび機能ブロックを閉じるための構文
■ レポーティングモードで処理ループを閉じる
■ ストラクチャードモードで処理ループを閉じる
■ プログラム内のデータ要素の位置
■ データベース参照

注意: これら 2 つのモード間の機能上の違いについては、『ステートメント』ドキュメン
トを参照してください。モードが区別されるステートメントごとに、個別の構文図と構文
要素を説明しています。レポーティングモードで使用可能なステートメントの機能概要に
ついては、『ステートメント』ドキュメントの「レポーティングモードのステートメン
ト」を参照してください。
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ループおよび機能ブロックを閉じるための構文

(CLOSE) LOOP および DO ... DOEND ステートメントは、この目的のために使
用されます。

END-... ステートメント（END-DEFINE、END-DECIDE および END-SUBROUTINE
を除く）は使用できません。

レポーティングモード：

すべてのループや論理構成は、対応する END-... ステートメントで明示的に
閉じる必要があります。したがって、どのループまたは論理構成がどこで終わ
るかがすぐにわかります。

LOOP および DO/DOEND ステートメントは使用できません。

ストラクチャードモー
ド：

次の 2 つの例は、処理ループと論理条件の構成における 2 つのモードの違いを示しています。

レポーティングモードの例：

レポーティングモードの例では、DO ステートメントおよび DOEND ステートメントを使用して、
AT END OF DATA 条件に基づくステートメントブロックの開始と終了を示しています。END ステー
トメントによって、アクティブな処理ループがすべて閉じます。

READ EMPLOYEES BY PERSONNEL-ID
DISPLAY NAME BIRTH
AT END OF DATA

DO
SKIP 2
WRITE / 'LAST SELECTED:' OLD(NAME)

DOEND
END

ストラクチャードモードの例：

このストラクチャードモードの例では、END-ENDDATA ステートメントを使用して AT END OF DATA
条件を閉じ、END-READ ステートメントを使用して READ ループを閉じています。結果として、プ
ログラムはさらに明確に構造化され、各構成がどこで開始し、どこで終了するかを即座に確認で
きます。

DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH

END-DEFINE
READ MYVIEW BY PERSONNEL-ID

DISPLAY NAME BIRTH
AT END OF DATA

SKIP 2
WRITE / 'LAST SELECTED:' OLD(NAME)

プログラミングガイド10
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END-ENDDATA
END-READ
END

レポーティングモードで処理ループを閉じる

処理ループを閉じるために、END、LOOP（または CLOSE LOOP）または SORT ステートメントを使
用できます。

LOOP ステートメントを使用すると複数のループを閉じることができ、END ステートメントを使
用するとアクティブなすべてのループを閉じることができます。1 つのステートメントで複数の
ループを閉じることができるのは、ストラクチャードモードと基本的に異なる点です。

SORT ステートメントはすべての処理ループを閉じてから、別の処理ループを開始します。

例 1 - LOOP：

FIND ...
FIND ...
...
...
LOOP /* closes inner FIND loop

LOOP /* closes outer FIND loop
...
...

例 2 - END：

FIND ...
FIND ...
...
...

END /* closes all loops and ends processing

例 3 - SORT：

FIND ...
FIND ...
...
...

SORT ... /* closes all loops, initiates loop
...
END /* closes SORT loop and ends processing
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ストラクチャードモードで処理ループを閉じる

ストラクチャードモードでは、それぞれの処理ループに対してループを閉じるための特定のス
テートメントを使用します。END ステートメントで処理ループを閉じることはできません。SORT
ステートメントの前にEND-ALL ステートメントを指定する必要があり、SORT ループは END-SORT
ステートメントで閉じる必要があります。

例 1 - FIND：

FIND ...
FIND ...
...
...
END-FIND /* closes inner FIND loop

END-FIND /* closes outer FIND loop
...

例 2 - READ：

READ ...
AT END OF DATA
...
END-ENDDATA
...

END-READ /* closes READ loop
...
...
END

例 3 - SORT：

READ ...
FIND ...
...
...

END-ALL /* closes all loops
SORT /* opens loop
...
...
END-SORT /* closes SORT loop
END
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プログラム内のデータ要素の位置

レポーティングモードでは、DEFINE DATA ステートメントで定義する必要なくデータベースフィー
ルドを使用することができるうえ、プログラムのどこにでもユーザー定義変数を定義できるの
で、ユーザー定義変数をプログラム全体に散在させることができます。

ストラクチャードモードでは、使用するすべてのデータ要素を 1 つの一元的な場所、つまりプロ
グラムの先頭の DEFINE DATA ステートメント またはプログラム外部のデータエリアに定義する
必要があります。

データベース参照

レポーティングモード：

レポーティングモードでは、データベースフィールドとデータ定義モジュール（DDM）は、デー
タエリアにあらかじめ定義しておかなくても参照できます。

ストラクチャードモード：

ストラクチャードモードでは、使用する各データベースフィールドを、「フィールド定義」およ
び「データベースアクセス」で説明されているように、DEFINE DATA ステートメントに指定する
必要があります。
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II Natural Application Management 用のオブジェクト

このドキュメントでは、Natural でアプリケーションを構築、管理、および制御するために使用
できるオブジェクトについて説明します。

次の表に、Natural オブジェクトと非 Natural オブジェクト、それらの使用方法、および作成と
保守のために提供される Natural エディタまたはユーティリティの概要を示します。

エディタまたはユーティリ
ティ

Useオブジェクトタイプ

データエリアエディタ他の Natural オブジェクトの変数およびパラ
メータ定義

データエリア：

ローカルデータエリア
グローバルデータエリア
パラメータデータエリア

DDM エディタデータベースファイルアクセスのための
Natural データ定義

データ定義モジュール

プログラムエディタメインプログラム、呼び出されたルーチン
および関数

プログラムおよび下位ルーチ
ン：

プログラム
サブルーチン
Subprogram
関数

アプリケーションのヘルプ要求Helproutine

他の Natural オブジェクトで繰り返し使用す
るためのソースコード

コピーコード

Natural オブジェクトのドキュメントテキスト
プログラムエディタコンポーネントベースアプリケーションクラス
マップエディタキャラクタベースの画面レイアウトマップ
Natural for Ajax Developer
（『Natural for Ajax』ドキュ
メントを参照してください）

外部ページレイアウトから生成された複雑
なグラフィカルユーザーインターフェイス
とリッチ GUI ページ

アダプタと GUI レイアウト

n/aイベントドリブンアプリケーションダイアログ

15



エディタまたはユーティリ
ティ

Useオブジェクトタイプ

（保存および表示のみ）
n/a

（保存および表示のみ）

HTML ファイルやビットマップなどの非
Natural オブジェクト

リソース

SYSERR ユーティリティNatural システムおよびユーザー定義メッ
セージ

エラーメッセージ

SYSNCP ユーティリティコマンド方式のナビゲーションコマンドプロセッサ

関連トピック：

Natural オブジェクトに適用される命名規則の詳細については、「オブジェクトの命名規則」を
参照してください。
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「フィールドの定義」で説明されているように、プログラムで使用するすべてのフィールドは
DEFINE DATA ステートメントに定義する必要があります。

フィールドは DEFINE DATA ステートメント内に直接定義できます。または、プログラム外部の
別個のデータエリアにフィールドを定義し、DEFINE DATA ステートメントでそのデータエリアを
参照できます。

別個のデータエリアとは、複数の Natural プログラム、サブプログラム、サブルーチン、ヘルプ
ルーチン、またはクラスで使用できる Natural オブジェクトを指します。データエリアには、
データ定義モジュール（DDM）から取得されるユーザー定義変数、定数、データベースフィー
ルドなどのデータ要素定義が含まれています。

すべてのデータエリアは、データエリアエディタで作成および編集します。

Natural では、次の 3 つのタイプのデータエリアがサポートされます。

■ ローカルデータエリア
■ グローバルデータエリア
■ パラメータデータエリア

ローカルデータエリア（LDA）

ローカルとして定義された変数は、単一の Natural オブジェクト内でのみ使用できます。ローカ
ルデータを定義する方法は次の 2 つです。

■ プログラム内部に定義します。
■ プログラム外部の別個の Natural オブジェクト、すなわちローカルデータエリア（LDA）に
定義します。

このようなローカルデータエリアは、そのローカルデータエリアを使用するプログラム、サブ
プログラム、または外部サブルーチンが実行を開始するときに初期化されます。

アプリケーション構造を明確にして管理しやすくするために、通常はプログラム外部のデータエ
リアにフィールドを定義する方が便利です。

例 1：DEFINE DATA ステートメント内に直接定義されたフィールド

次の例では、フィールドはプログラムの DEFINE DATA ステートメント内に直接定義されていま
す。
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DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 PERSONNEL-ID

1 #VARI-A (A20)
1 #VARI-B (N3.2)
1 #VARI-C (I4)
END-DEFINE
...

例 2：別のデータエリアに定義されたフィールド

次の例では、同じフィールドがプログラムの DEFINE DATA ステートメントにではなく LDA39 と
いう名前の LDA に定義されており、DEFINE DATA ステートメントにはそのデータエリアへの参
照のみ含まれています。

プログラム：

DEFINE DATA LOCAL
USING LDA39

END-DEFINE
...

ローカルデータエリア LDA39：

I T L  Name                             F Length     Miscellaneous             
All -- -------------------------------- - ---------- ------------------------->
  V  1 VIEWEMP                                       EMPLOYEES                 
     2 PERSONNEL-ID                     A          8                           
     2 FIRST-NAME                       A         20                           
     2 NAME                             A         20                           
     1 #VARI-A                          A         20                           
     1 #VARI-B                          N        3.2                           
     1 #VARI-C                          I          4                          ↩

グローバルデータエリア（GDA）

以下では次のトピックについて説明します。

■ グローバルデータエリアの作成と参照
■ GDA インスタンスの作成および削除
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■ データブロック

グローバルデータエリアの作成と参照

グローバルデータエリア（GDA）は、データエリアエディタで作成および変更されます。詳細
については、『エディタ』ドキュメントの「データエリアエディタ」を参照してください。

Natural オブジェクトで参照される GDA は、この GDA を参照するオブジェクトが保存されて
いるものと同じ Natural ライブラリ、またはこのライブラリに定義されている steplib に保存す
る必要があります。

注意: 起動における COMMON という名前の GDA の使用：
COMMON という名前の GDA がライブラリに存在する場合は、このライブラリに LOGON す
ると、ACOMMON という名前のプログラムが自動的に呼び出されます。

重要: 複数の Natural オブジェクトが 1 つの GDA を参照するアプリケーションを構築す
るときは、この GDA 内のデータ要素定義を変更すると、このデータエリアを参照するす
べての Natural オブジェクトに影響が及ぶことに注意してください。そのため、GDA の
修正後に、CATALOG または STOW コマンドを使用して、これらのオブジェクトを再コンパ
イル（）する必要があります。

GDA を使用するには、Natural オブジェクトで DEFINE DATA ステートメントの GLOBAL 節を使
用して GDA を参照する必要があります。それぞれの Natural オブジェクトは 1 つのグローバル
データエリアのみを参照できます。つまり、DEFINE DATA ステートメントに複数の GLOBAL 節を
含めることはできません。

GDA インスタンスの作成および削除

GDA の最初のインスタンスは、これを参照する最初の Natural オブジェクトが実行を開始した
ランタイムに作成され、初期化されます。

GDA インスタンスが作成されると、この中に含まれるデータ値は、この GDA を参照する（DEFINE
DATA GLOBAL ステートメント）すべての Natural オブジェクト、および PERFORM、INPUT、また
は FETCH ステートメントによって呼び出されるすべての Natural オブジェクトで共有できます。
GDA インスタンスを共有するすべてのオブジェクトは、同じデータ要素上で機能します。

次の状況が該当する場合に、新しい GDA インスタンスが作成されます。

■ いずれかの GDA を参照するサブプログラムが CALLNAT ステートメントで呼び出された。
■ GDA を参照しないサブプログラムが、いずれかの GDA を参照するオブジェクトを呼び出し
た。

GDA の新しいインスタンスが作成されると、現在の GDA インスタンスは中断され、含まれて
いたデータ値はスタックされます。次にサブプログラムが、新しく作成された GDA インスタン
ス内のデータ値を参照します。中断された GDA インスタンス内のデータ値にアクセスすること
はできません。オブジェクトは 1 つの GDA インスタンスしか参照できず、以前の GDA インス
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タンスにアクセスすることはできません。GDA データ要素は、CALLNAT ステートメント内でパ
ラメータとして定義することによって、サブプログラムに渡すことのみが可能です。

サブプログラムが、呼び出し元オブジェクトに戻ると、参照されていた GDA インスタンスは削
除され、それまで中断していた GDA インスタンスがそのデータ値とともに再開されます。

次のいずれかが該当する場合、GDA インスタンスとその内容は削除されます。

■ 次の LOGON が実行された。
■ 同じレベルで別の GDA が参照された（レベルについてはこのセクションで後述）。
■ RELEASE VARIABLES ステートメントが実行された。この場合、GDA インスタンス内の変数
は、レベル 1 のプログラムの実行が終了するか、プログラムが FETCH または RUN ステートメ
ントで別のプログラムを呼び出したときにリセットされます。

次のセクションの図は、オブジェクトが GDA を参照し、GDA インスタンス内のデータ要素
を共有する様子を示しています。

GDA インスタンスの共有

次の図は、GDA を参照するサブプログラムが、呼び出し元プログラムが参照する GDA インス
タンス内のデータ値を共有できないことを示しています。呼び出し元プログラムと同じ GDA を
参照するサブプログラムは、この GDA の新しいインスタンスを作成します。ただし、サブプロ
グラムが参照する GDA に定義されているデータ要素は、このサブプログラムが呼び出したサブ
ルーチンやヘルプルーチンで共有できます。

次の図は、GDA1 の 3 つの GDA インスタンスと、データ要素 #GLOB1 によって各 GDA インスタ

ンスに割り当てられる最終値を示しています。数字  ～  は、オブジェクトの階層レベルを
示しています。
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FETCH または FETCH RETURN の使用

次の図は、同じ GDA を参照し、FETCH または FETCH RETURN ステートメントを使用してそれぞ
れを呼び出す複数のプログラムが、この GDA 内に定義されているデータ要素を共有することを
示しています。これらのプログラムのいずれかが GDA を参照しない場合は、以前に参照されて
いた GDA のインスタンスがアクティブなまま残り、データ要素の値が保持されます。

数字  と  は、オブジェクトの階層レベルを示しています。

プログラミングガイド22

データエリア



異なる GDA での FETCH の使用

次の図は、プログラムが FETCH ステートメントを使用して、異なる GDA を参照する別のプログ
ラムを呼び出すと、呼び出し元プログラムが参照する GDA（ここでは GDA1）の現在のインスタ
ンスが削除されることを示しています。その後、この GDA が他のプログラムから再び参照され
ると、この GDA の新しいインスタンスが作成され、その中のすべてのデータ要素にはそれぞれ
の初期値が指定されます。

FETCH RETURN ステートメントを使用して、異なる GDA を参照する別のプログラムを呼び出す
ことはできません。

数字  はオブジェクトの階層レベルを示しています。

呼び出し元プログラム PROG3 および PROG4 によって、GDA インスタンスは次のような影響を受
けます。

■ PROG3 内のステートメント GLOBAL USING GDA2 によって、GDA2 のインスタンスが作成され、
GDA1 の現在のインスタンスが削除されます。

■ PROG4 内のステートメント GLOBAL USING GDA1 によって、GDA2 の現在のインスタンスが削除
され、GDA1 の新しいインスタンスが作成されます。この結果、WRITE ステートメントで値ゼ
ロ（0）が表示されます。
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データブロック

データストレージスペースを節約するために、データブロックが含まれる GDA を作成できま
す。

以下では次のトピックについて説明します。

■ データブロックの使用例
■ データブロックの定義
■ ブロック階層

データブロックの使用例

データブロックは、プログラムの実行中に相互に重ねることができるため、ストレージスペース
の節約になります。

例えば、次のような階層では、ブロック B とブロック C が同じストレージエリアに割り当てら
れます。したがって、ブロック B とブロック C は同時に使用できません。ブロック B を変更す
ると、ブロック C の内容が破壊されます。
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データブロックの定義

データブロックはデータエリアエディタで定義します。どのブロックがどのブロックの下位にな
るかを指定して、ブロック階層を設定します。これは、ブロック定義のコメントフィールドに
「親」 ブロックの名前を入力して設定します。

次の例では、SUB-BLOCKB および SUB-BLOCKC は MASTER-BLOCKA に従属しており、SUB-BLOCKD は
SUB-BLOCKB に従属しています。

ブロックレベルの最大値は 8（マスタブロックを含む）です。

例：

グローバルデータエリア G-BLOCK：

I T L Name F Leng Index/Init/EM/Name/Comment
- - - -------------------------------- - ---- ---------------------------------

B MASTER-BLOCKA
1 MB-DATA01 A 10

B SUB-BLOCKB MASTER-BLOCKA
1 SBB-DATA01 A 20

B SUB-BLOCKC MASTER-BLOCKA
1 SBC-DATA01 A 40

B SUB-BLOCKD SUB-BLOCKB
1 SBD-DATA01 A 40

特定のブロックをプログラムで使用可能にするには、DEFINE DATA ステートメント内で次の構文
を使用します。

プログラム 1：
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DEFINE DATA GLOBAL
USING G-BLOCK
WITH MASTER-BLOCKA

END-DEFINE

プログラム 2：

DEFINE DATA GLOBAL
USING G-BLOCK
WITH MASTER-BLOCKA.SUB-BLOCKB

END-DEFINE

プログラム 3：

DEFINE DATA GLOBAL
USING G-BLOCK
WITH MASTER-BLOCKA.SUB-BLOCKC

END-DEFINE

プログラム 4：

DEFINE DATA GLOBAL
USING G-BLOCK
WITH MASTER-BLOCKA.SUB-BLOCKB.SUB-BLOCKD

END-DEFINE

この構造では、プログラム 1 がプログラム 2、プログラム 3、またはプログラム 4 と MASTER-BLOCKA
内のデータを共有できます。ただし、プログラム 2 とプログラム 3 は SUB-BLOCKB と SUB-BLOCKC
のデータエリアを共有できません。これらのデータブロックは構造と同じレベルにあるため、同
じストレージエリアを占有しているからです。

ブロック階層

データブロック階層を使用するときは注意が必要です。3 つのプログラムがデータブロック階層
を使用する次のシナリオを想定します。

プログラム 1：

DEFINE DATA GLOBAL
USING G-BLOCK
WITH MASTER-BLOCKA.SUB-BLOCKB

END-DEFINE
*
MOVE 1234 TO SBB-DATA01
FETCH 'PROGRAM2'
END

プログラム 2：
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DEFINE DATA GLOBAL
USING G-BLOCK
WITH MASTER-BLOCKA

END-DEFINE
*
FETCH 'PROGRAM3'
END

プログラム 3：

DEFINE DATA GLOBAL
USING G-BLOCK
WITH MASTER-BLOCKA.SUB-BLOCKB

END-DEFINE
*
WRITE SBB-DATA01
END

説明

■ プログラム 1 ではグローバルデータエリア G-BLOCK を MASTER-BLOCKA および SUB-BLOCKB と
ともに使用しています。このプログラムは SUB-BLOCKB 内のフィールドを変更して、プログラ
ム 2 をフェッチしますが、プログラム 2 のデータ定義には MASTER-BLOCKA しか指定されてい
ません。

■ プログラム 2 は SUB-BLOCKB をリセット、つまりその内容を削除します。これは、レベル 1 の
プログラム（例えば、FETCH ステートメントで呼び出されたプログラム）は、そのデータ定義
に定義されているブロックの下位となるすべてのデータブロックをリセットするからです。

■ 次にプログラム 2 はプログラム 3 をフェッチします。プログラム 3 はプログラム 1 で変更され
たフィールドを表示するものですが、空の画面を返します。

プログラムレベルの詳細については、「呼び出されるオブジェクトの複数レベル」を参照してく
ださい。

パラメータデータエリア（PDA）

サブプログラムは、CALLNAT ステートメントを使用して呼び出されます。CALLNAT ステートメン
トを使用して、パラメータを呼び出し元オブジェクトからサブプログラムに渡すことができま
す。

このようなパラメータは、サブプログラム内の DEFINE DATA PARAMETER ステートメントに、次
の方法で定義する必要があります。

■ DEFINE DATA ステートメントの PARAMETER 節内に直接定義します。
■ 別のパラメータデータエリア（PDA）に定義して、その PDA を参照する DEFINE DATA
PARAMETER ステートメントを指定します。
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以下では次のトピックについて説明します。

■ DEFINE DATA PARAMETER ステートメント内に定義されたパラメータ
■ パラメータデータエリアに定義されたパラメータ
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■ 配列の次元のフォーマット指定のマッチング

DEFINE DATA PARAMETER ステートメント内に定義されたパラメータ
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パラメータデータエリアに定義されたパラメータ

同様に、PERFORM ステートメントによって外部サブルーチンに渡されるパラメータは、外部サブ
ルーチン内の DEFINE DATA PARAMETER ステートメントを使用して定義する必要があります。

呼び出し元オブジェクトでは、サブプログラム／サブルーチンに渡されるパラメータ変数を PDA
内に定義する必要はありません。上記の図では、呼び出し元オブジェクトが使用する LDA に定
義されていますが、GDA に定義することも可能です。

呼び出し元オブジェクト内の CALLNAT/PERFORM ステートメントで指定されるパラメータの順序、
フォーマット、および長さは、呼び出されるサブプログラム／サブルーチンの DEFINE DATA
PARAMETER ステートメントに指定されるフィールドの順序、フォーマット、および長さと正確に
一致する必要があります。ただし、呼び出し元オブジェクト内の変数の名前は、呼び出されるサ
ブプログラム／サブルーチンと同じである必要はありません。パラメータは名前ではなくアドレ
スで転送されるためです。

呼び出し元プログラムで使用されるデータ要素定義が、サブプログラムまたは外部サブルーチン
で使用されるデータ要素定義と同一であることを確実にするために、DEFINE DATA LOCAL USING
ステートメントに PDA を指定できます。PDA を LDA として使用することにより、PDA と同
じ構造を持つ LDA を作成する手間を省くことができます。
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配列の次元のフォーマット指定のマッチング

配列をパラメータとして渡す場合、その次元は、呼び出されたサブプログラムまたはサブルーチ
ンの DEFINE DATA PARAMETER ステートメントで指定された配列の次元と一致する必要がありま
す。次元が一致しない場合、オカレンスの数が一致してもエラーが生成されます。

例：

呼び出されたサブプログラム SUB：

DEFINE DATA PARAMETER
1 B (A5/1:5)
END-DEFINE
...

NAT0937 コンパイラエラーのあるプログラム呼び出し：

DEFINE DATA LOCAL
1 A (A5/1:1,1:5)
END-DEFINE
CALLNAT 'SUB' A(1,*)
...

コンパイラエラーのないプログラム呼び出し：

DEFINE DATA LOCAL
1 A (A5/1:5)
END-DEFINE
CALLNAT 'SUB' A(*)
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4 データ定義モジュール（DDM）

データ定義モジュール（DDM）には、データベースファイルとそのフィールドの記述が含まれ
ています。Natural では、Natural プログラムからファイルに記述されているデータにアクセス
するためにこの記述が必要です。

詳細については、「データ定義モジュール - DDM」および「Natural およびデータベースへの
アクセス」を参照してください。

関連トピック：

■ Adabas データベースのデータへのアクセス
■ SQL データベースのデータへのアクセス
■ 『Natural Security』ドキュメントの「Protecting DDMs On UNIX, OpenVMS And Windows」
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5 プログラムと下位ルーチン

■ モジュラーアプリケーション構造 ............................................................................................. 36
■ 呼び出されるオブジェクトの複数レベル .................................................................................. 36
■ 下位ルーチンを呼び出すときの処理フロー .............................................................................. 37
■ プログラム ................................................................................................................................. 38
■ サブルーチン .............................................................................................................................. 40
■ Subprogram ................................................................................................................................... 44
■ 関数 ............................................................................................................................................ 45
■ 外部サブルーチン、サブプログラム、関数の比較 ................................................................... 48

35



このドキュメントでは、ルーチン、つまり下位プログラムとして呼び出すことができるオブジェ
クトタイプについて説明します。

ヘルプルーチンとマップは他のオブジェクトからも呼び出されますが、厳密にはルーチンではな
いため、個別のドキュメントで説明しています。「ヘルプルーチン」および「マップ」を参照し
てください。

基本的に、プログラム、サブプログラムおよびサブルーチンは、データの受け渡し方法やお互い
のデータエリアを共有できるかどうかなどがそれぞれ異なります。したがって、どのオブジェク
トタイプをどの目的に使用するかの決定は、アプリケーションのデータ構造に大きく依存しま
す。

モジュラーアプリケーション構造

一般に、Natural アプリケーションは単一の巨大なプログラムで構成されるのではなく、複数の
オブジェクトモジュールに分割されます。これらの各オブジェクトは、管理可能なサイズの機能
ユニットであり、各オブジェクトは明確に定義された方法でアプリケーションの他のオブジェク
トに接続されています。これにより、適切に構造化されたアプリケーションが提供されるため、
開発およびその後のメンテナンスが大幅に容易かつ迅速に行うことができるようになります。

メインプログラムの実行中には、他のプログラム、サブプログラム、サブルーチン、ヘルプルー
チン、およびマップを呼び出すことができます。続いてこれらのオブジェクトが他のオブジェク
トを呼び出すことができます。例えば、サブルーチンが別のサブルーチンを呼び出すこともでき
ます。したがって、アプリケーションのオブジェクト指向構造は非常に複雑になり、複数のレベ
ルに拡張される可能性があります。

呼び出されるオブジェクトの複数レベル

呼び出される各オブジェクトは、それを呼び出したオブジェクトのレベルの 1 つ下のレベルにな
ります。つまり、下位オブジェクトが呼び出されるたびに、レベル番号は 1 つ増加します。

直接実行されるプログラムはすべてレベル 1 です。メインプログラムによって直接呼び出される
サブプログラム、サブルーチン、マップ、ヘルプルーチンはレベル 2 になります。このサブルー
チンがサブルーチンを呼び出すと、呼び出されたサブルーチンはレベル 3 になります。

別のオブジェクト内から FETCH ステートメントで呼び出されたプログラムは、メインプログラ
ムとして分類され、レベル 1 から動作します。ただし、FETCH RETURN で呼び出されたプログラ
ムは、下位プログラムとして分類され、呼び出し元オブジェクトの 1 つ下のレベルが割り当てら
れます。

次の図は、呼び出されるオブジェクトの複数レベルの例と、これらのレベルがどのように数えら
れるかを示しています。
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現在実行中のオブジェクトのレベル番号を確認する場合は、システム変数 *LEVEL を使用できま
す。詳細については『システム変数』ドキュメントを参照してください。

下位ルーチンを呼び出すときの処理フロー

下位ルーチン、つまりサブプログラム、外部サブルーチン、プログラムまたは関数をそれぞれ呼
び出す CALLNAT、PERFORM、または FETCH RETURN ステートメントまたはファンクションコール
が実行されると、呼び出し元オブジェクトの実行は中断され、該当する下位ルーチンの実行が始
まります。

下位ルーチンの実行は、END ステートメントに到達するまで、または ESCAPE ROUTINE または
ESCAPE MODULE ステートメントの実行によって下位ルーチンの処理が停止されるまで継続しま
す。

いずれの場合も、呼び出し元オブジェクトの処理は、下位ルーチンを呼び出すために使用された
CALLNAT、PERFORM または FETCH RETURN ステートメントの次のステートメントから続行します。

ファンクションコールの場合、呼び出し元オブジェクトのその後の処理は、ファンクションコー
ルを含むステートメントで継続されます。
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例：

プログラム

プログラムは単独で実行し、テストできます。

■ ソースプログラムをカタログ化（コンパイル）して実行するには、システムコマンド RUN を
使用します。

■ すでにカタログ化オブジェクトとして存在するプログラムを実行するには、システムコマンド
EXECUTE を使用します。

プログラムは、他のオブジェクトから FETCH または FETCH RETURN ステートメントで呼び出すこ
ともできます。呼び出し元オブジェクトは、別のプログラム、サブルーチン、サブプログラム、
関数、ヘルプルーチン、またはマップの処理ルールのいずれでもかまいません。

■ プログラムが FETCH RETURN で呼び出されると、呼び出し元オブジェクトの実行は終了される
のではなく中断され、フェッチされたプログラムは下位プログラムとしてアクティブになりま
す。FETCH されたプログラムの実行が終了すると、呼び出し元オブジェクトが再びアクティブ
になり、その実行は FETCH RETURN ステートメントの次のステートメントから継続します。

■ プログラムが FETCH で呼び出されると、呼び出し元オブジェクトの実行は終了し、FETCH され
たプログラムがメインプログラムとしてアクティブになります。呼び出し元オブジェクトが、
フェッチされたプログラムの終了時に再びアクティブになることはありません。

以下では次のトピックについて説明します。

■ FETCH RETURN で呼び出されるプログラム
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■ FETCH で呼び出されるプログラム

FETCH RETURN で呼び出されるプログラム

FETCH RETURN で呼び出されるプログラムは、呼び出し元オブジェクトが使用するグローバルデー
タエリア（GDA）にアクセスできます。

また、あらゆるプログラムには独自のローカルデータエリア（LDA）があり、そのプログラム
内だけで使用されるフィールドを定義します。さらに、プログラムはアプリケーション独立変数
（AIV）にアクセスできます。詳細については、『ステートメント』ドキュメントの「アプリ
ケーションに依存しない変数の定義」を参照してください。

ただし、FETCH RETURN で呼び出されたプログラムが独自のグローバルデータエリア（GDA）を
持つことはできません。
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FETCH で呼び出されるプログラム

メインプログラムとして FETCH で呼び出されるプログラムは、上記の図に示したように、通常
は独自のグローバルデータエリアを設定します。ただし、呼び出し元オブジェクトが設定したも
のと同じグローバルデータエリアを使用することもできます。

注意: ソースプログラムは、RUN ステートメントで呼び出すこともできます。『ステート
メント』ドキュメントの RUN ステートメントを参照してください。

サブルーチン

通常、サブルーチンは、アプリケーション内の異なるオブジェクトで使用される機能を実装しま
す。

サブルーチンを構成するステートメントは、DEFINE SUBROUTINE... END-SUBROUTINE ステート
メントブロック内に定義する必要があります。

サブルーチンは PERFORM ステートメントによって呼び出されます。
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サブルーチンには、インラインサブルーチンと外部サブルーチンがあります。

■ インラインサブルーチン
インラインサブルーチンは、このサブルーチンを呼び出す PERFORM ステートメントが含まれ
るオブジェクト内に定義されるものです。

■ 外部サブルーチン
外部サブルーチンは、このサブルーチンを呼び出すオブジェクトの外部にある別のサブルーチ
ンタイプのオブジェクト内に定義されるものです。

同じオブジェクト内で繰り返し実行されるコードブロックがある場合は、インラインサブルーチ
ンを使用すると便利です。次に、DEFINE SUBROUTINE ステートメントブロック内でこのブロッ
クを 1 度だけコードし、いくつかの PERFORM ステートメントで呼び出すだけです。

以下では次のトピックについて説明します。

■ インラインサブルーチン
■ インラインサブルーチンで使用できるデータ
■ 外部サブルーチン
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■ 外部サブルーチンで使用できるデータ

インラインサブルーチン

インラインサブルーチンは、タイプがプログラム、ファンクション、サブプログラム、サブルー
チン、またはヘルプルーチンのオブジェクト内に含めることができます。

インラインサブルーチンで使用できるデータ

オブジェクトに含まれるインラインサブルーチンは、そのオブジェクト内のすべてのデータフィー
ルドにアクセスできます。
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外部サブルーチン

外部サブルーチン、つまりサブルーチンタイプのオブジェクトは単独では実行できません。これ
は、他のオブジェクトから呼び出す必要があります。呼び出し元オブジェクトは、プログラム、
関数、サブプログラム、サブルーチン、ヘルプルーチン、またはマップの処理ルールのいずれで
もかまいません。

外部サブルーチンで使用できるデータ

外部サブルーチンは、呼び出し元オブジェクトが使用するグローバルデータエリア（GDA）に
アクセスできます。

また、PERFORM ステートメントを使用して、呼び出し元オブジェクトから外部サブルーチンにパ
ラメータを渡すことができます。これらのパラメータは、サブルーチンの DEFINE DATA PARAMETER
ステートメント、またはサブルーチンが使用するパラメータデータエリア（PDA）に定義する
必要があります。

また、外部サブルーチンは、そのサブルーチン内のみで使用するフィールドを定義するローカル
データエリア（LDA）を持つことができます。ただし、外部サブルーチンが独自のグローバル
データエリア（GDA）を持つことはできません。
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外部サブルーチンはアプリケーション独立変数（AIV）にもアクセスできます。詳細について
は、『ステートメント』ドキュメントの「アプリケーションに依存しない変数の定義」を参照し
てください。

Subprogram

通常、サブプログラムは、アプリケーション内の異なるオブジェクトで使用される機能を実装し
ます。

サブプログラムは単独では実行できません。これは、他のオブジェクトから呼び出す必要があり
ます。呼び出し元オブジェクトは、プログラム、関数、サブプログラム、サブルーチン、または
ヘルプルーチンのいずれでもかまいません。

サブプログラムは、CALLNAT ステートメントを使用して呼び出されます。

CALLNAT ステートメントが実行されると、呼び出し元オブジェクトの実行は中断され、サブプロ
グラムが実行されます。このサブプログラムの実行後は、呼び出し元オブジェクトの実行が
CALLNAT ステートメントの次のステートメントから続行されます。

サブプログラムで使用可能なデータ

CALLNAT ステートメントを使用して、パラメータを呼び出し元オブジェクトからサブプログラム
に渡すことができます。これらのパラメータは、呼び出し元オブジェクトからサブプログラムが
使用できる唯一のデータです。これらは、サブプログラムの DEFINE DATA PARAMETER ステート
メント、またはサブプログラムが使用するパラメータデータエリア（PDA）に定義する必要が
あります。
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また、サブプログラムは、その中で使用するフィールドを定義する独自のローカルデータエリア
（LDA）を持つことができます。

サブプログラムがサブルーチンやヘルプルーチンを呼び出す場合は、そのようなサブルーチンや
ヘルプルーチンと共有する独自のグローバルデータエリア（GDA）を設定することもできます。

さらに、サブプログラムはアプリケーション独立変数（AIV）にアクセスできます。詳細につい
ては、『ステートメント』ドキュメントの「アプリケーションに依存しない変数の定義」を参照
してください。

関数

通常、関数は、アプリケーション内の異なるオブジェクトで使用される機能を実装します。

関数は、Natural が提供する標準システム関数（関連ドキュメントを参照）ではなく、ユーザー
定義の機能を提供します。

関数は、呼び出し元オブジェクトによって使用される結果値を返します。結果値は、関数で使用
可能なデータから計算されます。
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ファンクションオブジェクトには、DEFINE FUNCTION と END ステートメントで定義される単一
の関数が含まれます。

関数自体はファンクションコールによって呼び出されます。

関数で使用可能なデータ

ファンクションコールを使用して、パラメータを呼び出し元オブジェクトから関数に渡すことが
できます。これらのパラメータは、呼び出し元オブジェクトから関数が使用できる唯一のデータ
です。DEFINE FUNCTION ステートメントで定義する必要があります。

また、関数は、その関数内で使用するフィールドを定義する独自のローカルデータエリア（LDA）
を持つことができます。ただし、関数が独自のグローバルデータエリア（GDA）を持つことは
できません。

ファンクションはアプリケーション独立変数（AIV）にアクセスできます。詳細については、
『ステートメント』ドキュメントの「アプリケーションに依存しない変数の定義」を参照してく
ださい。

必要な場合は、DEFINE PROTOTYPE ステートメントを使用して関数を呼び出すオブジェクトの結
果とパラメータレイアウトを定義できます。
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詳細については、「ファンクションコール」を参照してください。
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外部サブルーチン、サブプログラム、関数の比較

このセクションでは、外部サブルーチン、サブプログラム、関数の機能の比較をまとめていま
す。

以下は、すべての場合で同じです。

■ ルーチンロジックを形成するプログラミングコードは、Natural ライブラリに格納されている
別のオブジェクトにコード化されます。

■ パラメータは、DEFINE DATA PARAMETER ステートメントを使用してオブジェクト内で定義し
ます。

外部サブルーチン、サブプログラム、および関数の違いを次の表に示します。

関数Subprogram外部サブルーチン対象

32 文字8 文字32 文字名前の最大長
GDA は許可されていません。GDA のインスタンスを作

成します
GDA を呼び出し側と共
有します

グローバルデータエリ
ア（GDA）の使用

コンパイル時にカタログ化され
たファンクションオブジェクト

チェックされるのは、コ
ンパイラオプション

チェックされるのは、
コンパイラオプション

コンパイル時に呼び出
されたオブジェクトの

が存在する場合にのみチェック
される

PCHECK が ON に設定され
ている場合のみ：

PCHECK が ON に設定さ
れている場合のみ：

定義に照らした、渡さ
れたパラメータの
フォーマット／長さの
チェック

ファンクションコールによって
呼び出される

ファンクションコールは、ス
テートメントで、読み取り専用

CALLNAT ステートメント
によって呼び出される

PERFORM ステートメン
トによって呼び出され
る

呼び出し元

オペランドの代わりに使用でき
ます。ファンクションコールは
ステートメントとしても使用で
きます。
ファンクションコールに使用さ
れるオペランドに応じて、コン

CALLNAT ステートメント
に使用されるオペランド

コンパイル時に決定コンパイル／実行時に
呼び出されるオブジェ
クトの決定 パイル時または実行時に決定さ

れる
に応じて、コンパイル時
または実行時に決定され
る

ファンクションコールの結果
は、ファンクションコールを含

結果の値は、ステートメ
ント内のオペランドとし

結果の値は、ステート
メント内のオペランド

ステートメントでの結
果値の使用

むステートメントでオペランド
として使用されます。

て使用されるパラメータ
に割り当てられている必
要があります。

として使用されるパラ
メータに割り当てられ
ている必要がありま
す。
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次の例では、ファンクションコールとサブプログラムの呼び出しを比較しています。

■ ファンクションコールの例
■ サブプログラム呼び出しの例

ファンクションコールの例

次の例は、ファンクションを呼び出すプログラムと、DEFINE FUNCTION ステートメントで作成さ
れたファンクション定義を示しています。

ファンクションを呼び出すプログラム

** Example 'FUNCAX01': Calling a function (Program)
************************************************************************
*
WRITE 'Function call' F#ADD(< 2,3 >) /* Function call.

/* No temporary variables needed.
*
END

ファンクション F#ADD の定義

** Example 'FUNCAX02': Calling a function (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#ADD

RETURNS #RESULT (I4)
DEFINE DATA PARAMETER

1 #SUMMAND1 (I4) BY VALUE
1 #SUMMAND2 (I4) BY VALUE

END-DEFINE
/*
#RESULT := #SUMMAND1 + #SUMMAND2
/*

END-FUNCTION                                                            
*                                                                       
END ↩

サブプログラム呼び出しの例

代わりにサブプログラム呼び出しを使用してファンクションコールの例と同じ機能を実装するに
は、一時変数を指定する必要があります。

サブプログラムを呼び出すプログラム

以下の例は、サブプログラムを呼び出すプログラムであり、一時変数が使用されています。
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** Example 'FUNCAX03': Calling a subprogram (Program)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL

1 #RESULT (I4) INIT <0>
END-DEFINE
*
CALLNAT 'FUNCAX04' #RESULT 2 3 /* Result is stored in #RESULT.
*
WRITE '=' #RESULT /* Print out the result of the

/* subprogram.
*
END

呼び出される側のサブプログラム FUNCAX04

** Example 'FUNCAX04': Calling a subprogram (Subprogram)
************************************************************************
DEFINE DATA PARAMETER

1 #RESULT (I4) BY VALUE RESULT
1 #SUMMAND1 (I4) BY VALUE
1 #SUMMAND2 (I4) BY VALUE

END-DEFINE                                                              
*                                                                       
#RESULT := #SUMMAND1 + #SUMMAND2                                        
*                                                                       
END ↩
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ヘルプルーチンには、ヘルプ要求の処理を容易にするための特徴があります。複雑な対話形式の
ヘルプシステムを実装するために使用できます。プログラムエディタで作成します。

ヘルプの呼び出し

Natural ユーザーは、ヘルプ文字をフィールドに入力するか、または、ヘルプキー（通常は PF1）
を押して Natural ヘルプルーチンを呼び出すことができます。デフォルトのヘルプ文字は疑問符
（?）です。

■ ヘルプ文字は 1 回しか入力できません。
■ ヘルプ文字は入力文字列内で変更される唯一の文字である必要があります。
■ ヘルプ文字は入力文字列内の最初の文字である必要があります。

ヘルプルーチンが数値フィールドに対して指定されている場合、Natural ではそのフィールドの
ヘルプルーチンを呼び出す目的で疑問符を入力できます。その場合も、Natural ではフィールド
入力として有効な数値データが提供されることをチェックします。

まだ指定されていない場合は、SET KEY ステートメントでヘルプキーを指定できます。

SET KEY PF1=HELP

ヘルプルーチンは、それが呼び出されるプログラムまたはマップに指定されている場合にのみ、
ユーザーが呼び出すことができます。

ヘルプルーチンの指定

ヘルプルーチンは次のように指定できます。

■ プログラム内では、ステートメントレベルおよびフィールドレベルで指定。
■ マップ内では、マップレベルおよびフィールドレベルで指定。

ヘルプが指定されていないフィールドに対してヘルプが要求された場合や、参照するフィールド
のないヘルプが要求された場合は、ステートメントレベルまたはマップレベルで指定されたヘル
プルーチンが呼び出されます。

ヘルプルーチンは、プログラム自体または処理ルール内の REINPUT USING HELP ステートメント
を使用して呼び出すこともできます。REINPUT USING HELP ステートメントに MARK オプション
が含まれている場合は、マークされたフィールドに割り当てられているヘルプルーチンが呼び出
されます。フィールド固有のヘルプルーチンが割り当てられていない場合は、マップのヘルプ
ルーチンが呼び出されます。
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ヘルプルーチン内の REINPUT ステートメントは、同じヘルプルーチン内の INPUT ステートメン
トにのみ適用できます。

ヘルプルーチンの名前は、次に示すような INPUT ステートメントのセッションパラメータ HE で
指定できます。

INPUT (HE='HELP2112')

または、マップエディタの拡張フィールド編集機能を使用して指定することもできます（「マッ
プの作成」および『エディタ』ドキュメントを参照してください）。

ヘルプルーチンの名前は、英数字定数または名前が含まれる英数字変数で指定できます。定数の
場合は、ヘルプルーチン名をアポストロフィで囲む必要があります。

ヘルプルーチンのプログラミングについて

ヘルプルーチンの処理は、ESCAPE ROUTINE ステートメントで終了できます。

ヘルプルーチンで END OF TRANSACTION または BACKOUT TRANSACTION ステートメントを使用す
ると、メインプログラムのトランザクションロジックに影響を与えるため注意してください。

ヘルプルーチンとのパラメータの受け渡し

ヘルプルーチンは、現在アクティブなグローバルデータエリアにアクセスできますが、独自のグ
ローバルデータエリアを持つことはできません。また、独自のローカルデータエリア（LDA）
を持つことができます。

パラメータを使用した、ヘルプルーチンとのデータの受け渡しも可能です。1 つのヘルプルーチ
ンに、20 個までの明示的なパラメータと 1 個の暗黙的なパラメータを指定できます。明示的な
パラメータは、ヘルプルーチン名の後に HE オペランドを付けて指定します。

HE='MYHELP','001'

暗黙的なパラメータとは、ヘルプルーチンが呼び出されたフィールドです。

INPUT #A (A5) (HE='YOURHELP','001')

上記の 001 は明示的なパラメータであり、#A は暗黙的なパラメータ／フィールドです。

これは、ヘルプルーチンの DEFINE DATA PARAMETER ステートメント内で次のように指定します。
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DEFINE DATA PARAMETER
1 #PARM1 (A3) /* explicit parameter
1 #PARM2 (A5) /* implicit parameter
END-DEFINE

暗黙的なパラメータ（上記例の #PARM2）は省略できることに注意してください。暗黙的なパラ
メータは、ヘルプが要求されたフィールドにアクセスして、このフィールドにヘルプルーチンか
らデータを返すために使用します。例えば、計算機能プログラムをヘルプルーチンとして実装
し、計算結果をフィールドに返すことができます。

ヘルプが呼び出されると、データが画面からプログラムデータエリアに渡される前に、ヘルプ
ルーチンが呼び出されます。これは、ヘルプルーチンは同じ画面トランザクション内で入力され
たデータにアクセスできないことを意味しています。

ヘルプ処理が完了すると、画面データはリフレッシュされます。ヘルプルーチンによって変更さ
れたフィールドは更新されます。ヘルプルーチンが呼び出される前にユーザーによって変更され
ていたフィールドは更新から除外されますが、ヘルプが要求されたフィールドは更新に含まれま
す。例外：ヘルプが要求されたフィールドが、ダイナミック属性（DY セッションパラメータ）
によって複数の部分に分割され、疑問符が入力された部分が、ユーザーによって変更された部分
の後にある場合、フィールドの内容はヘルプルーチンでは変更されません。

属性制御変数は、ヘルプルーチン処理の後では、たとえヘルプルーチン内で変更されている場合
でも再評価されることはありません。

等号オプション

等号（=）は明示的なパラメータとして指定できます。

INPUT PERSONNEL-NUMBER (HE='HELPROUT',=)

このパラメータは、フィールド名（マップレベルで指定された場合はマップ名）を含む内部フィー
ルド（フォーマット／長さ A65）として処理されます。対応するヘルプルーチンは、次のように
始まります。

DEFINE DATA PARAMETER
1 FNAME (A65) /* contains 'PERSONNEL-NUMBER'
1 FVALUE (N8) /* value of field (optional)
END-DEFINE

このオプションは、フィールド名を読み取り、アプリケーションのオンラインドキュメントまた
は Predict データディクショナリにアクセスしてフィールド固有のヘルプを提供する 1 つの共通
ヘルプルーチンにアクセスするために使用します。
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配列インデックス

ヘルプ文字またはヘルプキーで選択されたフィールドが配列要素である場合、そのインデックス
は暗黙的なパラメータ（明示的なパラメータに関係なく、ランクに依存して 1～3）として指定
されます。

これらのパラメータのフォーマット／長さは I2 です。

INPUT A(*,*) (HE='HELPROUT',=)

対応するヘルプルーチンは、次のように始まります。

DEFINE DATA PARAMETER
1 FNAME (A65) /* contains 'A'
1 FVALUE (N8) /* value of selected element
1 FINDEX1 (I2) /* 1st dimension index
1 FINDEX2 (I2) /* 2nd dimension index
END-DEFINE
...

ウィンドウとしてのヘルプ

表示するヘルプのサイズを画面サイズよりも小さくすることができます。この場合、ヘルプは次
に示すような、フレームで囲まれたウィンドウとして画面に表示されます。

*******************************************************************************
PERSONNEL INFORMATION

PLEASE ENTER NAME: ?_________________
PLEASE ENTER CITY: __________________

+---------------------------+
! !
! Type in the name of an !
! employee in the first !
! field and press ENTER. !
! You will then receive !
! a list of all employees !
! of that name. !
! !
! For a list of employees !
! of a certain name who !
! live in a certain city, !
! type in a name in the !
! first field and a city !
! in the second field !
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! and press ENTER. !
*******************! !*******************************

+---------------------------+

ヘルプルーチン内では、ウィンドウのサイズを次の方法で指定できます。

■ FORMAT ステートメントを使用します（例えば、次のようにページサイズと行サイズを指定し
ます： FORMAT PS=15 LS=30);

■ INPUT USING MAP ステートメントを使用します。この場合は、マップのマップ設定で定義され
たサイズが使用されます。

■ DEFINE WINDOW ステートメントを使用します。この場合は、ウィンドウサイズを明示的に指定
することも、内容に応じて Natural で自動的にウィンドウサイズを決定することもできます。

ヘルプウィンドウの位置は、ヘルプが要求されたフィールドの位置から自動的に計算されます。
Natural では、対応するフィールドに重ならずにできるだけ近くなる位置にウィンドウを配置し
ます。DEFINE WINDOW ステートメントを使用すると、自動位置決めを回避して、ユーザー自身が
ウィンドウ位置を決定できます。

ウィンドウ処理の詳細については、『ステートメント』ドキュメントの「DEFINE WINDOW」ス
テートメントおよび『端末コマンド』ドキュメントの端末コマンド「%W」を参照してください。
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この章では、コピーコードの利点と使用について説明します。

コピーコードの使用

コピーコードタイプのオブジェクトには、INCLUDE ステートメントを使用して別のオブジェクト
に組み込むことができるソースコードの一部が含まれています。

したがって、複数オブジェクトに同じ形式で現れるステートメントブロックがある場合は、その
ステートメントブロックを複数回コーディングする代わりにコピーコードオブジェクトを使用で
きます。これにより、コーディングの労力が削減されるうえ、そのブロックが本当に同一である
ことも保証されます。

コピーコードの処理

コピーコードはコンパイル時に組み込まれます。つまり、コピーコードのソースコード行は、
INCLUDE ステートメントを含むオブジェクトに物理的に挿入されるのではなく、コンパイル処理
で組み込まれて、結果的に作成されるカタログ化オブジェクトの一部となります。

そのため、コピーコードのソースコードを変更する場合は、CATALOG または CATALL システムコ
マンドを使用して、そのコピーコードを使用するすべてのオブジェクトをカタログ化する必要も
あります。

注意：

■ コピーコードは独自に実行できません。STOW システムコマンドを使用して格納することはで
きず、SAVE システムコマンドを使用した保存のみが可能です。

■ END ステートメントをコピーコード内に指定することはできません。

詳細については、『ステートメント』ドキュメントの INCLUDE ステートメントを参照してくだ
さい。
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Natural オブジェクトタイプ 「テキスト」 は、プログラムではなくテキストを記述するために
使用します。

テキストオブジェクトの使用

このオブジェクトタイプを使用すると、プログラムのソースコードなどに記述するよりも詳細に
Natural オブジェクトをドキュメント化することができます。

テキスト オブジェクトは、プログラムをドキュメント化する目的で Predict を使用できない環境
でも役立ちます。

テキストの記述

テキストはプログラムエディタを使用して記述します。

プログラムを記述する場合と異なる唯一の処理は、小文字から大文字への変換がないこと、つま
り、記述したテキストはそのまま維持されることです。

任意のテキストを記述できます。構文チェックはありません。

テキストオブジェクトは、システムコマンド SAVE で保存のみでき、システムコマンド STOW で
格納することはできません。システムコマンド RUN を使用して実行することはできず、エディ
タにのみ表示されます。
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9 クラス

クラスは、オブジェクトベースのプログラミングスタイルを適用するために使用します。

詳細については、『プログラミングガイド』の「NaturalX」セクションを参照してください。
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INPUT ステートメントは、ダイナミックな画面レイアウトの指定の代わりとして、Natural オブ
ジェクトタイプ マップ を利用する定義済みマップレイアウトの機能を提供します。

マップ使用の利点

ダイナミック画面レイアウトの指定ではなく定義済みマップレイアウトを使用すると、次のよう
なさまざまな利点があります。

■ プログラムロジックと表示ロジックが結果的に分割されるため、アプリケーションが明確に構
造化されます。

■ メインプログラムに変更を行うことなくマップレイアウト修正が可能です。
■ アプリケーションのユーザーインターフェイスの言語を国際化や地域化に容易に適合させるこ
とができます。

マップのようなオブジェクトを使用する利点は、既存の Natural アプリケーションを管理する場
合に明白です。

マップのタイプ

マップ（画面レイアウト）は、ユーザーが画面で見ることができるアプリケーションの一部で
す。

マップには次のタイプがあります。

■ 入力マップ
ユーザーとの対話は入力マップを経由して行われます。

■ 出力マップ
アプリケーションによって出力レポートが生成される場合に、出力マップを使用してこのレ
ポートを画面に表示できます。

■ ヘルプマップ
ヘルプマップは原則的には他のマップに似ていますが、ヘルプとして割り当てられる場合は、
ヘルプの目的に使用できることを確実にするために追加チェックが実行されます。

「マップ」 オブジェクトタイプは、次の要素で構成されます。

■ 画面レイアウトを定義するマップ本文。
■ 関連付けられたパラメータデータエリア（PDA）。一種のインターフェイスとして、特定の
マップに表示される各フィールドの名前、フォーマット、長さなどのデータ定義が含まれま
す。

関連トピック：
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■ 入力フィールドに付加できる選択ボックスの詳細については、『ステートメント』ドキュメン
トの「INPUT」の「SB - 選択ボックス」および『パラメータリファレンス』の「SB - 選択ボッ
クス」を参照してください。

■ 上部を出力マップとして使用し、下部を入力マップとして使用できる画面分割マップの詳細に
ついては、『ステートメント』ドキュメントの「INPUT」で「画面分割機能」を参照してくだ
さい。

マップの作成

マップおよびヘルプマップのレイアウトは、マップエディタで作成および編集します。

適切なローカルデータエリア（LDA）は、データエリアエディタで作成および管理します。

Natural がインストールされているプラットフォームに応じて、これらのエディタは、キャラク
タユーザーインターフェイスまたはグラフィカルユーザーインターフェイスのいずれかを備えて
います。

関連トピック：

■ データエリアエディタの使用の詳細については、プラットフォーム固有の『エディタ』ドキュ
メントの「データエリアエディタ」を参照してください。

■ マップエディタの使用の詳細については、プラットフォーム固有の『エディタ』ドキュメント
の「マップエディタ」を参照してください。

■ ダイナミックに指定された画面レイアウトを使用する入力処理の詳細については、『ステート
メント』ドキュメントの「INPUT」で「構文 1 - ダイナミック画面レイアウトの指定」を参照
してください。

■ マップエディタで作成したマップレイアウトを使用する入力処理の詳細については、『ステー
トメント』ドキュメントの「INPUT」で「構文 2 - 定義済みマップレイアウトの使用」を参照
してください。

マップ処理の開始／終了

入力マップは INPUT USING MAP ステートメントで呼び出されます。

出力マップは WRITE USING MAP ステートメントで呼び出されます。

マップの処理は処理ルール内の ESCAPE ROUTINE ステートメントで終了できます。
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11 アダプタ

「アダプタ」 タイプの Natural オブジェクトは、Natural アプリケーション内のリッチ GUI ペー
ジを表現するために使用します。このオブジェクトタイプは、マップタイプのオブジェクトが端
末 I/O 処理に対して行う役割と同様の役割を、リッチ GUI ページの処理に対して行います。た
だし、レイアウト情報を含まない点でマップタイプと異なります。

アダプタタイプのオブジェクトは、外部ページレイアウトから生成されます。外部で定義および
保存されたページレイアウトを使用して、Natural アプリケーションが表示や修正のために外部
I/O システムにデータを送信できるようにするインターフェイスとして機能します。アダプタに
は、このタスクを実行するために必要な Natural コードが含まれています。

アプリケーションプログラムは、PROCESS PAGE USING ステートメント内でアダプタを参照しま
す。

オブジェクトタイプ 「アダプタ」 の詳細については、『Natural for Ajax』ドキュメントを参照
してください。
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12 ダイアログ

ダイアログは、グラフィカルユーザーインターフェイス（GUI）用の Natural アプリケーション
を作成するときに、イベントドリブンプログラミングとともに使用します。

注意: ダイアログは、Natural for Mainframes, Natural for UNIX、または Natural for
OpenVMS では作成または変更できませんが、表示やその他の目的で Natural システム
ファイルに保存できます。
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このセクションでは、リソースタイプの Natural オブジェクトについて説明します。

Natural for UNIX でサポートされる HTML ファイルや XML スタイルシートなど、Natural 以外
のファイルタイプは、RES ディレクトリ内の異なるファイルにあります。Natural では製品とと
もにいくつかのリソースが提供されますが、ユーザーが使用するアプリケーションの独自のリ
ソースを RES ディレクトリに保存することもできます。

リソースの使用

Natural では次の 2 種類のリソースが区別されます。

■ 共有リソース
共有リソースは、Natural アプリケーションで使用される Natural 以外の任意のファイルで、
Natural ライブラリシステムで管理されます。 

■ プライベートリソース
プライベートリソースは、唯一の Natural オブジェクトのみに割り当てられ、そのオブジェク
トの一部であるとみなされるファイルです。オブジェクトは最大で 1 つのプライベートリソー
スファイルを持つことができます。現時点でプライベートリソースを持つのは Natural ダイア
ログのみです。

Natural ライブラリに属する共有リソースもプライベートリソースも、ファイルシステム内の
Natural ライブラリを表すディレクトリの ..\RES という名前のサブディレクトリで管理されま
す。

共有リソース

共有リソースは、Natural アプリケーションで使用される Natural 以外の任意のファイルで、
Natural ライブラリシステムで管理されます。共有リソースとして使用する Natural 以外のファ
イルは、Natural ライブラリの ..\RES  という名前のサブディレクトリに含める必要があります。

共有リソースの使用の例

ビットマップ MYPICTURE.BMP は、ライブラリ MYLIB に含まれるダイアログ MYDLG のビット
マップコントロールに表示されます。最初にビットマップは、ディレクトリ ..\MYLIB\RES に
移されることによって Natural ライブラリ MYLIB に挿入されます。次のコードは、ダイアログ
MYDLG のコードの一部で、その後このダイアログをビットマップコントロールに割り当てる方法
を示しています。
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DEFINE DATA LOCAL
01 #BM-1 HANDLE OF BITMAP 
... 
END-DEFINE 
* (Creation of the Bitmap control omitted.) 
... 
#BM-1.BITMAP-FILE-NAME := "MYPICTURE.BMP" ... ↩

ビットマップを共有リソースとして使用する利点は次のとおりです。

■ パス名を指定しなくても Natural ダイアログにファイル名を指定できます。
■ ファイルは、ファイルを使用する Natural オブジェクトとともに Natural ライブラリに保持で
きます。

注意: 以前の Natural バージョンでは、Natural 以外のファイルは、通常は環境変数
NATGUI_BMP で定義されたディレクトリに保管されていました。この方法を使用する既存
のアプリケーションは、これまでと同様に作動します。現在のライブラリで共有リソース
ファイルが見つからない場合、Natural は常にこのディレクトリを検索するからです。

プライベートリソース

プライベートリソースは、Natural オブジェクトの一部であるバイナリデータを保存するために
Natural によって内部的に使用されます。この場合のファイルは、ファイル名の拡張子 NR* で認
識されます。* は Natural オブジェクトのタイプに依存する 1 文字です。Natural ではプライベー
トリソースファイルとその内容が自動的に管理されます。Natural オブジェクトは、最大 1 つの
プライベートリソースファイルを持つことができます。

現時点でプライベートリソースファイルを持つのは Natural ダイアログのみです。このファイル
は、ダイアログに定義され、独自のプロパティページで構成される ActiveX コントロールのコ
ンフィグレーションを保存するために使用されます。

プライベートリソースの例

ダイアログ MYDLG のプライベートリソースファイルの名前は MYDLG.NR3 になります。

ダイアログの作成、修正、削除などが行われると、Natural では必要に応じてこのファイルが自
動的に作成、修正、削除されます。

プライベートリソースファイルは、ダイアログ MYDLG に関連するバイナリデータを保存するた
めに使用されます。
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リソースを処理する API

ライブラリ SYSEXT には次のアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）が存在
し、ユーザーアプリケーションはこれを使用してリソース独自のユーザー出口ルーチンにアクセ
スできます。

機能API

ショートネームまたはロングネームを使用して、リソースの書き込み、読み取り、削除を行
います。

USR4208N
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14 エラーメッセージ

エラーメッセージタイプのオブジェクトは、ユーザーが定義したアプリケーション固有のメッ
セージを管理したり、Software AG が提供する Natural システムメッセージのテキストをカスタ
マイズしたりするために使用します。

エラーメッセージは、次のオプションで SYSERR ユーティリティを使用して作成および管理し
ます。

■ 異なるメッセージカテゴリごとにメッセージ範囲を定義します。
■ メッセージを標準化します。
■ メッセージを他の言語に翻訳します。
■ 詳細な説明のために、（長い）拡張メッセージテキストを添付します。
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15 コマンドプロセッサ

コマンドプロセッサは、メニューの階層を移動する代わりに、Natural アプリケーション用のコ
マンド方式のナビゲーションシステムを定義するために使用します。

Natural コマンドプロセッサ（NCP）は、メンテナンスとランタイムの 2 つのコンポーネントで
構成されています。SYSNCP ユーティリティはメンテナンス部分に相当し、コマンドプロセッ
サソースを定義しアプリケーション内のナビゲーションを制御するためのすべて機能を備えてい
ます。PROCESS COMMAND ステートメント（『ステートメント』ドキュメントを参照）は、Natural
プログラムを呼び出すために使用されるランタイム部分です。

77



78



III ファンクションコール
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function-name

(< [([prototype-clause] [intermediate-result-clause])]

[parameter] [,[parameter]] ... >)

[array-index-expression]

構文図で使用されている記号については、「構文記号」を参照してください。

関連ステートメント：DEFINE PROTOTYPE | DEFINE FUNCTION

関数

ファンクションコールは、タイプファンクションの Natural オブジェクトを呼び出します。

関数は、パラメータ、ローカル変数、およびアプリケーション独立変数、使用する結果値、関数
の呼び出し時に実行されるステートメントを含む DEFINE FUNCTION ステートメントで定義しま
す。

関数は、次のいずれかを指定して呼び出します。

■ DEFINE FUNCTION ステートメントで定義されたファンクション名、または
■ 実行時に関数の名前が含まれている英数字の変数。この場合、VARIABLE キーワードで DEFINE
PROTOTYPE ステートメント内の変数を参照する必要があります。

ファンクションコールは、読み取り専用オペランドではなく、Natural ステートメント内で使用
できます。この場合、関数は結果を返す必要があります。結果は、同じ値を含むフィールドのよ
うなステートメントによって処理されます。

Natural ステートメントの代わりにファンクションコールを使用することもできます。この場
合、関数は結果値を返す必要はありません。返された場合、値の結果は破棄されます。

制限

ファンクションコールは、以下の状況には使用できません。

■ オペランド値が Natural ステートメントによって変更される位置。例：

MOVE 1 TO #FCT(<..>);
■ DEFINE DATA ステートメント内。
■ READ、FIND、SELECT、UPDATE および STORE などのデータベースアクセスステートメント内。
■ AT BREAK または IF BREAK ステートメント内。
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■ AVER、SUM および *TRIM などの Natural システム関数の引数として。
■ 配列インデックス表現内。
■ ファンクションコールのパラメータとして。

ファンクションコールが INPUT ステートメントで使用される場合、戻り値は定数値として処理
されます。これにより、属性 AD=O が自動的に割り当てられ、このフィールドを書き込み保護に
設定します（出力の場合のみ）。

構文説明

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○UAASfunction-name

構文要素の説明：

説明構文要素

関数名：function-name

function-name は次のいずれかになります。

■ DEFINE FUNCTION ステートメントで参照として呼び出される関数
の名前、または

■実行時に呼び出された関数の名前を含む英数字の変数の名前。この
変数は、DEFINE PROTOTYPE ステートメントの VARIABLE キーワー
ドによるプロトタイプ定義で参照する必要があります。このプロト
タイプに正しいパラメータと結果フィールド定義が含まれていない
場合は、別のプロトタイプを prototype-clause で割り当てること
ができます。

プロトタイプ節：prototype-clause

プロトタイプ節（PT=）を参照してください。
中間結果節：intermediate-result-clause

中間結果節（IR=）を参照してください。
パラメータ指定：parameter

「parameter」を参照してください。
配列インデックス表記：array-index-expression
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説明構文要素

ファンクションコールによって返された結果が配列の場合、インデッ
クス表記を指定して、要求された配列のオカレンスに対応する必要が
あります。

詳しくは、「ユーザー定義変数」の「インデックス表記」を参照して
ください。

prototype-clause (PT=)

PT= prototype-name

Natural では、コンパイル時にファンクションコールを解決するためにパラメータ定義と関数の
結果が必要です。function-name（呼び出された関数に対して定義されたパラメータまたは関数
の結果）と一致するプロトタイプがない場合は、prototype-clause で一致するプロトタイプを
割り当てることができます。この場合、参照されるプロトタイプが代わりに配置され、パラメー
タと関数の結果の定義を解決するために使用されます。参照されているプロトタイプで宣言され
ている function-name は無視されます。

構文要素の説明：

説明構文要素

プロトタイプ名：prototype-name

prototype-name は次のいずれかになります。

■結果とパラメータレイアウトを使用するプロトタイプの名前、または
■ファンクションコールで function-name として指定された英数字フィールドの名
前。このフィールドに、実行時に呼び出される関数の名前が含まれている必要があ
ります。

フィールド名では、配列の添字表現は指定しないでください。

intermediate-result-clause (IR=)

format-length [/array-definition]

IR=
[(array-definition)] HANDLE OF OBJECT

[/array-definition]) DYNAMIC(
A
U
B

関数のカタログされたオブジェクトとプロトタイプ定義のいずれも使用できない場合、この節を
使用してファンクションコールの結果値の format-length/array definition を指定できます。
このファンクションコールにプロトタイプを使用できる場合、または呼び出された関数のカタロ
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グされたオブジェクトが存在する場合、intermediate-result-clause で指定された結果値フォー
マットのデータ転送の互換性がチェックされます。

構文要素の説明：

説明構文要素

フォーマット／長さの定義：format-length

フィールドのフォーマットおよび長さ。

ユーザー定義変数のフォーマットおよび長さの定義については、「ユーザー定義変
数のフォーマットおよび長さ」を参照してください。
配列の次元の定義：array-definition

array-definition には、配列定義の次元の下限と上限を定義します。

『ステートメント』ドキュメントの「配列の次元の定義」を参照してください。
オブジェクトのハンドル：HANDLE OF OBJECT

NaturalX とともに使用します。

詳細については、『プログラミングガイド』の｢NaturalX｣を参照してください。
データフォーマット：A、B または U

使用可能なフォーマットは、ダイナミック変数に対する英数字、バイナリ、または
Unicode です。
ダイナミック変数：DYNAMIC

フィールドは DYNAMIC として定義できます。

ダイナミック変数の処理の詳細については、「ダイナミック変数およびフィールド
について」を参照してください。

parameter

nX

M
O )(AD=operand

A

関数にデータ値を渡すために、1 つまたは複数のパラメータを指定できます。関数内の DEFINE
DATA PARAMETER の定義に応じて、定数値または変数として提供できます。

関数のパラメータに適用される語義と構文の規則は、サブプログラムのパラメータセクションで
説明されているものと同じです。CALLNAT ステートメントの「パラメータ」を参照してくださ
い。
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オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○OGCLTDBFIPNAN *GASCoperand

注意: アスタリスクが付いているオプションは、Windows および UNIX プラットフォー
ムにのみ適用されます。

構文要素の説明：

説明構文
要素

省略されるパラメータ：nX

表記 nX を使用して、次の n パラメータを省略するように指定できます。例えば、1X は次のパラ
メータを省略し、3X は次のパラメータを 3 つ省略します。これは、次の n パラメータに、関数に
渡す値がないことを意味します。

省略されるパラメータは、関数の DEFINE DATA PARAMETER ステートメントでキーワード OPTIONAL
を使用して定義する必要があります。OPTIONAL は、値を呼び出し側オブジェクトからこのような
パラメータに渡すこともできるということを意味します。
属性定義：AD=

operand が変数の場合は、次のいずれかの方法でマークすることができます。
変更不可：AD=O

セッションパラメータ「AD=O」を参照してください。

注意: 内部的に、AD=O は BY VALUE  と同様に処理され
ます（DEFINE DATA ステートメントの説明の
parameter-data-definition を参照）。
変更可：AD=M

セッションパラメータ「AD=M」を参照してください。

これはデフォルト設定です。
入力のみ：AD=A

セッションパラメータ「AD=A」を参照してください。
注意: operand が定数の場合は、属性定義 AD を明示的に指定することはできません。定数には常
に AD=O が適用されます。
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例

プログラム例 FUNCEX01 では、関数 F#ADDITION、F#CHAR、F#EVEN および F#TEXT を使用します。

このセクションに示すすべてのサンプルソースは、Natural SYSEXPG システムライブラリのソー
スオブジェクトおよびカタログ化オブジェクトとして提供されます。

■ 呼び出し元のプログラム FUNCEX01：
■ 呼び出される関数 F#ADDITION
■ 呼び出される関数 F#CHAR
■ 呼び出される関数 F#EVEN
■ 呼び出される関数 F#TEXT

呼び出し元のプログラム FUNCEX01：

** Example 'FUNCEX01': Function call (Program)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL

1 #NUM (I2) INIT <5>
1 #A (I2) INIT <1>
1 #B (I2) INIT <2>
1 #C (I2) INIT <3>
1 #CHAR (A1) INIT <'A'>

END-DEFINE
*
IF #NUM = F#ADDITION(<#A,#B,#C>) /* Function with three parameters.

WRITE 'Sum of #A,#B,#C' #NUM
ELSE

IF #NUM = F#ADDITION(<1X,#B,#C>) /* Function with optional parameters.
WRITE 'Sum of #B,#C' #NUM

END-IF
END-IF
*
DECIDE ON FIRST #CHAR

VALUE F#CHAR (<>)(1) /* Function with result array.
WRITE 'Character A found'

VALUE F#CHAR (<>)(2)
WRITE 'Character B found'

NONE
IGNORE

END-DECIDE
*
IF F#EVEN(<#B>) /* Function with logical result value.

WRITE #B 'is an even number'
END-IF
*
F#TEXT(<'Hello', '*'>) /* Function used as a statement.
*
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WRITE F#TEXT(<(IR=A12) 'Good'>) /* Function with intermediate result.
*
END

プログラムの出力 FUNCEX01

Sum of #B,#C 5
Character A found

2 is an even number
*** Hello world ***
Good morning

呼び出される関数 F#ADDITION

関数 F#ADDITION は、サンプル関数 FUNCEX02 で定義されています。

** Example 'FUNCEX02': Function call (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#ADDITION

RETURNS (I2)
DEFINE DATA PARAMETER

1 #PARM1 (I2) OPTIONAL
1 #PARM2 (I2) OPTIONAL
1 #PARM3 (I2) OPTIONAL

END-DEFINE                                                            
  /*                                                                    
  RESET F#ADDITION
  IF #PARM1 SPECIFIED                                                   
    F#ADDITION := F#ADDITION + #PARM1                                             ↩
  
  END-IF                                                                
  IF #PARM2 SPECIFIED                                                   
    F#ADDITION := F#ADDITION + #PARM2                                             ↩
  
  END-IF                                                                
  IF #PARM3 SPECIFIED                                                   
    F#ADDITION := F#ADDITION + #PARM3                                             ↩
  
  END-IF                                                                
  /*                                                                    
END-FUNCTION                                                            
*                                                                       
END ↩

プログラミングガイド88

ファンクションコール



呼び出される関数 F#CHAR

関数 F#CHAR は、サンプル関数 FUNCEX03 で定義されています。

** Example 'FUNCEX03': Function call (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#CHAR

RETURNS (A1/1:2)
/*
F#CHAR(1) := 'A'
F#CHAR(2) := 'B'
/*

END-FUNCTION                                                            
*                                                                       
END  ↩

呼び出される関数 F#EVEN

関数 F#EVEN は、サンプル関数 FUNCEX04 で定義されています。

** Example 'FUNCEX04': Function call (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#EVEN

RETURNS (L)
DEFINE DATA
PARAMETER

1 #NUM (N4) BY VALUE
LOCAL

1 #REST (I2)
END-DEFINE
/*
DIVIDE 2 INTO #NUM REMAINDER #REST
/*
IF #REST = 0

F#EVEN := TRUE
ELSE

F#EVEN := FALSE
END-IF
/*

END-FUNCTION                                                            
*                                                                       
END ↩
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呼び出される関数 F#TEXT

関数 F#TEXT は、ライブラリ SYSEXPG のサンプル関数 FUNCEX05 で定義されています。

** Example 'FUNCEX05': Function call (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#TEXT

RETURNS (A20) BY VALUE
DEFINE DATA
PARAMETER

1 #TEXT1 (A5) BY VALUE
1 #TEXT2 (A1) BY VALUE OPTIONAL

LOCAL
1 #FRAME (A3)

END-DEFINE
/*
IF #TEXT2 SPECIFIED

MOVE ALL #TEXT2 TO #FRAME
/*
COMPRESS #FRAME #TEXT1 'world' #FRAME INTO F#TEXT
/*
WRITE F#TEXT

ELSE
COMPRESS #TEXT1 'morning' INTO F#TEXT
/*

END-IF
/*

END-FUNCTION                                                            
*                                                                       
END ↩

関数の結果

ファンクション定義に応じて、ファンクションコールは 1 つの結果フィールドを返すことがあり
ます。これはスカラ値または配列フィールドで、ファンクションコールが組み込まれたステート
メントの一時フィールドのように処理されます。結果が配列の場合、ファンクションコールの直
後に必要なオカレンスに対処する array-index-expression を続ける必要があります。

例えば、返された配列の最初のオカレンスにアクセスするには、次のようにします。
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#FCT(<#A,#B>)(1)

パラメータと結果の指定

コンパイル時にファンクションコールを正しく解決するには、コンパイラにパラメータのフォー
マット、長さ、および配列構造と関数の結果が必要です。ファンクションコールで指定されたパ
ラメータは、関数内の対応する定義と照合され、それらが一致していることが確認されます。オ
ペランドではなくステートメント内で関数を使用する場合、関数の結果はオペランドのフォー
マット、長さ、および配列構造と一致する必要があります。

この情報を提供する方法には、次の 3 つのオプションがあります。

1. 以前に DEFINE PROTOTYPE ステートメントが実行されていない場合は、呼び出された関数のカ
タログ化オブジェクト（使用可能な場合）からパラメータと結果の指定を暗黙的に取得しま
す。

この方法では、最小限のプログラミング作業で済みます。
2. DEFINE PROTOTYPE ステートメントを使用します。呼び出された関数のカタログ化オブジェク

トが使用できない場合、またはファンクション名がコンパイル時に不明な場合は、DEFINE
PROTOTYPE ステートメントを使用する必要があります。つまり、ファンクション名の代わり
に英数字変数の名前をファンクションコールで指定します。

3. ファンクションコールで明示的な（IR=）節を指定します。

最初の 2 つの方法は、パラメータのフォーマット、長さ、および配列構造と関数の結果の完全検
証で構成されます。

■ ファンクションコールの追加の節
■ パラメータと関数の結果の検証
■ ファンクションコールに複数の定義がある例

ファンクションコールの追加の節

DEFINE PROTOTYPE ステートメントとカタログされたファンクションオブジェクトのいずれも存
在しない場合は、ファンクションコールで次の節を使用できます。

■ （IR=）節では、関数の結果のフォーマット／長さ／配列構造を指定します。

この節では、コンパイラが結果フィールド（ファンクションコールを含むステートメントで使
用される中間結果）で想定するフォーマット／長さ／配列構造を決定します。ファンクション
コールにプロトタイプ定義が使用可能な場合、（IR=）節はプロトタイプの指定を上書きしま
す。

（IR=）節はパラメータチェックを強制しません。
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■ （PT=）節では、ファンクション名以外の名前を持つ、あらかじめ定義されたプロトタイプを
使用します。この節は、参照される名前の DEFINE PROTOTYPE ステートメントを使用して、パ
ラメータと関数の結果を検証します。

次の例では、関数 #MULT が呼び出されますが、#ADD という名前のプロトタイプのパラメータ
および結果の指定が適用されます。

#I := #MULT(<(PT=#ADD) 2 , 3>)

パラメータと関数の結果の検証

検出された次の最初の定義は、指定されたパラメータをチェックするために使用されます。

■ (PT=) 節で参照されるプロトタイプ定義。
■ プロトタイプ名がファンクションコールで使用されるファンクション名と一致する DEFINE
PROTOTYPE ステートメントのプロトタイプ定義。

■ DEFINE FUNCTION ステートメントとともに提供されるカタログされたファンクションオブジェ
クトのパラメータ指定。

上記のいずれも指定されていない場合、パラメータの検証は実行されません。これにより、構文
エラーを受け取らずに、ファンクションコールのパラメータの数とレイアウトを指定するオプ
ションが提供されます。

検出された次の最初の定義は、関数の結果をチェックするために使用されます。

■ （IR=）節で提供されている定義。
■ (PT=)節で参照されるプロトタイプ内の RETURNS の定義。
■ プロトタイプ名がファンクションコールで使用されるファンクション名と一致する DEFINE
PROTOTYPE ステートメントのプロトタイプ定義。

■ カタログされたファンクションオブジェクトの関数の結果の指定。

上記のいずれも指定されていない場合、構文エラーが発生します。

ファンクションコールに複数の定義がある例

プログラム：
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** Example 'FUNCBX01': Declare result value and parameters (Program)
************************************************************************
*
DEFINE DATA LOCAL

1 #PROTO-NAME (A20)
1 #PARM1 (I4)
1 #PARM2 (I4)

END-DEFINE
*
DEFINE PROTOTYPE VARIABLE #PROTO-NAME

RETURNS (I4)
DEFINE DATA PARAMETER

1 #P1 (I4) BY VALUE OPTIONAL
1 #P2 (I4) BY VALUE

END-DEFINE
END-PROTOTYPE
*
#PROTO-NAME := 'F#MULTI'
#PARM1 := 3
#PARM2 := 5
*
WRITE #PROTO-NAME(<#PARM1, #PARM2>)
WRITE #PROTO-NAME(<1X ,5>)
*
WRITE F#MULTI(<(PT=#PROTO-NAME) #PARM1,#PARM2>)
*
WRITE F#MULTI(<(IR=N20) #PARM1, #PARM2>)
*
END

関数 F#MULTI：

** Example 'FUNCBX02': Declare result value and parameters (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#MULTI

RETURNS #RESULT (I4) BY VALUE
DEFINE DATA PARAMETER

1 #FACTOR1 (I4) BY VALUE OPTIONAL
1 #FACTOR2 (I4) BY VALUE

END-DEFINE
/*
IF #FACTOR1 SPECIFIED

#RESULT := #FACTOR1 * #FACTOR2
ELSE

#RESULT := #FACTOR2 * 10
END-IF
/*

END-FUNCTION                                                            
*                                                                       
END ↩
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ステートメント内の関数の評価順序

Natural ステートメント内で使用されるすべてのファンクションコールは、ステートメントの実
行が開始される前に評価されます。これらはステートメントに表示される順序と同じ順序で評価
されます。関数の結果値は一時フィールドに格納されます。この一時フィールドは、後でステー
トメントの実行のオペランドとして使用されます。

同じステートメント内で繰り返し使用される変更可能なパラメータを持つ関数を呼び出すと、次
の例に示すように関数の結果が異なる可能性があります。

例：

COMPUTE ステートメントが開始される前の変数 #I の値は 1 です。最初のステップで、関数
F#RETURN が実行されます。これにより、#I の値が 2 に変更され、関数の結果として 2 の値が返
されます。その後、COMPUTE 演算が開始され、#I (2) の値と一時フィールドの値 (2) が合計さ
れ、値 4 になります。

プログラム：

** Example 'FUNCCX01': Parameter changed within function (Program)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL

1 #I (I2) INIT <1>
1 #RESULT (I2)

END-DEFINE
*
COMPUTE #RESULT := #I + F#RETURN(<#I>) /* First evaluate function call,

/* then execute the addition.
*
WRITE '#I :' #I /

'#RESULT:' #RESULT
*
END

機能：

** Example 'FUNCCX02': Parameter changed within function (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#RETURN

RETURNS #RESULT (I2) BY VALUE
DEFINE DATA PARAMETER

1 #PARM1 (I2) BY VALUE RESULT
END-DEFINE
/*
#PARM1 := #PARM1 + 1 /* Increment parameter.
#RESULT := #PARM1 /* Set result value.
/*
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END-FUNCTION
*
END

プログラム FUNCCX01 の出力：

#I : 2
#RESULT: 4

関数をステートメントとして使用する

また、ファンクションコールをステートメントに組み込むことなく、Natural ステートメントの
代わりにファンクションコールを使用することもできます。この場合、ファンクションコールは
結果値を返す必要はありません。返された場合、結果値は破棄されます。

次の例に示すように、ファンクションコールと前のステートメントをセミコロン（;）で区切る
ことによって、このようなファンクションコールが前のステートメントの一部とみなされること
を回避できます。

例：

プログラム：

** Example 'FUNCDX01': Using a function as a statement (Program)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL

1 #A (I4) INIT <1>
1 #B (I4) INIT <2>

END-DEFINE
*
*
WRITE 'Write:' #A #B
F#PRINT-ADD(< 2,3 >) /* Function call belongs to operand list

/* immediately preceding it.
*
WRITE // '*************************' //
*
WRITE 'Write:' #A #B; /* Semicolon separates operands and function.
F#PRINT-ADD(< 2,3 >) /* Function call does not belong to the

/* operand list.
*
END

機能：
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** Example 'FUNCDX02': Using a function as a statement (Function)
************************************************************************
DEFINE FUNCTION F#PRINT-ADD

RETURNS (I4)
DEFINE DATA PARAMETER

1 #SUMMAND1 (I4) BY VALUE
1 #SUMMAND2 (I4) BY VALUE

END-DEFINE
/*
F#PRINT-ADD := #SUMMAND1 + #SUMMAND2 /* Result of function call.
WRITE 'Function call:' F#PRINT-ADD
/*

END-FUNCTION                                                            
*                                                                       
END ↩

プログラム FUNCDX01 の出力：

Function call:           5                       
Write:           1           2           5       

*************************                        

Write:           1           2                   
Function call:           5 ↩
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IV フィールド定義

このセクションでは、プログラムで使用するフィールドを定義する方法について説明します。こ
れらのフィールドは、データベースフィールドおよびユーザー定義フィールドです。

DEFINE DATA ステートメントの使用と構造
ユーザー定義変数
ダイナミック変数およびフィールドについて
ダイナミック変数およびラージ変数の使用
ユーザー定義定数
初期値（および RESET ステートメント）
フィールドの再定義
配列
X-array

ここでは、DEFINE DATA ステートメントの主要なオプションのみを説明します。オプションの詳
細については、『ステートメント』ドキュメントを参照してください。

データベースフィールドの詳細については、「Adabas データベースのデータへのアクセス」を
参照してください。そのセクションで説明されている Adabas 用の 機能と例は、基本的に他の
データベース管理システムにも適用できます。システムごとの差異については、『ステートメン
ト』ドキュメントまたは『パラメータリファレンス』ドキュメントの該当するデータベースイン
ターフェイスの説明を参照してください。
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Natural プログラム内にストラクチャードモードで記述されている最初のステートメントは常
に、プログラムで使用するフィールドを定義するために使用される DEFINE DATA ステートメン
トである必要があります。

ソースプログラムのインデントについては、Natural システムコマンド STRUCT の説明を参照し
てください。

DEFINE DATA ステートメントにおけるフィールド定義

DEFINE DATA ステートメントで、プログラムで使用するすべてのフィールド（ユーザー定義変数
およびデータベースフィールド）を定義します。

フィールドを定義するには、以下の 2 つの方法があります。

■ DEFINE DATA ステートメントそのものでフィールドを定義します（下記参照）。
■ プログラム外のローカルデータエリアまたはグローバルデータエリアでフィールドを定義し、
DEFINE DATA ステートメントでそのデータエリアを参照します（下記参照）。

複数のプログラム／ルーチンでフィールドを使用する場合は、プログラム外のデータエリアで定
義する必要があります。

アプリケーション構造を明確にするために、通常はプログラム外のデータエリアにフィールドを
定義することをお勧めします。

データエリアは、『エディタ』ドキュメントで説明されている「データエリアエディタ」で作成
およびメンテナンスします。

以下の最初の例では、プログラムの DEFINE DATA ステートメント内でフィールドを定義してい
ます。2 番目の例では、同じフィールドをローカルデータエリア（LDA）で定義し、DEFINE
DATA ステートメントではそのデータエリアへの参照だけを指定しています。

DEFINE DATA ステートメント内でのフィールド定義

以下の例は、DEFINE DATA ステートメント内でのフィールドの定義方法を示しています。

DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 PERSONNEL-ID

1 #VARI-A (A20)
1 #VARI-B (N3.2)
1 #VARI-C (I4)
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END-DEFINE
...

別のデータエリアでのフィールドの定義

以下の例は、ローカルデータエリア（LDA）でのフィールドの定義方法を示しています。

プログラム：

DEFINE DATA LOCAL
USING LDA39 

END-DEFINE 
... ↩

ローカルデータエリア LDA39：

I T L Name                             F Leng Index/Init/EM/Name/Comment       
- - - -------------------------------- - ---- ---------------------------------
  V 1 VIEWEMP                                 EMPLOYEES    
    2 NAME                             A   20                           
    2 FIRST-NAME                       A   20
    2 PERSONNEL-ID                     A    8                   
    1 #VARI-A                          A   20
    1 #VARI-B                          N  3.2
    1 #VARI-C                          I    4
 ↩

レベル番号を使用した DEFINE DATA ステートメントの構造化

以下のトピックについて説明します。

■ 定義の構造化およびグループ化
■ ビュー定義のレベル番号
■ フィールドグループのレベル番号
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■ 再定義のレベル番号

定義の構造化およびグループ化

レベル番号は、定義の構造およびグループ化を示すために、DEFINE DATA ステートメント内で使
用します。これは以下に関連します。

■ ビュー定義
■ フィールドグループ
■ 再定義

レベル番号は、01～99 の範囲内の 1 桁または 2 桁の数字です（先頭の 0 は任意）。

一般的に、変数定義はレベル 1 です。

ビュー定義、再定義、およびグループでのレベル番号は、連続している必要があります。レベル
番号はスキップできません。

ビュー定義のレベル番号

ビューを定義する場合、ビュー名はレベル 1、ビューを構成するフィールドはレベル 2 で指定す
る必要があります。ビュー定義の詳細については、データベースアクセスの説明を参照してくだ
さい。

ビュー定義のレベル番号の例：

DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 BIRTH

...
END-DEFINE

フィールドグループのレベル番号

グループを定義すると、連続する一連のフィールドを簡単に参照できます。共通のグループ名の
下に複数のフィールドを定義すると、後で、個々のフィールド名の代わりにグループ名のみを指
定することによって、プログラム内でフィールドを参照できます。

グループ名はレベル 1 で指定し、グループに含まれるフィールドは 1 つ低いレベルにする必要が
あります。

グループ名には、ユーザー定義変数と同じ命名規則が適用されます。
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グループのレベル番号の例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELDA (N2.2)
1 #FIELDB (I4)
1 #GROUPA

2 #FIELDC (A20)
2 #FIELDD (A10)
2 #FIELDE (N3.2)

1 #FIELDF (A2) 
... 
END-DEFINE ↩

この例では、フィールド #FIELDC、#FIELDD、および #FIELDE は、共通のグループ名 #GROUPA の
下に定義されています。他の 3 つのフィールドはグループの一部ではありません。#GROUPA はグ
ループ名として機能するだけで、それ自体はフィールドではないことに注意してください（した
がって、フォーマット／長さ定義を持っていません）。

再定義のレベル番号

フィールドを再定義する場合、REDEFINE オプションは元のフィールドと同じレベルにする必要
があります。再定義から作成するフィールドは、1 つ低いレベルにする必要があります。再定義
の詳細については、「フィールドの再定義」を参照してください。

再定義のレベル番号の例：

DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF STAFFDDM

2 BIRTH
2 REDEFINE BIRTH

3 #YEAR-OF-BIRTH (N4)
3 #MONTH-OF-BIRTH (N2)
3 #DAY-OF-BIRTH (N2)

1 #FIELDA (A20)
1 REDEFINE #FIELDA

2 #SUBFIELD1 (N5)
2 #SUBFIELD2 (A10)
2 #SUBFIELD3 (N5) 

...  
END-DEFINE ↩

この例では、データベースフィールド BIRTH は、3 つのユーザー定義変数として再定義され、
ユーザー定義変数の #FIELDA は、他の 3 つのユーザー定義変数として再定義されています。
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ユーザー定義変数は、プログラム内でユーザーが定義するフィールドです。ユーザー定義変数
は、追加の処理または表示のためにプログラム処理の特定のポイントで得られた値または中間結
果を保存するために使用します。

『Natural の使用』ドキュメントの「ユーザー定義変数の命名規則」も参照してください。

変数の定義

ユーザー定義変数を定義するには、DEFINE DATA ステートメントで名前とフォーマット／長さを
指定します。

以下の表記に従って、変数の特徴を定義します。

(r,format-length/index)

この表記は変数名の後に、任意で 1 つ以上の空白で区切って記述します。

各表記要素の間に空白を入れることはできません。

各要素は、必要に応じて個別に指定できます。まとめて指定する場合は、上記の文字で区切る必
要があります。

例：

以下の例では、英数字フォーマットで 10 桁の長さのユーザー定義変数が、#FIELD1 という名前
で定義されています。

DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELD1 (A10)
...
END-DEFINE

注意: 

1. ストラクチャードモードで操作している場合、またはプログラムに DEFINE DATA LOCAL 節が
含まれている場合、ステートメント内で変数をダイナミックに定義することはできません。

2. これは、アプリケーションに依存しない変数（AIV）には適用されません。「アプリケーショ
ンに依存しない変数の定義」も参照してください。

プログラミングガイド106

ユーザー定義変数



表記 (r) を使用したデータベースフィールドの参照

ステートメントラベルまたはソースコード行番号は、前の Natural ステートメントを参照するた
めに使用できます。この参照は、Natural のデフォルトの参照を変更したり（各ステートメント
の記述に従って実行可能な場合）、処理内容を説明したりするために使用できます。「ループ処
理」の「プログラム内のステートメント参照」も参照してください。

以下では次のトピックについて説明します。

■ データベースフィールドのデフォルトの参照
■ ステートメントラベルによる参照
■ ソースコード行番号による参照

データベースフィールドのデフォルトの参照

ステートメント参照表記を指定しない場合、通常は以下の参照が適用されます。

■ デフォルトでは、最も内側のアクティブなデータベースループ（FIND、READ、HISTOGRAM）で
読み込まれているフィールドが参照されます。

■ アクティブなデータベースループでフィールドが読み込まれていない場合、まだクローズされ
ていないループ内にあり、かつ、当該フィールドが読み込まれている、直前の GET ステート
メント（レポーティングモードでは FIND FIRST または FIND UNIQUE ステートメントも可）が
参照されます。

ステートメントラベルによる参照

ループ処理を開始したり、データ要素によるデータベースへのアクセスを実行したりする Natural
ステートメントには、後で参照するための記号ラベルをマークできます。

ラベルは、参照するオブジェクトの前に label. という形式で指定するか、または参照するオブ
ジェクトの後に (label.) という形式で指定します。ただし、同時に指定することはできませ
ん。

ラベルの命名規則は、変数の名前の命名規則と同一です。ラベル名の後のピリオドは、そのエン
トリをラベルとして識別するために機能します。

例：
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...
RD. READ PERSON-VIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'
FD. FIND AUTO-VIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (FD.)

DISPLAY NAME (RD.) FIRST-NAME (RD.) MAKE (FD.)
END-FIND

END-READ
...

ソースコード行番号による参照

ステートメントは、ステートメントが記述されているソースコード行を使用して参照することも
できます。

4 桁すべての行番号を指定する必要があります（先行ゼロは省略不可能）。

例：

...
0110 FIND EMPLOYEES-VIEW WITH NAME = 'SMITH'
0120 FIND VEHICLES-VIEW WITH MODEL = 'FORD'
0130 DISPLAY NAME (0110) MODEL (0120)
0140 END-FIND
0150 END-FIND
...

注意: 技術的な理由から、プログラムエディタ画面に表示される行番号は 6 桁ですが、内
部的に処理されるのは下 4 桁のみです。

参照するソースコード行番号の変更

ソース内の行番号参照（「表記（r）を使用したデータベースフィールドの参照」および「プロ
グラム内のステートメント参照」は、関連する行番号が RENUMBER コマンドによって変更された
場合は、変更されます。番号の変更は、英数字または Unicode 定数内を除くすべての行の参照
パターンに適用されます。例えば、次のようになります。

#FIELD1 := '(1150)' /* is not renumbered
RESET NAME(1150) /* is renumbered

注意: デフォルトでは、英数字と Unicode 定数内の行番号参照が再設定されません。ま
た、これらの番号も変更する場合は、RNCONST プロファイルパラメータを ON に設定する
必要があります。

有効なソースコード行番号参照として認識され、番号が振り直されるパターンは以下のとおりで
す（nnnn は 4 桁の数字）。
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ステートメントの例パターン

ESCAPE BOTTOM (0150)(nnnn)

DISPLAY ADDRESS-LINE(0010/1:5)(nnnn/

DISPLAY ADDRESS-LINE (0010,A10/1:5)(nnnn,

左カッコの直後に nnnn がない場合、または nnnn の後に右カッコ、カンマ、またはスラッシュ
以外の文字が続く場合、パターンは行番号の参照とは見なされず、変更されません。

注意: 技術的な理由から、プログラムエディタ画面に表示される行番号は 6 桁ですが、内
部的に処理されるのは下 4 桁のみです。

ユーザー定義変数のフォーマットおよび長さ

ユーザー定義変数のフォーマットおよび長さは、変数名の後のカッコ内に指定します。

固定長の変数は、以下のフォーマットおよび対応する長さで定義できます。

ダイナミック変数のフォーマットおよび長さについては、「ダイナミック変数の定義」を参照し
てください。

内部的な長さ（バイト）定義可能な長さ説明Format

1～10737418241～1073741824（1 GB）英数字A

1～10737418241～1073741824（1 GB）バイナリB

2-属性制御C

4-日付D

4 または 84 または 8浮動小数点F

1、2 または 41、2 または 4整数I

1-論理L

1～291～29数値（アンパック）N

1～151～29パック型数値P

7-時刻T

2～10737418241～536870912（0.5 GB）Unicode（UTF-16）U

長さは、フォーマットを指定した場合にのみ指定できます。フォーマットによっては、長さを明
示的に指定する必要のないものもあります（上記の表を参照）。

フォーマット N または P で定義するフィールドには、nn.m という形式で小数点の位置を指定で
きます。nn は小数点前の桁数を表し、m は小数点後の桁数を表します。nn と m を合計した値は
29 を超えることはできません。また、m の値は 7 を超えることはできません。
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注意: 

1. フォーマット P のユーザー定義変数を DISPLAY、WRITE、INPUT の各ステートメントで出力す
る場合、Natural によって、出力のために内部的にフォーマット N に変換されます。

2. レポーティングモードでは、ユーザー定義変数のフォーマットおよび長さを指定しません。
デフォルトの割り当てがプロファイル／セッションパラメータ FS によって無効化されていな
い限り、デフォルトのフォーマット／長さの N7 が使用されます。

データベースフィールドの場合、データ定義モジュール（DDM）でフィールドに対して定義さ
れているフォーマット／長さが適用されます。レポーティングモードでは、データベースフィー
ルドに対し、異なるフォーマット／長さをプログラム内で定義することもできます。

ストラクチャードモードでは、データエリア定義または DEFINE DATA ステートメントでのみ、
フォーマットおよび長さを指定できます。

ストラクチャードモードでのフォーマット／長さの定義例：

DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME

1 #NEW-SALARY (N6.2)
END-DEFINE
...
FIND EMPLOY-VIEW ...
...
COMPUTE #NEW-SALARY = ...
...

レポーティングモードでは、DEFINE DATA ステートメントを使用していなければ、プログラムの
本体でフォーマット／長さを定義できます。

レポーティングモードでのフォーマット／長さの定義例：

...

...
FIND EMPLOYEES

... ... COMPUTE #NEW-SALARY(N6.2) = ...

...
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特殊フォーマット

英数字（A）、数値（B、F、I、N、P）の各標準フォーマットの他に、Natural では以下の特殊
フォーマットがサポートされています。

■ フォーマット C - 属性制御
■ フォーマット D - 日付、およびフォーマット T - 時刻
■ フォーマット L - 論理
■ フォーマット：ハンドル

フォーマット C - 属性制御

フォーマット C で定義されている変数は、DISPLAY、INPUT、PRINT、PROCESS PAGE または WRITE
の各ステートメントで使用されているフィールドに属性をダイナミックに割り当てるために使用
できます。

フォーマット C の変数には、長さを指定できません。この変数には常に 2 バイトの長さが Natural
によって割り当てられます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #ATTR (C)
1 #A (N5)
END-DEFINE
...
MOVE (AD=I CD=RE) TO #ATTR
INPUT #A (CV=#ATTR)
...

詳細については、セッションパラメータ CV の説明を参照してください。

フォーマット D - 日付、およびフォーマット T - 時刻

フォーマット D および T で定義されている変数は、日付および時刻の演算や表示に使用できま
す。フォーマット D には、日付情報のみを指定できます。フォーマット T には、日付および時
刻の両方の情報を指定できます。つまり、日付情報は時刻情報のサブセットです。時刻は、1/10
秒単位でカウントされます。

フォーマット D および T の変数には、長さを指定できません。フォーマット D の変数には常に
4 バイトの長さ（P6）が、フォーマット T の変数には常に 7 バイトの長さ（P12）が、Natural
によって割り当てられます。プロファイルパラメータ MAXYEAR が 9999 に設定されている場合、
フォーマット D の変数には常に 4 バイトの長さ（P7）が、フォーマット T の変数には常に 7 バ
イトの長さ（P13）が、Natural によって割り当てられます。
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例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #DAT1 (D)
END-DEFINE
*
MOVE *DATX TO #DAT1
ADD 7 TO #DAT1
WRITE '=' #DAT1
END

詳細については、セッションパラメータ EM と、システム変数 *DATX および *TIMX の説明を参照
してください。

日付フィールドの値は、1582 年 1 月 1 日～2699 年 12 月 31 日の範囲内の値である必要がありま
す。

フォーマット L - 論理

フォーマット L で定義されている変数は、論理条件の基準として使用できます。この変数の値
は、TRUE または FALSE になります。

フォーマット L の変数には、長さを指定できません。フォーマット L の変数には常に 1 バイト
の長さが Natural によって割り当てられます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #SWITCH(L)
END-DEFINE
MOVE TRUE TO #SWITCH
...
IF #SWITCH

...
MOVE FALSE TO #SWITCH

ELSE
...
MOVE TRUE TO #SWITCH

END-IF

論理値表示の詳細については、セッションパラメータ EM の説明を参照してください。
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フォーマット：ハンドル

HANDLE OF OBJECT として定義されている変数は、オブジェクトハンドルとして使用できます。

オブジェクトハンドルの詳細については、「NaturalX」を参照してください。

インデックス表記

インデックス表記は、配列フィールドに対して使用します。

インデックス表記には、整数値定数またはユーザー定義変数を使用できます。ユーザー定義変数
は、次のいずれかを使用して指定できます。N（数値）、P（パック型）、I（整数）、B（バイ
ナリ）。フォーマット B は、長さが 4 以下の場合にのみ使用できます。

システム変数、システム関数、修飾された変数は、インデックス表記に使用できません。

配列の定義例：

1. #ARRAY (3)
オカレンス数 3 の 1 次元配列を定義します。

2. FIELD ( label.,A20/5) またはlabel.FIELD(A20/5)
label. でマークしたステートメントを参照するデータベースフィールドを基にした、英数字
フォーマットで長さ 20、オカレンス数 5 の配列を定義します。

3. #ARRAY (N7.2/1:5,10:12,1:4)
最初のオカレンス数が 5、2 番目のオカレンス数が 3、3 番目のオカレンス数が 4 である、
フォーマット／長さが N7.2 の 3 次元配列を定義します。

4. FIELD ( label./i:i + 5) またはlabel.FIELD(i:i + 5)
label. でマークしたステートメントを参照するデータベースフィールドを基にした配列を定
義します。

FIELD は、マルチプルバリューフィールド、またはピリオディックグループのフィールドを表
します。i を使用して、データベースオカレンス内のインデックスのオフセットを指定しま
す。プログラム内では、この配列のサイズはオカレンス数 6（i:i + 5）と定義されます。マ
ルチプルバリューフィールドまたはピリオディックグループのオカレンスに対する、プログ
ラムの配列の位置を指定するには、データベースインデックスのオフセットを変数として指
定します。i を再位置決めすると、GET または GET SAME ステートメントを使用してデータベー
スに新規にアクセスする必要があります。

Natural では、インデックスが 1 で始まらない配列を定義できます。ランタイムに Natural に
よって、参照で指定しているインデックス値が、定義で指定されている次元の最大サイズを超え
ていないかどうかがチェックされます。

注意: 
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1. 以前の Natural バージョンとの互換性を維持するために、コロン（:）の代わりにハイフン（-
）を使用してデータベース配列の範囲を指定することもできます。

2. ただし、両方の表記を混在させることはできません。
3. ハイフン表記は DEFINE DATA ステートメントに使用できません。
4. 新しいコードの場合は、コロン（:）表記を使用することをお勧めします。

インデックスの最大値は、1,073,741,824（1 GB）です。

添字の参照には、プラス（+） およびマイナス（-）演算子を使用した単純な演算式を使用でき
ます。演算式を添字として使用する場合、これらの演算子の前後に空白を入れる必要がありま
す。

グループ構造内の配列は、Natural によって、グループのオカレンスごとではなくフィールドご
とに分解されます。

グループ配列の分解例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #GROUP (1:2)
2 #FIELDA (A5/1:2)
2 #FIELDB (A5)

END-DEFINE
...

上記のように定義されているグループを、以下の WRITE ステートメントで出力します。

WRITE #GROUP (*)

オカレンスは、以下の順序で出力されます。

#FIELDA(1,1) #FIELDA(1,2) #FIELDA(2,1) #FIELDA(2,2) #FIELDB(1) #FIELDB(2)

以下の順序ではありません。

#FIELDA(1,1) #FIELDA(1,2) #FIELDB(1) #FIELDA(2,1) #FIELDA(2,2) #FIELDB(2)

配列の参照例：

1. #ARRAY (1)
1 次元配列の最初のオカレンスを参照します。

2. #ARRAY (7:12)
1 次元配列の 7～12 番目のオカレンスを参照します。
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3. #ARRAY (i + 5)
1 次元配列の i + 5 番目のオカレンスを参照します。

4. #ARRAY (5,3:7,1:4)
3 次元配列の、第 1 次元の 5 番目のオカレンス、第 2 次元の 3～7 番目のオカレンス（オカレ
ンス数 5）、第 3 次元のオカレンス 1～4 番目のオカレンス（オカレンス数 4）を参照します。

5. アスタリスクは、次元内のすべてのオカレンスを参照するために使用できます。

DEFINE DATA LOCAL 
1 #ARRAY1 (N5/1:4,1:4) 
1 #ARRAY2 (N5/1:4,1:4) 
END-DEFINE 
... 
ADD #ARRAY1 (2,*) TO #ARRAY2 (4,*) 
... ↩

配列オカレンスの前のスラッシュの使用

変数名の後にカッコで囲んだ 4 桁の数字を指定すると、この番号はステートメントに対する行番
号参照だと Natural によって解釈されます。したがって、4 桁の配列オカレンスを指定する場
合、以下の例のように、番号の前にスラッシュ（/）を指定して、その番号が配列オカレンスで
あることを示す必要があります。

#ARRAY(/1000)

以下のように指定しないでください。

#ARRAY(1000)

後者の例は、ソースコード行 1000 への参照と解釈されます。

添字の変数名がフォーマット／長さ指定と間違って解釈される可能性がある場合、スラッシュ
（/）を指定して、添字が指定されていることを示す必要があります。例えば、配列のオカレン
スを N7 という変数の値で定義する場合、以下のようにオカレンスを指定する必要があります。

#ARRAY (/N7)

以下のように指定しないでください。
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#ARRAY (N7)

後者の例は、7 バイトの数値フィールド定義と解釈されます。

データベース配列の参照

以下では次のトピックについて説明します。

■ マルチプルバリューフィールドとピリオディックグループフィールドの参照
■ 定数を使用して定義されている配列の参照
■ 変数を使用して定義されている配列の参照
■ 複数定義配列の参照

注意: 以下のサンプルプログラムを実行する前に、SYSEXPG ライブラリ内の INDEXTST プ
ログラムを実行して、10 種類の言語コードを使用するサンプルレコードを作成してくだ
さい。

マルチプルバリューフィールドとピリオディックグループフィールドの参照

ビュー／DDM 内のマルチプルバリューフィールドまたはピリオディックグループフィールド
は、さまざまなインデックス表記を使用して定義および参照できます。

例えば、以下のように、データベースレコード内の同じマルチプルバリューフィールド／ピリオ
ディックグループフィールドの 1～10 番目の値、および I～I + 10 番目の値を参照できます。

DEFINE DATA LOCAL
1 I (I2)
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 LANG (1:10)
2 LANG (I:I+10)

END-DEFINE

または

RESET I (I2)
...
READ EMPLOYEES
OBTAIN LANG(1:10) LANG(I:I+10)

注意: 

1. 同じ下限のインデックス値を使用できるのは、配列ごとに一度だけです。これは、変数イン
デックスだけでなく定数インデックスの場合も同様です。

2. 変数インデックスを使用した配列定義では、変数自身を使用して下限を、下限と同じ変数 +
定数を使用して上限を指定する必要があります。
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定数を使用して定義されている配列の参照

定数を使用して定義されている配列は、定数または変数のいずれかを使用して参照できます。た
だし、配列の上限を超えることはできません。定数を使用すると、コンパイル時に Natural に
よって、上限を超えているかどうかがチェックされます。

レポーティングモードの例：

** Example 'INDEX1R': Array definition with constants (reporting mode)
***********************************************************************
*
READ (1) EMPLOYEES WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

OBTAIN LANG (1:10)
/*
WRITE 'LANG(1:10):' LANG (1:10) //
WRITE 'LANG(1) :' LANG (1) / 'LANG(5:9) :' LANG (5:9)

LOOP
*
END

ストラクチャードモードの例：

** Example 'INDEX1S': Array definition with constants (structured mode)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 LANG (1:10)

END-DEFINE
*
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

WRITE 'LANG(1:10):' LANG (1:10) //
WRITE 'LANG(1) :' LANG (1) / 'LANG(5:9) :' LANG (5:9)

END-READ
END

定数を使用して複数回定義されているマルチプルバリューフィールドまたはピリオディックグ
ループフィールドを、変数を使用して参照する場合、以下のような構文を使用します。
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レポーティングモードの例：

** Example 'INDEX2R': Array definition with constants (reporting mode)
** (multiple definition of same database field)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 LANG (1:5)
2 LANG (4:8)

END-DEFINE
*
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

DISPLAY 'NAME' NAME
'LANGUAGE/1:3' LANG (1.1:3)
'LANGUAGE/6:8' LANG (4.3:5)

LOOP
*
END

ストラクチャードモードの例：

** Example 'INDEX2S': Array definition with constants (structured mode)
** (multiple definition of same database field)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 LANG (1:5)
2 LANG (4:8)

END-DEFINE
*
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

DISPLAY 'NAME' NAME
'LANGUAGE/1:3' LANG (1.1:3)
'LANGUAGE/6:8' LANG (4.3:5)

END-READ
*
END
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変数を使用して定義されている配列の参照

変数を使用して定義されている配列内のマルチプルバリューフィールドまたはピリオディックグ
ループフィールドは、同じ変数を使用して参照する必要があります。

レポーティングモードの例：

** Example 'INDEX3R': Array definition with variables (reporting mode)
***********************************************************************
RESET I (I2)
*
I := 1
READ (1) EMPLOYEES WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

OBTAIN LANG (I:I+10)
/*
WRITE 'LANG(I) :' LANG (I) /

'LANG(I+5:I+7):' LANG (I+5:I+7)
LOOP
*
END

ストラクチャードモードの例：

** Example 'INDEX3S': Array definition with variables (structured mode)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 I (I2)
*
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 LANG (I:I+10)

END-DEFINE
*
I := 1
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

WRITE 'LANG(I) :' LANG (I) /
'LANG(I+5:I+7):' LANG (I+5:I+7)

END-READ
END

別のインデックスを使用すると、変数インデックスを使用した配列の最初の定義を明確に参照で
きます。これは、以下のようなインデックス表現を使用すると実行できます。
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レポーティングモードの例：

** Example 'INDEX4R': Array definition with variables (reporting mode)
***********************************************************************
RESET I (I2) J (I2)
*
I := 2
J := 3
*
READ (1) EMPLOYEES WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

OBTAIN LANG (I:I+10)
/*
WRITE 'LANG(I.J) :' LANG (I.J) /

'LANG(I.1:5):' LANG (I.1:5)
LOOP
*
END

ストラクチャードモードの例：

** Example 'INDEX4S': Array definition with variables (structured mode)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 I (I2)
1 J (I2)
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 LANG (I:I+10)

END-DEFINE
*
I := 2
J := 3
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

WRITE 'LANG(I.J) :' LANG (I.J) /
'LANG(I.1:5):' LANG (I.1:5)

END-READ
END

式 I. は、その配列定義への明示的な参照を作成し、「位置」 を読み込み配列の範囲
（LANG(I.1:5)）内の最初の値とするために使用します。

データベースにアクセスした時点での I の値によって、データベース配列の最初のオカレンスが
決まります。
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複数定義配列の参照

複数定義配列の場合は通常、適切な配列の範囲を明確に参照できるように、インデックス表現に
修飾子を使用する必要があります。

レポーティングモードの例：

** Example 'INDEX5R': Array definition with constants (reporting mode)
** (multiple definition of same database field)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL /* For reporting mode programs
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES /* DEFINE DATA is recommended

2 NAME /* to use multiple definitions
2 CITY /* of same database field
2 LANG (1:10)
2 LANG (5:10)

*
1 I (I2)
1 J (I2)
END-DEFINE
*
I := 1
J := 2
*
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

WRITE 'LANG(1.1:10) :' LANG (1.1:10) /
'LANG(1.I:I+2):' LANG (1.I:I+2) //

WRITE 'LANG(5.1:5) :' LANG (5.1:5) /
'LANG(5.J) :' LANG (5.J)

LOOP
END

ストラクチャードモードの例：

** Example 'INDEX5S': Array definition with constants (structured mode)
** (multiple definition of same database field)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 LANG (1:10)
2 LANG (5:10)

*
1 I (I2)
1 J (I2)
END-DEFINE
*
*
I := 1
J := 2
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*
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'

WRITE 'LANG(1.1:10) :' LANG (1.1:10) /
'LANG(1.I:I+2):' LANG (1.I:I+2) //

WRITE 'LANG(5.1:5) :' LANG (5.1:5) /
'LANG(5.J) :' LANG (5.J)

END-READ
END

インデックス変数を使用してマルチプルバリューフィールドまたはピリオディックグループフィー
ルドが定義されている場合も、同様の構文を使用します。

レポーティングモードの例：

** Example 'INDEX6R': Array definition with variables (reporting mode)
** (multiple definition of same database field)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 I (I2) INIT <1>
1 J (I2) INIT <2>
1 N (I2) INIT <1>
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES /* For reporting mode programs

2 NAME /* DEFINE DATA is recommended
2 CITY /* to use multiple definitions
2 LANG (I:I+10) /* of same database field
2 LANG (J:J+5)
2 LANG (4:5)

*
END-DEFINE
*
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'
*

WRITE 'LANG(I.I) :' LANG (I.I) /
'LANG(1.I:I+2):' LANG (I.I:I+10) //

*
WRITE 'LANG(J.N) :' LANG (J.N) /

'LANG(J.2:4) :' LANG (J.2:4) //
*

WRITE 'LANG(4.N) :' LANG (4.N) /
'LANG(4.N:N+1):' LANG (4.N:N+1) /

LOOP
END
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ストラクチャードモードの例：

** Example 'INDEX6S': Array definition with variables (structured mode)
** (multiple definition of same database field)
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 I (I2) INIT <1>
1 J (I2) INIT <2>
1 N (I2) INIT <1>
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 LANG (I:I+10)
2 LANG (J:J+5)
2 LANG (4:5)

*
END-DEFINE
*
READ (1) EMPLOY-VIEW WITH NAME = 'WINTER' WHERE CITY = 'LONDON'
*

WRITE 'LANG(I.I) :' LANG (I.I) /
'LANG(1.I:I+2):' LANG (I.I:I+10) //

*
WRITE 'LANG(J.N) :' LANG (J.N) /

'LANG(J.2:4) :' LANG (J.2:4) //
*

WRITE 'LANG(4.N) :' LANG (4.N) /
'LANG(4.N:N+1):' LANG (4.N:N+1) /

END-READ
END

データベース配列の内部カウントの参照（C* 表記）

レコードにいくつの値／オカレンスが存在するかが不明なマルチプルバリューフィールドやピリ
オディックグループの参照が必要になることがあります。Adabas は、各マルチプルバリュー
フィールドの値の個数および各ピリオディックグループのオカレンス数の内部カウントを管理し
ます。このカウントは、フィールド名の直前に C* を指定することにより参照できます。
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Adabas 以外のデータベースに関する注意事項：

XML データベースでは、C* 表記は使用できません。Tamino

SQL データベースでは、C* 表記は使用できません。SQL

『エディタ』ドキュメントに記載されている、データエリア行コマンド * の説明も参照してくだ
さい。

C* フィールドで明示的に宣言できるフォーマットおよび長さは、以下のいずれかです。

■ 2 バイト（I2）または 4 バイト（I4）の長さの整数値（I）
■ 整数の桁数のみ（精度なし）が指定されている数値（N）またはパック型（P）。例：(N3)。

フォーマットおよび長さが明示的に指定されていない場合、フォーマット／長さ（N3）がデフォ
ルトとして使用されます。

例：

マルチプルバリューフィールド LANG の値の個数を返します。C*LANG

ピリオディックグループ INCOME のオカレンス数を返します。C*INCOME

ピリオディックグループの最初のオカレンスのマルチプルバリューフィールド BONUS 値の
個数を返します（BONUS はピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールドと
します）。

C*BONUS(1)

C* 変数を使用したプログラム例：

** Example 'CNOTX01': C* Notation
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPL-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 C*INCOME
2 INCOME

3 SALARY (1:5)
3 C*BONUS (1:2)
3 BONUS (1:2,1:2)

2 C*LANG
2 LANG (1:2)

*
1 #I (N1)
END-DEFINE
*
LIMIT 2
READ EMPL-VIEW BY CITY

/*
WRITE NOTITLE 'NAME:' NAME /
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'NUMBER OF LANGUAGES SPOKEN:' C*LANG 5X
'LANGUAGE 1:' LANG (1) 5X
'LANGUAGE 2:' LANG (2)

/*
WRITE 'SALARY DATA:'
FOR #I FROM 1 TO C*INCOME

WRITE 'SALARY' #I SALARY (1.#I)
END-FOR
/*
WRITE 'THIS YEAR BONUS:' C*BONUS(1) BONUS (1,1) BONUS (1,2)

/ 'LAST YEAR BONUS:' C*BONUS(2) BONUS (2,1) BONUS (2,2)
SKIP 1

END-READ
END

プログラム CNOTX01 の出力：

NAME: SENKO
NUMBER OF LANGUAGES SPOKEN: 1 LANGUAGE 1: ENG LANGUAGE 2:
SALARY DATA:
SALARY 1 36225
SALARY 2 29900
SALARY 3 28100
SALARY 4 26600
SALARY 5 25200
THIS YEAR BONUS: 0 0 0
LAST YEAR BONUS: 0 0 0

NAME: CANALE
NUMBER OF LANGUAGES SPOKEN: 2 LANGUAGE 1: FRE LANGUAGE 2: ENG
SALARY DATA:
SALARY 1 202285
THIS YEAR BONUS: 1 23000 0
LAST YEAR BONUS: 0 0 0

ピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールドに対する C*

ピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールドに対し、インデックス範囲を使用し
て C* 変数を定義することもできます。

以下の例は、ピリオディックグループ INCOME の一部分であるマルチプルバリューフィールド
BONUS を使用しています。以下の 3 つの例は、いずれも同じ結果になります。

125プログラミングガイド

ユーザー定義変数



例 1 - レポーティングモード：

** Example 'CNOTX02': C* Notation (multiple-value fields)
************************************************************************
*
LIMIT 2
READ EMPLOYEES BY CITY

OBTAIN C*BONUS (1:3)
BONUS (1:3,1:3)

/*
DISPLAY NAME C*BONUS (1:3) BONUS (1:3,1:3)

LOOP
*
END

例 2 - ストラクチャードモード：

** Example 'CNOTX03': C* Notation (multiple-value fields)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPL-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 INCOME (1:3)

3 C*BONUS
3 BONUS (1:3)

END-DEFINE
*
LIMIT 2
READ EMPL-VIEW BY CITY

/*
DISPLAY NAME C*BONUS (1:3) BONUS (1:3,1:3)

END-READ
*
END

例 3 - ストラクチャードモード：

** Example 'CNOTX04': C* Notation (multiple-value fields)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPL-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 C*BONUS (1:3)
2 INCOME (1:3)

3 BONUS (1:3)
END-DEFINE
*
LIMIT 2
READ EMPL-VIEW BY CITY
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/*
DISPLAY NAME C*BONUS (*) BONUS (*,*)

END-READ
*
END

注意: Adabas フォーマットバッファではカウントフィールドの範囲指定が認められてい
ないため、個別のフィールドとして生成されます。したがって、大規模な配列に対して
C* インデックス範囲を指定すると、Adabas フォーマットバッファがオーバーフローする
可能性があります。

データ構造の条件指定

参照するフィールドを指定するために、そのフィールドを修飾できます。つまり、フィールド名
の前に、そのフィールドが配置されているレベル 1 のデータ要素名とピリオドを指定します。

フィールド名によってフィールドを一意に識別できない場合（複数のグループ／ビューで同じ名
前のフィールド名が使用されている場合など）、参照するフィールドを修飾する必要がありま
す。

レベル 1 のデータ要素とフィールド名の組み合わせは一意である必要があります。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 FULL-NAME

2 LAST-NAME (A20)
2 FIRST-NAME (A15)

1 OUTPUT-NAME
2 LAST-NAME (A20)
2 FIRST-NAME (A15)

END-DEFINE
...
MOVE FULL-NAME.LAST-NAME TO OUTPUT-NAME.LAST-NAME
...

修飾語はレベル 1 のデータ要素である必要があります。
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例：

DEFINE DATA LOCAL
1 GROUP1

2 SUB-GROUP
3 FIELD1 (A15)
3 FIELD2 (A15)

END-DEFINE
...
MOVE 'ABC' TO GROUP1.FIELD1
...

データベースフィールドの条件指定

同じ名前のユーザー定義変数とデータベースフィールドを使用している場合（好ましくない状
態）、参照するときにデータベースフィールドを修飾する必要があります。

注意: 参照するときにデータベースフィールドを修飾しない場合、代わりにユーザー定義
変数が参照されます。

ユーザー定義変数の例

DEFINE DATA LOCAL 
1 #A1 (A10)       /* Alphanumeric, 10 positions. 
1 #A2 (B4)        /* Binary, 4 positions. 
1 #A3 (P4)        /* Packed numeric, 4 positions and 1 sign position. 
1 #A4 (N7.2)      /* Unpacked numeric,  
                  /* 7 positions before and 2 after decimal point. 
1 #A5 (N7.)       /* Invalid definition!!! 
1 #A6 (P7.2)      /* Packed numeric, 7 positions before and 2 after decimal point  
                  /* and 1 sign position. 
1 #INT1 (I1)      /* Integer, 1 byte. 
1 #INT2 (I2)      /* Integer, 2 bytes. 
1 #INT3 (I3)      /* Invalid definition!!! 
1 #INT4 (I4)      /* Integer, 4 bytes. 
1 #INT5 (I5)      /* Invalid definition!!! 
1 #FLT4 (F4)      /* Floating point, 4 bytes. 
1 #FLT8 (F8)      /* Floating point, 8 bytes. 
1 #FLT2 (F2)      /* Invalid definition!!! 
1 #DATE (D)       /* Date (internal format/length P6). 
1 #TIME (T)       /* Time (internal format/length P12). 
1 #SWITCH (L)     /* Logical, 1 byte (TRUE or FALSE). 
                  /*
END-DEFINE ↩
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ダイナミック変数の用途

アプリケーションの開発時に大きなデータ構造（画像、音声、ビデオなど）の最大サイズが正確
にわからない場合があるため、Natural では、英数字変数およびバイナリ変数を DYNAMIC という
属性を使用して定義できるようにしています。この属性で定義されている変数の値スペースは、
実行時に必要となったとき（割り当て操作#picture1 := #picture2 など）にダイナミックに拡
張されます。つまり、Natural では、開発時に制限を定義せずに、大きなバイナリデータ構造お
よび英数字データ構造を処理できます。ダイナミック変数の割り当て時には当然、使用可能なメ
モリ量の制限を受けます。ダイナミック変数の割り当てに対し、オペレーティングシステムから
メモリ不足という結果が返された場合、ON ERROR ステートメントを使用してこのエラー条件を
インターセプトできます。インターセプトしない場合、Natural によってエラーメッセージが返
されます。

Natural システム変数 *LENGTH は、指定されたダイナミック変数に現在使用されている値スペー
スの長さ（コード単位）を取得するために使用できます。A および B フォーマットでは、1 つの
コード単位のサイズは 1 バイトです。U フォーマットでは、1 つのコード単位のサイズは 2 バイ
トです（UTF-16）。*LENGTH は、ダイナミック変数を使用する割り当て中に、Natural によって
ソースオペランドの長さに自動的に設定されます。*LENGTH(field) は、したがって、Natural
のダイナミックフィールドまたはダイナミック変数に現在使用されている長さ（コード単位）を
返します。

ダイナミック変数のスペースが不要になった場合、REDUCE ステートメントまたは RESIZE ステー
トメントを使用して、ダイナミック変数に使用されていたスペースをゼロ（または他の任意のサ
イズ）に減らすことができます。特定のダイナミック変数に対するメモリの使用量がわかってい
る場合、EXPAND ステートメントを使用して、ダイナミック変数に使用するスペースをその特定
のサイズに設定できます。

ダイナミック変数を初期化する必要がある場合、MOVE ALL UNTIL ステートメントを使用して初
期化できます。

ダイナミック変数の定義

アプリケーションの開発時に大きな英数字データ構造またはバイナリデータ構造の実際のサイズ
が正確にわからない場合があるため、フォーマット A、B、U のダイナミック変数の定義を、こ
れらの構造を管理するために使用できます。ラージ変数のダイナミックアロケーションおよび拡
張（再割り当て）は、アプリケーションプログラミングロジックに対して透過的です。ダイナ
ミック変数は長さを指定せずに定義されます。メモリは、ダイナミック変数がターゲットオペラ
ンドとして使用されるとき、実行時に暗黙的に割り当てられるか、EXPAND ステートメントまた
は RESIZE ステートメントの使用によって明示的に割り当てられます。

ダイナミック変数は、以下の構文を使用して、DEFINE DATA ステートメント内でのみ定義できま
す。
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level variable-name ( A ) DYNAMIC

level variable-name ( B ) DYNAMIC

level variable-name ( U ) DYNAMIC

制限事項：

以下の制限が、ダイナミック変数に適用されます。

■ ダイナミック変数は再定義できません。
■ ダイナミック変数は REDEFINE 節には使用できません。

ダイナミック変数の現在の値スペース

ダイナミック変数の現在の値スペースの長さ（コード単位）は、システム変数 *LENGTH から取
得できます。*LENGTH は、割り当て時に自動的に、ソースオペランドの（使用されている）長さ
に設定されます。

注意: パフォーマンスを考慮して、ダイナミック変数の値を保持するために割り当てられ
ているストレージエリアが *LENGTH の値（プログラマが使用できるサイズ）より大きい
場合があります。*LENGTH が示す使用長を超えて割り当てられているストレージは、対応
するダイナミック変数にアクセスしていなくても解放される可能性が常にあるため、信頼
しないでください。現在割り当てられているサイズに関する情報を取得する方法はありま
せん。これは、内部値です。

*LENGTH(field) は、Natural のダイナミックフィールドまたはダイナミック変数の使用長（コー
ド単位）を返します。A および B フォーマットでは、1 つのコード単位のサイズは 1 バイトで
す。U フォーマットでは、1 つのコード単位のサイズは 2 バイトです（UTF-16）。*LENGTH は、
ダイナミック変数の現在の使用長を取得するためにのみ使用します。

サイズ制限チェック

プロファイルパラメータ USIZE

ダイナミック変数の場合、長さが定義されていないため、コンパイル時にサイズ制限チェックを
行うことができません。ユーザーバッファエリアのサイズ（USIZE）は、仮想メモリ内のユー
ザーバッファのサイズを示します。ユーザーバッファには、Natural によってダイナミックに割
り当てられているすべてのデータが含まれます。実行時にダイナミック変数の割り当てまたは拡
張が行われて USIZE の制限を超えると、エラーメッセージが返されます。
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ダイナミック変数のメモリスペースの割り当て／解放

ステートメント EXPAND、REDUCE、および RESIZE は、ダイナミック変数のメモリスペースを明
示的に割り当てたり解放したりするために使用します。

構文：

EXPAND [SIZE OF] DYNAMIC [VARIABLE]operand1 TOoperand2

REDUCE [SIZE OF] DYNAMIC [VARIABLE]operand1 TOoperand2

RESIZE [SIZE OF] DYNAMIC [VARIABLE]operand1 TOoperand2

- operand1 はダイナミック変数、operand2 は 0 以上の整数のサイズ値です。

EXPAND

関数

EXPAND ステートメントは、割り当てられているダイナミック変数（operand1）の長さを指定さ
れた長さ（operand2）に増やすために使用します。

指定されたサイズの変更

ダイナミック変数の現在の使用長（Natural システム変数 *LENGTH によって示される。上記参
照）は変更されません。

指定された長さ（operand2）が、ダイナミック変数に割り当てられている長さに満たない場合、
このステートメントは無視されます。

REDUCE

関数

REDUCE ステートメントは、割り当てられているダイナミック変数（operand1）の長さを指定さ
れた長さ（operand2）に減らすために使用します。

指定された長さ（operand1）を超える、ダイナミック変数（operand2）に割り当てられたスト
レージは、ステートメントの実行時または実行後に随時解放されます。

指定された長さの変更

ダイナミック変数の現在の使用長（Natural システム変数 *LENGTH によって示される。上記参
照）が指定された長さ（operand2）を超えている場合、このダイナミック変数の *LENGTH は指
定された長さに設定されます。変数の内容は切り捨てられますが、変更は行われません。
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指定された長さが、現在割り当てられているダイナミック変数のストレージを超えている場合、
このステートメントは無視されます。

RESIZE

関数

RESIZE ステートメントは、現在割り当てられているダイナミック変数（operand1）の長さを指
定された長さ（operand2）に調整するために使用します。

指定された長さの変更

指定された長さが、ダイナミック変数の使用長（Natural システム変数 *LENGTH によって示され
る。上記参照）に満たない場合、必要に応じて、ダイナミック変数の使用長が縮小されます。

指定された長さが、現在割り当てられているダイナミック変数の長さを超えている場合、ダイナ
ミック変数に割り当てられる長さが増やされます。システム変数 *LENGTH によって示される、
ダイナミック変数の現在の使用長は影響を受けず、そのままになります。

指定された長さが、現在割り当てられているダイナミック変数の長さと同じ場合、RESIZE ステー
トメントを実行しても効力はありません。
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全般的な注意事項

通常、次の規則が適用されます。

■ ダイナミック英数字フィールドは、英数字フィールドを使用できる場所であればどこにでも使
用できます。

■ ダイナミックバイナリフィールドは、バイナリフィールドを使用できる場所であればどこにで
も使用できます。

■ ダイナミック Unicode フィールドは、Unicode フィールドを使用できる場所であればどこに
でも使用できます。

例外：

ダイナミック変数は、SORT ステートメント内では使用できません。ダイナミック変数を DISPLAY、
WRITE、PRINT、REINPUT または INPUT の各ステートメント内で使用するには、セッションパラ
メータ AL または EM のいずれかを使用して変数の長さを定義する必要があります。

ダイナミック変数に割り当てられているストレージの使用長（Natural システム変数 *LENGTH に
よって示される。「ダイナミック変数の現在の値スペース」を参照）およびサイズは、その変数
がターゲットオペランドとして最初にアクセスされるまではゼロです。割り当て操作またはその
他の操作によって、ダイナミック変数はソースオペランドの正確なサイズに初めて割り当てまた
は拡張（再割り当て）されます。

以下のステートメントで変更可能なオペランド（ターゲットオペランド）としてダイナミック変
数を使用する場合、ダイナミック変数のサイズを拡張できます。

operand1（割り当て内の応答先オペランド）。ASSIGN

「ダイナミック変数を使用したパラメータ引き渡し」を参照してください（AD=O、ま
たは対応するパラメータデータエリア内に BY VALUE が存在する場合を除く）。

CALLNAT

operand2。「処理」を参照してください。COMPRESS

DELETE REPLACE 節の operand1。EXAMINE

operand2（応答先オペランド）。「機能」を参照してください。MOVE

（AD=O、または対応するパラメータデータエリア内に BY VALUE が存在する場合を除
く）。

PERFORM

operand1 および operand2。「」「ラージ変数およびダイナミック変数の処理」を
参照してください。

READ WORK FILE

operand4。SEPARATE

parameter INTO 節。into-clause を参照してください。SELECT （SQL）
operand3 （AD=O の場合を除く）。SEND METHOD

現時点では、ラージ変数の使用には以下の制限があります。
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各パラメータのサイズは 64 KB 未満です（INTERFACE4 オプションを使用した CALL には制限はあ
りません）。

CALL

以下のセクションでは、ダイナミック変数の使用について、例に基づいてさらに詳しく説明しま
す。

ダイナミック変数を使用した割り当て

通常は、ソースオペランドの現在の使用長（Natural システム変数 *LENGTH によって示される）
で割り当てが行われます。応答先オペランドがダイナミック変数の場合、ソースオペランドを切
り捨てずに移動できるよう、現在割り当てられているサイズが拡張される場合があります。

例：

#MYDYNTEXT1 := OPERAND
MOVE OPERAND TO #MYDYNTEXT1
/* #MYDYNTEXT1 IS AUTOMATICALLY EXTENDED UNTIL THE SOURCE OPERAND CAN BE COPIED ↩

MOVE ALL、およびダイナミックターゲットオペランドを使用した MOVE ALL UNTIL は、以下のよ
うに定義されています。

■ MOVE ALL では、ターゲットオペランドの使用長（*LENGTH）に到達するまで、ソースオペラン
ドをターゲットオペランドに繰り返し移動します。システム変数 *LENGTH は変更されません。
*LENGTH がゼロの場合、このステートメントは無視されます。

■ MOVE ALL operand1 TO operand2 UNTIL operand3 は、operand3 で指定された長さに達する
まで、operand1 を繰り返し operand2 に移動します。operand3 が *LENGTH(operand2) より大
きい場合、operand2 は拡張され、*LENGTH(operand2) は operand3 に設定されます。operand3
が *LENGTH(operand2) より小さい場合、使用長は operand3 に縮小されます。operand3 が
*LENGTH(operand2) に等しい場合、動作は MOVE ALL と等しくなります。

例：

#MYDYNTEXT1 := 'ABCDEFGHIJKLMNO'          /* *LENGTH(#MYDYNTEXT1) = 15
MOVE ALL 'AB' TO #MYDYNTEXT1              /* CONTENT OF #MYDYNTEXT1 = ↩
'ABABABABABABABA';  
                                          /* *LENGTH IS STILL 15
MOVE ALL 'CD' TO #MYDYNTEXT1 UNTIL 6      /* CONTENT OF #MYDYNTEXT1 = 'CDCDCD';
                                          /* *LENGTH = 6
MOVE ALL 'EF' TO #MYDYNTEXT1 UNTIL 10     /* CONTENT OF #MYDYNTEXT1 = 'EFEFEFEFEF'; 
                                          /* *LENGTH = 10

MOVE JUSTIFIED は、ターゲットオペランドがダイナミック変数の場合、コンパイル時に拒否さ
れます。
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MOVE SUBSTR および MOVE TO SUBSTR は実行できます。MOVE SUBSTR は、ダイナミック変数の使
用長（*LENGTH）を超えるサブストリングを参照すると、ランタイムエラーになります。MOVE
TO SUBSTR は、*LENGTH + 1 を超えるサブストリングの位置を参照すると、ダイナミック変数の
内容に未定義のギャップが生じるため、ランタイムエラーになります。ターゲットオペランドを
MOVE TO SUBSTR で拡張する必要がある場合（第 2 オペランドが *LENGTH+1 に設定されている場
合など）、第 3 オペランドは必須です。

有効な構文：

#OP2 := *LENGTH(#MYDYNTEXT1)
MOVE SUBSTR (#MYDYNTEXT1, #OP2) TO OPERAND                /* MOVE LAST CHARACTER ↩
TO OPERAND
#OP2 := *LENGTH(#MYDYNTEXT1) + 1
MOVE OPERAND TO SUBSTR(#MYDYNTEXT1, #OP2, #lEN_OPERAND)   /* CONCATENATE OPERAND ↩
TO #MYDYNTEXT1          ↩

無効な構文：

#OP2 := *LENGTH(#MYDYNTEXT1) + 1
MOVE SUBSTR (#MYDYNTEXT1, #OP2, 10) TO OPERAND            /* LEADS TO RUNTIME ERROR; ↩
UNDEFINED SUB-STRING  
#OP2 := *LENGTH(#MYDYNTEXT1 + 10) 
MOVE OPERAND TO SUBSTR(#MYDYNTEXT1, #OP2, #EN_OPERAND)    /* LEADS TO RUNTIME ERROR; ↩
UNDEFINED GAP
#OP2 := *LENGTH(#MYDYNTEXT1) + 1
MOVE OPERAND TO SUBSTR(#MYDYNTEXT1, #OP2)                 /* LEADS TO RUNTIME ERROR; ↩
UNDEFINED LENGTH

割り当ての互換性

例：

#MYDYNTEXT1   := #MYSTATICVAR1
#MYSTATICVAR1 := #MYDYNTEXT2   ↩

ソースオペランドがスタティック変数の場合、ダイナミックな応答先オペランドの使用長
（*LENGTH(#MYDYNTEXT1)）はスタティック変数のフォーマット長に設定され、末尾の空白（フォー
マット A および U）またはバイナリゼロ（フォーマット B）を含め、この長さでソースオペラ
ンドがコピーされます。

応答先オペランドがスタティックでソースオペランドがダイナミックの場合、ダイナミック変数
は現在の使用長でコピーされます。この長さがスタティック変数のフォーマット長より短い場
合、残りの部分は空白（英数字フィールドおよび Unicode フィールドの場合）またはバイナリ
ゼロ（バイナリフィールドの場合）で埋められます。そうでない場合、値は切り捨てられます。
ダイナミック変数の現在の使用長が 0 の場合、スタティックのターゲットオペランドは空白（英
数字フィールドおよび Unicode フィールドの場合）またはバイナリゼロ（バイナリフィールド
の場合）で埋められます。
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ダイナミック変数の初期化

ダイナミック変数は、RESET ステートメントを使用して、最大で現在の使用長（= *LENGTH）ま
で、空白（英数字フィールドおよび Unicode フィールドの場合）またはゼロ（バイナリフィー
ルドの場合）で初期化できます。システム変数 *LENGTH は変更されません。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #MYDYNTEXT1   (A)  DYNAMIC
END-DEFINE
#MYDYNTEXT1 := 'SHORT TEXT'
WRITE *LENGTH(#MYDYNTEXT1)          /* USED LENGTH = 10
RESET #MYDYNTEXT1                   /* USED LENGTH = 10, VALUE = 10 BLANKS  ↩

ダイナミック変数を特定のサイズと値で初期化するには、MOVE ALL UNTIL ステートメントを使
用します。

例：

MOVE ALL 'Y' TO #MYDYNTEXT1 UNTIL 15          /* #MYDYNTEXT1 CONTAINS 15 'Y'S, USED ↩
LENGTH = 15 ↩

ダイナミック英数字変数での文字列操作

変更可能なオペランドがダイナミック変数の場合、切り捨てまたはエラーメッセージを発生させ
ずに操作できるよう、現在割り当てられているサイズが拡張される場合があります。これは、ダ
イナミック変数の連結（COMPRESS）および分割（SEPARATE）で有効です。

例：

** Example 'DYNAMX01': Dynamic variables (with COMPRESS and SEPARATE)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #MYDYNTEXT1 (A) DYNAMIC
1 #TEXT (A20)
1 #DYN1 (A) DYNAMIC
1 #DYN2 (A) DYNAMIC
1 #DYN3 (A) DYNAMIC
END-DEFINE
*
MOVE ' HELLO WORLD ' TO #MYDYNTEXT1
WRITE #MYDYNTEXT1 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#MYDYNTEXT1)
/* dynamic variable with leading and trailing blanks
*
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MOVE ' HELLO WORLD ' TO #TEXT
*
MOVE #TEXT TO #MYDYNTEXT1
WRITE #MYDYNTEXT1 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#MYDYNTEXT1)
/* dynamic variable with whole variable length of #TEXT
*
COMPRESS #TEXT INTO #MYDYNTEXT1
WRITE #MYDYNTEXT1 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#MYDYNTEXT1)
/* dynamic variable with leading blanks of #TEXT
*
*
#MYDYNTEXT1 := 'HERE COMES THE SUN'
SEPARATE #MYDYNTEXT1 INTO #DYN1 #DYN2 #DYN3 IGNORE
*
WRITE / #MYDYNTEXT1 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#MYDYNTEXT1)
WRITE #DYN1 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#DYN1)
WRITE #DYN2 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#DYN2)
WRITE #DYN3 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#DYN3)
/* #DYN1, #DYN2, #DYN3 are automatically extended or reduced
*
EXAMINE #MYDYNTEXT1 FOR 'SUN' REPLACE 'MOON'
WRITE / #MYDYNTEXT1 (AL=25) 'with length' *LENGTH (#MYDYNTEXT1)
/* #MYDYNTEXT1 is automatically extended or reduced
*
END

注意: 非ダイナミック変数の場合、エラーメッセージが返されます。

ダイナミック変数を使用した論理条件の基準（LCC）

ダイナミック変数を使用して読み取り専用の操作（比較など）を行う場合、通常は現在の使用長
を使用して実行されます。読み取り操作（変更なし）で使用される場合、ダイナミック変数はス
タティック変数と同様に処理されます。

例：

IF #MYDYNTEXT1 = #MYDYNTEXT2 OR #MYDYNTEXT1 = "**" THEN ...
IF #MYDYNTEXT1 < #MYDYNTEXT2 OR #MYDYNTEXT1 < "**" THEN ...
IF #MYDYNTEXT1 > #MYDYNTEXT2 OR #MYDYNTEXT1 > "**" THEN ...

英数字変数および Unicode 変数の末尾の空白またはバイナリ変数の先頭のバイナリゼロは、ス
タティック変数とダイナミック変数で同様に処理されます。例えば、AA および空白が続く AA を
値として持つ英数字変数は同一とみなされ、H’0000031’ および H’3031’ という値を持つバイナ
リ変数は同一とみなされます。値が完全に同じ場合にのみ比較結果を TRUE とする場合は、ダイ
ナミック変数の使用長も比較する必要があります。一方の変数ともう一方の変数の値が完全に同
じであれば、その使用長もまた同じです。
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例：

#MYDYNTEXT1 := 'HELLO' /* USED LENGTH IS 5
#MYDYNTEXT2 := 'HELLO ' /* USED LENGTH IS 10
IF #MYDYNTEXT1 = #MYDYNTEXT2 THEN ... /* TRUE
IF #MYDYNTEXT1 = #MYDYNTEXT2 AND

*LENGTH(#MYDYNTEXT1) = *LENGTH(#MYDYNTEXT2) THEN ... /* FALSE

2 つのダイナミック変数は、どちらか短い方の使用長に達するまで 1 ポジションずつ比較されま
す（英数字変数の場合は左から右、バイナリ変数の場合は右から左）。最初に値が異なったポジ
ションで、1 番目の変数と 2 番目の変数のどちらがより大きいか、小さいか、または同じかが判
断されます。変数の短い方の使用長まで値が同じで、長い方の残りの値がダイナミック英数字変
数の場合は空白のみ、ダイナミックバイナリ変数の場合はバイナリゼロのみの場合、それらの変
数は同じとみなされます。2 つのダイナミック Unicode 変数を比較する場合、両方の値の末尾の
空白を削除してから、ICU 照合アルゴリズムを使用して 2 つの値が比較されます。『Unicode と
コードページのサポート』ドキュメントの「論理条件の基準」も参照してください。

例：

#MYDYNTEXT1 := 'HELLO1' /* USED LENGTH IS 6
#MYDYNTEXT2 := 'HELLO2' /* USED LENGTH IS 10
IF #MYDYNTEXT1 < #MYDYNTEXT2 THEN ... /* TRUE
#MYDYNTEXT2 := 'HALLO'
IF #MYDYNTEXT1 > #MYDYNTEXT2 THEN ... /* TRUE

比較の互換性

ダイナミック変数とスタティック変数の比較は、ダイナミック変数間の比較と同じです。スタ
ティック変数のフォーマット長が使用長として使用されます。

例：

#MYSTATTEXT1 :=  'HELLO'                      /* FORMAT LENGTH OF MYSTATTEXT1 IS ↩
A20  
#MYDYNTEXT1  :=  'HELLO'                      /* USED LENGTH IS 5
IF  #MYSTATTEXT1  =  #MYDYNTEXT1  THEN  ...   /* TRUE
IF  #MYSTATTEXT1  >  #MYDYNTEXT1  THEN  ...   /* FALSE
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ダイナミックコントロールフィールドの AT／IF-BREAK

ブレイクコントロールフィールドの元の値との比較は、左から右に向かって 1 ポジションずつ実
行されます。ダイナミック変数の元の値と新しい値で長さが異なる場合、比較するために長さが
短い方の値の右側に空白（ダイナミック英数字変数またはダイナミック Unicode 変数の場合）
またはバイナリゼロ（バイナリ値の場合）が追加されます。

英数字または Unicode のブレイクコントロールフィールドの場合、比較において末尾の空白は
意味を持ちません。つまり、末尾の空白は値の変更を意味しないため、ブレイクは発生しませ
ん。

バイナリのブレイクコントロールフィールドの場合、比較において末尾のバイナリゼロは意味を
持ちません。つまり、末尾のバイナリゼロは値の変更を意味しないため、ブレイクは発生しませ
ん。

ダイナミック変数を使用したパラメータ引き渡し

ダイナミック変数は、呼び出されたプログラムオブジェクト（CALLNAT、PERFORM）へのパラメー
タとして渡すことができます。ダイナミック変数の値スペースは連続しているので、値による呼
び出しが可能です。値による呼び出しを使用すると、呼び出し元の変数定義がソースオペランド
として割り当てられ、パラメータ定義が応答先オペランドとして割り当てられます。また、値に
よる呼び出しの結果では、逆方向にデータが移動します。

参照による呼び出しを使用する場合、変数定義およびパラメータ定義は DYNAMIC である必要が
あります。そのうちの 1 つだけが DYNAMIC の場合、ランタイムエラーが発生します。値による
呼び出し（結果）の場合、すべての組み合わせを使用できます。以下の表に、有効な組み合わせ
を示します。

参照渡し

パラメータ呼び出し元
ダイナミックスタティック

不可可スタティック

可不可ダイナミック

ダイナミック変数 A または B のフォーマットは一致する必要があります。
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値渡し（結果）

パラメータ呼び出し元
ダイナミックスタティック

可可スタティック

可可ダイナミック

注意: スタティック／ダイナミック定義またはダイナミック／スタティック定義を使用す
る場合、割り当てのデータ転送規則によって値が切り捨てられることがあります。

例 1

** Example 'DYNAMX02': Dynamic variables (as parameters)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #MYTEXT (A) DYNAMIC
END-DEFINE
*
#MYTEXT := '123456' /* extended to 6 bytes, *LENGTH(#MYTEXT) = 6
*
CALLNAT 'DYNAMX03' USING #MYTEXT                                        
*                                                                       
WRITE *LENGTH(#MYTEXT)          /* *LENGTH(#MYTEXT) = 8                 
*                                                                       
END                                                                  ↩

サブプログラム DYNAMX03：

** Example 'DYNAMX03': Dynamic variables (as parameters)                
************************************************************************
DEFINE DATA PARAMETER                                                   
1 #MYPARM (A) DYNAMIC  BY VALUE RESULT                                  
END-DEFINE                                                              
*                                                                       
WRITE *LENGTH(#MYPARM)                  /* *LENGTH(#MYPARM) = 6         
#MYPARM := '1234567'                    /* *LENGTH(#MYPARM) = 7         
#MYPARM := '12345678'                   /* *LENGTH(#MYPARM) = 8         
EXPAND DYNAMIC VARIABLE #MYPARM TO 10   /* 10 bytes are allocated       
*                                                                       
WRITE *LENGTH(#MYPARM)                  /* *LENGTH(#MYPARM) = 8         
*                                                                       
/* content of #MYPARM is moved back to #MYTEXT                          
/* used length of #MYTEXT = 8                                           
*                                                                       
END                                                                    ↩
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例 2：

** Example 'DYNAMX04': Dynamic variables (as parameters)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #MYTEXT (A) DYNAMIC
END-DEFINE
*
#MYTEXT := '123456' /* extended to 6 bytes, *LENGTH(#MYTEXT) = 6
*
CALLNAT 'DYNAMX05' USING #MYTEXT                                        
*                                                                       
WRITE *LENGTH(#MYTEXT)          /* *LENGTH(#MYTEXT) = 8                 
                                /* at least 10 bytes are                
                                /* allocated (extended in DYNAMX05)     
*                                                                       
END                                                               ↩

サブプログラム DYNAMX05：

** Example 'DYNAMX05': Dynamic variables (as parameters)                
************************************************************************
DEFINE DATA PARAMETER                                                   
1 #MYPARM (A) DYNAMIC                                                   
END-DEFINE                                                              
*                                                                       
WRITE *LENGTH(#MYPARM)                  /* *LENGTH(#MYPARM) = 6         
#MYPARM := '1234567'                    /* *LENGTH(#MYPARM) = 7         
#MYPARM := '12345678'                   /* *LENGTH(#MYPARM) = 8         
EXPAND DYNAMIC VARIABLE #MYPARM TO 10   /* 10 bytes are allocated       
*                                                                       
WRITE *LENGTH(#MYPARM)                  /* *LENGTH(#MYPARM) = 8         
*                                                                       
END                                                                    ↩

3GL プログラムに対する CALL

CALL ステートメントで INTERFACE4 オプションを使用すると、ダイナミック変数およびラージ変
数を有効に使用できます。このオプションを使用すると、異なるパラメータ構造を使用した 3GL
プログラムとのインターフェイスになります。

このインターフェイスを使用するには 3GL プログラムを少々変更する必要がありますが、従来
の FINFO 構造体と比較して、以下のような大きな利点があります。

■ 渡すパラメータの数は無制限です（従来の制限：40）。
■ パラメータのデータサイズは無制限です（従来の制限：パラメータ当たり 64 KB）。
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■ 配列情報を含め、完全なパラメータ情報を 3GL プログラムに渡すことができます。パラメー
タデータへの安全なアクセスを可能にする、エクスポートされたファンクションが用意されて
います（従来は Natural 内部でメモリを上書きしないよう注意する必要がありました）。

FINFO 構造体の詳細については、CALL INTERFACE4 ステートメントの説明を参照してください。

ダイナミックパラメータを使用して 3GL プログラムを呼び出す前に、必要なバッファサイズを
必ず割り当てるようにしてください。これは、EXPAND ステートメントを使用すると明示的に実
行できます。

バッファを初期化する必要がある場合、MOVE ALL UNTIL ステートメントを使用することにより、
ダイナミック変数を初期値および必要なサイズに設定できます。Natural には、3GL プログラム
でダイナミックパラメータに関する情報を取得し、パラメータデータを返すときに長さを変更で
きるようにする、一連のファンクションが用意されています。

例：

MOVE ALL ' ' TO #MYDYNTEXT1 UNTIL 10000
/* a buffer of length 10000 is allocated
/* #MYDYNTEXT1 is initialized with blanks
/* and *LENGTH(#MYDYNTEXT1) = 10000

CALL INTERFACE4 'MYPROG' USING #MYDYNTEXT1
WRITE *LENGTH(#MYDYNTEXT1)

/* *LENGTH(#MYDYNTEXT1) may have changed in the 3GL program

詳細については、『ステートメント』ドキュメントに記載されている、CALL ステートメントの
説明を参照してください。

ラージ変数およびダイナミック変数によるワークファイルへのア
クセス

以下では次のトピックについて説明します。

■ PORTABLE および UNFORMATTED
■ ASCII、ASCII-COMPRESSED、および SAG
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■ TRANSFER および ENTIRE CONNECTION に対する特別な条件

PORTABLE および UNFORMATTED

2 つのワークファイルタイプ PORTABLE と UNFORMATTED を使用して、ラージ変数およびダイナ
ミック変数をワークファイルに書き込んだりワークファイルから読み取ったりできます。これら
のタイプには、ダイナミック変数に対するサイズ制限がありません。ただし、ラージ変数は最大
フィールド／レコード長の 32766 バイトを超えることはできません。

ワークファイルタイプ PORTABLE の場合は、フィールド情報がワークファイル内に保存されま
す。レコード内のフィールドサイズが現在のサイズと異なる場合は、ダイナミック変数は READ
中にサイズ変更されます。

ワークファイルタイプ UNFORMATTED は、例えば、データベースから読み込んだビデオを、他の
ユーティリティで再生可能なファイルに直接格納する場合などに使用できます。WRITE WORK ス
テートメントでは、フィールドはそのバイト長でファイルに書き込まれます。すべてのデータタ
イプ（DYNAMIC であるかどうかに関わらず）は同じように扱われます。構造情報は挿入されませ
ん。Natural ではバッファリングメカニズムを使用するので、データが完全に書き込まれるのは
CLOSE WORK の後のみであることが予測できます。これは、Natural の稼働中にファイルが別の
ユーティリティで処理される場合に特に重要です。

READ WORK ステートメントでは、固定長のフィールドはその全体の長さで読み込まれます。ファ
イルの終わりに到達すると、現在のフィールドの残りは空白で埋められます。次のフィールドは
変更されません。データタイプが DYNAMIC の場合、ファイルが 1073741824 バイトを超えない限
り、ファイルの残りの部分がすべて読み込まれます。ファイルの終わりに到達すると、残りの
フィールド（変数）は変更されないまま維持されます（通常の Natural の動作）。

ASCII、ASCII-COMPRESSED、および SAG

ワークファイルタイプ ASCII、ASCII-COMPRESSED、および SAG（バイナリ）では、ダイナ
ミック変数は処理できず、エラーが生成されます。これらのワークファイルタイプに対するラー
ジ変数では、フィールド／レコードの最大長である 32766 バイトを超えない限り、問題は発生し
ません。

TRANSFER および ENTIRE CONNECTION に対する特別な条件

READ WORK FILE ステートメントとともに使用すると、ワークファイルタイプ TRANSFER はダイ
ナミック変数を処理できます。この場合、ダイナミック変数に対するサイズ制限はありません。
ワークファイルタイプ ENTIRE CONNECTION では、ダイナミック変数は処理できません。ただし、
これらは両方とも、最長フィールド／レコードである 1073741824 バイトのラージ変数を処理で
きます。

WRITE WORK FILE ステートメントとともに使用すると、ワークファイルタイプ TRANSFER は、
フィールド／レコードの最大長が 32766 バイトのダイナミック変数を処理できます。ワークファ
イルタイプ ENTIRE CONNECTION では、ダイナミック変数は処理できません。ただし、これらは
両方とも、最長フィールド／レコードである 1073741824 バイトのラージ変数を処理できます。
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可変長の列に対する DDM の生成および編集

データタイプに応じて、対応するデータベースフォーマット A または フォーマット B が生成さ
れます。データベースのデータタイプが VARCHAR の場合、Natural の列の長さは DBMS で定義
されているデータタイプの最大長に設定されます。データタイプが非常に大きい場合、フィール
ド長の位置にキーワード DYNAMIC が生成されます。

すべての可変長の列に対し、LINDICATOR フィールド L@<column-name> が生成されます。データ
ベースのデータタイプが VARCHAR の場合、フォーマット／長さが I2 の LINDICATOR フィールド
が生成されます。大きなデータタイプ（下表参照）の場合、フォーマット／長さは I4 になりま
す。

データベースにアクセスするときには、LINDICATOR を操作することにより、定義済みのバッファ
長（または *LENGTH）に関係なく、読み込むフィールドの長さを取得したり、書き込むフィール
ドの長さを設定したりできます。通常は、取得処理の後、対応するインジケータの長さに *LENGTH
は設定されます。

DDM の例：

  T  L  Name                      F   Leng        S   D   Remark
     :
     1  L@PICTURE1                I   4                                     /* ↩
length indicator
     1  PICTURE1                  B   DYNAMIC             IMAGE
     1  N@PICTURE1                I   2                                     /* NULL ↩
indicator
     1  L@TEXT1                   I   4                                     /* ↩
length indicator
     1  TEXT1                     A   DYNAMIC             TEXT
     1  N@TEXT1                   I   2                                     /* NULL ↩
indicator
     1  L@DESCRIPTION             I   2                                     /* ↩
length indicator
     1  DESCRIPTION               A   1000                VARCHAR(1000) 
     :
     :
  ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~Extended Attributes~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~/* ↩
concerning PICTURE1
   Header               :    ---
   Edit Mask            :    ---
   Remarks              :   IMAGE

生成されるフォーマットは可変長のフォーマットです。Natural プログラマは、定義を DYNAMIC
から固定長に変更したり（拡張フィールド編集）、データタイプ VARCHAR に対応する DDM の
フィールド定義をマルチプルバリューフィールド（従来の生成タイプ）にしたりできます。
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例：

  T  L  Name                  F   Leng          S   D   Remark
     :
     1  L@PICTURE1            I   4                                         /* ↩
length indicator
     1  PICTURE1              B   1000000000            IMAGE
     1  N@PICTURE1            I   2                                         /* NULL ↩
indicator
     1  L@TEXT1               I   4                                         /* ↩
length indicator
     1  TEXT1                 A   5000                  TEXT
     1  N@TEXT1               I   2                                         /* NULL ↩
indicator
     1  L@DESCRIPTION         I   2                                         /* ↩
length indicator
  M  1  DESCRIPTION           A   100                   VARCHAR(1000) 
       :
       :
  ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~Extended Attributes~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~/* ↩
concerning PICTURE1
   Header             :    ---
   Edit Mask          :    ---
   Remarks            :   IMAGE

データベースのラージオブジェクトへのアクセス

データベースのラージオブジェクト（CLOB または BLOB）にアクセスするには、対応する英数
字、Unicode、またはバイナリの各ラージフィールドの DDM を使用する必要があります。フィー
ルドが固定長で定義され、データベースのラージオブジェクトがこのフィールドに収まらない場
合、ラージオブジェクトは切り捨てられます。データベースオブジェクトの明確な長さがわから
ない場合、ダイナミックフィールドを使用します。そのオブジェクトを保持するために必要な再
割り当てが行われます。切り捨ては行われません。

プログラム例：

DEFINE DATA LOCAL

1 person VIEW OF xyz-person
  2 last_name
  2 first_name_1
  2 L@PICTURE1                   /* I4 length indicator for PICTURE1
  2 PICTURE1                     /* defined as dynamic in the DDM
  2 TEXT1                        /* defined as non-dynamic in the DDM

END-DEFINE
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SELECT * INTO VIEW person FROM xyz-person                   /* PICTURE1 will be ↩
read completely
                             WHERE last_name = 'SMITH'      /* TEXT1 will be ↩
truncated to fixed length 5000  

   WRITE  'length of PICTURE1: '  L@PICTURE1                /* the L-INDICATOR will ↩
contain the length 
                                                            /* of PICTURE1 (= ↩
*LENGTH(PICTURE1)
   /* do something with PICTURE1 and TEXT1

   L@PICTURE1  :=  100000       
   INSERT INTO xyz-person  (*) VALUES (VIEW person)         /* only the first 100000 ↩
Bytes of PICTURE1
                                                            /* are inserted
END-SELECT ↩

ビューのフォーマット／長さの定義が省略されている場合、DDM の定義が使用されます。レ
ポーティングモードでは、対応する DDM フィールドが DYNAMIC で定義されている場合、任意
の長さを指定できます。ダイナミックフィールドは、固定長のバッファにマップされます。この
逆は実行できません。 

ビューのフォーマット／長さの定義DDM のフォーマット／長さの定
義

有効-(An)

有効(An)

レポーティングモードでのみ有効(Am)

無効(A) DYNAMIC

有効-(A) DYNAMIC

有効(A) DYNAMIC

レポーティングモードでのみ有効(An)

レポーティングモードでのみ有効(Am / i : j)

フォーマット B の変数も同様です。

SQL ステートメント内の LINDICATOR 節のパラメータ

LINDICATOR フィールドを I2 フィールドとして定義すると、対応する列の送受信には SQL デー
タタイプ VARCHAR が使用されます。LINDICATOR ホスト変数を I4 として指定する場合、ラージオ
ブジェクトデータタイプ（CLOB/BLOB）を使用します。

フィールドを DYNAMIC として定義すると、列は内部ループでは実際の長さまで読み取られます。
LINDICATOR フィールドとシステム変数 *LENGTH がこの長さに設定されます。固定長フィールド
の場合、定義した長さまで列が読み込まれます。いずれの場合も、フィールドは LINDICATOR
フィールドで定義した値まで書き込まれます。
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ダイナミック変数の使用によるパフォーマンスへの影響

ダイナミック変数を少量ずつ複数回にわたって拡張する場合（バイト単位など）、必要なスト
レージの（おおよその）上限がわかっているときは、拡張を繰り返すのではなく EXPAND ステー
トメントを使用します。これにより、必要なストレージを調整するための余分なオーバーヘッド
を回避できます。

ダイナミック変数が不要になった場合、特に *LENGTH の値が大きい変数の場合は、REDUCE ステー
トメントまたは RESIZE ステートメントを使用します。これにより、Natural でストレージを解
放または再利用できます。したがって、全体的なパフォーマンスが向上します。

ダイナミック変数に割り当てられているメモリの量は、REDUCE DYNAMIC VARIABLE ステートメ
ントを使用すると減らすことができます。変数に特定の長さを（再）割り当てするには、EXPAND
ステートメントを使用できます（変数を初期化する場合は、MOVE ALL UNTIL ステートメントを
使用します）。

例：

** Example 'DYNAMX06': Dynamic variables (allocated memory)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #MYDYNTEXT1 (A) DYNAMIC
1 #LEN (I4)
END-DEFINE
*
#MYDYNTEXT1 := 'a' /* used length is 1, value is 'a'

/* allocated size is still 1
WRITE *LENGTH(#MYDYNTEXT1)
*
EXPAND DYNAMIC VARIABLE #MYDYNTEXT1 TO 100

/* used length is still 1, value is 'a'
/* allocated size is 100

*
CALLNAT 'DYNAMX05' USING #MYDYNTEXT1
WRITE *LENGTH(#MYDYNTEXT1)

/* used length and allocated size
/* may have changed in the subprogram

*
#LEN := *LENGTH(#MYDYNTEXT1)
REDUCE DYNAMIC VARIABLE #MYDYNTEXT1 TO #LEN

/* if allocated size is greater than used length,
/* the unused memory is released

*
REDUCE DYNAMIC VARIABLE #MYDYNTEXT1 TO 0
WRITE *LENGTH(#MYDYNTEXT1)

/* free allocated memory for dynamic variable
END

プログラミングガイド150

ダイナミック変数およびラージ変数の使用



ルール：

■ ダイナミックオペランドは、適切な場所で使用します。
■ メモリ使用量の上限がわかっている場合は、EXPAND ステートメントを使用します。
■ ダイナミックオペランドが不要になった場合は、REDUCE ステートメントを使用します。

ダイナミック変数の出力

ダイナミック変数は、以下のような出力ステートメント内で使用できます。

注ステートメント

これらのステートメントでは、セッションパラメータの AL（出力に対する英数字長）ま
たはEM（編集マスク）を使用して、ダイナミック変数の入出力フォーマットを設定する
必要があります。

DISPLAY

WRITE

INPUT

--REINPUT

PRINT ステートメントの出力はフォーマットが指定されていないため、AL および EM パ
ラメータを使用して、PRINT ステートメント内のダイナミック変数の出力フォーマット
を設定する必要はありません。したがって、これらのパラメータは無視されます。

PRINT

ダイナミック X-array

ダイナミック X-array の割り当てでは、最初にオカレンス数を指定し、後でそのオカレンス数を
拡張できます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #X-ARRAY(A/1:*) DYNAMIC
END-DEFINE
*
EXPAND ARRAY #X-ARRAY TO (1:10) /* Current boundaries (1:10)
#X-ARRAY(*) := 'ABC'
EXPAND ARRAY #X-ARRAY TO (1:20) /* Current boundaries (1:20)
#X-ARRAY(11:20) := 'DEF'
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定数は、Natural プログラム全体で使用できます。このドキュメントでは、サポートされている
定数のタイプとその使用方法について説明します。

数値定数

以下では次のトピックについて説明します。

■ 数値定数
■ 数値定数の検証

数値定数

数値定数には、1～29 桁の数字と小数点記号としての特殊文字（ピリオドまたはコンマ）を指定
できます。

例：

1234 +1234 -1234

12.34 +12.34 -12.34

MOVE 3 TO #XYZ
COMPUTE #PRICE = 23.34
COMPUTE #XYZ = -103
COMPUTE #A = #B * 6074

注意: 内部的には、小数点なしの数値定数は整数フォーマット（フォーマット I）で表さ
れます。一方、小数点付きの数値定数、およびフォーマット I に収まらないほど大きな値
を持つ小数点なしの数値定数は、パック型フォーマット（フォーマット P）で表されま
す。

例：

 データ長Format数値定数
ToFrom

>=10P<= -2147483649

4I-32769-2147483648

2I32767-32768

4I214748364732768

>=10P>= 2147483648
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数値定数の検証

INIT オプションを使用した COMPUTE、MOVE、DEFINE DATA の各ステートメント内で数値定数を
使用すると、コンパイル時に Natural によって、対応するフィールドに対して定数値が適してい
るかどうかが確認されます。これにより、コンパイル時にエラー条件が検出されるため、ランタ
イムエラーを回避できます。

英数字定数

以下では次のトピックについて説明します。

■ 英数字定数
■ 英数字定数内のアポストロフィ
■ 英数字定数の連結

英数字定数

英数字定数には、1～1073741824 バイト（1 GB）の英数字を指定できます。

英数字定数は、次のいずれかで囲む必要があります。：アポストロフィ（'）

'text'

または引用符（"）

"text"

例：

MOVE 'ABC' TO #FIELDX
MOVE '% INCREASE' TO #TITLE
DISPLAY "LAST-NAME" NAME

注意: ユーザー定義変数に割り当てるために使用する 1 つの英数字定数は、複数のステー
トメント行に分割できません。
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英数字定数内のアポストロフィ

アポストロフィで囲まれた英数字定数内で 1 つのアポストロフィを表すには、2 つのアポストロ
フィまたは 1 つの引用符を使用する必要があります。

引用符で囲まれた英数字定数内で 1 つのアポストロフィを表すには、1 つのアポストロフィを指
定します。

例：

以下を出力するとします。

HE SAID, 'HELLO'

以下のいずれの表記も使用できます。

WRITE 'HE SAID, ''HELLO'''
WRITE 'HE SAID, "HELLO"'
WRITE "HE SAID, ""HELLO"""
WRITE "HE SAID, 'HELLO'"

注意: 上述したように引用符がアポストロフィに変換されない場合、これはプロファイル
パラメータTQMARK（Translate Quotation Marks）の設定が原因です。詳細については、
Natural の管理者に問い合わせてください。

英数字定数の連結

ハイフンを使用すると、複数の英数字定数を 1 つの値として連結できます。

例：

MOVE 'XXXXXX' - 'YYYYYY' TO #FIELD
MOVE "ABC" - 'DEF' TO #FIELD

上記の方法で、英数字定数を 16 進定数と連結することもできます。

Unicode 定数

以下では次のトピックについて説明します。

■ Unicode テキスト定数
■ Unicode テキスト定数内のアポストロフィ
■ Unicode 16 進定数
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■ Unicode 定数の連結

Unicode テキスト定数

Unicode テキスト定数は、先頭に文字 U を指定し、その後の文字列を次のいずれかで囲む必要が
あります。アポストロフィ（'）

U'text'

または引用符（"）

U"text"

例：

U'HELLO'

コンパイラは、このテキスト定数を Unicode フォーマット（UTF-16）で生成プログラムに格納
します。

Unicode テキスト定数内のアポストロフィ

アポストロフィで囲まれた Unicode テキスト定数内で 1 つのアポストロフィを表すには、2 つの
アポストロフィまたは 1 つの引用符を使用する必要があります。

引用符で囲まれた Unicode テキスト定数内で 1 つのアポストロフィを表すには、1 つのアポスト
ロフィを指定します。

例：

以下を出力するとします。

HE SAID, 'HELLO'

以下のいずれの表記も使用できます。

WRITE U'HE SAID, ''HELLO'''
WRITE U'HE SAID, "HELLO"'
WRITE U"HE SAID, ""HELLO"""
WRITE U"HE SAID, 'HELLO'"

注意: 上述したように引用符がアポストロフィに変換されない場合、これはプロファイル
パラメータ TQ（Translate Quotation Marks）の設定が原因です。詳細については、Natural
の管理者に問い合わせてください。
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Unicode 16 進定数

以下の構文は、Unicode 文字または Unicode 文字列を 16 進表記で指定するために使用します。

UH'hhhh...'

h は、16 進数の桁（0 ～ 9、A ～ F）を表します。UTF-16 Unicode 文字はダブルバイトであるた
め、指定する 16 進の文字数は 4 の倍数である必要があります。

例：

以下の例は、文字列 45 を定義しています。

UH'00340035'

Unicode 定数の連結

Unicode テキスト定数（U）および Unicode 16 進定数（UH）は、連結できます。

有効な例：

MOVE U'XXXXXX' - UH'00340035' TO #FIELD

Unicode テキスト定数または Unicode 16 進定数は、コードページ英数字定数または H 定数とは
連結できません。

無効な例：

MOVE U'ABC' - 'DEF' TO #FIELD
MOVE UH'00340035' - H'414243' TO #FIELD

その他の有効な例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #U10 (U10)               /* Unicode variable with 10 (UTF-16) characters, total ↩
byte length = 20
1 #UD  (U)  DYNAMIC        /* Unicode variable with dynamic length
END-DEFINE
*
#U10 := U'ABC'             /* Constant is created as X'004100420043' in the object, ↩
the UTF-16 representation for string 'ABC'.

#U10 := UH'004100420043'   /* Constant supplied in hexadecimal format only, ↩
corresponds to U'ABC'

#U10 := U'A'-UH'0042'-U'C' /* Constant supplied in mixed formats, corresponds to ↩
U'ABC'.
END
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日付／時刻の定数

以下では次のトピックについて説明します。

■ 日付定数
■ 時刻定数
■ 拡張時刻定数

日付定数

日付定数は、フォーマット D の変数とともに使用します。

日付定数は、以下の形式で定義します。

国際式D'yyyy-mm-dd'

ドイツ式D'dd.mm.yyyy'

ヨーロッパ式D'dd/mm/yyyy'

US 日付フォーマットD'mm/dd/yyyy'

上記の dd は日、mm は月、yyyy は年を表します。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE (D)
END-DEFINE
...
MOVE D'2004-03-08' TO #DATE
...

デフォルトの日付形式は、プロファイルパラメータ DTFORM（日付形式）を使用して、Natural
管理者が制御します。

時刻定数

時刻定数は、フォーマット T の変数とともに使用します。

時刻定数は、以下の形式で定義します。
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T'hh:ii:ss'

上記の hh は時間、ii は分、ss は秒を表します。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #TIME (T)
END-DEFINE
...
MOVE T'11:33:00' TO #TIME
...

拡張時刻定数

日付情報は時刻情報のサブセットであるため、時刻変数（フォーマット T）には、日付および時
刻の情報を格納できます。ただし、「標準の」 時刻定数（接頭辞 T）では、時刻変数の時刻情報
のみを処理できます。

T'hh:ii:ss'

拡張時刻定数（接頭辞 E）を使用すると、日付情報を含む、時刻変数のすべての内容を処理でき
ます。

E'yyyy-mm-dd hh:ii:ss'

この点を除き、拡張時刻定数と時刻変数の使用方法は、標準の時刻定数の場合と同じです。

注意: 拡張時刻定数に指定する必要のある日付情報の形式は、プロファイルパラメータ
DTFORM の設定によって決まります。上記の拡張時刻定数は、DTFORM=I（国際式）を想定
しています。

16 進の定数

以下では次のトピックについて説明します。

■ 16 進の定数
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■ 16 進定数の連結

16 進の定数

16 進定数では、標準のキーボード文字で入力できない値を指定できます。

16 進定数には、1～1073741824 バイト（1 GB）の英数字を指定できます。

接頭文字 H で、16 進定数を示します。定数自身は、16 進数を表す文字（0～9、A～F）で構成さ
れる文字列をアポストロフィで囲む必要があります。1 バイトのデータを表すには、2 つの 16 進
文字が必要です。

16 進文字表現は、コンピュータが ASCII 文字セットを使用しているか、EBCDIC 文字セットを
使用しているかによって異なります。したがって、16 進定数を別のコンピュータに転送する場
合、文字変換が必要になることがあります。

ASCII の例：

H'313233' (equivalent to the alphanumeric constant '123')
H'414243' (equivalent to the alphanumeric constant 'ABC')

EBCDIC の例：

H'F1F2F3' (equivalent to the alphanumeric constant '123')
H'C1C2C3' (equivalent to the alphanumeric constant 'ABC')

16 進定数を別のフィールドに転送する場合は、英数字値（フォーマット A）として扱われます。

フォーマット A、U、B 以外で定義されているフィールドに、英数字値（フォーマット A）を
データ転送することはできません。したがって、対応する変数がフォーマット A、U、B ではな
い場合に DEFINE DATA ステートメントで 16 進定数を初期値として使用すると、構文エラー
NAT0094 で拒否されます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #I(I2) INIT <H'000F'>      /* causes a NAT0094 syntax error 
END-DEFINE                         ↩

注意: H'00' ～ H'1F' または H'80' ～ H'A0' の範囲内の任意の文字を含む 16 進定数を出
力する場合、これらの文字は端末制御文字として解釈されるため、出力されません。バー
ジョン 2.2 の時点では、これらの 16 進定数は抑制されていません。

161プログラミングガイド

ユーザー定義定数



16 進定数の連結

定数の間にハイフンを使用すると、16 進定数を連結できます。

ASCII の例：

H'414243' - H'444546' (equivalent to 'ABCDEF')

EBCDIC の例：

H'C1C2C3' - H'C4C5C6' (equivalent to 'ABCDEF')

上記の方法で、16 進定数を英数字定数と連結することもできます。

論理定数

論理定数 TRUE および FALSE は、フォーマット L で定義されたフィールドに論理値を割り当てる
ために使用できます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #FLAG (L)
END-DEFINE
...
MOVE TRUE TO #FLAG
...
IF #FLAG ...

statement ...
MOVE FALSE TO #FLAG

END-IF
...

浮動小数点定数

浮動小数点定数は、フォーマット F で定義された変数で使用できます。

例：
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DEFINE DATA LOCAL
1 #FLT1 (F4)
END-DEFINE
...
COMPUTE #FLT1 = -5.34E+2
...

属性定数

属性定数は、フォーマット C で定義された変数（制御変数）で使用できます。属性定数は、カッ
コで囲む必要があります。

次の属性を使用できます。

説明属性

デフォルトAD=D

点滅AD=B

高輝度AD=I

非表示AD=N

反転AD=V

下線付きAD=U

イタリックAD=C

ダイナミック属性AD=Y

保護AD=P

青CD=BL

緑CD=GR

デフォルト色CD=NE

ピンクCD=PI

赤CD=RE

空色CD=TU

黄色CD=YE

セッションパラメータ AD および CD の説明も参照してください。

例：
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DEFINE DATA LOCAL
1 #ATTR (C)
1 #FIELD (A10)
END-DEFINE
...
MOVE (AD=I CD=BL) TO #ATTR
...
INPUT #FIELD (CV=#ATTR)
...

ハンドル定数

ハンドル定数 NULL-HANDLE は、オブジェクトハンドルで使用できます。

オブジェクトハンドルの詳細については、「NaturalX」を参照してください。

名前付き定数の定義

同じ定数値を何度も使用する必要がある場合、以下のように名前付き定数を定義してメンテナン
スの労力を減らすことができます。

■ DEFINE DATA ステートメント内でフィールドを定義します。
■ フィールドに定数値を割り当てます。
■ プログラムで定数値ではなくフィールド名を使用します。

これにより、値を変更する必要があるときには、プログラム内の関連するすべての場所を変更す
るのではなく、DEFINE DATA ステートメントを 1 回変更するだけですべての値を変更できます。

DEFINE DATA ステートメントのフィールド定義の後に、キーワード CONSTANT を付けた山カッコ
（< と >）内に定数値を指定します。

■ 値が英数字の場合、アポストロフィで囲む必要があります。
■ 値が Unicode テキストフォーマットの場合、先頭に文字 U を指定し、その後の文字列をアポ
ストロフィで囲む必要があります。

■ 値が Unicode 16 進フォーマットの場合、先頭に文字 UH を指定し、その後の文字列をアポスト
ロフィで囲む必要があります。

例：
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DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELDA (N3) CONSTANT <100>
1 #FIELDB (A5) CONSTANT <'ABCDE'>
1 #FIELDC (U5) CONSTANT <U'ABCDE'>
1 #FIELDD (U5) CONSTANT <UH'00410042004300440045'>
END-DEFINE
...

プログラム実行中は、名前付き定数の値を変更できません。
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22 初期値（および RESET ステートメント）
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この章では、ユーザー定義変数のデフォルトの初期値、ユーザー定義変数への初期値の割り当て
方法、およびフィールド値をデフォルトの初期値または DEFINE DATA ステートメントで定義し
た初期値に戻すための RESET ステートメントの使用方法について説明します。

注意: 例えば、配列に初期値を割り当てる定義については、『ステートメント』ドキュメ
ントの「例 2 - DEFINE DATA（配列の定義／初期化）」を参照してください。

ユーザー定義変数／配列のデフォルトの初期値

フィールドに初期値を指定しない場合、そのフォーマットに応じたデフォルトの初期値でフィー
ルドは初期化されます。

デフォルトの初期値Format

0B、F、I、N、P

blankA、U

F(ALSE)L

D' 'D

T'00:00:00'T

(AD=D)C

NULL-HANDLEオブジェクトハンドル

ユーザー定義変数／配列への初期値の割り当て

DEFINE DATA ステートメントでは、ユーザー定義変数に初期値を割り当てることができます。初
期値が英数字の場合、アポストロフィで囲む必要があります。

■ 変更可能な初期値の割り当て
■ 変更不可能な初期値の割り当て
■ 初期値としての Natural システム変数の割り当て
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■ 英数字／Unicode 変数の初期値としての文字列の割り当て

変更可能な初期値の割り当て

変更可能な初期値を変数／配列に割り当てる場合、DEFINE DATA ステートメントの変数定義の後
に、キーワード INIT とともに山カッコ（< と >）で囲んだ初期値を指定します。割り当てられ
た値は、変数／配列が参照されるたびに使用されます。割り当てられた値は、プログラムの実行
中に変更できます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELDA (N3) INIT <100>
1 #FIELDB (A20) INIT <'ABC'>
END-DEFINE
...

変更不可能な初期値の割り当て

変数／配列を名前付き定数として扱う場合、DEFINE DATA ステートメントの変数定義の後に、
キーワード CONSTANT とともに山カッコ（< と >）で囲んだ初期値を指定します。割り当てられ
た定数値は、変数／配列が参照されるたびに使用されます。割り当てられた値は、プログラムの
実行中には変更できません。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELDA (N3) CONST <100>
1 #FIELDB (A20) CONST <'ABC'>
END-DEFINE
...

初期値としての Natural システム変数の割り当て

フィールドの初期値として、Natural システム変数の値を指定することもできます。

例：

以下の例では、システム変数 *DATX が初期値を指定するために使用されています。
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DEFINE DATA LOCAL
1 #MYDATE (D) INIT <*DATX>
END-DEFINE
...

英数字／Unicode 変数の初期値としての文字列の割り当て

初期値として、特定の文字列を変数の全体または一部に挿入できます（Natural データフォー
マット A または U の変数でのみ可能）。

■ フィールド全体を埋める場合
FULL LENGTH <character-string> オプションを使用して、フィールド全体を特定の文字で埋
めます。

以下の例では、フィールド全体をアスタリスク（*）で埋めています。

DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELD (A25) INIT FULL LENGTH <'*'>
END-DEFINE
...

■ フィールドの最初の n 文字を埋める場合
LENGTH n <character-string> オプションを使用して、フィールドの先頭 n 文字を特定の文
字で埋めます。

以下の例では、フィールドの先頭 4 文字を感嘆符（!）で埋めています。

DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELD (A25) INIT LENGTH 4 <'!'>
END-DEFINE
...

ユーザー定義変数の初期値へのリセット

RESET ステートメントは、フィールドの値をリセットするために使用します。以下の 2 つのオプ
ションを使用できます。

■ デフォルトの初期値へのリセット
■ DEFINE DATA で定義した初期値へのリセット

注意: 

1. DEFINE DATA ステートメントで CONSTANT 節を指定して宣言したフィールドは、内容を変更で
きないので、RESET ステートメントで参照できません。
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2. レポーティングモードでは、プログラムに DEFINE DATA LOCAL ステートメントが含まれてい
なければ、RESET ステートメントを使用して変数を定義することもできます。

デフォルトの初期値へのリセット

RESET （INITIAL なし）は、指定された各フィールドの内容をフォーマットに依存したデフォル
トの初期値に設定します。

例：

DEFINE DATA LOCAL 
1 #FIELDA (N3)  INIT <100> 
1 #FIELDB (A20) INIT <'ABC'> 
1 #FIELDC (I4)  INIT <5> 
END-DEFINE 
... 
... 
RESET #FIELDA                    /* resets field value to default initial value 
... ↩

DEFINE DATA で定義した初期値へのリセット

RESET INITIAL は、指定された各フィールドを DEFINE DATA ステートメントのフィールド定義
に従った初期値に設定します。

DEFINE DATA ステートメントで INIT 節を指定せずに宣言したフィールドに対して、RESET INITIAL
は RESET（INITIAL なし）と同じ効果があります。

例：

DEFINE DATA LOCAL 
1 #FIELDA (N3)  INIT <100> 
1 #FIELDB (A20) INIT <'ABC'> 
1 #FIELDC (I4)  INIT <5> 
END-DEFINE 
... 
RESET INITIAL #FIELDA #FIELDB #FIELDC /* resets field values to initial values as ↩
defined in DEFINE DATA
...
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再定義は、フィールドのフォーマットを変更したり、単一フィールドを複数のセグメントに分割
したりするために使用します。

DEFINE DATA ステートメントの REDEFINE オプションの使用

DEFINE DATA ステートメントの REDEFINE オプションは、単一のフィールド（ユーザー定義変数
またはデータベースフィールド）を 1 つ以上の新しいフィールドとして再定義するために使用で
きます。グループも再定義できます。

重要: ダイナミック変数は再定義には使用できません。

REDEFINE オプションは、フォーマットに関係なく、フィールドのバイト位置を左から右に再定
義します。バイト位置は、元のフィールドと再定義されたフィールド（複数可）の間で一致して
いる必要があります。

再定義は元のフィールド定義の直後に指定する必要があります。

例 1

以下の例では、データベースフィールド BIRTH を、3 つの新しいユーザー定義変数として再定義
しています。

DEFINE DATA LOCAL
01 EMPLOY-VIEW VIEW OF STAFFDDM

02 NAME
02 BIRTH
02 REDEFINE BIRTH

03 #BIRTH-YEAR (N4)
03 #BIRTH-MONTH (N2)
03 #BIRTH-DAY (N2)

END-DEFINE
...

例 2：

以下の例では、グループ #VAR2（フォーマット N および P の 2 つのユーザー定義変数で構成）
を、フォーマット A の 1 つの変数として再定義しています。

DEFINE DATA LOCAL
01 #VAR1 (A15)
01 #VAR2

02 #VAR2A (N4.1)
02 #VAR2B (P6.2)

01 REDEFINE #VAR2
02 #VAR2RD (A10)
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END-DEFINE
...

FILLER nX 表記を使用して、再定義するフィールドに n バイトの充填バイト（使用しないセグメ
ント）を定義できます。末尾の充填バイトの定義は任意です。

例 3：

以下の例では、ユーザー定義変数 #FIELD を 3 つの新しいユーザー定義変数（それぞれフォー
マット／長さが A2）として再定義しています。FILLER 表記によって、元のフィールドの 3 ～
4、および 7 ～ 10 バイト目を使用しないことが示されています。

DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELD (A12)
1 REDEFINE #FIELD

2 #RFIELD1 (A2)
2 FILLER 2X
2 #RFIELD2 (A2)
2 FILLER 4X
2 #RFIELD3 (A2)

END-DEFINE
...

再定義の使用方法を示すプログラム例

以下のプログラムは、再定義の使用方法を示しています。

** Example 'DDATAX01': DEFINE DATA
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
01 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

02 NAME
02 FIRST-NAME
02 SALARY (1:1)

*
01 #PAY (N9)
01 REDEFINE #PAY

02 FILLER 3X
02 #USD (N3)
02 #OOO (N3)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

MOVE SALARY (1) TO #PAY
DISPLAY NAME FIRST-NAME #PAY #USD #OOO

END-READ
END
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プログラム DDATAX01 の出力：

#PAY およびその再定義でできたフィールドがどのように表示されるかに注意してください。

Page      1                                                  04-11-11  14:15:54
 
        NAME              FIRST-NAME         #PAY    #USD #OOO
-------------------- -------------------- ---------- ---- ----
 
JONES                VIRGINIA                  46000   46    0
JONES                MARSHA                    50000   50    0
JONES                ROBERT                    31000   31    0              
            ↩
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Natural は配列の処理をサポートしています。配列は、複数次元のテーブル、つまり、単一の名
前で識別される 2 つ以上の論理的に関連する要素です。配列は、複数次元の単一データ要素、ま
たは連続する構造体や個別の要素を含む階層的なデータ構造で構成できます。

配列の定義

Natural では、1 次元、2 次元、または 3 次元の配列を使用できます。配列は、独立した変数、
より大きなデータ構造の一部、またはデータベースビューの一部です。

重要: ダイナミック変数は配列定義には使用できません。

手順 24.1. 1 次元配列を定義するには

■ フォーマットと長さの後に、スラッシュと 「インデックス表記」、つまり配列のオカレン
ス数を指定します。

例えば、以下の 1 次元配列には、3 つのオカレンス（各オカレンスのフォーマット／長さは
A10）があります。

DEFINE DATA LOCAL
1 #ARRAY (A10/1:3)
END-DEFINE
...

手順 24.2. 2 次元配列を定義するには

■ 両方の次元に対するインデックス表記を指定します。

DEFINE DATA LOCAL
1 #ARRAY (A10/1:3,1:4)
END-DEFINE
...

2 次元配列はテーブルとして表すことができます。上記の例で定義されている配列は、3 つ
の 「行」 および 4 つの 「列」 から成るテーブルです。
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配列の初期値

配列の 1 つ以上のオカレンスに初期値を割り当てるには、以下の例のように、「通常の」変数
に対する初期値定義と同様に INIT 指定を使用します。

1 次元配列への初期値の割り当て

以下の例は、初期値が 1 次元配列にどのように割り当てられるかを説明しています。

■ 初期値を 1 つのオカレンスに割り当てる場合、次を指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3) INIT (2) <'A'>

A は、2 番目のオカレンスに割り当てられます。
■ 同じ初期値をすべてのオカレンスに割り当てるには、以下のように指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3) INIT ALL <'A'>

A は、すべてのオカレンスに割り当てられます。または、次を指定できます。

1 #ARRAY (A1/1:3) INIT (*) <'A'>

■ 同じ初期値を複数オカレンスの範囲に割り当てるには、以下のように指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3) INIT (2:3) <'A'>

A は、2 ～ 3 番目のオカレンスに割り当てられます。
■ 異なる初期値を全オカレンスに割り当てるには、以下のように指定します。
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1 #ARRAY (A1/1:3) INIT <'A','B','C'>

A は最初のオカレンス、B は 2 番目のオカレンス、C は 3 番目のオカレンスにそれぞれ割り当
てられます。

■ 異なる初期値をいくつかのオカレンス（全オカレンスではなく）に割り当てるには、以下のよ
うに指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3) INIT (1) <'A'> (3) <'C'>

A は最初のオカレンス、C は 3 番目のオカレンスに割り当てられますが、2 番目のオカレンス
には値は割り当てられません。

または、次を指定できます。

1 #ARRAY (A1/1:3) INIT <'A',,'C'>

■ オカレンス数より少ない数の初期値が指定されると、残ったオカレンスは空のままになりま
す。

1 #ARRAY (A1/1:3) INIT <'A','B'>

A は最初のオカレンス、B は 2 番目のオカレンスに割り当てられますが、3 番目のオカレンス
には値は割り当てられません。

2 次元配列への初期値の割り当て

このセクションでは、2 次元配列に初期値を割り当てる方法について説明します。以下のトピッ
クについて説明します。

■ 前提条件
■ 同じ値の割り当て
■ 異なる値の割り当て

前提条件

このセクションの例では、3 オカレンスの第 1 次元（「行」）と 4 オカレンスの第 2 次元
（「列」）を持つ 2 次元配列を使用するものとします。
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1 #ARRAY (A1/1:3,1:4)

垂直：最初の次元（1:3）、水平：第2の次元（1:4）：

(1,4)(1,3)(1,2)(1,1)

(2,4)(2,3)(2,2)(2,1)

(3,4)(3,3)(3,2)(3,1)

以下の最初の例では、同じ初期値を 2 次元配列のオカレンスにどのように割り当てるのかを説明
します。2 番目の例では、異なる初期値をどのように割り当てるのかを説明します。

例では、* と V の表記の使用に特に注意してください。これらの表記は両方とも、該当する次元
のすべてのオカレンスを参照します。* は、その次元のすべてのオカレンスを同じ値で初期化す
ることを示します。一方、V は、その次元のすべてのオカレンスを異なる値で初期化することを
示します。

同じ値の割り当て

■ 初期値を 1 つのオカレンスに割り当てる場合、次を指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (2,3) <'A'>

A

■ 同じ初期値を第 2 次元の 1 オカレンス（第 1 次元の全オカレンス）に割り当てるには、以下の
ように指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (*,3) <'A'>

A

A

A

■ 同じ初期値を第 1 次元のオカレンス範囲（第 2 次元の全オカレンス）に割り当てるには、以下
のように指定します。
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1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (2:3,*) <'A'>

AAAA

AAAA

■ 同じ初期値を各次元のオカレンス範囲に割り当てるには、以下のように指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (2:3,1:2) <'A'>

AA

AA

■ 同じ初期値を全オカレンス（両方の次元）に割り当てるには、以下のように指定します。

1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT ALL <'A'>

AAAA

AAAA

AAAA

または、次を指定できます。

1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (*,*) <'A'>

異なる値の割り当て

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (V,2) <'A','B','C'>

A

B

C
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■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (V,2:3) <'A','B','C'>

AA

BB

CC

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (V,*) <'A','B','C'>

AAAA

BBBB

CCCC

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (V,*) <'A',,'C'>

AAAA

CCCC

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (V,*) <'A','B'>

AAAA

BBBB

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (V,1) <'A','B','C'> (V,3) <'D','E','F'>

DA

EB

FC

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (3,V) <'A','B','C','D'>

DCBA
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■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (*,V) <'A','B','C','D'>

DCBA

DCBA

DCBA

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (2,1) <'A'> (*,2) <'B'> (3,3) <'C'> (3,4) <'D'>

B

BA

DCB

■ 1 #ARRAY (A1/1:3,1:4) INIT (2,1) <'A'> (V,2) <'B','C','D'> (3,3) <'E'> (3,4) <'F'>

B

CA

FED

3 次元配列

3 次元配列は以下のように表すことができます。

プログラミングガイド184

配列



上記の配列は、以下のように定義します（同時に、行 1、列 2、および面 2 の強調表示された
フィールドに初期値を割り当てます）。

DEFINE DATA LOCAL
1 #ARRAY2

2 #ROW (1:4)
3 #COLUMN (1:3)
4 #PLANE (1:3)

5 #FIELD2 (P3) INIT (1,2,2) <100>
END-DEFINE
...

データエリアエディタでローカルデータエリアとして定義すると、同じ配列は以下のように表示
されます。

I T L Name                             F Leng Index/Init/EM/Name/Comment       
- - - -------------------------------- - ---- ---------------------------------
    1 #ARRAY2                                                                  
    2 #ROW                                    (1:4)                            
    3 #COLUMN                                 (1:3)                            
    4 #PLANE                                  (1:3)                            
I   5 #FIELD2                          P    3                    ↩
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大きいデータ構造の一部としての配列

複数次元の配列を使用すると、COBOL または PL1 の構造体に類似したデータ構造体を定義でき
ます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #AREA

2 #FIELD1 (A10)
2 #GROUP1 (1:10)

3 #FIELD2 (P2)
3 #FIELD3 (N1/1:4)

END-DEFINE
...

この例では、データエリア #AREA の全体のサイズは以下のとおりです。

10 + (10 * (2 + (1 * 4))) バイト = 70 バイト

#FIELD1 は 10 バイトの長さの英数字です。#GROUP1 は #AREA 内のサブエリアの名前で、2 つの
フィールドから成り、10 オカレンスを持っています。#FIELD2 は、パック型数値で長さは 2 で
す。#FIELD3 は、4 オカレンスを持つ、#GROUP1 の 2 番目のフィールドで長さ 1 の数値です。

#FIELD3 の特定のオカレンスを参照するには、2 つのインデックスを使用する必要があります。
最初のインデックスで #GROUP1 のオカレンスを指定し、2 番目のインデックスで #FIELD3 の特定
のオカレンスを指定する必要があります。例えば、同じプログラムにおいて、後から ADD ステー
トメントで #FIELD3 を参照するには、以下のように指定します。

ADD 2 TO #FIELD3 (3,2)

データベース配列

Adabas は、マルチプルバリューフィールドおよびピリオディックグループの形で、データベー
ス内の配列構造をサポートします。これらについては、「データベース配列」を参照してくださ
い。

以下の例は、マルチプルバリューフィールドを含むビューの DEFINE DATA での定義を示してい
ます。
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DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOYEES-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 ADDRESS-LINE (1:10) /* <--- MULTIPLE-VALUE FIELD

END-DEFINE
...

同じビューが、ローカルデータエリアでは以下のように表示されます。

I T L Name F Leng Index/Init/EM/Name/Comment
- - - -------------------------------- - ---- ---------------------------------

V 1 EMPLOYEES-VIEW EMPLOYEES
2 NAME A 20

M 2 ADDRESS-LINE A 20 (1:10) /* MU-FIELD

インデックス表記での演算式の使用

配列のオカレンス範囲を表すために簡単な演算式をインデックスとして使用できます。

例：

値 I から I+5 までの範囲のフィールド MA の値が参照されます。MA (I:I+5)

値 I+2 から J-3 までの範囲のフィールド MA の値が参照されます。MA (I+2:J-3)

添字の演算に使用できる演算子は、プラス（+）およびマイナス（-）のみです。

配列演算のサポート

配列演算のサポートには、配列レベル、行／列レベル、および個々の要素レベルでの演算が含ま
れています。

配列演算では、1 つまたは 2 つのオペランドと受け取りフィールドの 3 番目の変数（任意）を使
用した簡単な演算式のみを使用できます。

添字の範囲を定義する式には、演算子プラス（+）およびマイナス（-）のみを使用できます。
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配列演算の例

以下の例では、次のフィールド定義を想定しています。

DEFINE DATA LOCAL
01 #A (N5/1:10,1:10)
01 #B (N5/1:10,1:10)
01 #C (N5)
END-DEFINE
...

1. ADD #A(*,*) TO #B(*,*)

結果オペランドである配列 #B には、配列 #A と配列 #B の元の値を要素ごとに加算した結果が
格納されます。

2. ADD 4 TO #A(*,2)

配列 #A の 2 番目の列は、その元の値に 4 を加えた値で置き換えられます。
3. ADD 2 TO #A(2,*)

配列 #A の 2 番目の行は、その元の値に 2 を加えた値で置き換えられます。
4. ADD #A(2,*) TO #B(4,*)

配列 #A の 2 番目の行の値は、配列 #B の 4 番目の行に加算されます。
5. ADD #A(2,*) TO #B(*,2)

これは不正な演算であるため、構文エラーが発生します。行は行に、列は列にのみ加算でき
ます。

6. ADD #A(2,*) TO #C

配列 #A の 2 番目の行のすべての値は、スカラ値 #C に加算されます。
7. ADD #A(2,5:7) TO #C

配列 #A の 2 番目の行の 5、6、7 番目の列の値がスカラ値 #C に加算されます。
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通常の配列のフィールドを定義するときは、インデックスの範囲、つまり次元ごとのオカレンス
数を正確に指定する必要があります。ランタイムには配列のすべてのフィールドがデフォルトで
存在するため、追加の割り当て操作を行うことなく、定義した各オカレンスにアクセスできま
す。サイズのレイアウトは変更できません。したがって、フィールドのオカレンスを追加するこ
とも削除することもできません。

一方、必要なオカレンス数が開発時にわからないため、ランタイムに配列のフィールド数を柔軟
に増減したい場合は、X-array（eXtensible array：拡張可能な配列）と呼ばれているものを使用
します。

X-array では、ランタイムにサイズ変更できるため、メモリをより効率よく管理できます。例え
ば、大量の配列オカレンスを短期間だけ使用してから、アプリケーションが配列を使用しなく
なった時点でメモリを削減することができます。

定義

X-array とは、コンパイル時にオカレンス数を定義しない配列のことです。X-array は、DEFINE
DATA ステートメント内で、少なくとも 1 つの次元のインデックス範囲に、アスタリスク（*）を
使用して定義します。インデックス定義内のアスタリスク文字（*）は、プログラムの実行時に
特定の値を割り当てることができる、変更可能なインデックス範囲を表します。上限または下限
のいずれかのみを可変として定義できます。両方を定義することはできません。

X-array は、（固定の）配列を定義できる場所にならどこにでも、つまり、任意のレベルで、ま
たはインデックス付きのグループとして定義できます。ただし、データベースビューのMU-/PE-
フィールドへのアクセスには使用できません。複数次元の配列では、定数と変更可能な境界を組
み合わせて使用できます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #X-ARR1 (A5/1:*)          /* lower bound is fixed at 1, upper bound is variable
1 #X-ARR2 (A5/*)            /* shortcut for (A5/1:*)
1 #X-ARR3 (A5/*:100)        /* lower bound is variable, upper bound is fixed at 100
1 #X-ARR4 (A5/1:10,1:*)     /* 1st dimension has a fixed index range with (1:10)
END-DEFINE                  /* 2nd dimension has fixed lower bound 1 and variable ↩
upper bound
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X-array のストレージ管理

X-array のオカレンス数は、アクセスする前に明示的に割り当てる必要があります。次元のオカ
レンス数を増減するには、EXPAND、RESIZE、REDUCE の各ステートメントを使用します。

ただし、X-array の次元数（1、2、または 3 次元）は変更できません。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #X-ARR(I4/10:*)
END-DEFINE
EXPAND ARRAY #X-ARR TO (10:10000)
/* #X-ARR(10) to #X-ARR(10000) are accessible
WRITE *LBOUND(#X-ARR) /* is 10

*UBOUND(#X-ARR) /* is 10000
*OCCURRENCE(#X-ARR) /* is 9991

#X-ARR(*) := 4711 /* same as #X-ARR(10:10000) := 4711
/* resize array from current lower bound=10 to upper bound =1000
RESIZE ARRAY #X-ARR TO (*:1000)
/* #X-ARR(10) to #X-ARR(1000) are accessible
/* #X-ARR(1001) to #X-ARR(10000) are released
WRITE *LBOUND(#X-ARR) /* is 10

*UBOUND(#X-ARR) /* is 1000
*OCCURRENCE(#X-ARR) /* is 991

/* release all occurrences
REDUCE ARRAY #X-ARR TO 0
WRITE *OCCURRENCE(#X-ARR) /* is 0

X-Group 配列のストレージ管理

X-group 配列のオカレンス数を増減する場合、独立した次元と従属した次元を区別する必要があ
ります。

直接指定されている（継承していない）X-group 配列または X-array の次元は、独立していま
す。

直接指定されていない（上位の配列から継承している）X-group 配列または X-array の次元は、
従属しています。

X-array の独立した次元のみ、EXPAND、RESIZE、REDUCE の各ステートメントで変更できます。
従属した次元の変更は、その次元を独立した次元として所有している X-group 配列の名前を使
用して行う必要があります。
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独立した次元と従属した次元の例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #X-GROUP-ARR1(1:*) /* (1:*)

2 #X-ARR1 (I4) /* (1:*)
2 #X-ARR2 (I4/2:*) /* (1:*,2:*)
2 #X-GROUP-ARR2 /* (1:*)

3 #X-ARR3 (I4) /* (1:*)
3 #X-ARR4 (I4/3:*) /* (1:*,3:*)
3 #X-ARR5 (I4/4:*, 5:*) /* (1:*,4:*,5:*)

END-DEFINE

以下の表は、上記のプログラム内の各次元が独立しているのか従属しているのかを示していま
す。

独立した次元従属した次元Name

(1:*)#X-GROUP-ARR1

(1:*)#X-ARR1

(2:*)(1:*)#X-ARR2

(1:*)#X-GROUP-ARR2

(1:*)#X-ARR3

(3:*)(1:*)#X-ARR4

(4:*,5:*)(1:*)#X-ARR5

従属した次元に使用できる添字表記は、単一のアスタリスク（*）、アスタリスクで定義した範
囲（*:*）、または定義済みの添字範囲のみです。

これは、従属した次元の境界は変更できないことを示しています。

従属した次元のオカレンス数は、対応するグループ配列を操作することによってのみ変更できま
す。

EXPAND ARRAY #X-GROUP-ARR1 TO (1:11) /* #X-ARR1(1:11) are allocated
/* #X-ARR3(1:11) are allocated

EXPAND ARRAY #X-ARR2 TO (*:*, 2:12) /* #X-ARR2(1:11, 2:12) are allocated
EXPAND ARRAY #X-ARR2 TO (1:*, 2:12) /* same as before
EXPAND ARRAY #X-ARR2 TO (* , 2:12) /* same as before
EXPAND ARRAY #X-ARR4 TO (*:*, 3:13) /* #X-ARR4(1:11, 3:13) are allocated
EXPAND ARRAY #X-ARR5 TO (*:*, 4:14, 5:15) /* #X-ARR5(1:11, 4:14, 5:15) are allocated

EXPAND ステートメントは、任意の順序で記述できます。

従属した次元しか配列にないため、以下のような EXPAND ステートメントは使用できません。
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EXPAND ARRAY #X-ARR1 TO ...
EXPAND ARRAY #X-GROUP-ARR2 TO ...
EXPAND ARRAY #X-ARR3 TO ...

X-array の参照

X-array のオカレンス数は、アクセスする前に EXPAND ステートメントまたは RESIZE ステートメ
ントを使用して、明示的に割り当てる必要があります。値を Tamino から取得する場合、ステー
トメント READ、FIND、GET ではオカレンスが暗黙的に割り当てられます。

一般的なルールとして、存在しない X-array のオカレンスにアクセスしようとするとランタイム
エラーが発生します。ただし、全体範囲表記を使用して X-array のすべてのオカレンスを参照す
る場合は、実体を持たない X-array フィールドにアクセスしてもエラーにならないステートメン
トもあります。例：#X-ARR(*)これは、以下に対して適用されます。

■ CALL ステートメント内で使用されているパラメータ
■ オプションパラメータとして定義されている場合、ステートメント CALLNAT、PERFORM または
OPEN DIALOG で使用されるパラメータ、

■ COMPRESS ステートメント内で使用されているソースフィールド
■ PRINT ステートメント内で指定されている出力フィールド
■ RESET ステートメント内で参照されているフィールド

これらのステートメントの 1 つを使用して実体を持たない X-array のオカレンスを個別に参照す
ると、対応するエラーメッセージが発行されます。

例：

DEFINE DATA LOCAL 
1 #X-ARR (A10/1:*) /* X-array only defined, but not allocated
END-DEFINE        
RESET #X-ARR(*)    /* no error, because complete field referenced with (*)   
RESET #X-ARR(1:3)  /* runtime error, because individual occurrences (1:3) are ↩
referenced
END  ↩

配列参照のアスタリスク（*）表記は、次元のすべての範囲を表します。配列が X-array の場合、
アスタリスクは、現在割り当てられている下限おへよび上限のインデックス範囲を表します。こ
の下限および上限は、システム変数 *LBOUND および *UBOUND によって確認できます。
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X-array を使用したパラメータ引き渡し

X-array をパラメータとして使用すると、以下の整合性チェックで定数の配列と同じように扱わ
れます。

■ フォーマット
■ 長さ
■ 次元
■ オカレンス数

また、X-array パラメータは、ステートメント RESIZE、REDUCE、または EXPAND を使用すること
により、オカレンス数を変更することもできます。X-array パラメータのサイズ変更が可能かど
うかは、以下の 3 つの要素によって決まります。

■ 使用するパラメータ引き渡しのタイプ（参照渡しまたは値渡し）
■ 呼び出し元または X-array パラメータの定義
■ 引き渡す X-array の範囲のタイプ（全体または一部）

以下の表は、X-array パラメータに EXPAND、RESIZE、REDUCE の各ステートメントを適用できる
条件を示しています。

値渡しの例

パラメータ呼び出し元

X-array変数（1:V）スタティック
○××スタティック
○××X-array の一部。例：

CALLNAT...#XA(1:5)

○××X-array 全体。例：

CALLNAT...#XA(*)
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参照渡し／値渡し（結果）

パラメータ呼び出し元

固定の上限を持つ
X-array。例：

固定の下限を持つ
X-array。例：

変数
（1:V）

スタ
ティック

DEFINE DATA ↩
PARAMETER
1 #PX (A10/*:1)

DEFINE DATA ↩
PARAMETER
1 #PX (A10/1:*)

××××スタティック
××××X-array の一部。例：

CALLNAT...#XA(1:5)

×○××固定の下限を持つ X-array の全体。
例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #XA(A10/1:*)
...
CALLNAT...#XA(*)

○×××固定の上限を持つ X-array の全体。
例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #XA(A10/*:1)
...
CALLNAT...#XA(*)

X-group 配列を使用したパラメータ引き渡し

X-group 配列の宣言は、グループの各要素が同じ上限および下限を持つことを暗黙的に意味しま
す。したがって、X-group 配列フィールドの従属した次元のオカレンス数は、RESIZE、REDUCE、
EXPAND の各ステートメントで X-group 配列のグループ名を指定したときにのみ変更できます
（前述の「X-Group 配列のストレージ管理」を参照）。

X-group 配列のメンバは、パラメータデータエリアに定義されている X-group 配列にパラメー
タとして引き渡すことができます。呼び出す側と呼び出される側のグループ構造は必ずしも同一
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である必要はありません。呼び出した側の X-group 配列に矛盾がない限り、呼び出された側は
RESIZE、REDUCE または EXPAND を実行できます。

パラメータとして引き渡す X-group 配列の要素の例：

プログラム：

DEFINE DATA LOCAL
1 #X-GROUP-ARR1(1:*) /* (1:*)

2 #X-ARR1 (I4) /* (1:*)
2 #X-ARR2 (I4) /* (1:*)

1 #X-GROUP-ARR2(1:*) /* (1:*)
2 #X-ARR3 (I4) /* (1:*)
2 #X-ARR4 (I4) /* (1:*)

END-DEFINE
...
CALLNAT ... #X-ARR1(*) #X-ARR4(*)
...
END

Subprogram:

DEFINE DATA PARAMETER
1 #X-GROUP-ARR(1:*) /* (1:*)

2 #X-PAR1 (I4) /* (1:*)
2 #X-PAR2 (I4) /* (1:*)

END-DEFINE
...
RESIZE ARRAY #X-GROUP-ARR to (1:5)
...
END

サブプログラムの RESIZE ステートメントは実行できません。プログラムの X-group 配列で定義
されているフィールドのオカレンス数と矛盾しています。

ダイナミック変数の X-array

ダイナミック変数の X-array の割り当てでは、最初に EXPAND ステートメントを使用してオカレ
ンス数を指定し、後でそのオカレンス数に値を割り当てることによって変更できます。
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例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #X-ARRAY(A/1:*) DYNAMIC
END-DEFINE
EXPAND ARRAY #X-ARRAY TO (1:10)

/* allocate #X-ARRAY(1) to #X-ARRAY(10) with zero length.
/* *LENGTH(#X-ARRAY(1:10)) is zero

#X-ARRAY(*) := 'abc'
/* #X-ARRAY(1:10) contains 'abc',
/* *LENGTH(#X-ARRAY(1:10)) is 3

EXPAND ARRAY #X-ARRAY TO (1:20)
/* allocate #X-ARRAY(11) to #X-ARRAY(20) with zero length
/* *LENGTH(#X-ARRAY(11:20)) is zero

#X-ARRAY(11:20) := 'def'
/* #X-ARRAY(11:20) contains 'def'
/* *LENGTH(#X-ARRAY(11:20)) is 3

配列の上限および下限

システム変数 *LBOUND および *UBOUND には、指定した次元（1、2、または 3 次元。複数指定可）
に対する配列の、その時点での下限および上限が設定されます。（1、2 または 3）。

X-array のオカレンスが割り当てられていない場合、*LBOUND または *UBOUND へのアクセスは、
変更可能なインデックス範囲、つまりインデックス定義でアスタリスク（*）文字により表され
ている境界に対して定義されておらず、ランタイムエラーが発生します。ランタイムエラーを回
避するには、*LBOUND または *UBOUND を評価する前にシステム変数 *OCCURRENCE を使用して、
オカレンス数がゼロかどうかを確認します。

例：

IF *OCCURRENCE (#A) NE 0 AND *UBOUND(#A) < 100 THEN ...
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V データベースへのアクセス

ここでは、Natural を使用してデータベースのデータにアクセスするときのさまざまな面につい
て説明します。

注意: 原則として、Adabas に関して述べられている機能や例は、他のデータベース管理
システムにも適用されます。相違がある場合については、該当する「インターフェイス」
ドキュメント、『ステートメント』ドキュメントまたは『パラメータリファレンス』ド
キュメントを参照してください。

Natural およびデータベースへのアクセス
Adabas データベースのデータへのアクセス
SQL データベースのデータへのアクセス
Tamino データベースのデータへのアクセス
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この章では、異なるタイプのデータベース管理システムに対して Natural で提供される機能の概
要について説明します。

Natural でサポートされるデータベース管理システム

Natural では、次のタイプのデータベース管理システム（DBMS）に対して特定のデータベース
インターフェイスが提供されています。

■ ネスト構造のリレーショナル DBMS（Adabas）
■ SQL タイプの DBMS（Oracle、Sybase、Informix、MS SQL Server）
■ XML タイプの DBMS（Tamino）

以下では次のトピックについて説明します。

■ Adabas
■ Tamino
■ SQL データベース

Adabas

Natural は、統合された Adabas インターフェイスを使用することによって、ローカルマシンま
たはリモートコンピュータ上の Adabas データベースにアクセスすることができます。リモート
アクセスの場合は、Entire Net-Work などのルーティングおよび通信用の追加のソフトウェアが
必要です。いずれの場合も、Adabas データベースを実行しているホストマシンのタイプは、
Natural ユーザーに透過的です。

Tamino

Natural for Tamino は、ローカルマシンまたはリモートホスト上の Tamino データベースサー
バーに対し、ネイティブ HTTP プロトコルを使用したアクセス機能を提供します。Tamino デー
タベースには、Adabas データベースまたは SQL データベースでデータにアクセスするときと同
じ方法でアクセスすることができます。

SQL データベース

Natural は、Entire Access を経由して SQL データベースシステムにアクセスします。Entire
Access は、汎用的なインターフェイスおよびルーティングソフトウェアであり、Oracle、MS
SQL Server、標準化された ODBC 接続などさまざまな SQL データベース管理システムをサポー
トします。SQL データベース管理システムおよびサポートされるプラットフォームの詳細につ
いては、Entire Access のドキュメントを参照してください。Natural コンフィグレーションの各
側面に関する詳細については、Natural および Entire Access のドキュメントに記載されていま
す。
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データベースへのアクセスに影響を与えるプロファイルパラメー
タ

Natural がデータベースへのアクセスをどのように処理するかを定義するさまざまな Natural プ
ロファイルパラメータがあります。

これらのプロファイルパラメータの概要については、『コンフィグレーションユーティリティ』
ドキュメントの「コンフィグレーションファイルのパラメータの概要」の「データベース管理シ
ステムの割り当て」を参照してください。

詳細なパラメータの説明については、『パラメータリファレンス』の該当するセクションを参照
してください。

データ定義モジュールを使用したアクセス

異なるデータベース管理システムへのアクセスを便利で透過的なものにするために、Natural で
は 「データ定義モジュール」（DDM）という特殊なオブジェクトが使用されます。この DDM
によって、Natural のデータ構造と、使用するデータベースシステムのデータ構造との間の接続
が確立されます。該当するデータベース構造には、SQL データベースのテーブル、Adabas デー
タベースのファイル、Tamino データベースの doctype などがあります。したがって、Natural
アプリケーションからアクセスするデータベースの実際の構造は DDM によって隠されます。
DDM は、Natural DDM エディタを使用して作成します。

Natural は、特定のデータベースシステムの特定のデータ構造を表す DDM への参照を使用し
て、単一アプリケーション内から複数のデータベースタイプ（Adabas、Tamino、RDBMS）に
アクセスすることができます。次の図は、異なるタイプのデータベースに接続する 1 つのアプリ
ケーションを示しています。
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Natural のデータ操作言語

Natural には、サポートするすべてのデータベースシステムに対して FIND、READ、STORE、DELETE
などの同じ言語ステートメントを使用して Natural アプリケーションからアクセスできるように
するデータ操作言語（DML）が組み込まれています。アクセスするデータベースのタイプがわ
からなくても、Natural アプリケーションでこれらのステートメントを使用することができま
す。

Natural は、データベースシステムの実際のタイプをコンフィグレーションファイルから特定
し、DML ステートメントをデータベース固有のコマンドに変換します。つまり、Adabas に対
してはダイレクトコマンド、SQL データベースに対しては SQL ステートメント文字列とホスト
変数構造、および Tamino データベースに対しては XQuery 要求を生成します。

一部の Natural DML ステートメントでは、すべてのデータベースタイプにはサポートされてい
ない機能が提供されるため、このような機能の使用は特定データベースシステムのみに制限され
ます。ステートメントドキュメントで、該当するデータベース固有の考慮事項を参照してくださ
い。

Natural の特殊な SQL ステートメント

「通常の」 Natural DML ステートメントに加えて、Natural では SQL データベースシステムと
連携した、より限定して使用するための一連の SQL ステートメントが提供されます。『ステー
トメント』ドキュメントの「SQL ステートメントの概要」を参照してください。

ストアドプロシージャを使用するためのフレキシブル SQL や各種機能も SQL コマンドのセット
に含まれています。これらのステートメントは、SQL データベースへのアクセスにのみ使用可
能です。Adabas をはじめとする SQL 以外のデータベースには有効ではありません。
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この章では、Natural を使用して Adabas データベースのデータにアクセスするときのさまざま
な面について説明します。

Adabas データベース管理インターフェイス ADA および ADA2

ADA と SQL が異なるインターフェイスであるのと同様に、Natural の Adabas データベース管
理インターフェイス ADA と ADA2 は異なるインターフェイスとみなされます。

データベースタイプ ADA は、Natural の Adabas データベースに対するデフォルトインターフェ
イスです。Open Systems の Adabas バージョン 6 およびメインフレームの Adabas バージョン
8 に導入された新しい Adabas 機能の影響がない場合に適しています。

データベースタイプ ADA2 は、Open Systems のバージョン 6 以降およびメインフレームのバー
ジョン 8 以降の Adabas データベースに対する拡張インターフェイスとして用意されています。
このデータベースタイプでは、特に、Adabas LA フィールド、Adabas ラージオブジェクトフィー
ルド、および拡張 Adabas バッファ長がサポートされています。Adabas LA フィールドおよび
ラージオブジェクトフィールドがサポートされるということは、ビューの定義で Natural 形式
(A) DYNAMIC が使用されることを意味しています。また、拡張 Adabas バッファ長のサポートに
より、サイズが 64 KB を超えるビューを定義できます。詳細については、「データベースビュー
の定義」を参照してください。

データベースタイプ ADA2 はマルチフェッチ処理をサポートしません。対応するグローバル定
義やローカル定義は、ランタイム時に無視されます。

専用のシステムファイルを持つ Software AG 製品には、データベースタイプが ADA の対応す
る物理データベースが必要です。

データベースタイプ ADA でコンパイルされた Natural オブジェクトは、対応する Adabas デー
タベースがデータベースタイプ ADA2 で定義されている環境で実行できます。

データ定義モジュール - DDM

Natural がデータベースファイルにアクセスできるようにするには、物理データベースファイル
の論理定義が必要です。このような論理ファイル定義は、データ定義モジュール（DDM）と呼
ばれます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ データ定義モジュールの使用
■ DDM の管理
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■ DDM のリスト／表示

データ定義モジュールの使用

データ定義モジュールには、ファイルの個々のフィールドについての情報が含まれています。こ
の情報は、Natural プログラムでこれらのフィールドを使用するために必要です。DDM は、物
理データベースファイルの論理ビューを構成しています。

データベースの各物理ファイルに、1 つ以上の DDM を定義できます。各 DDM について、DEFINE
DATA ステートメントドキュメントの「ビューの定義」での説明、および「データベースビュー
の定義」の説明に従って、1 つまたは複数のデータビューを定義できます。

DDM は、Natural 管理者が Predict（Predict を使用できない場合は、対応する Natural 機能）
を使用して定義します。

DDM の管理

システムコマンド SYSDDM を使用して、SYSDDM ユーティリティを呼び出します。SYSDDM ユーティ
リティを使用すると、Natural のデータ定義モジュールの作成および管理に必要なすべての機能
を実行できます。

SYSDDM ユーティリティの詳細については、『エディタ』ドキュメントの「DDM サービス」を
参照してください。

各データベースフィールドについて、DDM にはデータベース内部のフィールド名の他に、Natural
プログラムで使用されるフィールドの名前である 「外部」 フィールド名も含まれています。ま
た、フィールドのフォーマットと長さ、およびフィールドが DISPLAY または WRITE ステートメ
ントで出力されるときに使われる各種の指定（列見出し、編集マスクなど）も DDM に定義され
ます。

DDM に定義されるフィールド属性については、『エディタ』ドキュメントの「DDM サービス」
セクションの「DDM エディタの使用」を参照してください。
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DDM のリスト／表示

データベース配列

Adabas は、マルチプルバリューフィールドおよびピリオディックグループの形で、データベー
ス内の配列構造をサポートします。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ マルチプルバリューフィールド
■ ピリオディックグループ
■ マルチプルバリューフィールドとピリオディックグループの参照
■ ピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールド
■ ピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールドの参照
■ データベース配列の内部カウントの参照

マルチプルバリューフィールド

マルチプルバリューフィールドは、任意のレコード内に複数の値を持つことができるフィールド
です。値の数は 65534 以下ですが、Adabas バージョンおよび FDT の定義に応じて異なります。
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例：

上記の図を EMPLOYEES ファイルのレコードと仮定すると、最初のフィールド（Name）はエ
レメンタリフィールドであり、1 つの値、つまり従業員の名前のみを含めることができます。こ
れに対して 2 つ目のフィールド（Languages）には、従業員が話す言語が含まれています。従業
員は複数の言語を話せる可能性があるので、マルチプルバリューフィールドになっています。

ピリオディックグループ

ピリオディックグループは、任意のレコード内で複数のオカレンスを持つことができるエレメン
タリフィールドまたはマルチプルバリューフィールドのグループです。オカレンスの数は 65534
以下ですが、Adabas バージョンおよびフィールド定義テーブル（FDT）の定義に応じて異なり
ます。

マルチプルバリューフィールドに含まれる各値は、一般に 「オカレンス」 と呼ばれます。オカ
レンスの数は、フィールドに含まれる値の数であり、特定のオカレンスは特定の値を表します。
同様に、ピリオディックグループでは、オカレンスは複数の値の集まりを表します。
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例：

上の図が車両ファイル内のレコードであると仮定すると、最初のフィールド（Name）は人物の
名前を含むエレメンタリフィールドです。「Cars」は、その人物が所有する自動車を含むピリオ
ディックグループです。ピリオディックグループは、各自動車の登録番号、メーカー、およびモ
デルの 3 つのフィールドで構成されています。Cars の各オカレンスには 1 台の車に関する値が
含まれます。

マルチプルバリューフィールドとピリオディックグループの参照

マルチプルバリューフィールドまたはピリオディックグループの 1 つ以上のオカレンスを参照す
るには、フィールド名の後に 「インデックス表記」 を指定します。

例：

次の例では、上述の例のマルチプルバリューフィールド LANGUAGES とピリオディックグループ
CARS を使用します。

マルチプルバリューフィールド LANGUAGES の各値は、次のように参照できます。
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説明例

最初の値（SPANISH）を参照します。LANGUAGES (1)

変数 X の値によって、参照する値が決まります。LANGUAGES (X)

最初の 3 つの値（SPANISH、CATALAN、および FRENCH）を参照します。LANGUAGES (1:3)

6 番目から 10 番目の値を参照します。LANGUAGES (6:10)

変数 X と変数 Y の値によって、参照する値が決まります。LANGUAGES (X:Y)

ピリオディックグループ CARS のさまざまなオカレンスも同様の方法で参照できます。

説明例

最初のオカレンス（B-123ABC/SEAT/IBIZA）を参照します。CARS (1)

変数 X の値によって、参照するオカレンスが決まります。CARS (X)

最初の 2 つのオカレンス（B-123ABC/SEAT/IBIZA および B-999XYZ/VW/GOLF）を参照し
ます。

CARS (1:2)

4 番目から 7 番目のオカレンスを参照します。CARS (4:7)

変数 X と変数 Y の値によって、参照するオカレンスが決まります。CARS (X:Y)

ピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールド

Adabas 配列には、2 次元まで、つまり 1 つのピリオディックグループ内に 1 つのマルチプルバ
リューフィールドを含めることができます。
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例：

上の図が車両ファイル内のレコードであると仮定すると、最初のフィールド（Name）は人物の
名前を含むエレメンタリフィールドです。「Cars」は、その人物が所有する自動車を含むピリオ
ディックグループです。このピリオディックグループは、各自動車の登録番号、サービス日付、
およびメーカーの 3 つのフィールドで構成されています。ピリオディックグループ Cars 内の
フィールド Servicing はマルチプルバリューフィールドであり、各車の異なるサービス日付が含
まれています。

ピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールドの参照

ピリオディックグループ内のマルチプルバリューフィールドの 1 つ以上のオカレンスを参照する
には、フィールド名の後に 「インデックス表記」 を指定します。

例：

次の例では、上述の例のピリオディックグループ CARS 内のマルチプルバリューフィールド
SERVICING を使用します。マルチプルバリューフィールドの各値は、次のように参照できます。

説明例

CARS の最初のオカレンスにある SERVICING の最初の値（31-05-97）を参照
します。

SERVICING (1,1)

CARS の最初の 5 つのオカレンスにある SERVICING の最初の値を参照します。SERVICING (1:5,1)

CARS の最初の 5 つのオカレンスにある SERVICING の最初の 10 個の値を参照
します。

SERVICING (1:5,1:10)
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データベース配列の内部カウントの参照

レコードに値またはオカレンスがいくつ存在するかが不明なマルチプルバリューフィールドやピ
リオディックグループの参照が必要になることがあります。Adabas では、各マルチプルバリュー
フィールドの値の数、および各ピリオディックグループのオカレンスの数の内部カウントが保持
されています。このカウントは、READ ステートメントでフィールド名の直前に C* を指定するこ
とによって読み込むことができます。

カウントは、フォーマット／長さ N3 で返されます。詳細については、「データベース配列の内
部カウントの参照」を参照してください。

説明例

マルチプルバリューフィールド LANGUAGES の値の数を返します。C*LANGUAGES

ピリオディックグループ CARS のオカレンスの数を返します。C*CARS

ピリオディックグループの最初のオカレンスにあるマルチプルバリューフィールド
SERVICING の値の数を返します。SERVICING はピリオディックグループ内のマルチ
プルバリューフィールドであると仮定しています。

C*SERVICING (1)

データベースビューの定義

Natural プログラムでデータベースフィールドを使用できるようにするには、データベースビュー
でフィールドを指定する必要があります。

ビューでは、フィールドを取得する、データ定義モジュールの名前（「データ定義モジュール -
DDM」を参照）、およびデータベースフィールドの名前自体（「フィールド定義」を参照）、
（つまり、データベース内部のショートネームではなく、ロングネーム）を指定します。

ビューは DDM 全体を含めたり、そのサブセットのみを含めたりすることができます。ビューの
フィールドの順番を、基礎となる DDM と同じにする必要はありません。

「データベースアクセスのためのステートメント」セクションで説明されているように、どの
データベースにアクセスするかを決定するために、ビュー名が READ、FIND、HISTOGRAM ステー
トメントで使用されます。

ビュー定義オプションの完全な構文、またはフィールドのグループの定義／再定義の詳細につい
ては、『ステートメント』ドキュメントにある DEFINE DATA ステートメントの説明の「ビュー
の定義」を参照してください。

基本的に、データベースビューを定義する場合、次のオプションがあります。
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■ プログラム内部
プログラム内部、つまりプログラムの DEFINE DATA ステートメント内で直接データベース
ビューを定義できます。

■ プログラム外部
プログラム外部で、つまり別のオブジェクト（そのデータエリアを参照するプログラムの
DEFINE DATA ステートメントにより、ローカルデータエリア（LDA）またはグローバルデー
タエリア（GDA）のいずれか）にデータベースビューを定義できます。

手順 27.1. プログラム内部でデータベースビューを定義するには

1 レベル 1 では、ビュー名を次のように指定します。

1 view-name VIEW OF ddm-name

view-name はビューに選択した名前、ddm-name はビューに指定されたフィールドの取得元
となる DDM の名前です。

2 レベル 2 では、DDM のデータベースフィールドの名前を指定します。

次の図に示すように、ビューの名前は ABC で、DDM XYZ から取得したフィールド NAME、
FIRST-NAME、および PERSONNEL-ID で構成されています。

このビューでは、データベースフィールドのフォーマットと長さは、基礎となる DDM です
でに定義されているため、指定する必要はありません。

サンプルプログラム：

この例では、view-name は VIEWEMP で、ddm-name は EMPLOYEESです。DDM から取得した
データベースフィールドの名前は、NAME、FIRST-NAME および PERSONNEL-ID です。
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DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 PERSONNEL-ID

1 #VARI-A (A20)
1 #VARI-B (N3.2)
1 #VARI-C (I4)
END-DEFINE
...

手順 27.2. プログラム外部でデータベースビューを定義するには

1 プログラムで、次のように指定します。

DEFINE DATA LOCAL
USING <data-area-name>

END-DEFINE
...

ここで、data-area-name は、ローカルまたはグローバルデータエリアに選択する名前です
（LDA39 など）。

2 参照するデータエリアで、次のように指定します。

1. Name 列のレベル 1 でビューに選択した名前を指定し、Miscellaneous 列では、ビューに
指定されたフィールドの取得元となる DDM の名前を指定します。

2. レベル 2 では、DDM のデータベースフィールドの名前を指定します。

例 LDA39：

この例では、ビュー名は VIEWEMP で、DDM 名は EMPLOYEESです。DDM から取得した
データベースフィールドの名前は、PERSONNEL-ID、FIRST-NAME および NAME です。

I T L  Name                             F Length     Miscellaneous          ↩
   
All -- -------------------------------- - ---------- ------------------------->
  V  1 VIEWEMP                                       EMPLOYEES              ↩
   
     2 PERSONNEL-ID                     A          8                        ↩
   
     2 FIRST-NAME                       A         20                        ↩
   
     2 NAME                             A         20                        ↩
   
     1 #VARI-A                          A         20                        ↩
   
     1 #VARI-B                          N        3.2                        ↩
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     1 #VARI-C                          I          4                        ↩
  ↩

タイプ ADA2 のデータベースに関する考慮事項

コンフィグレーションユーティリティの DBMS 割り当てテーブル（『コンフィグレーションユー
ティリティ』ドキュメントの「データベース管理システムの割り当て」を参照）に指定されてい
るタイプ ADA2 のデータベースでは、次のことが該当します。

■ Adabas LA/LB オプションである大きな英数字（LA）またはラージオブジェクト（LOB）の
フィールドを使用する場合は、A20 や U20 などの固定フォーマット／長さ、および (A)DYNAMIC
や U(DYNAMIC) などのダイナミックフォーマット／長さの両方を使用して、ビュー定義内に
フィールドを指定できます。

■ LA フィールドまたは LOB フィールドに関係のある長さインジケータフィールド L@... も、
ビュー内に指定できます。

データベースアクセスのステートメント

データベースからデータを読み込むには、次のステートメントを使用できます。

意味ステートメント

指定した順番でデータベースからレコードの範囲を選択します。READ

指定した検索条件に一致するレコードをデータベースから選択します。FIND

1 つのデータベースフィールドの値のみを読み込みます。または、指定した検索条件に
一致するレコードの数を決定します。

HISTOGRAM

READ ステートメント

以下のトピックについて説明します。

■ READ ステートメントの使用
■ READ ステートメントの基本構文
■ READ ステートメントの例
■ 読み込むレコード数の制限
■ STARTING／ENDING 節
■ WHERE 節
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■ READ ステートメントのその他の例

READ ステートメントの使用

READ ステートメントは、データベースからレコードを読み取るために使用します。レコードが
データベースから読まれる順番は次のとおりです。

■ データベースに物理的に保存されている順番（READ IN PHYSICAL SEQUENCE）
■ Adabas 内部シーケンス番号の順番（READ BY ISN）
■ ディスクリプタフィールドの値の順番（READ IN LOGICAL SEQUENCE）

このドキュメントでは、READ IN LOGICAL SEQUENCE のみを取り上げます。これは最も頻繁に使
用される形の READ ステートメントです。

他の 2 つのオプションの詳細については、『ステートメント』ドキュメントの READ ステートメ
ントの説明を参照してください。

READ ステートメントの基本構文

READ ステートメントの基本構文は次のとおりです。

READview IN LOGICAL SEQUENCE BY descriptor

または、以下のように短くすることができます。

READview LOGICAL BYdescriptor

各項目の意味を次に示します。

DEFINE DATA ステートメントで定義され、「データベースビューの定義」で説明される
ビューの名前。

view

そのビューで定義されるデータベースフィールドの名前。このフィールドの値によって、
データベースから読み込まれるレコードの順番が決まります。

descriptor

ディスクリプタを指定する場合は、キーワード LOGICAL を指定する必要はありません。

READview BYdescriptor

ディスクリプタを指定しない場合は、DDM の Default Sequence にデフォルトディスクリプタ
として定義されたフィールドの値の順番でレコードが読み込まれます。ただし、ディスクリプタ
を指定しない場合は、次のようにキーワード LOGICAL を指定する必要があります。
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READview LOGICAL

READ ステートメントの例

** Example 'READX01': READ
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 PERSONNEL-ID
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
READ (6) MYVIEW BY NAME

DISPLAY NAME PERSONNEL-ID JOB-TITLE
END-READ
END

プログラム READX01 の出力：

上記の例の READ ステートメントでは、EMPLOYEES ファイルのレコードが各従業員の姓のアルファ
ベット順に読み込まれます。

プログラムによって次のような出力が作成され、各従業員の情報がそれぞれの姓のアルファベッ
ト順に表示されます。

Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME PERSONNEL CURRENT
ID POSITION

-------------------- --------- -------------------------

ABELLAN 60008339 MAQUINISTA
ACHIESON 30000231 DATA BASE ADMINISTRATOR
ADAM 50005800 CHEF DE SERVICE
ADKINSON 20008800 PROGRAMMER
ADKINSON 20009800 DBA
ADKINSON 2001100

従業員を生年月日順にリストするレポートを作成するためにレコードを読み込む場合の適切な
READ ステートメントは次のようになります。
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READ MYVIEW BY BIRTH

指定できるのは、基礎となる DDM で 「ディスクリプタ」 として定義されているフィールドの
みです。サブディスクリプタ、スーパーディスクリプタ、ハイパーディスクリプタ、フォネティッ
クディスクリプタ、またはノンディスクリプタの場合もあります。

読み込むレコード数の制限

上記のプログラム例で示されているように、キーワード READ の後にカッコで囲んだ数字を次の
ように指定することによって、読み込まれるレコード数を制限できます。

READ (6) MYVIEW BY NAME

上記の例では、READ ステートメントで 6 件を超えるレコードは読み込まれなくなります。

リミット表記がない場合、上記の READ ステートメントによって、EMPLOYEES ファイルのすべて
のレコードが姓の順に A から Z まで読み込まれます。

STARTING／ENDING 節

READ ステートメントでは、ディスクリプタフィールドの値に基づいてレコードの選択を限定す
ることもできます。BY 節で EQUAL TO/STARTING FROM オプションを設定することによって、読
み込みを開始する値を指定できます。（キーワード BY を使用する代わりに、キーワード WITH
を指定できます。このキーワードには、同じ効果があります）。THRU/ENDING AT オプションを
追加して、読み込みを終了する値を論理順で指定することもできます。

例えば、TRAINEE で開始して Z まで継続する職種の順番で従業員をリストするには、次のいずれ
かのステートメントを使用します。

READ MYVIEW WITH JOB-TITLE = 'TRAINEE'
READ MYVIEW WITH JOB-TITLE STARTING FROM 'TRAINEE'
READ MYVIEW BY JOB-TITLE = 'TRAINEE'
READ MYVIEW BY JOB-TITLE STARTING FROM 'TRAINEE'

等号（=）または STARTING FROM オプションの右側の値はアポストロフィで囲む必要がありま
す。値が数値の場合は、このテキスト表記は不要です。

読み込む一連のレコードは、THRU/ENDING AT 節で終了制限を追加することによって、より厳密
に指定できます。

職種が TRAINEE のレコードだけを読み込むには、次のように指定します。
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READ MYVIEW BY JOB-TITLE STARTING FROM 'TRAINEE' THRU 'TRAINEE'
READ MYVIEW WITH JOB-TITLE EQUAL TO 'TRAINEE'

ENDING AT 'TRAINEE'

職種が A または B で始まるレコードだけを読み込むには、次のように指定します。

READ MYVIEW BY JOB-TITLE = 'A' THRU 'C'
READ MYVIEW WITH JOB-TITLE STARTING FROM 'A' ENDING AT 'C'

値は、THRU/ENDING AT の後に指定された値まで、その値を含めて読み込まれます。上記の 2 つ
の例では、職種が A または B で始まる全レコードが読み込まれます。職種 C があれば、これも
読み込まれますが、次に高い値である CA は読み込まれません。

WHERE 節

WHERE 節を使用して、読み込むレコードをさらに限定することができます。

例えば、米国通貨で給与が支払われ、職種が TRAINEE で始まる従業員のみを必要とする場合は、
次のように指定します。

READ MYVIEW WITH JOB-TITLE = 'TRAINEE'
WHERE CURR-CODE = 'USD'

WHERE 節は、次のように BY 節とともに使用することもできます。

READ MYVIEW BY NAME
WHERE SALARY = 20000

WHERE 節は、次の 2 つの点で BY 節と異なります。

■ WHERE 節に指定するフィールドがディスクリプタである必要はありません。
■ WHERE オプションに続く式は論理条件です。

WHERE 節では次の論理演算子が有効です。

=EQEQUAL

¬=NENOT EQUAL TO

<LTLESS THAN

<=LELESS THAN OR EQUAL TO

>GTGREATER THAN

>=GEGREATER THAN OR EQUAL TO

以下のプログラムは、STARTING FROM、ENDING AT および WHERE 節の使用方法を示しています。
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** Example 'READX02': READ (with STARTING, ENDING and WHERE clause)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 INCOME (1:2)

3 CURR-CODE
3 SALARY
3 BONUS (1:1)

END-DEFINE
*
READ (3) MYVIEW WITH JOB-TITLE
STARTING FROM 'TRAINEE' ENDING AT 'TRAINEE'

WHERE CURR-CODE (*) = 'USD'
DISPLAY NOTITLE NAME / JOB-TITLE 5X INCOME (1:2)
SKIP 1

END-READ
END

プログラム READX02 の出力：

NAME INCOME
CURRENT
POSITION CURRENCY ANNUAL BONUS

CODE SALARY
------------------------- -------- ---------- ----------

SENKO USD 23000 0
TRAINEE USD 21800 0

BANGART USD 25000 0
TRAINEE USD 23000 0

LINCOLN USD 24000 0
TRAINEE USD 22000 0

READ ステートメントのその他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ READX03 - READ ステートメント
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FIND ステートメント

以下のトピックについて説明します。

■ FIND ステートメントの使用
■ FIND ステートメントの基本構文
■ 処理するレコード数の制限
■ WHERE 節
■ WHERE 節が含まれる FIND ステートメントの例
■ IF NO RECORDS FOUND 条件
■ FIND ステートメントのその他の例

FIND ステートメントの使用

FIND ステートメントは、指定した検索条件に一致するレコードをデータベースから選択するた
めに使用します。

FIND ステートメントの基本構文

FIND ステートメントの基本構文は次のとおりです。

FIND RECORDS INview WITHfield = value

または、以下のように短くすることができます。

FINDview WITHfield = value

各項目の意味を次に示します。

DEFINE DATA ステートメントで定義され、「データベースビューの定義」で説明されるビューの
名前。

view

そのビューで定義されるデータベースフィールドの名前。field

field に指定できるのは、基礎となる DDM で 「ディスクリプタ」 として定義されているフィー
ルドのみです。サブディスクリプタ、スーパーディスクリプタ、ハイパーディスクリプタ、また
はフォネティックディスクリプタの場合もあります。

完全な構文については、FIND ステートメントのドキュメントを参照してください。
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処理するレコード数の制限

上述した READ ステートメントの場合と同様に、キーワード FIND の後にカッコで囲んだ数字を
指定することによって、処理するレコード数を制限できます。

FIND (6) RECORDS IN MYVIEW WITH NAME = 'CLEGG'

上記の例では、検索条件に一致する最初の 6 つのレコードだけが処理されます。

リミット表記がない場合は、検索条件に一致するすべてのレコードが処理されます。

注意: FIND ステートメントに WHERE 節（下記参照）が含まれている場合、WHERE 節の結果
として拒否されるレコードは制限に対してカウントされません。

WHERE 節

FIND ステートメントの WHERE 節を使用すると、WITH 節で選択したレコードが読み込まれた後、
このレコードの処理が実行される前に評価される追加の選択条件を指定できます。

WHERE 節が含まれる FIND ステートメントの例

** Example 'FINDX01': FIND (with WHERE)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 JOB-TITLE
2 CITY

END-DEFINE
*
FIND MYVIEW WITH CITY = 'PARIS'

WHERE JOB-TITLE = 'INGENIEUR COMMERCIAL'
DISPLAY NOTITLE CITY JOB-TITLE PERSONNEL-ID NAME

END-FIND
END

注意: この例では、WITH 節と WHERE 節の両方の条件に一致するレコードだけが DISPLAY
ステートメントで処理されます。

プログラム FINDX01 の出力：
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CITY CURRENT PERSONNEL NAME
POSITION ID

-------------------- ------------------------- --------- --------------------

PARIS INGENIEUR COMMERCIAL 50007300 CAHN
PARIS INGENIEUR COMMERCIAL 50006500 MAZUY
PARIS INGENIEUR COMMERCIAL 50004700 FAURIE
PARIS INGENIEUR COMMERCIAL 50004400 VALLY
PARIS INGENIEUR COMMERCIAL 50002800 BRETON
PARIS INGENIEUR COMMERCIAL 50001000 GIGLEUX
PARIS INGENIEUR COMMERCIAL 50000400 KORAB-BRZOZOWSKI

IF NO RECORDS FOUND 条件

WITH 節と WHERE 節に指定した検索条件に一致するレコードが見つからない場合、FIND 処理ルー
プ内のステートメントは実行されません。上記の例では、DISPLAY ステートメントが実行されな
いため、従業員データは表示されません。

ただし、FIND ステートメントでは IF NO RECORDS FOUND 節も提供されます。これにより、検索
条件に一致するレコードがない場合に実行する処理を指定できます。

例：

** Example 'FINDX02': FIND (with IF NO RECORDS FOUND)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME

END-DEFINE
*
FIND MYVIEW WITH NAME = 'BLACKSMITH'

IF NO RECORDS FOUND
WRITE 'NO PERSON FOUND.'

END-NOREC
DISPLAY NAME FIRST-NAME

END-FIND
END

上記のプログラムでは、NAME フィールドに BLACKSMITH の値があるすべてのレコードが選択され
ます。選択された各レコードについて、姓（NAME）と名前（FIRST-NAME）が表示されます。
NAME = 'BLACKSMITH' のレコードがファイルに見つからない場合は、IF NO RECORDS FOUND 節
内の WRITE ステートメントが実行されます。

プログラム FINDX02 の出力：
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Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME FIRST-NAME
-------------------- --------------------

NO PERSON FOUND.

FIND ステートメントのその他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ FINDX07 - FIND（複数節を含む）
■ FINDX08 - FIND（LIMIT を含む）
■ FINDX09 - FIND（*NUMBER、*COUNTER、*ISN を使用）
■ FINDX10 - FIND（READ との組み合わせ）
■ FINDX11 - FIND NUMBER（*NUMBER を含む）

HISTOGRAM ステートメント

以下のトピックについて説明します。

■ HISTOGRAM ステートメントの使用
■ HISTOGRAM ステートメントの基本構文
■ 読み込む値の数の制限
■ STARTING／ENDING 節
■ WHERE 節
■ HISTOGRAM ステートメントの例

HISTOGRAM ステートメントの使用

HISTOGRAM ステートメントは、1 つのデータベースフィールドの値だけを読み込むか、または指
定した検索条件に一致するレコード数を決定するために使用します。

HISTOGRAM ステートメントでは、HISTOGRAM ステートメントに指定されたもの以外のデータベー
スフィールドへのアクセスは提供されません。
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HISTOGRAM ステートメントの基本構文

HISTOGRAM ステートメントの基本構文は次のとおりです。

HISTOGRAM VALUE INview FORfield

または、以下のように短くすることができます。

HISTOGRAMview FORfield

各項目の意味を次に示します。

DEFINE DATA ステートメントで定義され、「データベースビューの定義」で説明されるビューの
名前。

view

そのビューで定義されるデータベースフィールドの名前。field

完全な構文については、HISTOGRAM ステートメントのドキュメントを参照してください。

読み込む値の数の制限

READ ステートメントの場合と同様に、キーワード HISTOGRAM の後にカッコで囲んだ数字を指定
することによって、読み込まれるレコード数を制限できます。

HISTOGRAM (6) MYVIEW FOR NAME

上記の例では、フィールド NAME の最初の 6 つの値だけが読み込まれます。

リミット表記がない場合は、すべての値が読み込まれます。

STARTING／ENDING 節

READ ステートメントと同様に、HISTOGRAM ステートメントでも、開始値と終了値を指定して読
み込む値の範囲を絞り込むために、STARTING FROM 節と EENDING AT (or THRU) 節が提供されま
す。

例：

HISTOGRAM MYVIEW FOR NAME STARTING from 'BOUCHARD'
HISTOGRAM MYVIEW FOR NAME STARTING from 'BOUCHARD' ENDING AT 'LANIER'
HISTOGRAM MYVIEW FOR NAME from 'BLOOM' THRU 'ROESER'
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WHERE 節

HISTOGRAM ステートメントでも、値が読み込まれた後、その値の処理が実行される前に評価され
る追加の選択条件を指定できる WHERE 節が提供されます。WHERE 節に指定するフィールドは、
HISTOGRAM ステートメントの主節のフィールドと同じである必要があります。

HISTOGRAM ステートメントの例

** Example 'HISTOX01': HISTOGRAM
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
END-DEFINE
*
LIMIT 8
HISTOGRAM MYVIEW CITY STARTING FROM 'M'

DISPLAY NOTITLE CITY 'NUMBER OF/PERSONS' *NUMBER *COUNTER
END-HISTOGRAM
END

上記のプログラムでは、システム変数 *NUMBER と *COUNTER も HISTOGRAM ステートメントで評価
され、DISPLAY ステートメントで出力されます。には最後に読み込まれた値が含まれるデータ
ベースレコードの数が入り、*COUNTER には読み込まれた値の合計数が入ります。

プログラム HISTOX01 の出力：

CITY NUMBER OF CNT
PERSONS

-------------------- ----------- -----------

MADISON 3 1
MADRID 41 2
MAILLY LE CAMP 1 3
MAMERS 1 4
MANSFIELD 4 5
MARSEILLE 2 6
MATLOCK 1 7
MELBOURNE 2 8
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MULTI-FETCH 節

MULTI-FETCH 節は、Adabas データベースのマルチフェッチレコード検索機能をサポートしま
す。

この セクション で説明するマルチフェッチ機能は、ADA というタイプのデータベースに対して
のみサポートされます。これは、コンフィグレーションユーティリティの DBMS 割り当てテー
ブルで定義できます。『コンフィグレーションユーティリティ』ドキュメントの「データベース
管理システムの割り当て」を参照してください。MULTI-FETCH 節はデータベースタイプ ADA2
ではサポートされません。

以下のトピックについて説明します。

■ マルチフェッチ機能の目的
■ サポートされるステートメント
■ マルチフェッチ使用時の考慮事項

マルチフェッチ機能の目的

標準モードの Natural は、単一のデータベースコールでは複数のレコードを読み込みまず、フェッ
チごとに 1 つのレコードを取得するモードで常に稼働します。このような稼働は堅実で安定して
いますが、大量のデータベースレコードの処理には時間がかかる場合があります。これらのプロ
グラムのパフォーマンスを向上させるために、マルチフェッチ処理を使用できます。

デフォルトでは、Natural はシングルフェッチを使用して Adabas データベースからデータを検
索します。このデフォルトは Natural のプロファイルパラメータ MFSET を使用して設定できま
す。

ON（マルチフェッチ）および OFF（シングルフェッチ）の値でデフォルトの動作を定義します。
MFSET が NEVER に設定されると、Natural は常にシングルフェッチモードを使用し、ステートメ
ントレベルでのすべての設定を無視します。

デフォルトの処理モードは、ステートメントレベルで変更することもできます。

サポートされるステートメント

マルチフェッチ処理は、データベース更新を伴わない次のステートメントに対してサポートされ
ます。

■ FIND

■ READ

■ HISTOGRAM
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構文の詳細については、FIND、READ または HISTOGRAM の各ステートメントの MULTI-FETCH 節に
関する説明を参照してください。

マルチフェッチ使用時の考慮事項

同じ Adabas ファイルを参照するネストされたデータベースループで、内側のループの 1 つに
UPDATE ステートメントが含まれる場合、Natural では更新後の値で外側のループの処理が続行
されます。これは、マルチフェッチモードでは、外側のループのシーケンス制御に使用される
ディスクリプタの値が内側のデータベースループによって更新される場合に、外側の論理 READ
ループの位置を変更する必要があることを示します。このように処理することによって現在の
ディスクリプタに矛盾が発生した場合は、エラーが返されます。このような状況を避けるため
に、外側のデータベースループのマルチフェッチを無効にすることをお勧めします。

一般には、マルチフェッチモードによって、Adabas データベースにアクセスするときのパフォー
マンスが改善されます。ただし、一部のケースで、特にデータベース更新が伴う場合は、パフォー
マンスの向上にはシングルフェッチを使用する方が有利なときがあります。

データベース処理ループ

このセクションでは、FIND、READ、または HISTOGRAM の各ステートメントの結果としてデータ
ベースから選択されたデータの処理に必要な処理ループについて説明します。

以下のトピックについて説明します。

■ データベース処理ループの作成
■ 処理ループの階層
■ 同じファイルにアクセスする FIND ループのネストの例
■ READ および FIND ステートメントのネストのその他の例

データベース処理ループの作成

Natural では、FIND、READ、または HISTOGRAM ステートメントの結果としてデータベースから選
択されたデータの処理に必要な処理ループが自動的に作成されます。

例：

次の例では、FIND ループを使用して、NAME フィールドに ADKINSON という値が含まれるすべて
のレコードを EMPLOYEES ファイルから選択し、選択したレコードを処理します。この例では、
選択された各レコードの特定のフィールドを表示する処理が含まれます。
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** Example 'FINDX03': FIND
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY

END-DEFINE
*
FIND MYVIEW WITH NAME = 'ADKINSON'

DISPLAY NAME FIRST-NAME CITY
END-FIND
END

WITH 節に加えて、FIND ステートメントに WHERE 節が含まれる場合は、WITH 節の結果として選
択されたレコードのうち、さらに、WHERE 条件に一致するものだけが処理されます。

次の図は、データベース処理ループのフローロジックを示しています。
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処理ループの階層

FIND または READ ステートメントあるいはその両方を複数使用することによって、次の例に示す
ように、処理ループの階層が作成されます。

処理ループの階層の例

** Example 'FINDX04': FIND (two FIND statements nested)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 PERSONVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME

1 AUTOVIEW VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE
2 MODEL

END-DEFINE
*
EMP. FIND PERSONVIEW WITH NAME = 'ADKINSON'

VEH. FIND AUTOVIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (EMP.)
DISPLAY NAME MAKE MODEL

END-FIND
END-FIND
END

上記のプログラムでは、ADKINSON という名前のすべての従業員が EMPLOYEES ファイルから選択
されます。選択された各レコード（従業員）は、その後、次のように処理されます。

1. VEHICLES ファイルから車を選択するために、1 つ目の FIND ステートメントで EMPLOYEES ファ
イルから選択されたレコードの PERSONNEL-ID を選択条件に使用して、2 つ目の FIND ステー
トメントが実行されます。

2. 選択された各従業員の NAME が表示されます。この情報は EMPLOYEES ファイルから取得されま
す。その従業員が所有する各車の MAKE と MODEL も表示されます。この情報は VEHICLES ファ
イルから取得されます。

2 つ目の FIND ステートメントでは、次の図に示すように、1 つ目の FIND ステートメントの外部
処理ループ内に内部処理ループが作成されます。

この図は、上述のプログラム例における処理ループの階層のフローロジックを示しています。
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同じファイルにアクセスする FIND ループのネストの例

階層の両方のレベルで同じファイルが使用される処理ループの階層を構成することもできます。

** Example 'FINDX05': FIND (two FIND statements on same file nested)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 PERSONVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY

1 #NAME (A40)
END-DEFINE
*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED

'PEOPLE IN SAME CITY AS:' #NAME / 'CITY:' CITY SKIP 1
*
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FIND PERSONVIEW WITH NAME = 'JONES'
WHERE FIRST-NAME = 'LAUREL'

COMPRESS NAME FIRST-NAME INTO #NAME
/*
FIND PERSONVIEW WITH CITY = CITY

DISPLAY NAME FIRST-NAME CITY
END-FIND

END-FIND
END

上記のプログラムでは、まず姓が JONES で名前が LAUREL の従業員が EMPLOYEES ファイルからす
べて選択されます。次に、同じ都市に住んでいるすべての従業員が EMPLOYEES ファイルから選
択され、そのリストが作成されます。DISPLAY ステートメントで表示されるすべてのフィールド
値は、2 つ目の FIND ステートメントから取得されます。

プログラム FINDX05 の出力：

PEOPLE IN SAME CITY AS: JONES LAUREL
CITY: BALTIMORE

NAME FIRST-NAME CITY
-------------------- -------------------- --------------------

JENSON MARTHA BALTIMORE
LAWLER EDDIE BALTIMORE
FORREST CLARA BALTIMORE
ALEXANDER GIL BALTIMORE
NEEDHAM SUNNY BALTIMORE
ZINN CARLOS BALTIMORE
JONES LAUREL BALTIMORE

READ および FIND ステートメントのネストのその他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ READX04 - READ ステートメント（FIND およびシステム変数 *NUMBER と *COUNTER と
の組み合わせ）

■ LIMITX01 - LIMIT ステートメント（READ、FIND ループ処理）
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データベース更新 - トランザクション処理

このセクションでは、トランザクションに基づいて Natural でデータベース更新処理が実行され
る方法について説明します。

以下のトピックについて説明します。

■ 論理トランザクション
■ レコードホールドロジック
■ トランザクションのバックアウト
■ トランザクションの再スタート
■ トランザクションデータを使用したトランザクション再スタートの例

論理トランザクション

Natural では、トランザクションに基づいてデータベース更新処理が実行されます。つまり、す
べてのデータベース更新要求は論理トランザクション単位で処理されます。論理トランザクショ
ンは、データベースに含まれている情報が論理的に一貫性を持っていることを確実にするため
に、完全に実行されなければならない最小の作業単位です。作業単位の定義はユーザーが行いま
す。

論理トランザクションは、1 つ以上のデータベースファイルに関連する 1 つ以上の更新ステート
メント（DELETE、STORE、UPDATE）で構成することができます。また、論理トランザクション
は、複数の Natural プログラムにまたがることもできます。

論理トランザクションは、レコードが 「ホールド」 状態におかれたときに開始します。Natural
では、レコードが更新のために読み込まれるとき、例えば、FIND ループに UPDATE ステートメン
トや DELETE ステートメントが含まれる場合に、この処理が自動的に行われます。

論理トランザクションの終了は、プログラムの END TRANSACTION ステートメントによって決ま
ります。このステートメントは、トランザクション内のすべての更新が正常に適用されたことを
保証し、トランザクション中に 「ホールド」 状態におかれていたすべてのレコードを解放しま
す。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
END-DEFINE
FIND MYVIEW WITH NAME = 'SMITH'

DELETE
END TRANSACTION

END-FIND
END
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選択された各レコードは 「ホールド」 状態に置かれ、削除され、その後は END TRANSACTION ス
テートメントが実行されるときに 「ホールド」 状態から解放されます。

注意: Natural 管理者が設定する Natural プロファイルパラメータ ETEOP は、各 Natural
プログラムの終了時に Natural で END TRANSACTION ステートメントを生成するかどうか
を決定します。詳細については、Natural の管理者にお問い合わせください。

STORE ステートメントの例

次のプログラム例では、EMPLOYEES ファイルに新しいレコードを追加します。

** Example 'STOREX01': STORE (Add new records to EMPLOYEES file)
*
** CAUTION: Executing this example will modify the database records!
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOYEE-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID(A8)
2 NAME (A20)
2 FIRST-NAME (A20)
2 MIDDLE-I (A1)
2 SALARY (P9/2)
2 MAR-STAT (A1)
2 BIRTH (D)
2 CITY (A20)
2 COUNTRY (A3)

*
1 #PERSONNEL-ID (A8)
1 #NAME (A20)
1 #FIRST-NAME (A20)
1 #INITIAL (A1)
1 #MAR-STAT (A1)
1 #SALARY (N9)
1 #BIRTH (A8)
1 #CITY (A20)
1 #COUNTRY (A3)
1 #CONF (A1) INIT <'Y'>
END-DEFINE
*
REPEAT

INPUT 'ENTER A PERSONNEL ID AND NAME (OR ''END'' TO END)' //
'PERSONNEL-ID : ' #PERSONNEL-ID //
'NAME : ' #NAME /
'FIRST-NAME : ' #FIRST-NAME

/*********************************************************************
/* validate entered data
/*********************************************************************
IF #PERSONNEL-ID = 'END' OR #NAME = 'END'

STOP
END-IF
IF #NAME = ' '
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REINPUT WITH TEXT 'ENTER A LAST-NAME'
MARK 2 AND SOUND ALARM

END-IF
IF #FIRST-NAME = ' '

REINPUT WITH TEXT 'ENTER A FIRST-NAME'
MARK 3 AND SOUND ALARM

END-IF
/*********************************************************************
/* ensure person is not already on file
/*********************************************************************
FIP2. FIND NUMBER EMPLOYEE-VIEW WITH PERSONNEL-ID = #PERSONNEL-ID
/*
IF *NUMBER (FIP2.) > 0

REINPUT 'PERSON WITH SAME PERSONNEL-ID ALREADY EXISTS'
MARK 1 AND SOUND ALARM

END-IF
/*********************************************************************
/* get further information
/*********************************************************************
INPUT

'ENTER EMPLOYEE DATA' ////
'PERSONNEL-ID :' #PERSONNEL-ID (AD=IO) /
'NAME :' #NAME (AD=IO) /
'FIRST-NAME :' #FIRST-NAME (AD=IO) ///
'INITIAL :' #INITIAL /
'ANNUAL SALARY :' #SALARY /
'MARITAL STATUS :' #MAR-STAT /
'DATE OF BIRTH (YYYYMMDD) :' #BIRTH /
'CITY :' #CITY /
'COUNTRY (3 CHARS) :' #COUNTRY //
'ADD THIS RECORD (Y/N) :' #CONF (AD=M)

/*********************************************************************
/* ENSURE REQUIRED FIELDS CONTAIN VALID DATA
/*********************************************************************
IF #SALARY < 10000

REINPUT TEXT 'ENTER A PROPER ANNUAL SALARY' MARK 2
END-IF
IF NOT (#MAR-STAT = 'S' OR = 'M' OR = 'D' OR = 'W')

REINPUT TEXT 'ENTER VALID MARITAL STATUS S=SINGLE ' -
'M=MARRIED D=DIVORCED W=WIDOWED' MARK 3

END-IF
IF NOT(#BIRTH = MASK(YYYYMMDD) AND #BIRTH = MASK(1582-2699))

REINPUT TEXT 'ENTER CORRECT DATE' MARK 4
END-IF
IF #CITY = ' '

REINPUT TEXT 'ENTER A CITY NAME' MARK 5
END-IF
IF #COUNTRY = ' '

REINPUT TEXT 'ENTER A COUNTRY CODE' MARK 6
END-IF
IF NOT (#CONF = 'N' OR= 'Y')

REINPUT TEXT 'ENTER Y (YES) OR N (NO)' MARK 7
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END-IF
IF #CONF = 'N'

ESCAPE TOP
END-IF
/*********************************************************************
/* add the record with STORE
/*********************************************************************
MOVE #PERSONNEL-ID TO EMPLOYEE-VIEW.PERSONNEL-ID
MOVE #NAME TO EMPLOYEE-VIEW.NAME
MOVE #FIRST-NAME TO EMPLOYEE-VIEW.FIRST-NAME
MOVE #INITIAL TO EMPLOYEE-VIEW.MIDDLE-I
MOVE #SALARY TO EMPLOYEE-VIEW.SALARY (1)
MOVE #MAR-STAT TO EMPLOYEE-VIEW.MAR-STAT
MOVE EDITED #BIRTH TO EMPLOYEE-VIEW.BIRTH (EM=YYYYMMDD)
MOVE #CITY TO EMPLOYEE-VIEW.CITY
MOVE #COUNTRY TO EMPLOYEE-VIEW.COUNTRY
/*
STP3. STORE RECORD IN FILE EMPLOYEE-VIEW
/*
/*********************************************************************
/* mark end of logical transaction
/*********************************************************************
END OF TRANSACTION
RESET INITIAL #CONF

END-REPEAT
END

プログラム STOREX01 の出力：

ENTER A PERSONNEL ID AND NAME (OR 'END' TO END)

PERSONNEL ID :

NAME :
FIRST NAME :

レコードホールドロジック

Natural を Adabas で使用する場合、更新するレコードは、END TRANSACTION または BACKOUT
TRANSACTION ステートメントが発行されるまで、あるいはトランザクションタイムリミットを超
えるまで、「ホールド」 状態におかれます。

1 人のユーザーに対してレコードが 「ホールド」 状態におかれると、他のユーザーはそのレコー
ドを更新できません。同じレコードを更新しようとする他のユーザーは、最初のユーザーがその
トランザクションを終了またはバックアウトしてレコードが 「ホールド」 から解放されるまで
「待ち」 状態におかれます。

ユーザーが待ち状態におかれることを防ぐために、セッションパラメータ WH（ホールドレコー
ドの待機）を使用できます。『パラメータリファレンス』を参照してください。
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プログラムで更新ロジックを使用するときには、以下の点を考慮する必要があります。

■ レコードをホールド状態における最大時間は、Adabas のトランザクションタイムリミット
（Adabas パラメータ TT）によって決まります。このタイムリミットを超えると、エラーメッ
セージが表示され、最後の END TRANSACTION 以降に行われたすべてのデータベース更新が取
り消されます。

■ ホールドされるレコード件数およびトランザクションタイムリミットは、トランザクションの
サイズ、つまり、プログラムにおける END TRANSACTION ステートメントの配置に影響されま
す。どこで END TRANSACTION を発行するかを決めるときには、再スタート機能を考慮する必
要があります。例えば、処理中のレコードの大多数が更新されない場合は、レコードの 「ホー
ルド」 状態の制御には GET ステートメントが効率的です。これにより、複数の END TRANSACTION
ステートメントの発行が回避され、ホールドされる ISN の数が少なくなります。大きなファ
イルを処理するときは、GET ステートメントでは追加の Adabas コールが必要となることに注
意してください。GET ステートメントの例を次に示します。

ホールドロジックの例

** Example 'GETX01': GET (put single record in hold with UPDATE stmt)
**
** CAUTION: Executing this example will modify the database records!
***********************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 SALARY (1)

END-DEFINE
*
RD. READ EMPLOY-VIEW BY NAME

DISPLAY EMPLOY-VIEW
IF SALARY (1) > 1500000

/*
GE. GET EMPLOY-VIEW *ISN (RD.)
/*
WRITE '=' (50) 'RECORD IN HOLD:' *ISN(RD.)
COMPUTE SALARY (1) = SALARY (1) * 1.15
UPDATE (GE.)
END TRANSACTION

END-IF
END-READ
END
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トランザクションのバックアウト

アクティブな論理トランザクション中、つまり、END TRANSACTION ステートメントが発行される
前に、BACKOUT TRANSACTION ステートメントを使用してトランザクションをキャンセルするこ
とができます。このステートメントを実行すると、これまでに適用されたすべての更新（追加ま
たは削除されたすべてのレコードを含む）が削除され、トランザクションによってホールドされ
ていたすべてのレコードが解放されます。

トランザクションの再スタート

END TRANSACTION ステートメントを使用して、トランザクション関連情報を保存することもでき
ます。トランザクション処理が異常終了する場合は、GET TRANSACTION DATA ステートメントで
この情報を読み取り、トランザクションを再スタートするときにどこで処理を再開するかを確認
できます。

トランザクションデータを使用したトランザクション再スタートの例

次のプログラムは、EMPLOYEES ファイルと VEHICLES ファイルを更新します。再スタート処理の
後で、正常に処理された最後の EMPLOYEES レコードがユーザーに通知されます。ユーザーは、
その EMPLOYEES レコードから処理を再開できます。再スタート処理の前に正常に更新された最
後の VEHICLES レコードを、トランザクションの再スタートメッセージに含めるように設定する
こともできます。

** Example 'GETTRX01': GET TRANSACTION
*
** CAUTION: Executing this example will modify the database records!
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
01 PERSON VIEW OF EMPLOYEES

02 PERSONNEL-ID (A8)
02 NAME (A20)
02 FIRST-NAME (A20)
02 MIDDLE-I (A1)
02 CITY (A20)

01 AUTO VIEW OF VEHICLES
02 PERSONNEL-ID (A8)
02 MAKE (A20)
02 MODEL (A20)

*
01 ET-DATA

02 #APPL-ID (A8) INIT <' '>
02 #USER-ID (A8)
02 #PROGRAM (A8)
02 #DATE (A10)
02 #TIME (A8)
02 #PERSONNEL-NUMBER (A8)

END-DEFINE
*
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GET TRANSACTION DATA #APPL-ID #USER-ID #PROGRAM
#DATE #TIME #PERSONNEL-NUMBER

*
IF #APPL-ID NOT = 'NORMAL' /* if last execution ended abnormally
AND #APPL-ID NOT = ' '

INPUT (AD=OIL)
// 20T '*** LAST SUCCESSFUL TRANSACTION ***' (I)
/ 20T '***********************************'
/// 25T 'APPLICATION:' #APPL-ID
/ 32T 'USER:' #USER-ID
/ 29T 'PROGRAM:' #PROGRAM
/ 24T 'COMPLETED ON:' #DATE 'AT' #TIME
/ 20T 'PERSONNEL NUMBER:' #PERSONNEL-NUMBER

END-IF
*
REPEAT

/*
INPUT (AD=MIL) // 20T 'ENTER PERSONNEL NUMBER:' #PERSONNEL-NUMBER
/*
IF #PERSONNEL-NUMBER = '99999999'

ESCAPE BOTTOM
END-IF
/*
FIND1. FIND PERSON WITH PERSONNEL-ID = #PERSONNEL-NUMBER

IF NO RECORDS FOUND
REINPUT 'SPECIFIED NUMBER DOES NOT EXIST; ENTER ANOTHER ONE.'

END-NOREC
FIND2. FIND AUTO WITH PERSONNEL-ID = #PERSONNEL-NUMBER
IF NO RECORDS FOUND

WRITE 'PERSON DOES NOT OWN ANY CARS'
ESCAPE BOTTOM

END-NOREC
IF *COUNTER (FIND2.) = 1 /* first pass through the loop

INPUT (AD=M)
/ 20T 'EMPLOYEES/AUTOMOBILE DETAILS' (I)
/ 20T '----------------------------'
/// 20T 'NUMBER:' PERSONNEL-ID (AD=O)
/ 22T 'NAME:' NAME ' ' FIRST-NAME ' ' MIDDLE-I
/ 22T 'CITY:' CITY
/ 22T 'MAKE:' MAKE
/ 21T 'MODEL:' MODEL

UPDATE (FIND1.) /* update the EMPLOYEES file
ELSE /* subsequent passes through the loop

INPUT NO ERASE (AD=M IP=OFF) //////// 28T MAKE / 28T MODEL
END-IF
/*
UPDATE (FIND2.) /* update the VEHICLES file
/*
MOVE *APPLIC-ID TO #APPL-ID
MOVE *INIT-USER TO #USER-ID
MOVE *PROGRAM TO #PROGRAM
MOVE *DAT4E TO #DATE
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MOVE *TIME TO #TIME
/*
END TRANSACTION #APPL-ID #USER-ID #PROGRAM

#DATE #TIME #PERSONNEL-NUMBER
/*

END-FIND /* for VEHICLES (FIND2.)
END-FIND /* for EMPLOYEES (FIND1.)

END-REPEAT /* for REPEAT
*
STOP /* Simulate abnormal transaction end
END TRANSACTION 'NORMAL '
END

ACCEPT/REJECT を使用したレコードの選択

このセクションでは、ユーザー指定の論理条件に基づいてレコードを選択するために使用する
ACCEPT ステートメントおよび REJECT ステートメントについて説明します。

以下のトピックについて説明します。

■ ACCEPT および REJECT とともに使用可能なステートメント
■ ACCEPT ステートメントの例
■ ACCEPT/REJECT ステートメントの論理条件基準
■ AND 演算子を指定した ACCEPT ステートメントの例
■ OR 演算子を指定した REJECT ステートメントの例
■ ACCEPT/REJECT ステートメントのその他の例

ACCEPT および REJECT とともに使用可能なステートメント

ACCEPT ステートメントおよび REJECT ステートメントは、次のデータベースアクセスステートメ
ントと連携して使用できます。

■ READ

■ FIND

■ HISTOGRAM
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ACCEPT ステートメントの例

** Example 'ACCEPX01': ACCEPT IF
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 CURR-CODE (1:1)
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
READ (20) MYVIEW BY NAME WHERE CURR-CODE (1) = 'USD'
ACCEPT IF SALARY (1) >= 40000

DISPLAY NAME JOB-TITLE SALARY (1)
END-READ
END

プログラム ACCEPX01 の出力：

   Page      1                                                  04-11-11  11:11:11
                                                                                 
          NAME                  CURRENT            ANNUAL                  
                               POSITION            SALARY                  
  -------------------- ------------------------- ----------                
                                                                                 
  ADKINSON             DBA                            46700                
  ADKINSON             MANAGER                        47000                
  ADKINSON             MANAGER                        47000                
  AFANASSIEV           DBA                            42800                
  ALEXANDER            DIRECTOR                       48000                
  ANDERSON             MANAGER                        50000                
  ATHERTON             ANALYST                        43000                
  ATHERTON             MANAGER                        40000               ↩

ACCEPT/REJECT ステートメントの論理条件基準

ACCEPT ステートメントおよび REJECT ステートメントを使用すると、READ ステートメントの
WITH 節および WHERE 節で指定した論理条件に加えて、論理条件を指定できます。

ACCEPT/REJECT ステートメントの IF 節の論理条件基準は、レコードが選択されて読み込まれた
後で評価されます。

論理条件演算子には次のものがあります。詳細については、「論理条件基準」を参照してくださ
い。
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:=EQEQUAL

¬=NENOT EQUAL TO

<LTLESS THAN

<=LELESS EQUAL

>GTGREATER THAN

>=GEGREATER EQUAL

ACCEPT/REJECT ステートメントの論理条件基準は、ブール演算子 AND、OR、および NOT で結合す
ることもできます。さらに、論理グループを示すためにカッコを使用することもできます。次の
例を参照してください。

AND 演算子を指定した ACCEPT ステートメントの例

次のプログラムは、ACCEPT ステートメントでのブール演算子 AND の使用を示しています。

** Example 'ACCEPX02': ACCEPT IF ... AND ...
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 CURR-CODE (1:1)
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
READ (20) MYVIEW BY NAME WHERE CURR-CODE (1) = 'USD'
ACCEPT IF SALARY (1) >= 40000

AND SALARY (1) <= 45000
DISPLAY NAME JOB-TITLE SALARY (1)

END-READ
END

プログラム ACCEPX02 の出力：

Page      1                                                  04-12-14  12:22:01
                                                                               
        NAME                  CURRENT            ANNUAL                        
                             POSITION            SALARY                        
-------------------- ------------------------- ----------                      
                                                                               
AFANASSIEV           DBA                            42800                      
ATHERTON             ANALYST                        43000                      
ATHERTON             MANAGER                        40000                     ↩
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OR 演算子を指定した REJECT ステートメントの例

次のプログラムは、REJECT ステートメントでブール演算子 OR を使用したものです。論理演算子
が逆になっているため、前の例の ACCEPT ステートメントと同じ出力が生成されます。

** Example 'ACCEPX03': REJECT IF ... OR ...
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 CURR-CODE (1:1)
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
READ (20) MYVIEW BY NAME WHERE CURR-CODE (1) = 'USD'
REJECT IF SALARY (1) < 40000

OR SALARY (1) > 45000
DISPLAY NAME JOB-TITLE SALARY (1)

END-READ
END

プログラム ACCEPX03 の出力：

Page      1                                                  04-12-14  12:26:27
                                                                               
        NAME                  CURRENT            ANNUAL                        
                             POSITION            SALARY                        
-------------------- ------------------------- ----------                      
                                                                               
AFANASSIEV           DBA                            42800                      
ATHERTON             ANALYST                        43000                      
ATHERTON             MANAGER                        40000                     ↩

ACCEPT/REJECT ステートメントのその他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ ACCEPX04 - ACCEPT IF ...LESS THAN ...
■ ACCEPX05 - ACCEPT IF ...AND ...
■ ACCEPX06 - REJECT IF ...OR ...
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AT START/END OF DATA ステートメント

ここでは、セクションステートメント AT START OF DATA および AT END OF DATA の使用方法に
ついて説明します。

以下のトピックについて説明します。

■ AT START OF DATA ステートメント
■ AT END OF DATA ステートメント
■ AT START OF DATA/AT END OF DATA ステートメントの例
■ AT START OF DATA/AT END OF DATA のその他の例

AT START OF DATA ステートメント

AT START OF DATA ステートメントは、データベース処理ループで一連のレコードの最初のレコー
ドが読み込まれた後に実行する処理を指定するために使用します。

AT START OF DATA ステートメントは、処理ループ内に指定する必要があります。

AT START OF DATA 処理で出力が生成される場合は、最初のフィールド値の前に出力されます。
デフォルトでは、この出力は左揃えでページに表示されます。

AT END OF DATA ステートメント

AT END OF DATA ステートメントは、データベース処理ループのすべてのレコードが処理された
後に実行する処理を指定するために使用します。

AT END OF DATA ステートメントは、処理ループ内に指定する必要があります。

AT END OF DATA 処理で出力が生成される場合は、最後のフィールド値の後に出力されます。デ
フォルトでは、この出力は左揃えでページに表示されます。

AT START OF DATA/AT END OF DATA ステートメントの例

以下のプログラム例は、AT START OF DATA および AT END OF DATA ステートメントの使用法を
示しています。

時刻を表示するために、Natural のシステム変数 *TIME が AT START OF DATA ステートメントに
組み込まれています。

最後に選択された従業員の名前を表示するために、Natural のシステム関数 OLD が AT END OF
DATA ステートメントに組み込まれています。
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** Example 'ATSTAX01': AT START OF DATA
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 JOB-TITLE
2 INCOME (1:1)

3 CURR-CODE
3 SALARY
3 BONUS (1:1)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE 'XYZ EMPLOYEE ANNUAL SALARY AND BONUS REPORT' /
READ (3) MYVIEW BY CITY STARTING FROM 'E'

DISPLAY GIVE SYSTEM FUNCTIONS
NAME (AL=15) JOB-TITLE (AL=15) INCOME (1)

/*
AT START OF DATA

WRITE 'RUN TIME:' *TIME /
END-START
AT END OF DATA

WRITE / 'LAST PERSON SELECTED:' OLD (NAME) /
END-ENDDATA

END-READ
*
AT END OF PAGE

WRITE / 'AVERAGE SALARY:' AVER (SALARY(1))
END-ENDPAGE
END

プログラムが次の出力を生成します。

                  XYZ EMPLOYEE ANNUAL SALARY AND BONUS REPORT 
                                                              
     NAME           CURRENT                 INCOME            
                   POSITION                                   
                                CURRENCY   ANNUAL     BONUS   
                                  CODE     SALARY             
--------------- --------------- -------- ---------- ----------
                                                              
RUN TIME: 12:43:19.1                                          
                                                              
DUYVERMAN       PROGRAMMER      USD           34000          0
PRATT           SALES PERSON    USD           38000       9000
MARKUSH         TRAINEE         USD           22000          0
                                                              
LAST PERSON SELECTED: MARKUSH                                 
                                                              
                                                              
AVERAGE SALARY:      31333                                   ↩
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AT START OF DATA/AT END OF DATA のその他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ ATENDX01 - AT END OF DATA
■ ATSTAX02 - AT START OF DATA
■ WRITEX09 - WRITE（AT END OF DATA との組み合わせ）

Unicode データ

Natural を使用すると、Adabas データベースのワイド文字フィールド（フォーマット W）にア
クセスできます。

以下のトピックについて説明します。

■ データ定義モジュール
■ アクセスコンフィグレーション
■ 制限

データ定義モジュール

Adabas のワイド文字フィールド（W）は、Natural フォーマット U（Unicode）にマッピング
されます。

フォーマット U の Natural フィールドの長さの定義は、フォーマット W の Adabas フィールド
のサイズの半分に一致します。例えば、長さ 200 の Adabas のワイド文字フィールドは、Natural
の (U100) にマッピングされます。

アクセスコンフィグレーション

Natural は Adabas からデータを受け取り、共通のエンコードとして UTF-16 を使用してデータ
を Adabas に送ります。

このエンコードは OPRB パラメータで指定され、オープン要求で Adabas に送られます。これは
ワイド文字フィールドに使用され、Adabas ユーザーセッション全体を通して適用されます。
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制限

可変長のワイド文字フィールド（W）はサポートされていません。

照合ディスクリプタはサポートされていません。

Adabas および Unicode のサポートの詳細については、該当する Adabas 製品のドキュメントを
参照してください。
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この章では、Natural で Entire Access を経由して SQL データベースを使用する方法について説
明します。インストールおよび設定の詳細については、『データベース管理システムインター
フェイス』ドキュメントの「Natural と Entire Access」、および別冊の Entire Access ドキュメン
トを参照してください。

注意: 原則として、『Adabas データベースのデータへのアクセス』ドキュメントに記載
されている機能とその例は、Natural がサポートする SQL データベースにも該当します。
相違点がある場合は、個別のデータベースアクセスステートメントに関するドキュメント
の「データベース固有の考慮事項」（『ステートメント』ドキュメントを参照）または各
Natural パラメータに関するドキュメント（『パラメータリファレンス』を参照）に詳細
が記載されています。また、Natural では SQL データベースにアクセスするための特別な
一連のステートメントが提供されます。

Natural DDMs の生成

Entire Access は、Natural SQL ステートメントおよびほとんどの Natural DML ステートメント
をサポートするアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）です（『ステートメ
ント』ドキュメントを参照）。

Natural DML ステートメントおよび Natural SQL ステートメントは、同じ Natural プログラム
で使用することができます。コンパイル時に、NATCONF.CFG 内に定義されているデータソー
スの DDM が DBMS タイプ SQL で DML ステートメントによって参照されると、Natural はこの
DML ステートメントを SQL ステートメントに変換します。

Natural は DML ステートメントおよび SQL ステートメントを Entire Access へのコールに変換
します。Entire Access はこれらの要求を、ターゲット RDBMS で必要とされるデータフォーマッ
トと SQL 方言に変換し、データベースドライバに渡します。

Natural プロファイルパラメータの設定

ETEOP パラメータ

このパラメータは Natural 管理者のみが設定可能です。

Natural プロファイルパラメータ ETEOP は、Natural セッション中のトランザクション処理を制
御します。例えば、1 つの論理トランザクションを 2 つ以上の Natural プログラムにわたって処
理する場合などに必要になります。この場合、Natural プログラムの終了時に、Natural で END
TRANSACTION コマンドを発行しない、つまり 「コミット」 しないでください。

ETEOP パラメータを設定すると、次のように処理されます。
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Natural セッションが ET 状態でない場合は、Natural プログラムの終了時に Natural から END
TRANSACTION ステートメントが発行されます。つまり、自動的に 「コミット」 されます。

ON

Natural プログラムの終了時に、Natural から END TRANSACTION コマンドは発行されません（つま
り、「コミット」 されません）。したがって、このように設定すると、単一の論理トランザクショ
ンを複数の Natural プログラムにわたって処理することができます。

OFF

これがデフォルトです。

注意: ETEOP パラメータは、Natural バージョン 6.1 以降に適用されます。Natural の以前
のバージョンでは、Natural プロファイルパラメータ OPRB を ETEOP の代わりに使用する
必要があります（ETEOP=ON が OPRB=OFF に、ETEOP=OFF がORPB=NOOPEN に相当します）。

Natural DML ステートメント

次の表は、Natural が行う DML ステートメントから SQL ステートメントへの変換を示していま
す。

SQL ステートメントDML ステートメント

ROLLBACKBACKOUT TRANSACTION

DELETE WHERE CURRENT OF cursor-nameDELETE

COMMITEND TRANSACTION

IN (...)EQUAL ... OR

BETWEEN ... AND ...EQUAL ... THRU ...

SELECTFIND ALL

SELECT COUNT (*)FIND NUMBER

SELECT COUNT (*)HISTOGRAM

SELECT ... ORDER BYREAD LOGICAL

SELECT ... ORDER BYREAD PHYSICAL

ORDER BY ... [DESCENDING]SORTED BY ... [DESCENDING]

INSERTSTORE

UPDATE WHERE CURRENT of cursor-nameUPDATE

WHEREWITH

注意: ブール演算子および関係演算子は、DML ステートメントと SQL ステートメントで
同様に機能します。

Entire Access では、次に示す DML ステートメントおよびオプションはサポートされません。

■ CIPHER

■ COUPLED

251プログラミングガイド

SQL データベースのデータへのアクセス



■ FIND FIRST, FIND UNIQUE, FIND ... RETAIN AS

■ GET, GET SAME, GET TRANSACTION DATA, GET RECORD

■ PASSWORD

■ READ BY ISN

■ STORE USING/GIVING NUMBER

BACKOUT TRANSACTION

Natural は、BACKOUT TRANSACTION ステートメントを SQL ROLLBACK コマンドに変換します。こ
のステートメントは、最後のリカバリユニットが完了した後に行われたすべてのデータベース更
新を元に戻します。リカバリユニットはセッションの最初、あるいは最後の END TRANSACTION
（COMMIT）ステートメントまたは BACKOUT TRANSACTION（ROLLBACK）ステートメントの後に開
始できます。

注意: 作業の論理ユニットが終了すると、すべてのカーソルが閉じるため、BACKOUT

TRANSACTION ステートメントをデータベースループの内部に配置しないでください。ルー
プの外側、またはネストされたループの一番外側のループの後に配置してください。

DELETE

DELETE ステートメントは、先行する FIND、READ、または SELECT の各ステートメントによって
読み込まれた行をデータベーステーブルから削除します。SQL ステートメントの DELETE WHERE
CURRENT OF cursor-name に対応します。つまり、最後に読み込まれた行だけを削除できます。

例：

FIND EMPLOYEES WITH NAME = 'SMITH'
AND FIRST_NAME = 'ROGER'

DELETE

Natural は、上述した Natural ステートメントを次の SQL ステートメントに変換し、カーソル
名（例えば、CURSOR1）を割り当てます。SELECT ステートメントと DELETE ステートメントは同
じカーソルを参照します。

SELECT FROM EMPLOYEES
WHERE NAME = 'SMITH' AND FIRST_NAME = 'ROGER'

DELETE FROM EMPLOYEES
WHERE CURRENT OF CURSOR1

Natural は、FIND ステートメントを SQL SELECT ステートメントに変換する方法で、DELETE ス
テートメントを SQL DELETE ステートメントに変換します。詳細については、後述のFIND ステー
トメントの説明を参照してください。
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注意: FIND SORTED BY ステートメントまたは READ LOGICAL ステートメントで読み込まれ
た行を削除することはできません。詳細については、後述の FIND ステートメントおよび
READ ステートメントの説明を参照してください。

END TRANSACTION

Natural は、END TRANSACTION ステートメントを SQL COMMIT コマンドに変換します。END
TRANSACTION ステートメントは、論理トランザクションの終わりを示し、データベースに対して
すべての更新をコミットし、トランザクション中にロックされていたデータを解放します。

注意: 

1. 作業の論理ユニットが終了すると、すべてのカーソルが閉じるため、END TRANSACTION ステー
トメントをデータベースループの内部に配置しないでください。ループの外側、またはネス
トされたループの一番外側のループの後に配置してください。

2. Entire Access とともに使用するときは、END TRANSACTION ステートメントでトランザクショ
ン（ET）データを保存することはできません。

3. Entire Access では、Natural プログラムの終了時に COMMIT は自動的に発行されません。

FIND

Natural は、FIND ステートメントを SQL SELECT ステートメントに変換します。SELECT ステー
トメントは OPEN CURSOR コマンドによって実行され、その後に FETCH コマンドが続きます。
FETCH コマンドは、すべてのレコードが読み込まれるか、またはプログラムが FIND 処理ループ
を終了するまで繰り返し実行されます。CLOSE CURSOR コマンドにより SELECT 処理が終了しま
す。

例：

Natural ステートメント：

FIND EMPLOYEES WITH NAME = 'BLACKMORE'
AND AGE EQ 20 THRU 40

OBTAIN PERSONNEL_ID NAME AGE

同等の SQL ステートメント：

SELECT PERSONNEL_ID, NAME, AGE
FROM EMPLOYEES

WHERE NAME = 'BLACKMORE'
AND AGE BETWEEN 20 AND 40

検索条件の作成には、ディスクリプタとして指定されているテーブルの任意の列（フィールド）
を使用できます。

253プログラミングガイド

SQL データベースのデータへのアクセス



Natural は FIND ステートメントの WITH 節を SQL SELECT ステートメントの WHERE 節に変換しま
す。Natural は、WITH 節を使用して行が選択された後で、FIND ステートメントの WHERE 節を評
価します。ビューフィールドは、ディスクリプタとして指定されている場合にのみ、WITH 節で
使用できます。

Natural は、FIND NUMBER ステートメントを COUNT(*) 節が含まれる SQL SELECT ステートメン
トに変換します。特定の検索条件についてレコードが存在するかどうかを決定する場合は、IF
NO RECORDS FOUND 節よりも FIND NUMBER ステートメントの方がパフォーマンスが優れていま
す。

注意: SORTED BY 節が含まれる FIND ステートメントで読み込まれた行を更新または削除
することはできません。Natural は、FIND ステートメントの SORTED BY 節を SQL SELECT
ステートメントの ORDER BY 節に変換します。これにより、読み取り専用の結果テーブル
が作成されます。

HISTOGRAM

Natural は、HISTOGRAM ステートメントを SQL SELECT ステートメントに変換します。HISTOGRAM
ステートメントによって、テーブル内の行のうち特定の列に同じ値を持つ行の数が返されます。
行の数は、Natural システム変数 *NUMBER で返されます。

例：

Natural ステートメント：

HISTOGRAM EMPLOYEES FOR AGE
OBTAIN AGE

同等の SQL ステートメント：

SELECT AGE, COUNT(*) FROM EMPLOYEES
GROUP BY AGE
ORDER BY AGE

READ

Natural は、READ ステートメントを SQL SELECT ステートメントに変換します。READ PHYSICAL
および READ LOGICAL の両ステートメントを使用できます。

READ LOGICAL ステートメントで読み込まれた行（例 1）を更新または削除することはできませ
ん。Natural は、READ LOGICAL ステートメントを SQL SELECT ステートメントの ORDER BY 節に
変換します。これにより、読み取り専用の結果テーブルが作成されます。

READ PHYSICAL ステートメント（例 2）は更新または削除できます。Natural はこのステートメ
ントを ORDER BY 節のない SELECT ステートメントに変換します。
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例 1

Natural ステートメント：

READ PERSONNEL BY NAME
OBTAIN NAME FIRSTNAME DATEOFBIRTH

同等の SQL ステートメント：

SELECT NAME, FIRSTNAME, DATEOFBIRTH FROM PERSONNEL
WHERE NAME >= ' '

ORDER BY NAME

例 2：

Natural ステートメント：

READ PERSONNEL PHYSICAL
OBTAIN NAME

同等の SQL ステートメント：

SELECT NAME FROM PERSONNEL

READ ステートメントに WHERE 節が含まれる場合、Natural は検索条件に従って行が選択された
後で WHERE 節を評価します。

STORE

STORE ステートメントはデータベーステーブルに行を追加します。SQL INSERT ステートメント
に対応します。

例：

Natural ステートメント：

STORE RECORD IN EMPLOYEES
WITH PERSONNEL_ID = '2112'

NAME = 'LIFESON'
FIRST_NAME = 'ALEX'

同等の SQL ステートメント：
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INSERT INTO EMPLOYEES (PERSONNEL_ID, NAME, FIRST_NAME)
VALUES ('2112', 'LIFESON', 'ALEX')

UPDATE

DML UPDATE ステートメントは、先行する FIND、READ、または SELECT の各ステートメントに
よって読み込まれたテーブルの行を更新します。Natural は、DML UPDATE ステートメントを
SQL ステートメント UPDATE WHERE CURRENT OF cursor-name（位置決め UPDATE ステートメン
ト）に変換します。つまり、読み込まれた最後の行のみを更新できます。ネストされたループで
は、ネストされた各ループの最後の行を更新できます。

UPDATE の FIND/READ との使用

DMLUPDATE ステートメントを Natural FIND ステートメントの後で使用すると、Natural は FIND
ステートメントを FOR UPDATE OF 節のある SQL SELECT ステートメントに変換し、DML UPDATE
ステートメントを UPDATE WHERE CURRENT OF cursor-name ステートメントに変換します。

例：

FIND EMPLOYEES WITH SALARY < 5000
ASSIGN SALARY = 6000
UPDATE

Natural は、上述した Natural ステートメントを次の SQL ステートメントに変換し、カーソル
名（例えば、CURSOR1）を割り当てます。SELECT ステートメントと UPDATE ステートメントは同
じカーソルを参照します。

SELECT SALARY FROM EMPLOYEES WHERE SALARY < 5000
FOR UPDATE OF SALARY

UPDATE EMPLOYEES SET SALARY = 6000
WHERE CURRENT OF CURSOR1

FIND SORTED BY ステートメントまたは READ LOGICAL ステートメントで読み込まれた行を更新
することはできません。詳細については、上述の FIND ステートメントおよび READ ステートメ
ントの説明を参照してください。

END TRANSACTION または BACKOUT TRANSACTION ステートメントは、UPDATE ステートメントに
よってロックされたデータを解放します。
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UPDATE の SELECT との使用

DML UPDATE ステートメントを SELECT ステートメントの後で使用できるのは、次の形のみで
す。

SELECT *
INTO VIEW view-name

Natural は、上記以外の形での SELECT ステートメントと DML UPDATE ステートメントの使用を
すべて拒否します。Natural は、DML UPDATE ステートメントを非カーソルまたは 「検索済み」
SQL UPDATE ステートメントに変換します。つまり、Natural ビュー全体のみが更新可能であり、
個々の列は更新できません。

また、DML UPDATE ステートメントを SELECT ステートメントの後で使用できるのは Natural ス
トラクチャードモードの場合のみです。構文は次のようになります。

UPDATE [RECORD] [IN] [STATEMENT] [(r)]

例：

DEFINE DATA LOCAL
01 PERS VIEW OF SQL-PERSONNEL

02 NAME
02 AGE

END-DEFINE
SELECT *

INTO VIEW PERS
FROM SQL-PERSONNEL
WHERE NAME LIKE 'S%'
OBTAIN NAME

IF NAME = 'SMITH'
ADD 1 TO AGE

UPDATE
END-IF

END-SELECT

他の点については、DML UPDATE ステートメントが SELECT ステートメントとともに機能する方
法は、Natural FIND ステートメントとともに機能する場合と同じです（上述の「UPDATE の
FIND/READ との使用」を参照してください）。
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Natural SQL ステートメント

Natural プログラミング言語内で使用できる SQL ステートメントには、一般セットと拡張セッ
トという 2 つの異なるステートメントのセットがあります。このプラットフォームでは、拡張
セットのみが Natural でサポートされています。

一般セットは、Natural でサポートされる SQL 対応の各データベースシステムで操作できます。
基本的には標準の SQL 構文定義に対応しています。Natural SQL ステートメントの一般セット
の詳細については、『ステートメント』ドキュメントの「一般セットと拡張セット」を参照して
ください。

このセクションでは、Natural SQL ステートメントの一般セットを Entire Access で使用すると
きの考慮事項と制限事項について説明します。

■ DELETE
■ INSERT
■ PROCESS SQL
■ SELECT
■ UPDATE

DELETE

Natural SQL DELETE ステートメントは、カーソルを使わずにテーブルの行を削除します。

Natural は DML DELETE ステートメントを位置決め DELETE ステートメント、つまり SQL DELETE
WHERE CURRENT OF cursor-name ステートメントに変換しますが、Natural SQL DELETE ステート
メントは非カーソルまたは検索済みの DELETE ステートメントです。検索済み DELETE ステート
メントとは、どの SELECT ステートメントとも無関係のスタンドアロンステートメントです。

INSERT

INSERT ステートメントはテーブルに行を追加します。Natural STORE ステートメントに対応しま
す。

PROCESS SQL

PROCESS SQL ステートメントは、ddm-name で特定されるデータベースに対して SQL ステートメ
ントを statement-string の形で発行します。

注意: PROCESS SQL ステートメントを使用してデータベースループを実行することはでき
ません。
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パラメータ

Natural では INDICATOR 節と LINDICATOR 節がサポートされます。代わりに、statement-string
にパラメータを含めることもできます。構文項目 parameter は、構文的には次のように定義さ
れます。

:
:U

:G

host-variable は、SQL ステートメント内で参照される Natural プログラム変数です。

SET SQLOPTION option=value

Entire Access では、SET SQLOPTION option=value を statement-string として指定することも
できます。この方法は、SQL データベースにアクセスするためのさまざまなオプションの指定
に使用できます。オプションは、PROCESS SQL ステートメントによって参照されるデータベース
にのみ適用されます。

サポートされるオプションは、以下のとおりです。

■ DATEFORMAT

■ DBPROCESS （Sybase のみ）
■ TIMEOUT （Sybase のみ）
■ TRANSACTION （Sybase のみ）

DATEFORMAT

このオプションは、SQL DATE および DATETIME 情報をタイプ A の Natural フィールドに取
り込むために使用するフォーマットを指定します。タイプ D または T の Natural フィールドが
使用されている場合、このオプションは使用されなくなりました。次に示す Natural の日付およ
び時刻の編集マスクのサブセットを使用できます。

年（4 桁）YYYY

年（2 桁）YY

月MM

日DD

時HH

分II

秒SS

日付フォーマットに空白が含まれる場合は、フォーマットをアポストロフィで囲む必要がありま
す。
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例：

ISO 日付フォーマットを使用する場合は、次のように指定します。

PROCESS SQL sql-ddm << SET SQLOPTION DATEFORMAT = YYYY-MM-DD >>

日付および時刻のコンポーネントを ISO フォーマットで取得するには、次のように指定します。

PROCESS SQL sql-ddm << SET SQLOPTION DATEFORMAT = 'YYYY-MM-DD HH:II:SS' >>

DATEFORMAT は、データベースからデータが取得される場合にのみ評価されます。データがデー
タベースに渡される場合は、データベースシステムによって変換されます。したがって、
DATEFORMAT で指定されるフォーマットは、基礎となるデータベースで有効な日付フォーマット
である必要があります。

Natural フィールドに DATEFORMAT が指定されていない場合は、次のように処理されます。

■ デフォルトの日付フォーマットである DD-MON-YY が使用されます。MON は月の英語名の 3 文字
の略記です。

■ 次に示すデフォルトの日付／時刻フォーマットが使用されます。

YYYYMMDDHHIISSAdabas D

YYYY-MM-DD-HH.II.SSDB2

YYYY-MM-DD HH:II:SSINFORMIX

YYYY-MM-DD HH:II:SSODBC

YYYYMMDDHHIISSORACLE

YYYYMMDD HH:II:SSSYBASE DBLIB

YYYYMMDD HH:II:SSSYBASE CTLIB

YYYYMMDD HH:II:SSMicrosoft SQL Server

DD-MON-YYその他

DBPROCESS

このオプションは、Sybase および Microsoft SQL Server データベースにのみ有効です。

このオプションは、Sybase および Microsoft SQL Server の DBPROCESS に対する SQL ステートメ
ントの割り当てを制御するために使用します。 DBPROCESS は、Sybase および Microsoft SQL
Server DBlib インターフェイスで提供されないデータベースカーソルをエミュレートするため
に、Entire Access で使用されます。

2 つの値を指定可能です。

プログラミングガイド260

SQL データベースのデータへのアクセス



DBPROCESS を MULTIPLE に設定すると、各 SELECT ステートメントではそれぞれ独自のセカ
ンダリ DBPROCESS が使用されますが、その他すべての SQL ステートメントはプライマリ

MULTIPLE

DBPROCESS 内で実行されます。したがって、値 MULTIPLE を指定すると、データベースルー
プが開いている場合でも、アプリケーションでさらに SQL ステートメントを実行できます。
ネストされたデータベースループも可能です。
DBPROCESS を SINGLE に設定すると、すべての SQL ステートメントが同じ DBPROCESS、つ
まりプライマリ DBPROCESS を使用します。したがって、データベースループがアクティブで

SINGLE

ある間は、新しいデータベースステートメントを実行することができません。1 つの DBPROCESS
は一度に 1 つの SQL バッチしか実行できないためです。ただし、すべてのステートメントが
同じ（プライマリ）DBPROCESS で実行されるため、非共有一時テーブルからの SELECT 処理
が可能になります。

注意: 

1. 指定値は、アクティブなデータベースループがない場合にのみ変更可能です。
2. DBPROCESS オプションは Sybase および Microsoft SQL Server DBlib インターフェイスにしか

適用されないため、アプリケーションでは一元的な CALLNAT ステートメントを使用して少な
くとも SINGLE の値を変更し、Sybase クライアントライブラリがサポートされるようになっ
た時点でこれらのコールを簡単に削除できるようにしておく必要があります。デフォルト設
定である MULTIPLE を確立する一元的なエラー処理もアプリケーションで使用する必要があり
ます。

TIMEOUT

このオプションは、Sybase および Microsoft SQL Server データベースにのみ有効です。

Sybase および Microsoft SQL Server とともに使用する場合、Entire Access はタイムアウトの手
法を使ってデータベースアクセスのデッドロックを検出します。デフォルトのタイムアウト時間
は 8 秒です。このオプションでは、タイムアウト時間を秒単位で変更できます。

例えば、タイムアウト時間を 30 秒に設定するには、次のように指定します。

PROCESS SQL sql-ddm << SET SQLOPTION TIMEOUT = 30 >>

TRANSACTION

このオプションは、Sybase および Microsoft SQL Server データベースにのみ有効です。

このオプションは、トランザクションモードを有効または無効にするために使用します。次の
END TRANSACTION ステートメントまたは BACKOUT TRANSACTION ステートメントの後で有効にな
ります。

トランザクションモードが有効（デフォルト）になると、Natural は必要なすべてのステートメ
ントを自動的に発行してトランザクションを開始します。
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例：

トランザクションモードを無効にするには、次のように指定します。

PROCESS SQL sql-ddm << SET SQLOPTION TRANSACTION = NO >>
...
END TRANSACTION

トランザクションモードを有効にするには、次のように指定します。

PROCESS SQL sql-ddm << SET SQLOPTION TRANSACTION = YES >>
...
END TRANSACTION

SQLDISCONNECT

Entire Access では、SQLDISCONNECT を statement-string として指定することもできます。この
ステートメントを次に示すSQLCONNECT ステートメントと組み合わせることによって、同じセッ
ション内の 1 つのアプリケーションを使用して、または必要に応じて接続および切断するだけ
で、異なるデータベースにアクセスできます。

SQLDISCONNECT ステートメントが正常に実行されると、SQLCONNECT ステートメントによってそ
れまでに提供された情報がクリアされます。つまり、PROCESS SQL ステートメントで使用された
DDM の DBID で決定された、現在接続中の SQL データベースからアプリケーションが切断さ
れます。接続が 1 つも確立されていない場合、SQLDISCONNECT ステートメントは無視されます。
トランザクションが開いている場合、このステートメントは失敗します。

注意: SQLDISCONNECT ステートメントのエラーが Natural によって報告された場合、接続
状態は変更されません。データベースによってエラーが報告された場合は、接続状態が定
義されていません。

SQLCONNECT option=value

Entire Access では、SQLCONNECT option=value を statement-string として指定することもで
きます。このステートメントは、PROCESS SQL ステートメントによってアドレス指定された DDM
に指定された DBID に従って SQL データベースへの接続を確立するために使用できます。指定
した接続がすでに確立されている場合、SQLCONNECT ステートメントは失敗します。

サポートされるオプションは、以下のとおりです。

■ USERID

■ PASSWORD

■ OS_PASSWORD

■ OS_USERID

■ DBMS_PARAMETER
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注意: 

1. SQLCONNECT ステートメントが失敗した場合、接続状態は変更されません。
2. 複数のオプションを指定する場合は、コンマで区切る必要があります。
3. 指定する値には、リテラル文字またはフォーマット A の Natural 変数のいずれかを使用でき

ます。
4. データベースへの接続が失われていたなどの理由で、Natural が暗黙的な再接続を実行する場

合は、SQLCONNECT ステートメントで指定された値が使用されます。

各オプションの評価は次のようになります。

USERID と PASSWORD

データベースログオンに USERID と PASSWORD を指定すると、デフォルトのログオンウィンドウ
の表示、および環境変数 SQL_DATABASE_USER と SQL_DATABASE_PASSWORD の評価は行われませ
ん。

USERID のみを指定した場合は、PASSWORD が空白であるとみなされます。この逆も同様です。

USERID も PASSWORD も指定しなかった場合は、デフォルトのログオン処理が適用されます。

注意: ユーザー ID やパスワードを必要としないデータベースシステムでは、ユーザー ID
とパスワードを空白で指定して、デフォルトのログオン処理を抑制できます。

OS_USERID と OS_PASSWORD

オペレーティングシステムのログオンで OS_PASSWORD と OS_USERID を指定すると、ログオンウィ
ンドウの表示、および環境変数 SQL_OS_USER と SQL_OS_PASSWORD の評価は行われません。

OS_USERID のみを指定した場合は、OS_PASSWORD が空白であるとみなされます。この逆も同様で
す。

OS_USERID も OS_PASSWORD も指定しなかった場合は、デフォルトのログオン処理が適用されま
す。

注意: ユーザー ID やパスワードを必要としないオペレーティングシステムでは、ユーザー
ID とパスワードを空白で指定して、デフォルトのログオン処理を抑制できます。
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DBMS_PARAMETER

DBMS_PARAMETER をダイナミックに指定すると、Natural グローバルコンフィグレーションファ
イル内の DBMS 割り当てが上書きされます。

例：

PROCESS SQL sql-ddm << SQLCONNECT USERID = 'DBA', PASSWORD = 'SECRET' >>

この例では、Natural グローバルコンフィグレーションファイルに指定されたデータベースに、
ユーザー ID DBA とパスワード SECRET を使って接続します。

DEFINE DATA LOCAL
1 #UID (A20)
1 #PWD (A20)
END-DEFINE
INPUT 'Please enter ADABAS D user ID and password' / #UID / #PWD
PROCESS SQL sql-ddm << SQLCONNECT USERID = : #UID,

PASSWORD = : #PWD,
DBMS_PARAMETER = 'ADABASD:mydb'

>>

この例では、Adabas D データベース mydb に、INPUT ステートメントから取得したユーザー ID
とパスワードを使って接続します。

PROCESS SQL sql-ddm << SQLCONNECT USERID = ' ', PASSWORD = ' ',
DBMS_PARAMETER = 'DB2:EXAMPLE' >>

この例では、DB2 データベース EXAMPLE に、ユーザー ID とパスワードを指定せずに接続しま
す。オペレーティングシステムユーザー ID を使用する DB2 ではこれらは不要であるためです。

SELECT

SELECT ステートメントの INTO 節およびスカラ演算子は、RDBMS 固有で標準 SQL 構文に準拠
しない（Natural 一般セット）か、または Entire Access で使用するときに制限があるかのいず
れかです。

Entire Access では、INTO 節内の INDICATOR 節と LINDICATOR 節はサポートされません。そのた
め、Entire Access では INTO 節に対して次の構文が必要になります。

INTO
parameter, ...
VIEW {view-name},...

注意: 連結演算子（||）は一般セットに属していないため、Entire Access ではサポートさ
れません。
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SELECT SINGLE

SELECT SINGLE ステートメントは非カーソル SELECT 処理（単独 SELECT）、つまり、カーソルを
使用せずに最大で 1 行を検索する SELECT ステートメントの機能を提供します。

このステートメントは、Natural の FIND UNIQUE ステートメントと同じです。ただし、Natural
では返される行数が自動的にチェックされます。複数行が選択された場合は、Natural によって
エラーメッセージが返されます。

使用する RDBMS で非カーソル SELECT 処理のダイナミックな実行がサポートされない場合、
Natural SELECT SINGLE ステートメントはセットレベルの SELECT のように実行され、その結果
カーソル操作が発生します。ただし、返される行数は引き続きチェックされ、複数行が選択され
た場合はエラーメッセージが発行されます。

UPDATE

Natural SQL UPDATE ステートメントは、カーソルを使わずにテーブルの行を更新します。

Natural は DML UPDATE ステートメントを位置決め UPDATE ステートメント、つまり SQL DELETE
WHERE CURRENT OF cursor-name ステートメントに変換しますが、Natural SQL UPDATE ステート
メントは非カーソルまたは検索済みの UPDATE ステートメントです。検索済み UPDATE ステート
メントとは、どの SELECT ステートメントとも無関係のスタンドアロンステートメントです。

フレキシブル SQL

フレキシブル SQL を使用すると、任意の RDBMS 固有構文拡張を利用できます。フレキシブル
SQL は、次の SQL 構文項目と置き換えて使用できます。

■ 原子
■ 列参照
■ スカラ式
■ 条件

Natural コンパイラはフレキシブル SQL で使用される SQL テキストを認識しません。SQL ス
テートメント内で参照される Natural プログラム変数であるホスト変数の値を置き換えてから、
RDBMS に渡す SQL 文字列に SQL テキストをコピーするだけです。フレキシブル SQL テキスト
の構文エラーは、ランタイムに RDBMS がその文字列を実行するときに検出されます。

フレキシブル SQL の次のような特徴に注意してください。

■ << 文字と >> 文字に囲まれ、任意の SQL テキストとホスト変数を含めることができます。
■ ホスト変数にはコロン（:）を接頭辞として付ける必要があります。
■ SQL 文字列は複数のステートメント行に渡って指定でき、コメントも入力できます。
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フレキシブル SQL は、選択式の節間でも使用できます。

SELECT selection
<< ... >>
INTO ...
FROM ...
<< ... >>
WHERE ...
<< ... >>
GROUP BY ...
<< ... >>
HAVING ...
<< ... >>
ORDER BY ...
<< ... >>

例：

SELECT NAME
FROM EMPLOYEES
WHERE << MONTH (BIRTH) >> = << MONTH (CURRENT_DATE) >>

SELECT NAME
FROM EMPLOYEES
WHERE << MONTH (BIRTH) = MONTH (CURRENT_DATE) >>

SELECT NAME
FROM EMPLOYEES
WHERE SALARY > 50000
<< INTERSECT

SELECT NAME
FROM EMPLOYEES
WHERE DEPT = 'DEPT10'

>>

RDBMS 固有の要件および制限事項

このセクションでは、Entire Access で使用する Natural および一部の RDBMS に対する制限事
項と特別な要件について説明します。

以下のトピックについて説明します。

■ 大文字／小文字を区別するデータベースシステム
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■ SYBASE および Microsoft SQL Server

大文字／小文字を区別するデータベースシステム

Natural プログラムで指定されたすべての名前が自動的に小文字に変換されるため、大文字／小
文字を区別するデータベースシステムではテーブル名や列名に小文字を使用してください。

注意: この制限は、フレキシブル SQL を使用するときには適用されません。

SYBASE および Microsoft SQL Server

SQL ステートメントを SYBASE や Microsoft SQL Server に対して実行するには、1 つ以上の
DBPROCESS 構造を使用する必要があります。DBPROCESS は SQL コマンドバッチを実行できます。

コマンドバッチとは特定の順番に並べられた一連の SQL ステートメントです。各ステートメン
トは、コマンドバッチに定義されている順番で実行される必要があります。SELECT ステートメ
ントなど、結果を返すステートメントがある場合は、そのステートメントを先に実行し、その後
で行を 1 行ずつフェッチする必要があります。コマンドバッチの後に次のステートメントをいっ
たん実行すると、前のクエリから行をフェッチできなくなります。

SYBASE や Microsoft SQL Server では、アプリケーションで複数の DBPROCESS 構造を使用でき
るため、クエリごとに別個の DBPROCESS を使用する場合は、クエリをネストすることができま
す。ただし、SYBASE や Microsoft SQL Server では各 DBPROCESS についてデータをロックする
ため、複数の DBPROCESS を使用するアプリケーション自体でデッドロックが発生する可能性が
あります。Natural はデッドロックが発生するとタイムアウトします。

以下では次のトピックについて説明します。

■ Natural ステートメントをデータベースコールに変換する方法
■ Natural で SYBASE および Microsoft SQL Server を使用する際の制限事項

Natural ステートメントをデータベースコールに変換する方法

Natural ではオープンなクエリごとに DBPROCESS を 1 つずつ使用し、その他すべての SQL ステー
トメント（UPDATE、DELETE、INSERT など）に別の DBPROCESS を 1 つ使用します。）。

位置決め UPDATE または DELETE ステートメントにクエリが参照される場合、Natural では生成さ
れる SELECT ステートメントに自動的に FOR BROWSE 節が付加され、行の読み込み中の UPDATE 処
理を可能にします。

位置決め UPDATE または DELETE ステートメントに対して、SYBASE の dbqual 機能を使用して次
の検索条件が生成されます。
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WHERE unique-index = value AND tsequal (timestamp,old-timestamp)

この検索条件は、クエリから現在の行を再選択するために使用できます。tsequal 機能は、別の
ユーザーによって行が更新されたかどうかをチェックします。

Natural で SYBASE および Microsoft SQL Server を使用する際の制限事項

Natural を SYBASE および Microsoft SQL Server とともに使用するときは、次の制限が適用され
ます。

大文字／小文字の区別
SYBASE および Microsoft SQL Server では大文字／小文字が区別されますが、Natural では
パラメータは小文字で渡されます。このため、SYBASE および Microsoft SQL Server のテー
ブルやフィールドが大文字のみまたは大文字が混在して定義されている場合は、データベー
ス SYNONYM または Natural のフレキシブル SQL を使用する必要があります。

位置決め UPDATE/DELETE ステートメント
位置決め UPDATE/DELETE ステートメントをサポートするには、アクセス対象のテーブルに一
意のインデックスとタイムスタンプ列が必要です。また、このタイプスタンプ列がクエリの
選択リストに含まれてはなりません。

行のクエリ
SYBASE および Microsoft SQL Server ではページがロックされ、ロックされたページは
DBPROCESS 構造の所有になります。

アクティブな DBPROCESS にロックされたページは、その後 END TRANSACTION ステートメン
トまたは BACKOUT TRANSACTION ステートメントでロックが解放されるまで、ロックした
DBPROCESS でもそれ以外でも読み込むことはできません。

したがって、テーブルの行を更新、挿入、または削除した場合は次の点に注意してくださ
い。
■ 同じテーブルに対して新しい SELECT（FIND、READ など）のループを開始しないでくださ
い。

■ SELECT ステートメントに FOR BROWSE 節がない場合は、同じテーブルを参照するクエリか
ら追加の行をフェッチしないでください。

Natural は、位置決め UPDATE または DELETE ステートメントによってクエリが参照される場
合に、FOR BROWSE 節を自動的に付加します。

トランザクション／非トランザクションモード
SYBASE および Microsoft SQL Server では、トランザクションモードと非トランザクション
モードが区別されます。トランザクションモードでは、Natural がデータベースに接続して
INSERT、UPDATE、および DELETE を発行可能にするため、CREATE TABLE など非トランザク
ションモードで実行されるコマンドは発行できません。
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ストアドプロシージャ
PROCESS SQL ステートメントを使用すると、SYBASE および Microsoft SQL Server でストア
ドプロシージャを使用できます。ただし、ストアドプロシージャに以下のものを含めないで
ください。
■ 非トランザクションモードでしか機能しないコマンド
■ 戻り値

データタイプ変換

Natural プログラムがリレーショナルデータベース内のデータにアクセスすると、Entire Access
は RDBMS 固有のデータタイプを Natural データフォーマットに変換します。この逆も同様で
す。RDBMS データタイプとそれに対応する Natural データフォーマットについては、『エディ
タ』ドキュメントの「DDM サービス」セクションの「Adabas または RDBMS のデータ変換」を
参照してください。

特定のデータベースに固有の DATE/TIME または DATETIME のフォーマットは、Natural フォー
マットの D と T に変換できます。次を参照してください。

日付／時刻の変換

RDBMS 固有フォーマットである DATE/TIME または DATETIME は、Natural フォーマットの
D と T に変換できます。

この変換を使うには、最初に Natural DDM を編集して、日付と時刻のフィールドフォーマット
を A（英数字）から D（日付）と T（時刻）に変更しておく必要があります。SQLOPTION
DATEFORMAT は、フォーマット D または T のフィールドには使用されなくなりました。

注意: Natural D（日付）／T（時刻）フォーマットに変換した日付フィールドまたは時刻
フィールドを、Natural A（英数字）フォーマットに変換したフィールドと混在させない
でください。

■ 更新コマンドでは、Natural 日付／時刻フォーマットが、データベース依存表現である
DATE/TIME/DATETIME に秒単位の精度レベルで変換されます。

■ 検索コマンドでは、返されたデータベース依存文字表現が Natural 内部の日付／時刻フォー
マットに変換されます。後述する変換テーブルを参照してください。Natural 時刻の日付コン
ポーネントは無視されません。RDBMS の時刻フォーマットに日付コンポーネントが含まれて
いない場合は 0000-01-02（YYYY-MM-DD）に初期化されます。

■ Natural 日付変数では、時刻部分が無視され、ゼロに初期化されます。
■ Natural 時刻変数では、1/10 秒台が無視され、ゼロに初期化されます。
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変換テーブル

Adabas D

Natural 時刻Natural 日付RDBMS フォーマット

YYYYMMDDDATE

00HHIISSTIME

DB2

Natural 時刻Natural 日付RDBMS フォーマット

YYYY-MM-DDDATE

HH.II.SSTIME

INFORMIX

Natural 時刻Natural 日付RDBMS フォーマット

YYYY-MM-DD（年～日）
YYYY-MM-DD-HH:II:SS*（年～秒。これ以外のフォーマットはサポートされません）

ODBC

Natural 時刻Natural 日付RDBMS フォーマット

YYYY-MM-DDDATE

HH:II:SSTIME

ORACLE

Natural 時刻Natural 日付RDBMS フォーマット

YYYYMMDDHHIISS
*

（ORACLE 時刻コンポーネントは、更新コ
マンドでは空値が設定され、検索コマンド
では無視されます）

（ORACLE セッションパラメータ
NLS_DATE_FORMAT が YYYYMMDDHH24MISS
に設定されています）

SYBASE

Natural 時刻Natural 日付RDBMS フォーマット

YYYYMMDD HH:II:SS *YYYYMMDDDATETIME

* 2 つの時刻値を比較するときは、日付コンポーネントの値が異なる可能性があることに注意し
てください。
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Microsoft SQL Server

Natural 時刻Natural 日付RDBMS フォーマット

YYYYMMDD HH:II:SS *YYYYMMDDDATETIME

データベースエラーに関する診断情報の取得

データベースへのアクセス中にエラーが返された場合は、Natural 以外のプログラムである
CMOSQERR を呼び出し、次の構文を使用して、エラーに関する診断情報を取得できます。

CALL 'CMOSQERR' parm1parm2

パラメータは次のとおりです。

説明フォーマット／長さパラメータ

データベースから返されたエラーの番号I4parm1

データベースから返されたエラーのテキストA70parm2

SQL 認証

Natural コンフィグレーションユーティリティを使用すると、SQL データベースに自動ログイン
するためのユーザー ID とパスワードの DBID 固有の設定を追加できます。現在のデータベース
システムに応じて、オペレーティングシステム認証とデータベース認証が区別されます。［SQL
Authorization］テーブルの［Auto login］フラグが SQL DBID に設定されている場合、対話式
ログインプロンプトは表示されません。ログオン値はこのテーブル行から取得されます。

SQL 認証テーブルの詳細については、『コンフィグレーションユーティリティ』ドキュメント
の「SQL 割り当て」を参照してください。
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この章では、Natural のデータ操作言語（DML）を使用して Tamino データベースにアクセスす
るときのさまざまな面について説明します。

Tamino で作業するための Natural の設定方法の詳細については、『データベース管理システム
インターフェイス』ドキュメントの「Natural for Tamino」を参照してください。

必要条件

Tamino では、構造化されたデータ指向の XML 文書が doctype と呼ばれるコンテナに保存され
ます。doctype は論理的なグループにまとめられ、このグループはコレクションと呼ばれます。
コレクションは、データの物理的なコンテナである Tamino データベースに保存されます。

Tamino で保存でき、Natural for Tamino でアクセスできるデータは、Tamino XML スキーマで
定義する必要があります。

Natural for Tamino で使用する DDM とビューの定義

このセクションでは、Tamino XML スキーマ言語、Natural DDMs、およびビューの定義の基本
概念について、およびこれらと Natural for Tamino との対話方法について説明します。

以下のトピックについて説明します。

■ Tamino XML スキーマ言語について
■ Tamino から生成した DDM
■ Tamino から生成した DDM での配列
■ DDM の例
■ ビューの定義

Tamino XML スキーマ言語について

Tamino XML スキーマ言語は、XML 文書の構造を持つデータタイプ指向記述を定義するために
使用されます。Tamino では、1 つのコレクション内で同じルートエレメントと同じ構造を持つ
XML 文書のコンテナが doctype によって表現されます。

Tamino におけるコレクションとは、さまざまな doctype の集まりが入るコンテナであるため、
同じものに属する doctype の論理的なグループとみなすことができます。

Tamino XML スキーマ定義では、doctype をそれが含まれるコレクションとともに定義します。
1 つの Tamino XML スキーマで複数の doctype を定義でき、複数のコレクションに doctype を
定義することもできます。

Tamino XML スキーマ言語の詳細については、Tamino のドキュメントを参照してください。
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Tamino から生成した DDM

Natural から Tamino データベースにアクセスできるようにするには、Tamino の doctype と
Natural のデータベース構造との間に論理的な接続を確立する必要があります。このような論理
接続は、データ定義モジュール（DDM）と呼ばれます。

Tamino データベースから生成される Natural DDM は、1 つのスキーマに定義された 1 つの
doctype の表現です。DDM には、対応する Tamino XML スキーマで定義されているように、各
データフィールドのタイプに関する情報、および必要なすべての構造情報が含まれています。新
しい DDM を生成するには、指定されたコレクションで使用可能なすべての doctype のリスト
から doctype を選択する必要があります。1 つのコレクションが 1 つの Natural データベース
ID（DBID）に対応付けられるため、他のコレクションの doctype にアクセスするには 2 つ目の
DBID を使用する必要があります。

Tamino XML スキーマでは、Natural のデータ定義とはかなり異なる方法でデータとデータ構造
が記述されます。このため、Natural データフォーマットを Tamino XML スキーマデータタイ
プから生成するために、専用のマッピングが導入されています。

DDM は、Natural DDM サービスを使用して定義します。Tamino XML スキーマのマッピング
の詳細については、『エディタ』ドキュメントの「DDM サービス」セクションの「Tamino の
データ変換」を参照してください。

DDM に定義されるフィールド属性については、『エディタ』ドキュメントの「DDM エディタ
DDM エディタ」、「DDM エディタの使用」「DDM サービス」、「DDM エディタの使用」セ
クションを参照してください。
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Tamino から生成した DDM での配列

Tamino XML スキーマに maxOccurs の値が 1 よりも大きい XML 要素を定義すると、この要素は
その値が示す頻度で発生する可能性があります。このような指定は、Natural スタティック配列
定義または Natural X-array 定義のいずれかにマッピングされます。処理する XML 要素のタイ
プに応じて、次のような状況が起きる可能性があります。

■ XML 要素が complexType を持つ complexContent である（要素に他の要素が含まれる）場合、
生成される対応する Natural グループはインデックス付きグループになります。

■ XML 要素が simpleType である（要素にデータのみが含まれる）場合、または simpleContent
を持つ complexType である（要素にはデータと属性のみが含まれ、他の要素は含まれない）
場合は、生成される Natural データフィールドは配列になります。

maxOccurs 定義を Natural 配列にマッピングする詳細については、『エディタ』ドキュメントの
「DDM サービス」セクションの「Tamino のデータ変換」を参照してください。配列の境界ま
たは配列の種類（スタティック配列または X-array）は、通常と同様に、対応するビュー定義で
変更できます。

DDM の例

次に示すのは、Tamino XML スキーマ定義から生成された EMPLOYEES DDM の例です。

このスキーマは、Natural デモアプリケーション SYSEXDB などを使用して定義できます。

DB: 00250 FILE: 00001  - EMPLOYEES-XML
TYPE: XML
COLLECTION: NATDemoData
SCHEMA: Employee
DOCTYPE: Employee
NAMESPACE-PREFIX: xs
NAMESPACE-URI: http://www.w3.org/2001/XMLSchema
T L  Name                             F Leng       D Remark
- -- -------------------------------- - ---------- - -----------
G  1 EMPLOYEE     
     FLAGS=MULT_REQUIRED,MULT_ONCE     
     TAG=Employee     
     XPATH=/Employee
G  2 GROUP$1
     FLAGS=GROUP_ATTRIBUTES
   3 PERSONNEL-ID                     A          8 D xs:string
     FLAGS=ATTR_REQUIRED
     TAG=@Personnel-ID
     XPATH=/Employee/@Personnel-ID
G  2 GROUP$2
     FLAGS=GROUP_SEQUENCE,MULT_REQUIRED,MULT_ONCE
G  3 FULL-NAME
     FLAGS=MULT_OPTIONAL
     TAG=Full-Name
     XPATH=/Employee/Full-Name
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G  4 GROUP$3
     FLAGS=GROUP_SEQUENCE,MULT_REQUIRED,MULT_ONCE
   5 FIRST-NAME                       A         20 D xs:string
     FLAGS=MULT_OPTIONAL
     TAG=First-Name
     XPATH=/Employee/Full-Name/First-Name
   5 MIDDLE-NAME                      A         20 D xs:string
     FLAGS=MULT_OPTIONAL
     TAG=Middle-Name
     XPATH=/Employee/Full-Name/Middle-Name
   5 MIDDLE-I                         A         20 D xs:string
     FLAGS=MULT_OPTIONAL
     TAG=Middle-I
     XPATH=/Employee/Full-Name/Middle-I
   5 NAME                             A         20 D xs:string
     FLAGS=MULT_OPTIONAL
     TAG=Name
     XPATH=/Employee/Full-Name/Name
       . . .
   3 LANG                             A          3   xs:string
     FLAGS=ARRAY,MULT_OPTIONAL
     OCC=1:4
     TAG=Lang
     XPATH=/Employee/Lang   ↩

ビューの定義

Natural プログラム内で Tamino データベースを使用して作業するには、必要な DDM のフィー
ルドを Natural view-definition で指定する必要があります。DEFINE DATA ステートメントを参
照してください。一般に、ビューとは DDM で定義されているような完全なデータ構造の特殊な
サブセットです。

Tamino XML スキーマ -> Natural for Tamino DDM -> Natural view-definition

ビューを XML オブジェクトの保存に使用する場合は、対応する Tamino XML スキーマ定義に
従って、有効な文書を生成するために必要なすべてのフィールドがビューに含まれている必要が
あります。

ビューフィールドの 1 つがスタティック配列である EMPLOYEES-XML DDM のビューは、例えば次
のようになります。

DEFINE DATA LOCAL
01 VW VIEW OF EMPLOYEES-XML
02 NAME
02 CITY
02 LANG (1:4)
END-DEFINE

277プログラミングガイド

Tamino データベースのデータへのアクセス



Tamino データベースにアクセスするための Natural ステートメント

Tamino にアクセスするために提供されている Natural DML ステートメントは、さらに次の 2
つのカテゴリに分類できます。

■ 純粋な検索ステートメント
■ データベース更新ステートメント

Natural システム変数 *ISN は、Tamino ino:id 上でマッピングされます。

Natural for Tamino の検索ステートメント

次の Natural ステートメントをデータベース検索に使用できます。

■ FIND

このステートメントは、指定した検索条件に一致するレコードをデータベースから選択するた
めに使用します。

■ GET

このステートメントは、一意の ID を使ってデータベースから 1 つの特別なレコードを選択す
るために使用します。

■ READ

このステートメントは、指定した順番でデータベースからレコードの範囲を選択するために使
用します。

Tamino のアクセスでは、検索ステートメントの使用可能なオプションおよび節のすべてを使用
できるわけではありません。詳細については、『ステートメント』ドキュメントの該当するセク
ションを参照してください。

すべてのステートメントは、Tamino _xquery コマンド動詞で内部的に実現されます。ステート
メントの各節は、対応する Tamino XQuery 式にマッピングされます。例えば、検索条件は
Tamino XQuery 比較式にマッピングされ、順番の指定はソート方向を指定した Tamino XQuery
順番決定式にマッピングされます。

FIND ステートメントと READ ステートメントの結果セットはループの最初に決定され、ループ全
体を通じて変更されません。

次の例では、1 つのビューフィールドが配列になっている Tamino データベースから一連の従業
員レコードを読み取ります。
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* READ 5 RECORDS DESCENDING CONTAINING A
* STATIC ARRAY IN THE VIEW DEFINE DATA LOCAL
01 VW VIEW OF EMPLOYEES-TAMINO
02 NAME
02 CITY
02 LANG (1:4)
END-DEFINE
*
READ(5) VW DESCENDING BY NAME = 'MAYER'

DISPLAY NAME CITY LANG(*)
END-READ
*
END

Natural for Tamino のデータベース更新ステートメント

Natural for Tamino を使用するために、次のデータベース更新ステートメントが提供されます。

■ STORE

このステートメントは、新しい XML 文書をデータベースに挿入するために使用します。
■ DELETE

このステートメントは、データベースから文書を削除するために使用します。DELETE ステー
トメントでは位置決め削除が実装されます。

各ステートメントの詳細については、『ステートメント』ドキュメントの該当するセクションを
参照してください。

DELETE ステートメントは Tamino _delete コマンド動詞で現在の ino:id を使用して内部的に実
現され、STORE ステートメントは _process コマンド動詞で実装されます。

例：

次のプログラム例では、何らかのデータを持つ新しい従業員レコードがデータベースに保存され
ます。

* STORE NEW EMPLOYEE
DEFINE DATA LOCAL
01 VW VIEW OF EMPLOYEES-TAMINO
02 PERSONNEL-ID
02 NAME
02 CITY
02 LANG (1:3)
END-DEFINE
*
* FILL VIEW
PERSONNEL-ID := '1230815'
NAME := 'KENT'
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CITY := 'ROME'
LANG(1) := 'ENG'
LANG(2) := 'GER'
LANG(3) := 'SPA'
*
* STORE VIEW
STORE RECORD IN VW
*
COMMIT
*
END

Tamino XML スキーマで doctype のデータ構造を必須と定義した場合は、STORE ステートメント
が発行される前にこれらのデータ構造もビューに含める必要があります。含めないと Tamino エ
ラーが発生します。

Natural for Tamino の論理トランザクション処理

Natural では、トランザクションに基づいてデータベース更新処理が実行されます。つまり、す
べてのデータベース更新要求は論理トランザクション単位で処理されます。論理トランザクショ
ンは、データベースに含まれている情報が論理的に一貫性を持っていることを確実にするため
に、完全に実行されなければならない最小の作業単位です。作業単位の定義はユーザーが行いま
す。

論理トランザクションは、データベース内の 1 つ以上の doctype に関係する 1 つ以上の更新ス
テートメント（DELETE または STORE）で構成される場合があります。また、論理トランザクショ
ンは、複数の Natural プログラムにまたがることもできます。

論理トランザクションは、データベース更新ステートメントが発行されたときに開始します。
Natural ではこの処理が自動的に行われます。例えば、FIND ループに DELETE ステートメントが
含まれている場合です。論理トランザクションの終了は、プログラムの END TRANSACTION ステー
トメントによって決まります。このステートメントによって、トランザクション内のすべての更
新が正常に適用されたことが確実になります。

Natural for Tamino のエラー処理

Natural の標準エラーメッセージに加え、サブエラーコードを使って追加情報を提供する 2 つの
特殊なエラーコードがあります。
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エラーメッセージ NAT8400

NAT8400 Tamino error ... occurred

この特殊エラーでは、追加のサブコード番号が表示されます。この番号は Tamino のエラーメッ
セージを表します。Tamino の『メッセージおよびコード』ドキュメントを参照してください。
ライブラリ SYSEXT のユーザー出口 USR6007 は、NAT8400 エラーが発生した場合に診断情報を
得るために提供されています。

使い方の例を次に示します。

DEFINE DATA LOCAL
01 VW VIEW OF EMPLOYEES-TAMINO
02 NAME
02 CITY

01 TAMINO_PARMS
02 TAMINO_ERROR_NUM (I4) /* Error number of Tamino error
02 TAMINO_ERROR_TEXT (A70) /* Tamino error text
02 TAMINO_ERROR_LINE (A253) /* Tamino error message line

END-DEFINE
*
NAME := 'MEYER'
CITY := 'BOSTON'
STORE VW
*
ON ERROR
IF *ERROR EQ 8400 /* in case of error 8400 obtain diagnostic information
CALLNAT 'USR6007N' TAMINO_PARMS
PRINT 'Error 8400 occurred:'
PRINT 'Error Number:' TAMINO_ERROR_NUM
PRINT 'Error Text :' TAMINO_ERROR_TEXT
PRINT 'Error Line :' TAMINO_ERROR_LINE

END-IF
END-ERROR
*
END

エラーメッセージ NAT8411

NAT8411 HTTP request failed with response code...

HTTP サーバーからのエラーコードは追加情報として提供されます。「REQUEST DOCUMENT」ス
テートメント、「HTTP レスポンス - リダイレクトと拒否」も参照してください。
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Natural for Tamino と SQL データベースの対話の例

次に示すのは、Natural for Tamino と SQL データベースとのさらに高度な対話の例です。Tamino
データベースからデータを検索し、SQL データベースの適切なテーブルの対応する行を挿入ま
たは更新します。

*
* TAMINO DB --> SQL RDBMS EXAMPLE
*
DEFINE DATA LOCAL
* DEFINE VIEW FOR TAMINO
01 VW-TAMINO VIEW OF EMPLOYEES-TAMINO
02 PERSONNEL-ID
02 NAME
02 CITY
* DEFINE VIEW FOR SQL DATABASE
01 VW-SQL VIEW OF EMPLOYEES-SQL
02 PERSONNEL_ID
02 NAME
02 CITY
END-DEFINE
*
* OPEN A TAMINO LOGICAL READ LOOP
*
TAMINO. READ VW-TAMINO BY NAME
*
* SEARCH RECORD IN SQL DATABASE AND
* INSERT A NEW RECORD IF NOT FOUND OR
* UPDATE THE EXISTING ONE WITH THE DATA
* FROM TAMINO DB
SQL. FIND(1) VW-SQL WITH PERSONNEL_ID = PERSONNEL-ID (TAMINO.)

IF NO RECORDS FOUND
PERSONNEL_ID := PERSONNEL-ID (TAMINO.)
NAME := NAME (TAMINO.)
CITY := CITY (TAMINO.)
STORE VW-SQL
ESCAPE BOTTOM

END-NOREC
PERSONNEL_ID := PERSONNEL-ID (TAMINO.)
NAME := NAME (TAMINO.)
CITY := CITY (TAMINO.)
UPDATE

END-FIND
*
END-READ
*
END TRANSACTION
*
END
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Natural for Tamino の制限事項

Natural for Tamino DDM を生成するスキーマの作成に使用できる Tamino XML スキーマ言語の
適用範囲に関して次のような制限があります。

■ Natural for Tamino でサポートされるのは、Tamino XML スキーマ言語のコンストラクタと属
性のみです詳細については『エディタ』ドキュメントの「DDM サービス」セクションの
「Tamino XML スキーマコンストラクタ」を参照してください。その他のコンストラクタ
（xs:any や xs:anyAttribute など）は、Natural for Tamino とともに使おうとしても Tamino
XML スキーマに適用できません。

■ xs:import の機能は Natural for Tamino ではサポートされません。つまり、外部スキーマコン
ポーネントを、Natural との使用に適した Tamino XML スキーマ内で参照することはできま
せん。すなわち、Tamino XML スキーマでの doctype 定義を Natural for Tamino とともに使
用する場合は、この Tamino XML スキーマ自体の内部ですべての参照を解決する必要があり
ます。

■ コンストラクタ xs:complexType の属性 mixed は、デフォルト値である false でのみサポート
されます。Natural for Tamino では、内容が混在する文書定義（mixed="true" を指定して設
定するなど）はサポートされません。mixed="true" を使用すると、DDM の生成中にエラー
が発生します。

■ Natural for Tamino DDM でのネスト構造のレベルは 99 までに制限されています。新しい
DDM レベルは、次のいずれかのコンストラクタが Tamino XML スキーマで発生するたびに
生成されます。

xs:element
xs:attribute
xs:choice
xs:all
xs:sequence

■ Tamino XML スキーマで再帰的に定義される構造を Natural for Tamino とともに使用するこ
とはできません。

■ Tamino XML スキーマ言語コンストラクタ xs:choice は、すべての選択肢が含まれる Natural
グループにマッピングされます。特定の 1 つの選択に処理を制限するには、必要な選択を示し
た適切なビューを作成する必要があります。

■ Natural for Tamino では、「クローズドコンテンツの整合性チェックモード」 のみがサポー
トされます。「オープンコンテンツの整合性モード」 のある Tamino XML スキーマは、Natural
for Tamino とともに使用できません。

■ Tamino XML スキーマ言語コンストラクタの xs:choice、xs:sequence、および xs:all につ
いて、属性 maxOccurs の値が 1 よりも大きくなると Natural データ構造では処理できません。
したがって、1 よりも大きい値では DDM 生成中に常にエラーが発生します。
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■ Natural for Tamino では、W3C スキーマのサブセットとして Tamino XML スキーマで定義さ
れた Tamino オブジェクトのみを処理できます。Natural for Tamino では、特に XML 以外の
データ（tsd:nonXML）やスキーマが定義されていないインスタンス（ino:etc）はサポートさ
れません。
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VI レポートフォーマットおよび制御

This part describes how to proceed if a Natural program is to produce multiple reports.さらに、
Natural で作成した出力レポートのフォーマットを制御する方法、つまり、データの表示方法に
ついて、さまざまな面から説明します。

レポート指定 - (rep) 表記
出力ページのレイアウト
DISPLAY および WRITE ステートメント
マルチプルバリューフィールドとピリオディックグループのインデックス表記
ページタイトル、改ページ、空行
列ヘッダー
フィールドの出力に影響を与えるパラメータ
編集マスク - EM パラメータ
Unicode 編集マスク - EMU パラメータ
垂直表示
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(rep) は、ステートメントを適用できる出力レポートの識別子です。

レポート指定の使用

Natural プログラムで複数のレポートを作成する場合、最初のレポート（レポート 0）以外のレ
ポートを出力する出力ステートメント（下記の「ステートメントに関する考慮事項」を参照）ご
とに、表記 (rep) を指定する必要があります。

0 - 31 の値を指定できます。

(rep) の値には、DEFINE PRINTER ステートメントを使用して割り当てた論理名も指定できます。
下記の例 2 を参照してください。

ステートメントに関する考慮事項

表記 (rep) は以下の出力ステートメントで使用できます。

AT END OF PAGE | AT TOP OF PAGE | DISPLAY | EJECT | FORMAT | NEWPAGE | PRINT | SKIP | SUSPEND
IDENTICAL SUPPRESS | WRITE | WRITE TITLE | WRITE TRAILER

レポート指定の例

例 1 - 複数のレポート

DISPLAY (1) NAME ...
WRITE (4) NAME ...

例 2 - 論理名の使用

DEFINE PRINTER (LIST=5) OUTPUT 'LPT1'
WRITE (LIST) NAME ...
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31 出力ページのレイアウト
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この章では、レポートの特定のレイアウト定義に使用できるステートメントの概要について説明
します。

レポートレイアウトに影響するステートメント

レポートのレイアウトに影響するステートメントは、以下のとおりです。

関数ステートメント

ページタイトル、つまりページの先頭に出力するテキストを指定できます。デフォ
ルトでは、ページタイトルは中央揃えで下線なしです。

WRITE TITLE

ページトレーラ、つまりページの下に出力するテキストを指定できます。デフォル
トでは、トレーラ行は中央揃えで下線なしです。

WRITE TRAILER

レポートの新しいページが開始されるときに常に実行される処理を指定できます。
この処理による出力は、ページタイトルの下に出力されます。

AT TOP OF PAGE

ページ終了条件が発生したときに常に実行される処理を指定できます。この処理に
よる出力は、WRITE TRAILER ステートメントで指定したページトレーラの下に出
力されます。

AT END OF PAGE

データベース処理ループで最初のレコードが読み込まれた後に実行される処理を指
定します。この処理による出力は、最初のフィールド値の前に出力されます。下記
の注を参照してください。

AT START OF DATA

処理ループのすべてのレコードが処理された後に実行される処理を指定します。こ
の処理からの出力は、最後のフィールド値の直後に出力されます。下記の注を参照
してください。

AT END OF DATA

これらのステートメントで、読み込まれたフィールド値を出力する際のフォーマッ
トを制御します。「DISPLAY および WRITE ステートメント」を参照してくださ
い。

DISPLAY / WRITE

注意: データ出力に対する AT START OF DATA および AT END OF DATA ステートメントに
関連する説明は、データベースアクセスの「AT START/END OF DATA ステートメント」
を参照してください。上記リストの他のステートメントについては、「レポートフォー
マットおよび制御」の各セクションを参照してください。

一般的なレイアウトの例

以下のプログラム例は、出力ページの一般的なレイアウトを示しています。
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** Example 'OUTPUX01': Several sections of output
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMP-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 BIRTH

END-DEFINE
*
WRITE TITLE '********** Page Title **********'
WRITE TRAILER '********** Page Trailer **********'
*
AT TOP OF PAGE

WRITE '===== Top of Page ====='
END-TOPPAGE
AT END OF PAGE

WRITE '===== End of Page ====='
END-ENDPAGE
*
READ (10) EMP-VIEW BY NAME

/*
DISPLAY NAME FIRST-NAME BIRTH (EM=YYYY-MM-DD)
/*
AT START OF DATA

WRITE '>>>>> Start of Data >>>>>'
END-START
AT END OF DATA

WRITE '<<<<< End of Data <<<<<'
END-ENDDATA

END-READ
END

プログラム OUTPUX01 の出力：

********** Page Title **********
===== Top of Page =====

NAME FIRST-NAME DATE
OF

BIRTH
-------------------- -------------------- ----------

>>>>> Start of Data >>>>>
ABELLAN KEPA 1961-04-08
ACHIESON ROBERT 1963-12-24
ADAM SIMONE 1952-01-30
ADKINSON JEFF 1951-06-15
ADKINSON PHYLLIS 1956-09-17
ADKINSON HAZEL 1954-03-19
ADKINSON DAVID 1946-10-12
ADKINSON CHARLIE 1950-03-02
ADKINSON MARTHA 1970-01-01
ADKINSON TIMMIE 1970-03-03
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<<<<< End of Data <<<<<
********** Page Trailer **********

===== End of Page =====
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この章では、DISPLAY および WRITE ステートメントを使用してデータを出力する方法および情報
を出力するフォーマットを制御する方法について説明します。

DISPLAY ステートメント

DISPLAY ステートメントでは列形式の出力が作成されます。つまり、1 つのフィールドの値が 1
つの列の下に縦に出力されます。複数のフィールドが出力される場合、つまり複数の列が作成さ
れる場合、これらの列は互いに隣り合って横に出力されます。

表示されるフィールドの順番は、DISPLAY ステートメントに指定したフィールド名の順番で決定
されます。

以下のプログラムの DISPLAY ステートメントでは、従業員ごとに、最初に従業員番号、次に名
前、その次に職種が表示されます。

** Example 'DISPLX01': DISPLAY
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

DISPLAY PERSONNEL-ID NAME JOB-TITLE
END-READ
END

プログラム DISPLX01 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:54

PERSONNEL NAME CURRENT
ID POSITION

--------- -------------------- -------------------------

30020013 GARRET TYPIST
30016112 TAILOR WAREHOUSEMAN
20017600 PIETSCH SECRETARY

出力レポートに表示される列の順番を変更するには、DISPLAY ステートメントのフィールド名を
単に並べ換えます。例えば、従業員名、職種、従業員番号の順番でリストする場合、適切な
DISPLAY ステートメントは、以下のようになります。
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** Example 'DISPLX02': DISPLAY
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

DISPLAY NAME JOB-TITLE PERSONNEL-ID
END-READ
END

プログラム DISPLX02 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME CURRENT PERSONNEL
POSITION ID

-------------------- ------------------------- ---------

GARRET TYPIST 30020013
TAILOR WAREHOUSEMAN 30016112
PIETSCH SECRETARY 20017600

ヘッダーが各列の上に出力されます。このヘッダーに影響するさまざまな方法については、『列
ヘッダー』ドキュメントを参照してください。

WRITE ステートメント

WRITE ステートメントは、フリーフォーマット（列なし）の出力を作成するために使用します。
DISPLAY ステートメントとは対照的に、WRITE ステートメントには以下が適用されます。

■ 必要に応じて、自動的に行送りを行います。つまり、現在の出力行に納まらないフィールドま
たはテキスト要素は、自動的に次の行に出力されます。

■ ヘッダーは作成されません。
■ マルチプルバリューフィールドの値は、互いに隣り合って横に出力されます。縦には出力され
ません。

以下の 2 つのプログラム例は、DISPLAY ステートメントと WRITE ステートメントの基本的な違い
を示しています。

『垂直表示』ドキュメントの「DISPLAY と WRITE の組み合わせ」で説明しているように、2
つのステートメントを組み合わせて使用することもできます。

295プログラミングガイド

DISPLAY および WRITE ステートメント



DISPLAY ステートメントの例

** Example 'DISPLX03': DISPLAY
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 SALARY (1:3)

END-DEFINE
*
READ (2) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME FIRST-NAME SALARY (1:3)
END-READ
END

プログラム DISPLX03 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME FIRST-NAME ANNUAL
SALARY

-------------------- -------------------- ----------

JONES VIRGINIA 46000
42300
39300

JONES MARSHA 50000
46000
42700

WRITE ステートメントの例

** Example 'WRITEX01': WRITE
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 SALARY (1:3)

END-DEFINE
*
READ (2) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

WRITE NAME FIRST-NAME SALARY (1:3)
END-READ
END
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プログラム WRITEX01 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:55

JONES VIRGINIA 46000 42300 39300
JONES MARSHA 50000 46000 42700

列の間隔 - SF パラメータと nX 表記

デフォルトでは、DISPLAY ステートメントで出力される列は互いに 1 文字の空白で区切られま
す。

セッションパラメータ SF を使用すると、DISPLAY ステートメントで出力される列の間に挿入す
るデフォルトの空白文字数を指定できます。空白文字数は 1～30 の任意の値に設定できます。

パラメータは、FORMAT ステートメントを使用してレポート全体に適用するか、または DISPLAY
ステートメントを使用して、要素レベルではなくステートメントレベルで指定することができま
す。

DISPLAY ステートメントの nX 表記で、2 つの列の間に挿入する空白文字数（n）を指定できま
す。nX 表記は、SF パラメータによる指定を上書きします。

** Example 'DISPLX04': DISPLAY (with nX)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
FORMAT SF=3
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

DISPLAY PERSONNEL-ID NAME 5X JOB-TITLE
END-READ
END

プログラム DISPLX04 の出力：

上記のプログラム例では、以下の出力が作成されます。最初の 2 つの列は FORMAT ステートメン
トの SF パラメータにより 3 文字の空白で区切られています。2 番目と 3 番目の列は、DISPLAY
ステートメントの 5X 表記により 5 文字の空白で区切られています。
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Page 1 04-11-11 14:15:54

PERSONNEL NAME CURRENT
ID POSITION

--------- -------------------- -------------------------

30020013 GARRET TYPIST
30016112 TAILOR WAREHOUSEMAN
20017600 PIETSCH SECRETARY

nX 表記は WRITE ステートメントでも使用可能であり、個々の出力要素間に空白を挿入します。

WRITE PERSONNEL-ID 5X NAME 3X JOB-TITLE

上記のステートメントでは、フィールド PERSONNEL-ID と NAME の間に 5 文字の空白が挿入され、
NAME と JOB-TITLE の間には 3 文字の空白が挿入されます。

タブ設定 - nT 表記

nT 表記は DISPLAY および WRITE ステートメントで使用可能であり、この表記を使用して出力要
素を出力する位置を指定できます。

** Example 'DISPLX05': DISPLAY (with nT)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY 5T NAME 30T FIRST-NAME
END-READ
END

プログラム DISPLX05 の出力：

上記のプログラムでは、以下の出力が作成されます。フィールド NAME はページの左マージンか
ら数えて 5 桁目から始まり、フィールド FIRST-NAME は 30 桁目から始まります。
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Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME FIRST-NAME
-------------------- --------------------

JONES VIRGINIA
JONES MARSHA
JONES ROBERT

行送り - スラッシュ表記

DISPLAY または WRITE ステートメントでスラッシュ（/）を使用すると、行送りを行うことがで
きます。

■ DISPLAY ステートメントでは、スラッシュによりフィールド間およびテキスト内で行送りが行
われます。

■ WRITE ステートメントでは、スラッシュがフィールド間に指定された場合にのみ行送りが行わ
れます。テキスト内に指定された場合は、通常のテキスト文字と同様に処理されます。

フィールド間に指定する場合は、スラッシュの両側に空白が必要です。

行送りを複数回行う場合は、複数のスラッシュを指定します。

例1 - DISPLAY ステートメントの行送り：

** Example 'DISPLX06': DISPLAY (with slash '/')
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 DEPARTMENT

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME / FIRST-NAME 'DEPART-/MENT' DEPARTMENT
END-READ
END

プログラム DISPLX06 の出力：

上記の DISPLAY ステートメントでは、フィールド NAME の各値の後、およびテキスト DEPART-MENT
内で行送りが行われます。
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Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME DEPART-
FIRST-NAME MENT

-------------------- -------

JONES SALE
VIRGINIA
JONES MGMT
MARSHA
JONES TECH
ROBERT

例2 - WRITE ステートメントの行送り：

** Example 'WRITEX02': WRITE (with line advance)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 DEPARTMENT

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

WRITE NAME / FIRST-NAME 'DEPART-/MENT' DEPARTMENT //
END-READ
END

プログラム WRITEX02 の出力：

上記の WRITE ステートメントでは、フィールド NAME の各値の後に 1 行、フィールド DEPARTMENT
の各値の後に 2 行行送りが行われますが、テキスト DEPART-/MENT 内では行送りは行われませ
ん。

Page 1 04-11-11 14:15:55

JONES
VIRGINIA DEPART-/MENT SALE

JONES
MARSHA DEPART-/MENT MGMT

JONES
ROBERT DEPART-/MENT TECH
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例3 - DISPLAY および WRITE ステートメントの行送り：

** Example 'DISPLX21': DISPLAY (usage of slash '/' in DISPLAY and WRITE)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 FIRST-NAME
2 ADDRESS-LINE (1)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED UNDERLINED

*TIME
5X 'PEOPLE LIVING IN SALT LAKE CITY'
21X 'PAGE:' *PAGE-NUMBER /
15X 'AS OF' *DAT4E //

*
WRITE TRAILER UNDERLINED 'REGISTER OF' / 'SALT LAKE CITY'
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'SALT LAKE CITY'

DISPLAY NAME /
FIRST-NAME
'HOME/CITY' CITY
'STREET/OR BOX NO.' ADDRESS-LINE (1)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム DISPLX21 の出力：

14:15:54.6 PEOPLE LIVING IN SALT LAKE CITY PAGE: 1
AS OF 11/11/2004

-------------------------------------------------------------------------------
NAME HOME STREET

FIRST-NAME CITY OR BOX NO.
-------------------- -------------------- --------------------

ANDERSON SALT LAKE CITY 3701 S. GEORGE MASON
JENNY

SAMUELSON SALT LAKE CITY 7610 W. 86TH STREET
MARTIN

REGISTER OF
SALT LAKE CITY

-------------------------------------------------------------------------------
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DISPLAY および WRITE ステートメントの他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ DISPLX13 - DISPLAY（WRITE を使用している WRITEX08 と比較）
■ WRITEX08 - WRITE（DISPLAY を使用している DISPLX13 と比較）
■ DISPLX14 - DISPLAY（AL、SF、および nX を使用）
■ WRITEX09 - WRITE（AT END OF DATA との組み合わせ）
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この章では、インデックス表記 (n:n) を使用して、出力するマルチプルバリューフィールドの
値の個数、または出力するピリオディックグループのオカレンス数を指定する方法について説明
します。

インデックス表記の使用

インデックス表記 (n:n) を使用すると、出力するマルチプルバリューフィールドの値の個数ま
たはピリオディックグループのオカレンス数を指定できます。

例えば、DDMEMPLOYEES のフィールド INCOME は、ある従業員が会社に雇用されてからの年ごと
の年間収入記録を保持するピリオディックグループです。

これらの年間収入は年順に保持されています。最新の年収は、オカレンス 1 に含まれています。

従業員の最近 3 年間の年間収入、つまりオカレンス 1～3 を表示する場合は、DISPLAYまたは
WRITE ステートメントのフィールド名の後に (1:3) の表記を指定します。以下のプログラム例を
参照してください。

DISPLAY ステートメントのインデックス表記の例

** Example 'DISPLX07': DISPLAY (with index notation)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 INCOME (1:3)

3 CURR-CODE
3 SALARY
3 BONUS (1:1)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

DISPLAY PERSONNEL-ID NAME INCOME (1:3)
SKIP 1

END-READ
END

プログラム DISPLX07 の出力：

DISPLAY ステートメントでは、マルチプルバリューフィールドの複数の値が縦に出力されること
に注意してください。
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Page 1 04-11-11 14:15:54

PERSONNEL NAME INCOME
ID

CURRENCY ANNUAL BONUS
CODE SALARY

--------- -------------------- -------- ---------- ----------

30020013 GARRET UKL 4200 0
UKL 4150 0

0 0

30016112 TAILOR UKL 7450 0
UKL 7350 0
UKL 6700 0

20017600 PIETSCH USD 22000 0
USD 20200 0
USD 18700 0

WRITE ステートメントでは複数の値が縦ではなく横に表示されるため、これにより行あふれおよ
び不要な行送りが発生する場合があります。

ピリオディックグループ全体ではなくピリオディックグループ内の単一フィールド（SALARY な
ど）のみを使用し、さらに以下の例の NAME と JOB-TITLE の間のようにスラッシュ（/）を挿入
して行送りを行うと、扱いやすいレポートフォーマットになります。

WRITE ステートメントのインデックス表記の例

** Example 'WRITEX03': WRITE (with index notation)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:3)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

WRITE PERSONNEL-ID NAME / JOB-TITLE SALARY (1:3)
SKIP 1

END-READ
END

プログラム WRITEX03 の出力：
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Page 1 04-11-11 14:15:55

30020013 GARRET
TYPIST 4200 4150 0

30016112 TAILOR
WAREHOUSEMAN 7450 7350 6700

20017600 PIETSCH
SECRETARY 22000 20200 18700
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この章では、レポートの改ページを制御する方法、各レポートページの先頭にページタイトルを
出力する方法、および出力レポートに空行を追加する方法について説明します。

デフォルトのページタイトル

DISPLAY または WRITE ステートメントによるページ出力ごとに、Natural によって自動的に単一
のデフォルトタイトル行が生成されます。このタイトル行には、ページ番号、日付、および時刻
が含まれています。

例：

WRITE 'HELLO'
END

上記のプログラムでは、以下のようにデフォルトのページタイトルを含む出力が作成されます。

Page      1                                                  04-12-14  13:19:33
                                                                               
HELLO                                                                         ↩

ページタイトルの省略 - NOTITLE オプション

ページタイトルなしでレポートを出力する場合は、キーワード NOTITLE を DISPLAY または WRITE
ステートメントに追加します。

例 - NOTITLE を指定した DISPLAY：

** Example 'DISPLX20': DISPLAY (with NOTITLE)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 FIRST-NAME

END-DEFINE
*
READ (5) EMPLOY-VIEW BY CITY FROM 'BOSTON'

DISPLAY NOTITLE NAME FIRST-NAME CITY
END-READ
END

プログラム DISPLX20 の出力：
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NAME FIRST-NAME CITY
-------------------- -------------------- --------------------

SHAW LESLIE BOSTON
STANWOOD VERNON BOSTON
CREMER WALT BOSTON
PERREAULT BRENDA BOSTON
COHEN JOHN BOSTON

例 - NOTITLE を指定した WRITE：

WRITE NOTITLE 'HELLO'
END

上記のプログラムでは、以下のようにページタイトルを含まない出力が作成されます。

HELLO                                                                          ↩

独自ページタイトル定義 - WRITE TITLE ステートメント

Natural のデフォルトページタイトルの代わりに独自のページタイトルを出力する場合は、WRITE
TITLE ステートメントを使用します。

以下では次のトピックについて説明します。

■ タイトル用テキストの指定
■ タイトルの後の空行の指定
■ タイトルの桁揃えと下線
■ ページ番号付きのタイトル

タイトル用テキストの指定

WRITE TITLE ステートメントで、タイトル用のテキストをアポストロフィで囲んで指定します。

WRITE TITLE 'THIS IS MY PAGE TITLE'
WRITE 'HELLO'
END

上述したプログラムにより、次の出力が生成されます。
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                             THIS IS MY PAGE TITLE                             
HELLO                                                                         ↩

タイトルの後の空行の指定

WRITE TITLE ステートメントの SKIP オプションで、タイトル行のすぐ下に出力される空行の数
を指定できます。キーワード SKIP の後に、挿入する空行の数を指定します。

WRITE TITLE 'THIS IS MY PAGE TITLE' SKIP 2
WRITE 'HELLO'
END

上述したプログラムにより、次の出力が生成されます。

                             THIS IS MY PAGE TITLE                             
                                                                               
                                                                               
HELLO                                                                         ↩

SKIP は WRITE TITLE ステートメントの一部としてのみではなく、スタンドアロンステートメン
トとしても使用できます。

タイトルの桁揃えと下線

デフォルトでは、ページタイトルはページの中央に位置付けられ、下線は付きません。

WRITE TITLE ステートメントでは、互いに独立して使用可能な以下のオプションを指定できま
す。

効果オプション

ページタイトルを左揃えで表示します。LEFT JUSTIFIED

タイトルを下線付きで表示します。行サイズの幅に下線が引かれます（Natural プロ
ファイルおよびセッションパラメータ LS も参照）。デフォルトでは、タイトルにハ

UNDERLINED

イフン（-）で下線が引かれます。ただし、UC セッションパラメータを使用すると、
下線用の文字として使用する他の文字を指定することができます（「タイトルおよび
ヘッダーの下線用の文字」を参照）。

以下の例は、LEFT JUSTIFIED および UNDERLINED オプションの効果を示しています。

プログラミングガイド310

ページタイトル、改ページ、空行



WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED UNDERLINED 'THIS IS MY PAGE TITLE'
SKIP 2
WRITE 'HELLO'
END

上述したプログラムにより、次の出力が生成されます。

THIS IS MY PAGE TITLE                                                          
-------------------------------------------------------------------------------
                                                                               
                                                                               
HELLO                                                                         ↩

レポートの新しいページが開始されるときには、常に WRITE TITLE ステートメントが実行され
ます。

ページ番号付きのタイトル

以下の例では、システム変数 *PAGE-NUMBER を WRITE TITLE ステートメントとともに使用して、
タイトル行にページ番号を出力します。

** Example 'WTITLX01': WRITE TITLE (with *PAGE-NUMBER)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VEHIC-VIEW VIEW OF VEHICLES

2 MAKE
2 YEAR
2 MAINT-COST (1)

END-DEFINE
*
LIMIT 5
*
READ VEHIC-VIEW
END-ALL
SORT BY YEAR USING MAKE MAINT-COST (1)

DISPLAY NOTITLE YEAR MAKE MAINT-COST (1)
AT BREAK OF YEAR

MOVE 1 TO *PAGE-NUMBER
NEWPAGE

END-BREAK
/*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED

'YEAR:' YEAR 15X 'PAGE' *PAGE-NUMBER
END-SORT
END

プログラム WTITLX01 の出力：
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YEAR: 1980 PAGE 1
YEAR MAKE MAINT-COST
----- -------------------- ----------

1980 RENAULT 20000
1980 RENAULT 20000
1980 PEUGEOT 20000

論理ページおよび物理ページ

論理ページは、Natural プログラムによって作成される出力です。物理ページは、出力が表示さ
れる端末画面です。または、出力がプリントされる用紙 1 枚の場合もあります。

論理ページのサイズは、Natural プログラムによって出力される行数で決定されます。

1 画面分より多い行数が出力された場合、論理ページは物理画面を超過し、残りの行は次の画面
に表示されます。
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注意: 画面の下に表示される情報（WRITE TRAILER または AT END OF PAGE ステートメン
トで作成される出力など）が次の画面に出力される場合は、下記で説明しているセッショ
ンパラメータ PS を使用して、論理ページのサイズを適宜に減らします。

ページサイズ - PS パラメータ

パラメータ PS（Natural レポートのページサイズ）を使用して、レポートの論理ページ当たりの
最大行数を指定します。

PS パラメータで指定した行数に達すると、改ページが発生します。ただし、NEWPAGE または
EJECT ステートメントで改ページが制御されていない場合に限られます。下記の「EJ パラメー
タで制御する改ページ」を参照してください。

PS パラメータは、システムコマンド GLOBALS を使用してセッションレベルで設定するか、また
は以下のステートメントを使用してプログラム内で設定できます。

レポートレベル：

■ FORMAT PS=nn

ステートメントレベル：

■ DISPLAY (PS=nn)

■ WRITE (PS=nn)

■ WRITE TITLE (PS=nn)

■ WRITE TRAILER (PS=nn)

■ INPUT (PS=nn)

改ページ

以下のいずれかの方法で改ページできます。

■ EJ パラメータで制御する改ページ
■ EJECT または NEWPAGE ステートメントで制御する改ページ
■ n 行より少ない行数が残っている場合のページ換えまたは新しいページ

これらの方法について以下で説明します。
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EJ パラメータで制御する改ページ

セッションパラメータ EJ（ページ換え）を使用して、ページ換えを実行するかどうかを指定し
ます。デフォルトでは EJ=ON が適用され、指定に従ってページ換えが実行されます。

EJ=OFF を指定すると、改ページ情報は無視されます。これは、ページ換えを必要としないテス
ト実行時に用紙を節約するために役立ちます。

EJ パラメータは、次の例のように、システムコマンド GLOBALS を使用してセッションレベルで
設定できます。

GLOBALS EJ=OFF

EJ パラメータの設定は、EJECT ステートメントによって上書きされます。

EJECT または NEWPAGE ステートメントで制御する改ページ

以下では次のトピックについて説明します。

■ 次ページにタイトルまたはヘッダーを生成しない改ページ
■ ページ終了処理およびページ開始処理を行う改ページ

次ページにタイトルまたはヘッダーを生成しない改ページ

EJECT ステートメントでは、次のページにタイトル行またはヘッダー行を生成しないで改ページ
が行われます。ページ開始処理またはページ終了処理を実行せずに（WRITE TRAILER または AT
END OF PAGE、WRITE TITLE、AT TOP OF PAGE、*PAGE-NUMBER などの処理を行わずに）新しい
物理ページが開始されます。

EJECT ステートメントは EJ パラメータの設定を上書きします。

ページ終了処理およびページ開始処理を行う改ページ

NEWPAGE ステートメントでは、関連するページ終了処理およびページ開始処理とともに改ページ
が行われます。指定されている場合には、トレーラ行が表示されます。DISPLAY または WRITE ス
テートメント で NOTITLE オプションが指定されていない場合には（上記参照）、デフォルトま
たはユーザー指定のタイトル行が新しいページに表示されます。

NEWPAGE ステートメントを使用しない場合、改ページは PS パラメータの設定によって自動的に
制御されます。上記の「ページサイズ - PS パラメータ」を参照してください。
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n 行より少ない行数が残っている場合のページ換えまたは新しいページ

NEWPAGE ステートメントおよび EJECT ステートメントのいずれにも WHEN LESS THAN n LINES
LEFT オプションがあります。このオプションでは、行数（n）を指定します。NEWPAGE および
EJECT ステートメントは、ステートメント処理時に現在のページの使用可能行数が n 行より少な
い場合に実行されます。

例 1

FORMAT PS=55
...
NEWPAGE WHEN LESS THAN 7 LINES LEFT
...

この例では、ページサイズは 55 行に設定されています。

NEWPAGE ステートメントの処理時に現在のページの残りの行数が 6 行以下の場合にのみ、NEWPAGE
ステートメントが実行され、改ページが発生します。残りの行数が 7 行以上の場合、NEWPAGE ス
テートメントは実行されず、改ページも発生しません。改ページはその後、セッションパラメー
タ PS（Natural レポートのページサイズ）の設定に従って、55 行目の後に発生します。

例 2：

** Example 'NEWPAX02': NEWPAGE (in combination with EJECT and
** parameter PS)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
FORMAT PS=15
*
READ (9) EMPLOY-VIEW BY CITY STARTING FROM 'BOSTON'

AT START OF DATA
EJECT
WRITE /// 20T '%' (29) /

20T '%%' 47T '%%' /
20T '%%' 3X 'REPORT OF EMPLOYEES' 47T '%%' /
20T '%%' 3X ' SORTED BY CITY ' 47T '%%' /
20T '%%' 47T '%%' /
20T '%' (29) /

NEWPAGE
END-START
AT BREAK OF CITY

NEWPAGE WHEN LESS 3 LINES LEFT
END-BREAK
DISPLAY CITY (IS=ON) NAME JOB-TITLE
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END-READ
END

タイトル付きの新しいページ

NEWPAGE ステートメントでは、WITH TITLE オプションも使用できます。このオプションを使用
しない場合、デフォルトタイトルが新しいページの先頭に表示されるか、または WRITE TITLE
ステートメントや NOTITLE 節が実行されます。

NEWPAGE ステートメントの WITH TITLE オプションにより、独自に選択したタイトルでこれらを
上書きすることができます。WITH TITLE オプションの構文は、WRITE TITLE ステートメントと
同じです。

例：

NEWPAGE WITH TITLE LEFT JUSTIFIED 'PEOPLE LIVING IN BOSTON:'

以下のプログラムは、セッションパラメータ PS（Natural レポートのページサイズ）と NEWPAGE
ステートメントの使用法を示しています。さらに、システム変数 *PAGE-NUMBER を使用して現在
のページ番号を表示しています。

** Example 'NEWPAX01': NEWPAGE
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 DEPT

END-DEFINE
*
FORMAT PS=20
READ (5) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'M'

DISPLAY NAME 'DEPT' DEPT 'LOCATION' CITY
AT BREAK OF CITY

NEWPAGE WITH TITLE LEFT JUSTIFIED
'EMPLOYEES BY CITY - PAGE:' *PAGE-NUMBER

END-BREAK
END-READ
END

プログラム NEWPAX01 の出力：

改ページの位置とタイトル行に注意してください。
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Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME DEPT LOCATION
-------------------- ------ --------------------

FICKEN TECH10 MADISON
KELLOGG TECH10 MADISON
ALEXANDER SALE20 MADISON

2 ページ目：

EMPLOYEES BY CITY - PAGE: 2
NAME DEPT LOCATION

-------------------- ------ --------------------

DE JUAN SALE03 MADRID
DE LA MADRID PROD01 MADRID

3 ページ目：

EMPLOYEES BY CITY - PAGE: 3

ページトレーラ - WRITE TRAILER ステートメント

以下では次のトピックについて説明します。

■ ページトレーラの指定
■ 論理ページサイズの考慮事項
■ ページトレーラの桁揃えと下線

ページトレーラの指定

WRITE TRAILER ステートメントは、ページの下に（アポストロフィで囲んだ）テキストを出力す
るために使用されます。

WRITE TRAILER 'THIS IS THE END OF THE PAGE'

ステートメントは、ページ終了条件が検出されたとき、または SKIP や NEWPAGE ステートメント
の結果として実行されます。
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論理ページサイズの考慮事項

ページ終了条件は DISPLAY または WRITE ステートメント全体が処理された後でのみチェックさ
れるため、論理ページサイズ（DISPLAY または WRITE ステートメントによって出力される行数）
によっては、WRITE TRAILER ステートメントが実行される前に、出力ページの物理サイズを超過
する可能性があります。

実際に物理ページの下にページトレーラが表示されるようにするには、PS セッションパラメー
タを使用して、論理ページサイズを物理ページサイズより少ない値に設定する必要があります。

ページトレーラの桁揃えと下線

デフォルトでは、ページトレーラはページの中央に位置付けられ、下線は付きません。

WRITE TRAILER ステートメントでは、互いに独立して使用可能な以下のオプションを指定できま
す。

効果オプション

ページトレーラを左揃えで表示します。LEFT JUSTIFIED

行サイズの幅に下線が引かれます（Natural プロファイルおよびセッションパラメー
タ LS も参照）。デフォルトでは、タイトルにハイフン（-）で下線が引かれます。た

UNDERLINED

だし、UC セッションパラメータを使用すると、下線用の文字として使用する他の文字
を指定することができます（「タイトルおよびヘッダーの下線用の文字」を参照）。

以下の例は、WRITE TRAILER ステートメントの LEFT JUSTIFIED および UNDERLINED オプション
の使用方法を示しています。

例 1

WRITE TRAILER LEFT JUSTIFIED UNDERLINED 'THIS IS THE END OF THE PAGE'

例 2：

** Example 'WTITLX02': WRITE TITLE AND WRITE TRAILER
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 FIRST-NAME
2 ADDRESS-LINE (1)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED UNDERLINED

*TIME
5X 'PEOPLE LIVING IN SALT LAKE CITY'
21X 'PAGE:' *PAGE-NUMBER /

プログラミングガイド318

ページタイトル、改ページ、空行



15X 'AS OF' *DAT4E //
*
WRITE TRAILER UNDERLINED 'REGISTER OF' / 'SALT LAKE CITY'
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'SALT LAKE CITY'

DISPLAY NAME /
FIRST-NAME
'HOME/CITY' CITY
'STREET/OR BOX NO.' ADDRESS-LINE (1)

SKIP 1
END-READ
END

空行の生成 - SKIP ステートメント

SKIP ステートメントは、1 つまたは複数の空行を出力レポートに生成するために使用します。

例 1 - WRITE および DISPLAY とともに使用する SKIP：

** Example 'SKIPX01': SKIP (in conjunction with WRITE and DISPLAY)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 FIRST-NAME
2 ADDRESS-LINE (1)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED UNDERLINED

'PEOPLE LIVING IN SALT LAKE CITY AS OF' *DAT4E 7X
'PAGE:' *PAGE-NUMBER

SKIP 3
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'SALT LAKE CITY'

DISPLAY NAME / FIRST-NAME CITY ADDRESS-LINE (1)
SKIP 1

END-READ
END
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例 2 - DISPLAY VERT とともに使用する SKIP：

** Example 'SKIPX02': SKIP (in conjunction with DISPLAY VERT)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH JOB-TITLE = 'SECRETARY'

DISPLAY NOTITLE VERT
NAME FIRST-NAME / CITY

SKIP 3
END-READ
*
NEWPAGE
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH JOB-TITLE = 'SECRETARY'

DISPLAY NOTITLE
NAME FIRST-NAME / CITY

SKIP 3
END-READ
END

AT TOP OF PAGE ステートメント

AT TOP OF PAGE ステートメントは、レポートの新しいページが始まるときに常に実行する処理
を指定するために使用します。

AT TOP OF PAGE 処理で何らかの出力が作成される場合、ページタイトルの下に、間にスキップ
した行をはさんで出力されます。

デフォルトでは、この出力は左揃えでページに表示されます。

例：

** Example 'ATTOPX01': AT TOP OF PAGE
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 MAR-STAT
2 BIRTH
2 CITY
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2 JOB-TITLE
2 DEPT

END-DEFINE
*
LIMIT 10
READ EMPLOY-VIEW BY PERSONNEL-ID FROM '20017000'

DISPLAY NOTITLE (AL=10)
NAME DEPT JOB-TITLE CITY 5X
MAR-STAT 'DATE OF/BIRTH' BIRTH (EM=YY-MM-DD)

/*
AT TOP OF PAGE

WRITE / '-BUSINESS INFORMATION-'
26X '-PRIVATE INFORMATION-'

END-TOPPAGE
END-READ
END

プログラム ATTOPX01 の出力：

-BUSINESS INFORMATION- -PRIVATE INFORMATION-
NAME DEPARTMENT CURRENT CITY MARITAL DATE OF

CODE POSITION STATUS BIRTH
---------- ---------- ---------- ---------- ---------- --------

CREMER TECH10 ANALYST GREENVILLE S 70-01-01
MARKUSH SALE00 TRAINEE LOS ANGELE D 79-03-14
GEE TECH05 MANAGER CHAPEL HIL M 41-02-04
KUNEY TECH10 DBA DETROIT S 40-02-13
NEEDHAM TECH10 PROGRAMMER CHATTANOOG S 55-08-05
JACKSON TECH10 PROGRAMMER ST LOUIS D 70-01-01
PIETSCH MGMT10 SECRETARY VISTA M 40-01-09
PAUL MGMT10 SECRETARY NORFOLK S 43-07-07
HERZOG TECH05 MANAGER CHATTANOOG S 52-09-16
DEKKER TECH10 DBA MOBILE W 40-03-03

AT END OF PAGE ステートメント

AT END OF PAGE ステートメントは、ページ終了条件が発生したときに常に実行される処理を指
定するために使用します。

AT END OF PAGE 処理により何らかの出力が作成される場合、WRITE TRAILER ステートメントで
指定したページトレーラの後に出力されます。

デフォルトでは、この出力は左揃えでページに表示されます。

上記で説明したページトレーラに関わる物理および論理ページサイズと DISPLAY または WRITE
ステートメントで出力される行数の考慮事項は、AT END OF PAGE 出力にも同様に適用されます。
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例：

** Example 'ATENPX01': AT END OF PAGE (with system function available
** via GIVE SYSTEM FUNCTIONS in DISPLAY)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1)

END-DEFINE
*
READ (10) EMPLOY-VIEW BY PERSONNEL-ID = '20017000'

DISPLAY NOTITLE GIVE SYSTEM FUNCTIONS
NAME JOB-TITLE 'SALARY' SALARY(1)

/*
AT END OF PAGE

WRITE / 24T 'AVERAGE SALARY: ...' AVER(SALARY(1))
END-ENDPAGE

END-READ
END

プログラム ATENPX01 の出力：

NAME CURRENT SALARY
POSITION

-------------------- ------------------------- ----------

CREMER ANALYST 34000
MARKUSH TRAINEE 22000
GEE MANAGER 39500
KUNEY DBA 40200
NEEDHAM PROGRAMMER 32500
JACKSON PROGRAMMER 33000
PIETSCH SECRETARY 22000
PAUL SECRETARY 23000
HERZOG MANAGER 48500
DEKKER DBA 48000

AVERAGE SALARY: ... 34270            
            ↩
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その他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ DISPLX21 - DISPLAY（スラッシュ '/' を使用、WRITE と比較）
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この章では、DISPLAY ステートメントで作成される列ヘッダーの表示を制御する方法について説
明します。

デフォルトの列ヘッダー

デフォルトでは、DISPLAY ステートメントによるデータベースフィールドの各出力は、DDM の
フィールドに定義されているデフォルトの列ヘッダー付きで表示されます。

** Example 'DISPLX01': DISPLAY
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

DISPLAY PERSONNEL-ID NAME JOB-TITLE
END-READ
END

プログラム DISPLX01 の出力：

上記のプログラム例では、デフォルトのヘッダーを使用して、以下の出力が作成されます。

Page 1 04-11-11 14:15:54

PERSONNEL NAME CURRENT
ID POSITION

--------- -------------------- -------------------------

30020013 GARRET TYPIST
30016112 TAILOR WAREHOUSEMAN
20017600 PIETSCH SECRETARY

プログラミングガイド326

列ヘッダー



デフォルトの列ヘッダーの省略 - NOHDR オプション

列ヘッダーなしでレポートを出力する場合は、DISPLAY ステートメントにキーワード NOHDR を追
加します。

DISPLAY NOHDR PERSONNEL-ID NAME JOB-TITLE

独自の列ヘッダーの定義

デフォルトヘッダーの代わりに独自の列ヘッダーを出力する場合、フィールドの直前に 'text'（ア
ポストロフィ付き）を指定します。text がそのフィールドに使用するヘッダーとなります。

** Example 'DISPLX08': DISPLAY (with column title in 'text')
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

DISPLAY PERSONNEL-ID
'EMPLOYEE' NAME
'POSITION' JOB-TITLE

END-READ
END

プログラム DISPLX08 の出力：

上記のプログラムには、フィールド NAME のヘッダー EMPLOYEE、およびフィールド JOB-TITLE
のヘッダー POSITION が含まれています。フィールド PERSONNEL-ID についてはデフォルトヘッ
ダーが使用されます。プログラムが次の出力を生成します。

Page 1 04-11-11 14:15:54

PERSONNEL EMPLOYEE POSITION
ID

--------- -------------------- -------------------------

30020013 GARRET TYPIST
30016112 TAILOR WAREHOUSEMAN
20017600 PIETSCH SECRETARY
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NOTITLE と NOHDR の組み合わせ

ページタイトルも列ヘッダーもないレポートを作成するには、NOTITLE および NOHDR オプション
を以下の順番で一緒に指定します。

DISPLAY NOTITLE NOHDR PERSONNEL-ID NAME JOB-TITLE

列ヘッダーの中央揃え - HC パラメータ

デフォルトでは、列ヘッダーは列の上に中央揃えで出力されます。HC パラメータを使用すると、
列ヘッダーの配置を操作することができます。

有効な指定は以下のとおりです。

ヘッダーは左揃えで出力されます。HC=L

ヘッダーは右揃えで出力されます。HC=R

ヘッダーは中央揃えで出力されます。HC=C

HC パラメータを FORMAT ステートメントで使用してレポート全体に適用させるか、または DISPLAY
ステートメントで使用してステートメントレベルおよび要素レベルの両方で適用させることがで
きます。例：

DISPLAY (HC=L) PERSONNEL-ID NAME JOB-TITLE

列ヘッダーの幅 - HW パラメータ

HW パラメータを使用して、DISPLAY ステートメントで出力される列の幅を指定します。

有効な指定は以下のとおりです。

DISPLAY 列の幅は、ヘッダーテキストの長さまたはフィールドの長さのどちらか長い方で決定
されます。これは、デフォルトで適用されます。

HW=ON

DISPLAY 列の幅は、フィールドの長さのみで決定されます。ただし、HW=OFF はヘッダーを作成
しない DISPLAY ステートメント、つまり、NOHDR オプション付きの最初の DISPLAY ステート
メントまたは後続の DISPLAY ステートメントにのみ適用されます。

HW=OFF

HW パラメータを FORMAT ステートメントで使用してレポート全体に適用させるか、または DISPLAY
ステートメントで使用してステートメントレベルおよび要素（フィールド）レベルの両方で適用
させることができます。
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ヘッダーの充填文字 - FC および GC パラメータ

列の幅をヘッダーではなくフィールド長で決定する場合、FC パラメータを使用して、DISPLAY
ステートメントで出力されるヘッダーの両側に列幅全体に渡って表示される充填文字を指定しま
す（上記の HW パラメータを参照）。フィールド長で決定しない場合、FC は無視されます。

フィールドグループまたはピリオディックグループを DISPLAY ステートメントで出力する場合、
グループ内の個々のフィールドのヘッダーの上に、そのグループに属しているすべてのフィール
ド列に渡って、グループヘッダーが表示されます。GC パラメータを使用すると、このようなグ
ループヘッダーの両側に表示される充填文字を指定できます。

FC パラメータが個々のフィールドのヘッダーに適用されるのに対して、GC パラメータはフィー
ルドグループのヘッダーに適用されます。

パラメータ FC および GC を FORMAT ステートメントで指定してレポート全体に適用させるか、ま
たは、DISPLAY ステートメントで指定してステートメントレベルおよび要素（フィールド）レベ
ルの両方で適用させることができます。

** Example 'FORMAX01': FORMAT (with parameters FC, GC)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 INCOME (1:1)

3 CURR-CODE
3 SALARY
3 BONUS (1:1)

END-DEFINE
*
FORMAT FC=* GC=$
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME

DISPLAY NAME (FC==) INCOME (1)
END-READ
END

プログラム FORMAX01 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:54

========NAME======== $$$$$$$$$$$$INCOME$$$$$$$$$$$$

CURRENCY **ANNUAL** **BONUS***
CODE SALARY

-------------------- -------- ---------- ----------

ABELLAN PTA 1450000 0
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ACHIESON UKL 10500 0
ADAM FRA 159980 23000

タイトルおよびヘッダーの下線付き文字 - UC パラメータ

デフォルトでは、タイトルおよびヘッダーにハイフン（-）で下線が引かれます。

UC パラメータを使用すると、下線用の文字として使用する別の文字を指定できます。

UC パラメータを FORMAT ステートメントで指定してレポート全体に適用させるか、または DISPLAY
ステートメントで指定してステートメントレベルおよび要素（フィールド）レベルの両方で適用
させることができます。

** Example 'FORMAX02': FORMAT (with parameter UC)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
FORMAT UC==
*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED UNDERLINED 'EMPLOYEES REPORT'
SKIP 1
READ (3) VIEWEMP BY BIRTH

DISPLAY PERSONNEL-ID (UC=*) NAME JOB-TITLE
END-READ
END

上記のプログラムでは、UC パラメータがプログラムレベルおよび要素（フィールド）レベルで
指定されています。FORMAT ステートメントで指定された下線文字（=）は、別の下線文字（*）
が指定されているフィールド PERSONNEL-ID を除いて、レポート全体に適用されます。

プログラム FORMAX02 の出力：

EMPLOYEES REPORT
===============================================================================

PERSONNEL NAME CURRENT
ID POSITION

********* ==================== =========================

30020013 GARRET TYPIST
30016112 TAILOR WAREHOUSEMAN
20017600 PIETSCH SECRETARY
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列ヘッダーの省略 - スラッシュ表記

アポストロフィスラッシュアポストロフィ（'/'）の表記を使用すると、DISPLAY ステートメント
で表示される個々のフィールドのデフォルトの列ヘッダーを省略できます。NOHDR オプションが
すべての列ヘッダーを省略するのに対して、'/' 表記は個々の列ヘッダーを省略するために使用
できます。

アポストロフィスラッシュアポストロフィ（'/'）の表記は、DISPLAY ステートメントで、列ヘッ
ダーを省略するフィールドの名前の直前に指定します。

以下の 2 つの例を比較してください。

例 1

DISPLAY NAME PERSONNEL-ID JOB-TITLE

この場合、3 つすべてのフィールドのデフォルトの列ヘッダーが表示されます。

Page      1                                                  04-11-11  14:15:54
                                                                               
        NAME         PERSONNEL          CURRENT                                
                          ID             POSITION                          
-------------------- --------- -------------------------                 
                                                                               
ABELLAN              60008339  MAQUINISTA               
ACHIESON             30000231  DATA BASE ADMINISTRATOR                   
ADAM                 50005800  CHEF DE SERVICE                           
ADKINSON             20008800  PROGRAMMER                                
ADKINSON             20009800  DBA                                       
ADKINSON             20011000  SALES PERSON          ↩

例 2：

DISPLAY '/' NAME PERSONNEL-ID JOB-TITLE

この場合、'/' 表記によってフィールド NAME の列ヘッダーが省略されます。

Page      1                                                  04-11-11  14:15:54
                                                                               
                     PERSONNEL          CURRENT                          
                        ID             POSITION                          
                     --------- -------------------------                 
                                                                               
ABELLAN              60008339  MAQUINISTA                                
ACHIESON             30000231  DATA BASE ADMINISTRATOR                   
ADAM                 50005800  CHEF DE SERVICE                           
ADKINSON             20008800  PROGRAMMER                                
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ADKINSON             20009800  DBA                                       
ADKINSON             20011000  SALES PERSON     ↩

列ヘッダーの他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ DISPLX15 - DISPLAY（FC、UC を使用）
■ DISPLX16 - DISPLAY（'/'、'text'、'text/text' を使用）
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この章では、フィールドの出力フォーマットの制御に使用できる Natural プロファイルやセッ
ションパラメータの使用法について説明します。

フィールド出力関連パラメータの概要

Natural には、フィールドを出力する際のフォーマットを制御するために使用できるプロファイ
ルやセッションパラメータが複数用意されています。

関数パラメータ

これらのセッションパラメータで、フィールドの前後またはフィールド値の前に
表示する文字を指定できます。

LC、IC および TC

これらのセッションパラメータで、フィールドの前後またはフィールド値の前に
表示する文字を Unicode フォーマットで指定できます。

LCU、ICU および TCU

これらのセッションパラメータで、フィールドの出力長を増減できます。AL および NL

このセッションパラメータで、フォーマット U の英数字マップフィールドのデフォ
ルトの出力長を指定できます。

DL

このセッションパラメータで、負の値をマイナス記号付きまたは記号なしのどち
らで表示するかを決定できます。

SG

このセッションパラメータで、後続の同一フィールド値の表示を省略できます。IS

このプロファイルおよびセッションパラメータで、0 のフィールド値を表示するか
どうかを決定できます。

ZP

このセッションパラメータで、DISPLAY または WRITE ステートメントによって生
成された空行の表示を抑制できます。

ES

これらのパラメータについて、以降のセクションで説明します。

先頭文字 - LC パラメータ

セッションパラメータ LC では、DISPLAY ステートメントで出力されるフィールドの直前に表示
される先頭文字を指定できます。出力列の幅は、それに従って拡大します。1～10 文字を指定で
きます。

デフォルトでは、値は、英数字フィールドでは左揃え、数値フィールドでは右揃えで表示されま
す。これらのデフォルトは AD パラメータで変更できます。『パラメータリファレンス』を参照
してください。英数字フィールドに先頭文字を指定すると、文字はフィールド値の直前に表示さ
れます。数値フィールドの場合、先頭文字とフィールド値の間に多数のスペースが表示されるこ
とがあります。

LC パラメータは、以下のステートメントで使用できます。
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■ FORMAT

■ DISPLAY

LC パラメータはステートメントレベルと要素レベルで設定できます。

Unicode 先頭文字 - LCU パラメータ

セッションパラメータ LCU は、セッションパラメータ LC と同一です。違いは、先頭文字が必ず
Unicode フォーマットで保存されることです。

そのため、ユーザーは別のコードページからの文字が混在した先頭文字を指定でき、インストー
ルされているシステムコードページに関係なく、いつでも確実に正しい文字が表示されるように
することができます。

詳細については、「Natural プログラミング言語の Unicode とコードページのサポート」の「セッ
ションパラメータ」にある「EMU、ICU、LCU、TCU と EM、IC、LC、TC の比較」を参照して
ください。

パラメータ LCU および ICU の両方を 1 つのフィールドに適用することはできません。

挿入文字 - IC パラメータ

セッションパラメータ IC を使用して、DISPLAY ステートメントで出力されるフィールド値の直
前に挿入され文字を指定します。1～10 文字を指定できます。

数値フィールドの場合、挿入文字は、出力される最初の有効桁の直前に挿入されます。指定した
文字とフィールド値の間に空白は入りません。英数字フィールドの場合、IC パラメータの効果
は LC パラメータと同じです。

パラメータ LC および IC の両方を 1 つのフィールドに適用することはできません。

IC パラメータは、以下のステートメントで使用できます。

■ FORMAT

■ DISPLAY

IC パラメータはステートメントレベルと要素レベルで設定できます。
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Unicode 挿入文字 - ICU パラメータ

セッションパラメータ ICU は、セッションパラメータ IC と同一です。違いは、挿入文字が必ず
Unicode フォーマットで保存されることです。

そのため、ユーザーは別のコードページからの文字が混在した挿入文字を指定でき、インストー
ルされているシステムコードページに関係なく、いつでも確実に正しい文字が表示されるように
することができます。

詳細については、「Natural プログラミング言語の Unicode とコードページのサポート」の「セッ
ションパラメータ」にある「EMU、ICU、LCU、TCU と EM、IC、LC、TC の比較」を参照して
ください。

パラメータ LCU および ICU の両方を 1 つのフィールドに適用することはできません。

末尾文字 - TC パラメータ

セッションパラメータ TC では、DISPLAY ステートメントで出力されるフィールドのすぐ右側に
表示される末尾文字を指定できます。出力列の幅は、それに従って拡大します。1～10 文字を指
定できます。

TC パラメータは、以下のステートメントで使用できます。

■ FORMAT

■ DISPLAY

TC パラメータはステートメントレベルと要素レベルで設定できます。

Unicode 末尾文字 - TCU パラメータ

セッションパラメータ TCU は、セッションパラメータ TC と同一です。違いは、末尾文字が必ず
Unicode フォーマットで保存されることです。

そのため、ユーザーは別のコードページからの文字が混在した末尾文字を指定でき、インストー
ルされているシステムコードページに関係なく、いつでも確実に正しい文字が表示されるように
することができます。

詳細については、「Natural プログラミング言語の Unicode とコードページのサポート」の「セッ
ションパラメータ」にある「EMU、ICU、LCU、TCU と EM、IC、LC、TC の比較」を参照して
ください。
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出力長 - AL パラメータと NL パラメータ

セッションパラメータ AL では、英数字フィールドの出力長を指定できます。NL パラメータで
は、数値フィールドの出力長を指定できます。これにより、出力されるフィールドの長さが決定
されます。出力されるフィールドの長さは、実際のフィールドの長さより短い場合も長い場合も
あります。実際のフィールドの長さは、データベースフィールドの場合は DDM、ユーザー定義
変数の場合は DEFINE DATA ステートメントで定義されます。

どちらのパラメータも以下のステートメントで使用できます。

■ FORMAT

■ DISPLAY

■ WRITE

■ PRINT

■ INPUT

どちらのパラメータもステートメントレベルと要素レベルで設定できます。

注意: 編集マスクを指定している場合、NL または AL 指定は上書きされます。編集マスク
については、「編集マスク - EM パラメータ」に記載されています。

出力の表示長 - DL パラメータ

注意: DL パラメータの機能を完全に利用するには、Web I/O インターフェイスを使用する
必要があります。端末エミュレーションを使用している場合、例えば、DL で定義した値
がフィールド長よりも短いときにフィールド内をスクロールすることはできません。

Unicode 文字列の表示幅は文字列の長さの 2 倍になる可能性があり、ユーザーは文字列全体を表
示できる必要があるため、セッションパラメータ DL で、フォーマット A または U のフィールド
の表示長を指定できます。デフォルトはフィールド長であり、例えば、フォーマットおよび長さ
が U10 の場合、DL が指定されていないときのデフォルトの長さが 10 であるのに対し、表示長
は 10～20 になる可能性があります。

セッションパラメータ DL は以下のステートメントで使用できます。

■ FORMAT

■ DISPLAY

■ WRITE

■ PRINT
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■ INPUT

セッションパラメータ DL はステートメントレベルと要素レベルで設定できます。

セッションパラメータ AL と DL の違いは、AL がフィールドのデータ長を定義するのに対し、DL
はフィールドを表示するために使用される画面上の桁数を定義する点です。DL セッションパラ
メータで指定した値がフィールドデータの長さよりも少ない場合、ユーザーは入力フィールド内
をスクロールして、フィールドの内容全体を表示することができます。

Web I/O インターフェイスでは、フィールド長よりも少ない長さで DL パラメータを使用するこ
とのみをお勧めします。Natural を端末エミュレーションで実行している場合、フィールド内の
スクロールは使用できず、そのため効果は AL パラメータを使用した場合と同じになります。ま
た、フィールドの内容を変更した場合、表示長を超えるすべての文字が失われます。

注意: DL は A フォーマットフィールドでも同様に使用できます。これにより、Web I/O
インターフェイスとともに使用した場合、編集のコントロールサイズをフィールドの内容
よりも小さくすることができます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #U1 (U10)
1 #U2 (U10)
END-DEFINE
*
#U1 := U'latintxt00'
#U2 := U' '
*
INPUT (AD=M) #U1 #U2
END

上記のプログラムでは以下の出力が作成されます。フィールド #U2 の内容は不完全です。

#U1 latintxt00 #U2

セッションパラメータ DL をフィールド #U2 で使用して適宜に指定すると、このフィールドの内
容が正しく表示されます。

DEFINE DATA LOCAL
1 #U1 (U10)
1 #U2 (U10)
END-DEFINE
*
#U1 := U'latintxt00'
#U2 := U' '
*
INPUT (AD=M) #U1 #U2 (DL=20)
END
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結果：

#U1 latintxt00 #U2

符号の位置 - SG パラメータ

セッションパラメータ SG では、数値フィールドに符号の位置を割り当てるかどうかを決定でき
ます。

■ デフォルトでは SG=ON が適用され、数値フィールドに符号の位置が割り当てられます。
■ SG=OFF を指定すると、数値フィールドの負の値はマイナス記号（-）なしで出力されます。

SG パラメータは、以下のステートメントで使用できます。

■ FORMAT

■ DISPLAY

■ PRINT

■ WRITE

■ INPUT

SG パラメータは、ステートメントレベルと要素レベルの両方で設定できます。

注意: 編集マスクを指定している場合、SG 指定は上書きされます。編集マスクについて
は、「編集マスク - EM パラメータ」に記載されています。

パラメータなしのプログラム例

** Example 'FORMAX03': FORMAT (without FORMAT and compare with FORMAX04)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 SALARY (1:1)
2 BONUS (1:1,1:1)

END-DEFINE
*
READ (5) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME
FIRST-NAME
SALARY (1:1)
BONUS (1:1,1:1)

END-READ
END
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上記のプログラムにはパラメータ設定が含まれず、出力は以下のようになります。

Page 1 04-11-11 11:11:11

NAME FIRST-NAME ANNUAL BONUS
SALARY

-------------------- -------------------- ---------- ----------

JONES VIRGINIA 46000 9000
JONES MARSHA 50000 0
JONES ROBERT 31000 0
JONES LILLY 24000 0
JONES EDWARD 37600 0

パラメータ AL、NL、LC、IC、および TC を使用したプログラム例

この例では、セッションパラメータ AL、NL、LC、IC、および TC が使用されています。

** Example 'FORMAX04': FORMAT (with parameters AL, NL, LC, TC, IC and
** compare with FORMAX03)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 SALARY (1:1)
2 BONUS (1:1,1:1)

END-DEFINE
*
FORMAT AL=10 NL=6
*
READ (5) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME (LC=*)
FIRST-NAME (TC=*)
SALARY (1:1) (IC=$)
BONUS (1:1,1:1) (LC=>)

END-READ
END

上記のプログラムでは、次の出力が生成されます。個々のパラメータの影響を確認するために、
この出力のレイアウトを前のプログラムと比較します。
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Page 1 04-11-11 11:11:11

NAME FIRST-NAME ANNUAL BONUS
SALARY

----------- ----------- -------- --------

*JONES VIRGINIA * $46000 > 9000
*JONES MARSHA * $50000 > 0
*JONES ROBERT * $31000 > 0
*JONES LILLY * $24000 > 0
*JONES EDWARD * $37600 > 0

上記の例でわかるように、AL またはNL パラメータで指定した出力長には、LC、IC、および TC
パラメータで指定した文字は含まれません。例えば、NAME 列の幅は、フィールド値の 10 文字
（AL=10）に先頭文字の 1 文字を足した 11 文字になります。

SALARY および BONUS 列の幅は、フィールド値の 6 文字（NL=6）に、先頭または挿入文字の 1 文
字、および符号の位置（SG=ON が適用）の 1 文字を足した 8 文字になります。

重複抑制 - IS パラメータ

セッションパラメータ IS では、WRITE または DISPLAY ステートメントによって作成される連続
行で同一情報の表示を抑制できます。

■ デフォルトでは、IS=OFF が適用され、同一のフィールド値が表示されます。
■ IS=ON を指定した場合、そのフィールドの前の値と同一の値は表示されません。

IS パラメータは以下のステートメントで指定できます。

■ レポート全体に適用される FORMAT ステートメント。
■ ステートメントレベルおよび要素レベルで適用される DISPLAY または WRITE ステートメント。

ステートメント SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS を使用すると、パラメータ IS=ON の効果を 1 件
のレコードに対して一時的に無効にできます。詳細については、『ステートメント』ドキュメン
トを参照してください。

次の 2 つのプログラム例の出力を比較して、IS パラメータの影響を確認します。2 番目のプログ
ラムでは、NAME フィールドの同一の値は表示されません。
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IS パラメータなしのプログラム例

** Example 'FORMAX05': FORMAT (without parameter IS
** and compare with FORMAX06)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME FIRST-NAME
END-READ
END

上述したプログラムにより、次の出力が生成されます。

  Page      1                                                  04-11-11  11:11:11  
                                                                                 
          NAME              FIRST-NAME     
  -------------------- --------------------
                                           
  JONES                VIRGINIA            
  JONES                MARSHA              
  JONES                ROBERT             ↩

IS パラメータありのプログラム例

** Example 'FORMAX06': FORMAT (with parameter IS
** and compare with FORMAX05)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME

END-DEFINE
*
FORMAT IS=ON
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME FIRST-NAME
END-READ
END

上述したプログラムにより、次の出力が生成されます。
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Page 1 04-11-11 11:54:01

NAME FIRST-NAME
-------------------- --------------------

JONES VIRGINIA
MARSHA
ROBERT

ゼロ出力 - ZP パラメータ

プロファイルおよびセッションパラメータ ZP では、ゼロのフィールド値をどのように表示する
かを決定します。

■ デフォルトでは ZP=ON が適用されるため、0 の各フィールド値に対して 1 つの 0（数値フィー
ルド）またはすべてゼロ（時間フィールド）が表示されます。

■ ZP=OFF を指定すると、ゼロの各フィールド値は表示されません。

ZP パラメータは以下のステートメントで指定できます。

■ レポート全体に適用される FORMAT ステートメント。
■ ステートメントレベルおよび要素レベルで適用される DISPLAY または WRITE ステートメント。

次の 2 つの例のプログラムの出力を比較して、パラメータ ZP および ES の影響を確認します。

空行の省略 - ES パラメータ

セッションパラメータ ES では、DISPLAY または WRITE ステートメントによって作成された空行
の出力を省略できます。

■ デフォルトでは ES=OFF が適用されるため、すべて空白値を含む行が表示されます。
■ ES=ON を指定した場合、すべて空白値を含む DISPLAY または WRITE ステートメントの結果行
は表示されません。マルチプルバリューフィールドまたはピリオディックグループの一部の
フィールドを表示するときに、大量の空行が出力される可能性がある場合には、特に有効で
す。

ES パラメータは以下のステートメントで指定できます。

■ レポート全体に適用される FORMAT ステートメント。
■ ステートメントレベルで適用される DISPLAY または WRITE ステートメント。
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注意: 数値に対して空白の省略を行うには、ES=ON 以外にパラメータ ZP=OFF も関連する
フィールドに設定する必要があります。これは、NULL 値を空白に変えてどちらも出力さ
れないようにするためです。

次の 2 つの例のプログラムの出力を比較して、パラメータ ZP および ES の影響を確認します。

パラメータ ZP および ES を使用しないプログラム例

** Example 'FORMAX07': FORMAT (without parameter ES and ZP
** and compare with FORMAX08)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 BONUS (1:2,1:1)

END-DEFINE
*
READ (4) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME FIRST-NAME BONUS (1:2,1:1)
END-READ
END

上述したプログラムにより、次の出力が生成されます。

Page 1 04-11-11 11:58:23

NAME FIRST-NAME BONUS
-------------------- -------------------- ----------

JONES VIRGINIA 9000
6750

JONES MARSHA 0
0

JONES ROBERT 0
0

JONES LILLY 0
0
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パラメータ ZP および ES を使用したプログラム例

** Example 'FORMAX08': FORMAT (with parameters ES and ZP
** and compare with FORMAX07)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 BONUS (1:2,1:1)

END-DEFINE
*
FORMAT ES=ON
*
READ (4) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NAME FIRST-NAME BONUS (1:2,1:1)(ZP=OFF)
END-READ
END

上述したプログラムにより、次の出力が生成されます。

Page 1 04-11-11 11:59:09

NAME FIRST-NAME BONUS
-------------------- -------------------- ----------

JONES VIRGINIA 9000
6750

JONES MARSHA
JONES ROBERT
JONES LILLY

フィールド出力関連パラメータの他の例

パラメータ LC、IC、TC、AL、NL、IS、ZP、ES、および SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS ステート
メントの他の例については、以下のプログラム例を参照してください。

■ DISPLX17 - DISPLAY（NL、AL、IC、LC、TC を使用）
■ DISPLX18 - DISPLAY（SF、AL、UC、LC、IC、TC のデフォルト設定を使用、DISPLX19 と
比較）

■ DISPLX19 - DISPLAY（SF、AL、LC、IC、TC を使用、DISPLX18 と比較）
■ SUSPEX01 - SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS（DISPLAY でパラメータ IS、ES、ZP とと
もに使用）

■ SUSPEX02 - SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS（DISPLAY でパラメータ IS、ES、ZP とと
もに使用）。SUSPEX01 と同一、ただし IS=OFF を使用。
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■ COMPRX03 - COMPRESS
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この章では、英数字または数値フィールドの編集マスクを指定する方法について説明します。

EM パラメータの使用

セッションパラメータ EM を使用すると、英数字または数値フィールドに対して編集マスクを指
定できます。つまり、フィールド値が出力されるフォーマットを文字単位で指定できます。セッ
ションパラメータ EMU を使用すると、下記で説明する EM セッションパラメータと同じ方法で、
Unicode 文字を使用した編集マスクを定義できます。

例：

DISPLAY NAME (EM=X^X^X^X^X^X^X^X^X^X)

この例で、それぞれの X は表示される英数字フィールド値の 1 文字を表し、それぞれの ̂  は空白
を表します。DISPLAY ステートメントで表示された場合、名前 JOHNSON は次のように表示されま
す。

J O H N S O N

セッションパラメータは以下のレベルで指定できます。 EM

■ レポートレベル（FORMAT ステートメント）。
■ ステートメントレベル（DISPLAY、WRITE、INPUT、MOVE EDITED または PRINT ステートメント
内）または

■ 要素レベル（DISPLAY、WRITE または INPUT ステートメント）。

セッションパラメータ EM で指定した編集マスクは、DDM のフィールドに指定されたデフォル
トの編集マスクを上書きします。「DDM エディタの使用」の「拡張フィールド属性の指定」を
参照してください。

EM=OFF を指定すると、編集マスクは使用されません。

ステートメントレベルで指定した編集マスクは、レポートレベルで指定した編集マスクを上書き
します。

要素レベルで指定した編集マスクは、ステートメントレベルで指定した編集マスクを上書きしま
す。
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数値フィールドの編集マスク

フォーマット N、P、I、または F のフィールドに指定した編集マスクには、1 つ以上の 9 または
Z が含まれている必要があります。フィールド値の桁数より多くの 9 または Z を含めると、編集
マスクの出力桁は、フィールド値に定義されている桁数に調整されます。逆に、フィールド値の
桁数よりも 9 または Z が少ないと、小数点よりも前の桁または後の桁が切り捨てられます。

詳細については、『パラメータリファレンス』ドキュメントのセッションパラメータ EM、「数
値フィールドの編集マスク」を参照してください。

英数字フィールドの編集マスク

英数字フィールドの編集マスクは、出力する英数字ごとに X が含まれている必要があります。

いくつかの例外を除いて、先頭文字、末尾文字、および挿入文字は、アポストロフィで囲んでも
囲まなくても、追加できます。

シルコンフレクス文字（^）は、編集マスクに空白を挿入するために、数値フィールドおよび英
数字フィールドの両方で使用します。

詳細については、『パラメータリファレンス』ドキュメントのセッションパラメータ EM、「英
数字フィールドの編集マスク」を参照してください。

フィールドの長さ

編集マスクを割り当てるフィールドの長さに注意することが重要です。

■ 編集マスクがフィールドより長い場合、予期しない結果が発生します。
■ 編集マスクがフィールドより短い場合、フィールド出力は、編集マスクに指定された桁数に切
り詰められます。

例：

ある英数字フィールドの長さが 12 文字で、出力されるフィールド値が JOHNSON であると仮定し
た場合、編集マスクによって以下のような結果が得られます。
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出力編集マスク

J.O.H.N.SEM=X.X.X.X.X

****JOHNSO**EM=****XXXXXX****

日付／時刻フィールドの編集マスク

日付フィールドの編集マスクには、D（日）、M（月）、および Y（年）の文字をさまざまな組み
合わせで指定できます。

時刻フィールドの編集マスクには、H（時）、I（分）、S（秒）、および T（10 分の 1 秒）の文
字をさまざまな組み合わせで指定できます。

日付フィールドおよび時刻フィールドの編集マスクとともに、日時システム変数も参照してくだ
さい。

セパレータ文字の表示のカスタマイズ

Natural プログラムは世界中のビジネスアプリケーションで使用されます。数値データフィール
ドおよび日時を含むフィールドを I/O ステートメントで表示する場合には、地域的な慣習に応じ
て、特別な出力スタイルで表示するのが一般的です。それぞれの表示方法は、プログラムが実行
されるロケールの機能として、選択的に処理される代替のプログラムコーディングで認識される
必要はありません。ただし、小数点文字および 「千桁単位セパレータ文字」 を指定する一連の
ランタイムパラメータとともに、同じプログラムイメージを使用して実行される必要がありま
す。

以下では次のトピックについて説明します。

■ 小数点記号
■ ダイナミック千桁単位セパレータ
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■ 例

小数点記号

Natural パラメータ DC を使用すると、編集マスク内で小数点記号（「基数点文字」 とも呼ぶ）
を表すために使用されている文字の代わりに挿入される文字を指定できます。このパラメータを
使用すると、Natural プログラムまたはアプリケーションのユーザーは、任意（特定）の文字を
選択して、数値データ項目の整数部と小数部を分けることができます。例えば、米国の店舗では
小数点（.）を使用し、ヨーロッパの店舗ではコンマ（,）を使用することなどができます。

ダイナミック千桁単位セパレータ

大きい整数値の出力を構築する場合、一般的には整数の 3 桁ごとにセパレータが挿入されて、千
桁ごとに値が分割されます。このセパレータは、「千桁単位セパレータ」と呼ばれます。例え
ば、米国の店舗では通常、このためにコンマを使用しますが（1,000,000 など）、ドイツの店舗
ではピリオド（1.000.000）、フランスでは空白（1 000 000）を使用します。

Natural 編集マスクでは、「ダイナミック千桁単位セパレータ」 にコンマ（またはピリオド）を
使用して、ランタイム時に千桁単位セパレータ文字（THSEPCH パラメータで定義）が挿入される
位置を示します。コンパイル時に、Natural プロファイルパラメータ THSEP またはシステムコマ
ンド COMPOPT のオプション THSEP を使用することで、コンマ（またはピリオド）をダイナミッ
ク千桁単位セパレータとして解釈可能または解釈不可にできます。

THSEP を OFF に設定した場合（デフォルト）、編集マスクで千桁単位セパレータとして使用され
ている文字はすべてリテラルとして処理され、ランタイム時にそのまま表示されます。この設定
は下位互換性を保持します。

THSEP を ON に設定した場合、編集マスク内のコンマ（またはピリオド）はすべてダイナミック
千桁単位セパレータとして解釈されます。一般的に、ダイナミック千桁単位セパレータはコンマ
ですが、コンマがすでに小数点文字（DC）として使用されている場合には、ピリオドが千桁単位
セパレータとして使用されます。

ランタイム時に、ダイナミック千桁単位セパレータは、THSEPCH パラメータの現在の値（千桁単
位セパレータ文字）に置き換えられます。

例

パラメータ設定 DC='.' および THSEP=ON でカタログされている Natural プログラムで編集マス
ク（EM=ZZ,ZZZ,ZZ9.99）を使用します。
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表示内容ランタイム時のパラメータ設定

1,234,567.89DC='.' および THSEPCH=','

1.234.567,89DC=',' および THSEPCH='.'

1/234/567,89DC=',' および THSEPCH='/'

1 234 567,89DC=',' および THSEPCH=' '

1'234'567,89DC=',' および THSEPCH=''''

編集マスクの例

編集マスクと編集マスクで作成される出力の例を以下に示します。

さらに、各編集マスクの省略表記法も示します。省略形または長い表記のどちらでも使用できま
す。

出力 B出力 A省略形編集マスク

005.40367.32EM=9(3).9(2)EM=999.99

5790EM=Z(5)9(1)EM=ZZZZZ9

A 19379B LUEEM=X(1)^X(5)EM=X^XXXXX

AAB...01BLU...EEM=X(3)...X(2)EM=XXX...XX

12.22.8601.05.87*EM=MM.DD.YY

14.32.54.308.54.12.7**EM=HH.II.SS.T

* 日付システム変数を使用します。
** 時刻システム変数を使用します。

編集マスクの詳細については、『パラメータリファレンス』のセッションパラメータ EM を参照
してください。

EM パラメータなしのプログラム例

** Example 'EDITMX01': Edit mask (using default edit masks)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:3)
2 CITY

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'
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DISPLAY 'N A M E' NAME /
'OCCUPATION' JOB-TITLE
'SALARY' SALARY (1:3)
'LOCATION' CITY

SKIP 1
END-READ
END

プログラム EDITMX01 の出力：

上記のプログラムの出力は、使用可能なデフォルトの編集マスクを示しています。

Page 1 04-11-11 14:15:54

N A M E SALARY LOCATION
OCCUPATION

------------------------- ---------- --------------------

JONES 46000 TULSA
MANAGER 42300

39300

JONES 50000 MOBILE
DIRECTOR 46000

42700

JONES 31000 MILWAUKEE
PROGRAMMER 29400

27600

EM パラメータありのプログラム例

** Example 'EDITMX02': Edit mask (using EM)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:3)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY NAME STARTING FROM 'JONES'
DISPLAY 'N A M E' NAME (EM=X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X) /

FIRST-NAME (EM=...X(10)...)
'OCCUPATION' JOB-TITLE (EM=' ___ 'X(12))
'SALARY' SALARY (1:3) (EM=' USD 'ZZZ,999)

SKIP 1
END-READ
END
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プログラム EDITMX02 の出力：

前のプログラム（EM パラメータなしのプログラム例）の出力と比較して、EM 指定がフィール
ドの表示方法に与える影響を確認します。

Page 1 04-11-11 14:15:54

N A M E OCCUPATION SALARY
FIRST-NAME

----------------------------- ---------------- -----------

J O N E S ___ MANAGER USD 46,000
..VIRGINIA ... USD 42,300

USD 39,300

J O N E S ___ DIRECTOR USD 50,000
..MARSHA ... USD 46,000

USD 42,700

J O N E S ___ PROGRAMMER USD 31,000
..ROBERT ... USD 29,400

USD 27,600

編集マスクの他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ EDITMX03 - 編集マスク（英数字フィールドの異なる EM）
■ EDITMX04 - 編集マスク（数値フィールドの異なる EM）
■ EDITMX05 - 編集マスク（日付および時刻システム変数の EM）
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38 Unicode 編集マスク - EMU パラメータ

Unicode 編集マスクは、コードページ編集マスクと同様に使用できます。違いは、編集マスクが
必ず Unicode フォーマットで保存されることです。

そのため、ユーザーは別のコードページからの文字が混在した編集マスクを指定でき、インス
トールされているシステムコードページに関係なく、いつでも確実に正しい文字が表示されるよ
うにすることができます。

編集マスクの一般的な使用法については、「編集マスク - EM パラメータ」を参照してくださ
い。

セッションパラメータ EMU の詳細については、『パラメータリファレンス』の「EMU - Unicode
編集マスク」を参照してください。
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この章では、DISPLAY と WRITE ステートメントの機能を組み合わせて、フィールドの値を垂直表
示する方法について説明します。

垂直表示の作成

垂直表示の作成には 2 つの方法があります。

■ DISPLAY ステートメントと WRITE ステートメントの組み合わせを使用できます。
■ DISPLAY ステートメントの VERT オプションを使用できます。

DISPLAY と WRITE の組み合わせ

「DISPLAY および WRITE ステートメント」で説明しているように、DISPLAY ステートメント
は、通常、デフォルトヘッダー付きの列にデータを表示しますが、WRITE ステートメントはヘッ
ダーなしでデータを横に表示します。

2 つのステートメントの機能を組み合わせて、フィールド値を垂直表示することができます。

DISPLAY ステートメントは、同じレコードの個々のフィールドの値を、フィールドごとに 1 列
に、ページをまたがって出力します。各レコードのフィールドの値は、前のレコードの値の下に
表示されます。

DISPLAY ステートメントの後に WRITE ステートメントを使用することによって、WRITE ステート
メントで指定したテキストやフィールド値を、DISPLAY ステートメントで表示されるレコードの
間に挿入できます。

以下のプログラムは、DISPLAY と WRITE の組み合わせを示しています。

** Example 'WRITEX04': WRITE (in combination with DISPLAY)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 CITY
2 DEPT

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'SAN FRANCISCO'

DISPLAY NAME JOB-TITLE
WRITE 22T 'DEPT:' DEPT
SKIP 1

END-READ
END
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プログラム WRITEX04 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:55

NAME CURRENT
POSITION

-------------------- -------------------------

KOLENCE MANAGER
DEPT: TECH05

GOSDEN ANALYST
DEPT: TECH10

WALLACE SALES PERSON
DEPT: SALE20

タブ表記 - T*field

前の例において、フィールド DEPT の位置はタブ表記 nT で決定します。この例の 20T の場合、
画面の 20 桁目から表示が始まることを意味しています。

WRITE ステートメントで指定したフィールド値は、タブ表記 T*field を使用することによって、
プログラムの最初の DISPLAY ステートメントで指定したフィールド値に自動的に揃えることが
できます。field は、前者のフィールドを揃える対象となる後者のフィールドの名前です。

以下のプログラムでは、WRITE ステートメントによる出力は、T*JOB-TITLE という表記を使用し
てフィールド JOB-TITLE に揃えられています。

** Example 'WRITEX05': WRITE (in combination with DISPLAY)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 DEPT
2 CITY

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'SAN FRANCISCO'

DISPLAY NAME JOB-TITLE
WRITE T*JOB-TITLE 'DEPT:' DEPT
SKIP 1

END-READ
END

プログラム WRITEX05 の出力：
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Page 1 04-11-11 14:15:55

NAME CURRENT
POSITION

-------------------- -------------------------

KOLENCE MANAGER
DEPT: TECH05

GOSDEN ANALYST
DEPT: TECH10

WALLACE SALES PERSON
DEPT: SALE20

位置指定表記 x/y

DISPLAY および WRITE ステートメントを連続して使用し、WRITE ステートメントで複数行が出力
される場合、x/y（数字スラッシュ数字）表記を使用して、表示する行および列を指定できま
す。位置指定表記は、DISPLAY または WRITE ステートメントの次の要素を最後の出力の x 行下の
y 桁目から開始します。

以下のプログラムは、この表記の使用法を示しています。

** Example 'WRITEX06': WRITE (with n/n)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 MIDDLE-I
2 ADDRESS-LINE (1:1)
2 CITY
2 ZIP

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'NEW YORK'

DISPLAY 'NAME AND ADDRESS' NAME
WRITE 1/5 FIRST-NAME

1/30 MIDDLE-I
2/5 ADDRESS-LINE (1:1)
3/5 CITY
3/30 ZIP /

END-READ
END

プログラム WRITEX06 の出力：
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Page 1 04-11-11 14:15:55

NAME AND ADDRESS
--------------------

RUBIN
SYLVIA L
2003 SARAZEN PLACE
NEW YORK 10036

WALLACE
MARY P
12248 LAUREL GLADE C
NEW YORK 10036

KELLOGG
HENRIETTA S
1001 JEFF RYAN DR.
NEWARK 19711

DISPLAY VERT ステートメント

Natural の標準の表示モードは水平方向です。

DISPLAY ステートメントの VERT 節オプションを使用すると、標準表示を上書きして、フィール
ドを垂直表示できます。

同じ DISPLAY ステートメントで使用できる HORIZ 節オプションは、標準の水平表示モードを再
度有効にします。

垂直モードの列ヘッダーは、AS 節のさまざまなフォームで制御されます。以下のプログラム例
は、DISPLAY VERT ステートメントの使用法を示しています。

■ AS 節のない DISPLAY VERT
■ VERT AS CAPTIONED および HORIZ 節を含む DISPLAY
■ VERT AS 'text' 節を含む DISPLAY
■ VERT AS 'text' CAPTIONED 節を含む DISPLAY
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■ タブ表記 P*field

AS 節のない DISPLAY VERT

以下のプログラムでは AS 節を使用していません。つまり、列ヘッダーは出力されません。

** Example 'DISPLX09': DISPLAY (without column title)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'NEW YORK'

DISPLAY VERT NAME FIRST-NAME / CITY
SKIP 2

END-READ
END

プログラム DISPLX09 の出力：

すべてのフィールド値が垂直方向に表示されることに注意してください。

Page 1 04-11-11 14:15:54

RUBIN
SYLVIA

NEW YORK

WALLACE
MARY

NEW YORK

KELLOGG
HENRIETTA

NEWARK
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VERT AS CAPTIONED および HORIZ 節を含む DISPLAY

以下のプログラムには VERT および HORIZ 節が含まれており、一部の列の値が垂直方向に出力さ
れ、その他の値が水平方向に出力されます。さらに、AS CAPTIONED によってデフォルトの列ヘッ
ダーが表示されます。

** Example 'DISPLX10': DISPLAY (with VERT as CAPTIONED and HORIZ clause)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'NEW YORK'

DISPLAY VERT AS CAPTIONED NAME FIRST-NAME
HORIZ JOB-TITLE SALARY (1:1)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム DISPLX10 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:54

NAME CURRENT ANNUAL
FIRST-NAME POSITION SALARY

-------------------- ------------------------- ----------

RUBIN SECRETARY 17000
SYLVIA

WALLACE ANALYST 38000
MARY

KELLOGG DIRECTOR 52000
HENRIETTA
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VERT AS 'text' 節を含む DISPLAY

以下のプログラムには AS 'text' 節が含まれており、指定した 'text' が列ヘッダーとして表示
されます。

注意: DISPLAY ステートメントのテキスト要素内のスラッシュ（/）は行送りを発生させま
す。

** Example 'DISPLX11': DISPLAY (with VERT AS 'text' clause)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'NEW YORK'

DISPLAY VERT AS 'EMPLOYEES' NAME FIRST-NAME
HORIZ JOB-TITLE SALARY (1:1)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム DISPLX11 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:54

EMPLOYEES CURRENT ANNUAL
POSITION SALARY

-------------------- ------------------------- ----------

RUBIN SECRETARY 17000
SYLVIA

WALLACE ANALYST 38000
MARY

KELLOGG DIRECTOR 52000
HENRIETTA
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VERT AS 'text' CAPTIONED 節を含む DISPLAY

AS 'text' CAPTIONED 節によって指定したテキストが列ヘッダーとして表示され、出力する各
行のフィールド値の直前にデフォルトの列ヘッダーが表示されます。

以下のプログラムには、AS 'text' CAPTIONED 節が含まれています。

** Example 'DISPLX12': DISPLAY (with VERT AS 'text' CAPTIONED clause)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'NEW YORK'

DISPLAY VERT AS 'EMPLOYEES' CAPTIONED NAME FIRST-NAME
HORIZ JOB-TITLE SALARY (1:1)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム DISPLX12 の出力：

この節によって、デフォルトの列ヘッダー（NAME および FIRST-NAME）がフィールド値の前に出
力されます。

Page 1 04-11-11 14:15:54

EMPLOYEES CURRENT ANNUAL
POSITION SALARY

------------------------------- ------------------------- ----------

NAME RUBIN SECRETARY 17000
FIRST-NAME SYLVIA

NAME WALLACE ANALYST 38000
FIRST-NAME MARY

NAME KELLOGG DIRECTOR 52000
FIRST-NAME HENRIETTA
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タブ表記 P*field

DISPLAY VERT ステートメントと後続の WRITE ステートメントを組み合わせて使用する場合、
WRITE ステートメントでタブ表記 P*field-name を使用して、フィールド位置を DISPLAY VERT
ステートメントで指定した特定のフィールドの列および行の位置に揃えることができます。

以下のプログラムでは、フィールド SALARY および BONUS が同じ列に表示され、1 番目の各行に
SALARY、2 番目の各行に BONUS が表示されます。テキスト ***SALARY PLUS BONUS*** は SALARY
に揃えられます。つまり、テキストは SALARY と同じ列の 1 番目の行に表示されます。一方、テ
キスト (IN US DOLLARS) は BONUS に揃えられるため、BONUS と同じ列の 2 番目の行に表示され
ます。

** Example 'WRITEX07': WRITE (with P*field)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:1)
2 BONUS (1:1,1:1)

END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'LOS ANGELES'

DISPLAY NAME JOB-TITLE
VERT AS 'INCOME' SALARY (1) BONUS (1,1)

WRITE P*SALARY '***SALARY PLUS BONUS***'
P*BONUS '(IN US DOLLARS)'

SKIP 1
END-READ
END

プログラム WRITEX07 の出力：

Page 1 04-11-11 14:15:55

NAME CURRENT INCOME
POSITION

-------------------- ------------------------- ----------

SMITH 0
0

***SALARY PLUS BONUS***
(IN US DOLLARS)

POORE JR SECRETARY 25000
0

***SALARY PLUS BONUS***
(IN US DOLLARS)
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PREPARATA MANAGER 46000
9000

***SALARY PLUS BONUS***
(IN US DOLLARS)

DISPLAY VERT と WRITE ステートメントの他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ WRITEX10 - WRITE（nT、T*field、および P*field を使用）
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VII プログラミングのその他のポイント

テキスト表記
ユーザーコメント
データ計算
演算割り当てのルール
条件付き処理 - IF ステートメント
論理条件基準
ループ処理
コントロールブレイク
スタック処理
システム変数とシステム関数
日付情報の処理
ステートメント、プログラム、またはアプリケーションの終了
アプリケーションエラーの処理
3GL プログラムからの Natural サブプログラムの呼び出し
Natural プログラム内からのオペレーティングシステムコマンドの発行
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40 テキスト表記

■ ステートメントで使用するテキストの定義 - 'text' 表記 ........................................................... 372
■ フィールド値の前に n 回出力する文字の定義 - 'c'(n) 表記 ........................................................ 373

371



INPUT、DISPLAY、WRITE、WRITE TITLE、および WRITE TRAILER の各ステートメントでは、テキ
スト表記を使用して、これらのステートメントとともに使用するテキストを定義できます。

ステートメントで使用するテキストの定義 - 'text' 表記

ステートメントで使用するテキスト（プロンプトメッセージなど）は、アポストロフィ（'）ま
たは引用符（"）で囲む必要があります。アポストロフィ 2 つ（''）と引用符（"）を混同しない
ようにしてください。

引用符で囲んだテキストは、小文字から大文字に自動変換できます。自動変換を無効にするに
は、エディタプロファイルの設定を変更します。

詳細については、（『エディタ』ドキュメントの「エディタプロファイル」の）「エディタの基
礎」の「プロファイル設定の表示および非表示」に記載されている、CAPS オプションの説明を
参照してください。

テキスト自体には 1～72 文字を使用できますが、複数行にわたって記述することはできません。

テキスト要素は、ハイフンを使用して連結できます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #A(A10)
END-DEFINE

INPUT 'Input XYZ' (CD=BL) #A
WRITE '=' #A
WRITE 'Write1 ' - 'Write2 ' - 'Write3' (CD=RE)
END

テキスト文字列の一部としてのアポストロフィの使用

（引用符を変換）が ON に設定されている場合、次のことが適用されます。これはデフォルト設
定です。

アポストロフィで囲まれたテキスト文字列内で 1 つのアポストロフィを表すには、2 つのアポス
トロフィ（''）または 1 つの引用符（"）を使用する必要があります。どちらの表記を使用して
も、単一のアポストロフィが出力されます。

引用符で囲まれたテキスト文字列内で 1 つのアポストロフィを表すには、1 つのアポストロフィ
を指定します。
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アポストロフィの例：

#FIELDA = 'O''CONNOR'
#FIELDA = 'O"CONNOR'
#FIELDA = "O'CONNOR"

上記の 3 例すべてで、以下の結果が出力されます。

O'CONNOR

テキスト文字列の一部としての引用符の使用

Natural プロファイルパラメータ TQ（引用符の変換）が OFF に設定されていると、以下の処理が
適用されます。デフォルトの設定は TQ=ON です。

1 つのアポストロフィで囲まれたテキスト文字列内で 1 つの引用符を表すには、1 つの引用符を
指定します。

引用符で囲まれたテキスト文字列内で 1 つの引用符を表すには、2 つの引用符（""）を指定しま
す。

引用符の例：

#FIELDA = 'O"CONNOR'
#FIELDA = "O""CONNOR"

上記の 2 例すべてで、以下の結果が出力されます。

O"CONNOR

フィールド値の前に n 回出力する文字の定義 - 'c'(n) 表記

単一の文字をテキストとして複数回出力するには、以下の表記を使用します。

'c'(n)

c には出力する文字を指定し、n には文字を出力する回数を指定します。n の最大値は、249 で
す。
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例：

WRITE '*'(3)

文字 c の前後には、アポストロフィの代わりに引用符も使用できます。
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41 ユーザーコメント

■ ソースコード行全体をコメントとして使用する方法 .............................................................. 376
■ ソースコード行の途中からコメントとして使用する方法 ...................................................... 377
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ユーザーコメントとは、ソースコードのステートメント間に追加または挿入する記述や説明メモ
のことです。これらの情報は、自分以外のプログラマによって作成または変更されたソースコー
ドの理解や管理に特に有効です。また、コメント開始を示す文字列は、テストのためにステート
メントの機能や複数のソースコード行を一時的に無効にするために使用することもできます。

ソースコード行全体をコメントとして使用する方法

ソースコード行全体をユーザーコメントとして使用する場合、行の先頭に以下の 1 つを入力しま
す。

■ アスタリスクと空白（* ）
■ 2 つのアスタリスク（**）
■ スラッシュとアスタリスク（/*）

* USER COMMENT
** USER COMMENT
/* USER COMMENT

例：

以下の例のように、コメント行は、ソースコードの構造を明確にするために使用することもでき
ます。

** Example 'LOGICX03': BREAK option in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 BIRTH

*
1 #BIRTH (A8)
END-DEFINE
*
LIMIT 10
READ EMPLOY-VIEW BY BIRTH

MOVE EDITED BIRTH (EM=YYYYMMDD) TO #BIRTH
/*
IF BREAK OF #BIRTH /6/

NEWPAGE IF LESS THAN 5 LINES LEFT
WRITE / '-' (50) /

END-IF
/*
DISPLAY NOTITLE BIRTH (EM=YYYY-MM-DD) NAME FIRST-NAME

END-READ
END
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ソースコード行の途中からコメントとして使用する方法

ソースコード行の途中からのみをユーザーコメントとして使用する場合、空白、スラッシュ、お
よびアスタリスク（ /*）を入力すると、行内のこの表記以降の部分がコメントとしてマークされ
ます。

ADD 5 TO #A /* USER COMMENT

例：

** Example 'LOGICX04': IS option as format/length check
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELDA (A10) /* INPUT FIELD TO BE CHECKED
1 #FIELDB (N5) /* RECEIVING FIELD OF VAL FUNCTION
1 #DATE (A10) /* INPUT FIELD FOR DATE
END-DEFINE
*
INPUT #DATE #FIELDA
IF #DATE IS(D)

IF #FIELDA IS (N5)
COMPUTE #FIELDB = VAL(#FIELDA)
WRITE NOTITLE 'VAL FUNCTION OK' // '=' #FIELDA '=' #FIELDB

ELSE
REINPUT 'FIELD DOES NOT FIT INTO N5 FORMAT'

MARK *#FIELDA
END-IF

ELSE
REINPUT 'INPUT IS NOT IN DATE FORMAT (YY-MM-DD) '

MARK *#DATE
END-IF
*
END
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42 データ計算

■ COMPUTE ステートメント ........................................................................................................ 380
■ MOVE および COMPUTE ステートメント ................................................................................... 381
■ ADD、SUBTRACT、MULTIPLY、および DIVIDE ステートメント .................................................. 382
■ MOVE、SUBTRACT、および COMPUTE ステートメントの例 ..................................................... 382
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■ COMPRESS および MOVE ステートメントの例 ......................................................................... 384
■ COMPRESS ステートメントの例 ............................................................................................... 385
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■ COMPUTE、MOVE、および COMPRESS ステートメントの他の例 ............................................. 387
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この章では、データ計算に使用する、以下の算術演算ステートメントについて説明します。

■ COMPUTE

■ ADD

■ SUBTRACT

■ MULTIPLY

■ DIVIDE

また、1 つのオペランドの値を 1 つ以上のフィールドに転送するために使用する、以下のステー
トメントについて説明します。

■ MOVE

■ COMPRESS

重要: 最適な処理を行うために、算術演算ステートメントに使用するユーザー定義変数
は、フォーマット P（パック型数値）で定義してください。

COMPUTE ステートメント

COMPUTE ステートメントは、算術演算を実行するために使用します。以下の結合演算子を使用で
きます。

累乗**

乗算*

除算/

Addition+

減算-

カッコは、論理グループを示すために使用します。( )
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例 1

COMPUTE LEAVE-DUE = LEAVE-DUE * 1.1

この例では、フィールド LEAVE-DUE の値を 1.1 で乗算して、その結果をフィールド LEAVE-DUE
に設定しています。

例 2：

COMPUTE #A = SQRT (#B)

この例では、フィールド #B の値の平方根を算出して、その結果をフィールド #A に割り当てて
います。

SQRT は、以下の算術演算ステートメントでサポートされている算術関数です。

■ COMPUTE

■ ADD

■ SUBTRACT

■ MULTIPLY

■ DIVIDE

算術関数の概要については、後述の「算術関数」を参照してください。

例 3：

COMPUTE #INCOME = BONUS (1,1) + SALARY (1)

この例では、当年の最初のボーナスと現在の給与を加算して、その結果をフィールド #INCOME
に割り当てています。

MOVE および COMPUTE ステートメント

ステートメント MOVE および COMPUTE は、オペランドの値を 1 つ以上のフィールドに転送するた
めに使用できます。オペランドには、テキスト項目や数値などの定数、データベースフィール
ド、ユーザー定義変数、システム変数、または場合によってはシステム関数を使用できます。

これらの 2 つのステートメントの違いは、以下の例のように、MOVE ステートメントでは移動元
の値を左側に指定しますが、COMPUTE ステートメントでは割り当て元の値を右側に指定します。
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例：

MOVE NAME TO #LAST-NAME
COMPUTE #LAST-NAME = NAME

ADD、SUBTRACT、MULTIPLY、および DIVIDE ステートメント

ADD、SUBTRACT、MULTIPLY、および DIVIDE ステートメントは、算術演算を実行するために使用
します。

例：

ADD +5 -2 -1 GIVING #A
SUBTRACT 6 FROM 11 GIVING #B
MULTIPLY 3 BY 4 GIVING #C
DIVIDE 3 INTO #D GIVING #E

これらの 4 つのステートメントはすべて ROUNDED オプションを持っています。このオプション
は、演算の結果を四捨五入する場合に使用します。

四捨五入のルールについては、「演算割り当てのルール」を参照してください。

これらのステートメントの詳細については、『ステートメント』ドキュメントを参照してくださ
い。

MOVE、SUBTRACT、および COMPUTE ステートメントの例

以下のプログラムは、算術演算ステートメントでのユーザー定義変数の使用方法を示していま
す。3 人の従業員の年齢と給与を計算し、その結果を出力します。

** Example 'COMPUX01': COMPUTE
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:1)
2 BONUS (1:1,1:1)

*
1 #DATE (N8)
1 REDEFINE #DATE

2 #YEAR (N4)
2 #MONTH (N2)
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2 #DAY (N2)
1 #BIRTH-YEAR (A4)
1 REDEFINE #BIRTH-YEAR

2 #BIRTH-YEAR-N (N4)
1 #AGE (N3)
1 #INCOME (P9)
END-DEFINE
*
MOVE *DATN TO #DATE
*
READ (3) MYVIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'

MOVE EDITED BIRTH (EM=YYYY) TO #BIRTH-YEAR
SUBTRACT #BIRTH-YEAR-N FROM #YEAR GIVING #AGE
/*
COMPUTE #INCOME = BONUS (1:1,1:1) + SALARY (1:1)
/*
DISPLAY NAME 'POSITION' JOB-TITLE #AGE #INCOME

END-READ
END

プログラム COMPUX01 の出力：

Page 1 14-01-14 14:15:54

NAME POSITION #AGE #INCOME
-------------------- ------------------------- ---- ----------

JONES MANAGER 63 55000
JONES DIRECTOR 58 50000
JONES PROGRAMMER 48 31000

COMPRESS ステートメント

COMPRESS ステートメントは、複数のオペランドの内容を単一の英数字フィールドに転送（結合）
するために使用します。

数値フィールドの先行ゼロおよび英数字フィールドの末尾の空白は、フィールド値を受け取り
フィールドに転送する前に削除されます。

デフォルトでは、転送される値はそれぞれ 1 つの空白で区切られ、受け取りフィールドに格納さ
れます。その他に可能な分割方法については、『ステートメント』ドキュメントに記載されてい
る、COMPRESS ステートメントオプション LEAVING NO SPACE の説明を参照してください。
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例：

COMPRESS 'NAME:' FIRST-NAME #LAST-NAME INTO #FULLNAME

この例では、COMPRESS ステートメントを使用して、テキスト定数（'NAME:'）、データベース
フィールド（FIRST-NAME）、およびユーザー定義変数（#LAST-NAME）を、1 つのユーザー定義
変数（#FULLNAME）に結合しています。

COMPRESS ステートメントの詳細については、『ステートメント』ドキュメントに記載されてい
る、COMPRESS ステートメントの説明を参照してください。

COMPRESS および MOVE ステートメントの例

以下のプログラムは、ステートメント MOVE および COMPRESS の使用方法を示しています。

** Example 'COMPRX01': COMPRESS
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 MIDDLE-I

*
1 #LAST-NAME (A15)
1 #FULL-NAME (A30)
END-DEFINE
*
READ (3) MYVIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'

MOVE NAME TO #LAST-NAME
/*
COMPRESS 'NAME:' FIRST-NAME MIDDLE-I #LAST-NAME INTO #FULL-NAME
/*
DISPLAY #FULL-NAME (UC==) FIRST-NAME 'I' MIDDLE-I (AL=1) NAME

END-READ
END

プログラム COMPRX01 の出力：

結合されたフィールドの出力形式に注意してください。
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Page 1 14-01-14 14:15:54

#FULL-NAME FIRST-NAME I NAME
============================== -------------------- - --------------------

NAME: VIRGINIA J JONES VIRGINIA J JONES
NAME: MARSHA JONES MARSHA JONES
NAME: ROBERT B JONES ROBERT B JONES

複数行表示では、COMPRESS ステートメントを使用して、ユーザー定義変数にフィールド／テキ
ストを結合すると便利です。

COMPRESS ステートメントの例

次のプログラムでは、3 つのユーザ定義変数が使用されます：#FULL-SALARY、#FULL-NAME、お
よび#FULL-CITY です。例えば、#FULL-SALARY には、テキスト 'SALARY:' とデータベースフィー
ルド SALARY および CURR-CODE が含まれています。そして、WRITE ステートメントでは、結合し
た変数のみを参照しています。

** Example 'COMPRX02': COMPRESS
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VIEWEMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 SALARY (1:1)
2 CURR-CODE (1:1)
2 CITY
2 ADDRESS-LINE (1:1)
2 ZIP

*
1 #FULL-SALARY (A25)
1 #FULL-NAME (A25)
1 #FULL-CITY (A25)
END-DEFINE
*
READ (3) VIEWEMP BY CITY STARTING FROM 'NEW YORK'

COMPRESS 'SALARY:' CURR-CODE(1) SALARY(1) INTO #FULL-SALARY
COMPRESS FIRST-NAME NAME INTO #FULL-NAME
COMPRESS ZIP CITY INTO #FULL-CITY
/*
DISPLAY 'NAME AND ADDRESS' NAME (EM=X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X)
WRITE 1/5 #FULL-NAME

1/37 #FULL-SALARY
2/5 ADDRESS-LINE (1)
3/5 #FULL-CITY

SKIP 1
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END-READ
END

プログラム COMPRX02 の出力：

Page 1 14-01-14 14:15:54

NAME AND ADDRESS
-----------------------

R U B I N
SYLVIA RUBIN SALARY: USD 17000
2003 SARAZEN PLACE
10036 NEW YORK

W A L L A C E
MARY WALLACE SALARY: USD 38000
12248 LAUREL GLADE C
10036 NEW YORK

K E L L O G G
HENRIETTA KELLOGG SALARY: USD 52000
1001 JEFF RYAN DR.
19711 NEWARK

算術関数

以下の Natural 算術関数は、算術演算ステートメント（ADD、COMPUTE、DIVIDE、SUBTRACT、
MULTIPLY）でサポートされています。

Natural システム関数算術の内容

ABS(field)field の絶対値。
ATN(field)field アークタンジェント。
COS(field)field のコサイン。
EXP(field)field の指数。
FRAC(field)field の小数部分。
INT(field)field の整数部分。
LOG(field)field の自然対数。
SGN(field)field.の符号。
SIN(field)field のサイン（正弦）。
SQRT(field)field の平方根。
TAN(field)field のタンジェント。
VAL(field)英数字 field から抽出された数値。
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各算術関数の詳細については、『システム関数』ドキュメントも参照してください。

COMPUTE、MOVE、および COMPRESS ステートメントの他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ WRITEX11 - WRITE（nX、n/n および COMPRESS を使用）
■ IFX03 - IF ステートメント
■ COMPRX03 - COMPRESS（パラメータ LC および TC を使用）
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フィールドの初期化

算術演算のオペランドとして使用するフィールド（ユーザー定義変数またはデータベースフィー
ルド）は、以下のフォーマットのいずれかで定義する必要があります。

Format

アンパック型数値N

パック型数値P

整数I

浮動小数点F

日付D

時刻T

注意: レポーティングモードの場合：算術演算のオペランドとして使用するフィールドを
あらかじめ定義しておく必要があります。算術演算の結果フィールドとして使用するユー
ザー定義変数またはデータベースフィールドについては、あらかじめ定義しておく必要は
ありません。

DEFINE DATA ステートメントで定義されているユーザー定義変数およびデータベースフィールド
はすべて、実行するためにプログラムが呼び出されるときに、ゼロまたは空白で適切に初期化さ
れます。

データ転送

データ転送は、MOVE ステートメントまたは COMPUTE ステートメントを使用して実行します。次
の表は、オペランドで使用可能な、データ転送で互換性のあるフォーマットをまとめたもので
す。

受け取り側のフィールドフォーマット送出側のフィールドフォー
マット OGFTDCLIBn (n>4)Bn (n<5)UAN または P

--○○---○-[ 3 ][ 14 ][ 2 ]○N または P

--------[ 1 ][ 1 ][ 13 ]○-A

--------[ 12 ][ 12 ]○[ 11 ]-U

--○○---○[ 5 ][ 5 ][ 14 ][ 2 ][ 4 ]Bn (n<5)

--------[ 5 ][ 5 ][ 15 ][ 6 ]-Bn (n>4)

--○○---○-[ 3 ][ 14 ][ 2 ]○I
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------○---[ 16 ][ 9 ]-L

-----○-------C

--○[7]○--○-○[ 16 ][ 9 ]○D

--○○[ 8 ]--○-○[ 16 ][ 9 ]○T

--○○---○-[ 3 ][ 10 ] [ 16 ][ 9 ] [ 10 ]○F

-○-----------G

○------------O

上記の意味は次に示すとおりです。

データ転送の互換性があることを示します。○

データ転送の互換性がないことを示します。-

角カッコ [ ] 内の数字は、下記の対応するデータ転送ルールを参照します。[ ]

データ変換

データ値の変換には、以下のルールが適用されます。

1. 英数字からバイナリ
値は左から右に 1 バイトずつ移動します。定義されている長さおよび指定されているバイト
数に応じて、変換後の値は切り捨てられるか、または末尾に空白文字が追加されます。

2. （N、P、I）およびバイナリ（長さ 1～4）から英数字
値はアンパック形式に変換され、左詰めで英数字フィールドに転送されます。つまり、先行
ゼロは除去され、フィールドには末尾の空白が充填されます。負の数値に関しては、記号は
16 進法 Dx に変換されます。数値の小数点は無視されます。小数点の前および後のすべての桁
は、1 つの整数値として扱われます。

3. （N、P、I）からバイナリ（1～4 バイト）
数値はバイナリ（4 バイト）に変換されます。数値の小数点は無視され、小数点の前後の値は
1 つの整数値として扱われます。変換後のバイナリ値は、符号の値に応じて、正数または 2 の
補数になります。

4. バイナリ（1～4 バイト）から数値
変換された値は右詰めで数値に割り当てられます。つまり、先行ゼロを含みます長さが 1～3
バイトのバイナリ値は、常に正の符号を使用しているとみなされます。長さが 4 バイトのバ
イナリ値の場合、最も左側のビットによって数値の符号が決まります（1 = 負、0 = 正）。受
け取り側の数値の小数点は無視されます。小数点の前および後のすべての桁は、1 つの整数値
として扱われます。

5. バイナリからバイナリ
値は右から左に 1 バイトずつ転送されます。受け取りフィールドには、先頭にバイナリゼロ
が挿入されます。
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6. バイナリ（5 バイト以上）から英数字
値は左から右に 1 バイトずつ移動します。定義されている長さおよび指定されているバイト
数に応じて、変換後の値は切り捨てられるか、または末尾に空白文字が追加されます。

7. 日付（D）から時刻（T）
日付を時刻に転送する場合、時刻は 00:00:00:0 として変換されます。

8. 時刻（T）から日付（D）
時刻を日付に転送する場合、時刻情報は切り捨てられ、日付情報のみが残されます。

9. L、D、T、F から A
値は表示形式に変換され、左詰めで割り当てられます。

10. F
短い英数字フィールドまたは Unicode フィールドに F を割り当てる場合、必要に応じて仮数
が縮小されます。

11. Unicode から英数字
Unicode 値は、International Components for Unicode（ICU）ライブラリを使用して、デフォ
ルトのコードページ（システム変数 *CODEPAGE の値）に基づいた英数字に変換されます。定
義された長さおよび指定されたバイト数に応じて、結果が切り捨てられるか、結果の末尾に
空白文字が追加されます。

12. Unicode からバイナリ
値は左から右にコード単位で転送されます。定義された長さおよび指定されたバイト数に応
じて、結果が切り捨てられるか、結果の末尾に空白文字が追加されます。受け取り側のバイ
ナリフィールドの長さは偶数である必要があります。

13. 英数字から Unicode
英数字値は、International Components for Unicode（ICU）ライブラリを使用して、デフォ
ルトのコードページから Unicode 値に変換されます。定義された長さおよび指定されたコー
ド単位数に応じて、結果が切り捨てられるか、結果の末尾に空白文字が追加されます。

14. （N、P、I）およびバイナリ（長さ 1～4）から Unicode
値はアンパック形式に変換され、その値から先行ゼロを除去した英数字値が取得されます。
負の数値に関しては、記号は 16 進法 Dx に変換されます。数値の小数点は無視されます。小
数点の前および後のすべての桁は、1 つの整数値として扱われます。変換後の値が、英数字か
ら Unicode に変換されます。定義された長さおよび指定されたコード単位数に応じて、結果
が切り捨てられるか、結果の末尾に空白文字が追加されます。

15. バイナリ（5 バイト以上）から Unicode
値は左から右に 1 バイトずつ移動します。定義されている長さおよび指定されているバイト
数に応じて、変換後の値は切り捨てられるか、または末尾に空白文字が追加されます。送出
側のバイナリフィールドの長さは偶数である必要があります。

16. L、D、T、F から U
値は英数字の表示形式に変換されます。変換後の値が、英数字から Unicode に変換され、左
詰めで割り当てられます。

ソースとターゲットのフォーマットが同じ場合、定義されている長さと、指定されているバイト
数（フォーマット A および B）またはコード単位（フォーマット U）に応じて、変換後の値は
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切り捨てられるか、あるいは末尾の空白（フォーマット A および U）または先頭のバイナリゼ
ロ（フォーマット B）が追加されます。

「ダイナミック変数の使用」も参照してください。

フィールドの切り捨てと切り上げ

フィールドの切り捨ておよび切り上げには、以下のルールが適用されます。

■ 数値フィールドの上位の切り捨ては、切り捨てる桁が先行ゼロの場合にのみ実行できます。小
数点以下の桁は、小数点が明示的に指定されているかどうかにかかわらず、切り捨てられま
す。

■ 英数字フィールドの末尾の空白は切り捨てられます。
■ オプション ROUNDED を指定すると、切り捨てられる値の一番上の桁が 5 以上の場合、結果の
一番下の桁に切り上げられます。除算の結果の精度については、「算術演算結果の精度」も参
照してください。

算術演算結果のフォーマットと長さ

次の表は、算術演算の結果のフォーマットと長さを示しています。

F8F4N または PI4I2I1

F8F4P*I4I2I1I1

F8F4P*I4I2I2I2

F8F4P*I4I4I4I4

F8F4P*P*P*P*N または P

F8F4F4F4F4F4F4

F8F8F8F8F8F8F8

メインフレームコンピュータでは、算術演算結果の精度を向上させるため、フォーマット／長さ
F4 の代わりに F8 が使用されます。

P* は、「算術演算結果の精度」に示されているように、各オペランドの整数の長さと精度に基
づいて個別に決定されます。

フォーマット I に適用される、10 進数での桁数と有効な値を以下に示します。
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指定可能な値10 進数での桁数フォーマット／長さ

-128～1273I1

-32768～327675I2

-2147483648～214748364710I4

浮動小数点数を使用した算術演算

以下では次のトピックについて説明します。

■ 全般的な考慮事項
■ 浮動小数点数の精度
■ 浮動小数点表現への変換
■ プラットフォーム依存

全般的な考慮事項

浮動小数点数（フォーマット F）は整数（フォーマット I）と同様に 2 の累乗の和として表され
ますが、アンパック型およびパック型の数値（フォーマット N および P）は 10 の累乗の和とし
て表されます。

アンパック型またはパック型の数値では、小数点の位置は固定です。一方、浮動小数点数では、
小数点の位置は（その名が示すとおり）「浮動」 です。つまり、小数点の位置は固定されず、
実際の値によって変わります。

浮動小数点数は、正弦関数や対数関数などの三角関数や算術関数の計算に不可欠です。

浮動小数点数の精度

浮動小数点数の性質から、精度には以下の制限があります。

■ フォーマット／長さが F4 の変数の場合、精度は約 7 桁に制限されます。
■ フォーマット／長さが F8 の変数の場合、精度は約 15 桁に制限されます。

これ以上大きな桁を持つ値は、浮動小数点数では正確に表せません。小数点の前後に何桁あるか
に関係なく、浮動小数点数で対応できるのはそれぞれ先頭の 7 桁または 15 桁のみです。

整数値は、絶対値が 2 24 -1 を超えていなければ、フォーマット／長さが F4 の変数で正確に表す
ことができます。
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浮動小数点表現への変換

英数字、アンパック型数値、またはパック型数値を浮動小数点フォーマットに変換する場合（割
り当て操作など）、表現を変更、つまり、10 の累乗の和から 2 の累乗の和に変換する必要があ
ります。

したがって、2 の累乗の有限和で表現できる数値のみが正確に表されます。それ以外の数値は近
似値としてのみ表されます。

例：

以下の数値は、正確な浮動小数点表現です。

1.25 = 20 + 2-2

以下の数値は、正確に表現できない浮動小数点表現です。

1.2 = 20 + 2-3 + 2-4 + 2-7 + 2-8 + 2-11 + 2-12 + ...

このように、英数字、アンパック型数値、またはパック型数値から浮動小数点値への変換、およ
びその逆の変換では、小規模なエラーが発生する場合があります。

プラットフォーム依存

ハードウェアアーキテクチャが異なるため、浮動小数点数の表現はプラットフォームによって変
わります。浮動小数点演算を行う同じアプリケーションを別のプラットフォームで実行すると、
結果がわずかに異なるのはこのためです。それぞれの表現によって、浮動小数点変数の有効な値
の範囲も決まります。（おおよその）有効な値の範囲は、次のとおりです。

■ F4 の変数に対し、±1.17 * 10-38～±3.40 * 1038、
■ F8 の変数に対し、±2.22 * 10-308～±1.79 * 10308。

注意: 電卓で使用されている表現も、コンピュータで使用されている表現と異なっている
可能性があります。したがって、同じ計算をしても違う結果が出る可能性があります。
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日付および時刻を使用した算術演算

フォーマット D（日付）および T（時刻）は、加算、減算、乗算、および除算でのみ使用できま
す。乗算および除算は、加算および減算の中間結果にのみ使用できます。

日付／時刻値は、相互に加算／減算できます。また、整数値（小数なし）を日付／時刻に加算／
減算することもできます。これらの整数値は、フォーマット N、P、I、D、または T のフィール
ドに格納できます。

加算／減算の中間結果は、その後の演算で被乗数／被除数として使用することもできます。

日付値に加算／減算する整数値は、日数とみなされます。時刻値に加算／減算する整数値は、
1/10 秒とみなされます。

日付と時刻を使用した算術演算には、以下のような Natural の内部処理に基づく制限が適用され
ます。

Natural では内部的に、日付／時刻変数を使用した算術演算は、以下のように処理されます。

COMPUTEresult-field = operand1 +/- operand2

上のステートメントは次のように解決されます。

1. intermediate-result = operand1 +/- operand2

2. result-field = intermediate-result

つまり、Natural は、最初の手順で加算／減算の結果を計算し、2 番目の手順でその結果を結果
フィールドに割り当てます。

さらに複雑な算術演算も、次のように、同じパターンに従って解決されます。

COMPUTEresult-field = operand1 +/- operand2 +/- operand3 +/- operand4

上のステートメントは次のように解決されます。

1. intermediate-result1 = operand1 +/- operand2

2. intermediate-result2 = intermediate-result1 +/- operand3

3. intermediate-result3 = intermediate-result2 +/- operand4

4. result-field = intermediate-result3

乗算および除算も、加算および減算と同様に解決されます。

このような中間結果の内部フォーマットは、以下の表に示すとおり、オペランドのフォーマット
に依存します。
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Addition

以下の表は、加算（intermediate-result = operand1 + operand2）の中間結果のフォーマッ
トを示しています。

intermediate-result のフォーマットoperand2 のフォーマットoperand1 のフォーマット

DiDD

TTD

DDi、Ti、N、P、ID

TD、T、Di、Ti、N、P、IT

DDDi、Ti、N、P、I

TTDi、Ti、N、P、I

DiDiDi、N、P、I

TiTiTi、N、P、I

DiTi、N、P、IDi

TiDi、N、P、ITi

減算

以下の表は、減算（intermediate-result = operand1 - operand2）の中間結果のフォーマッ
トを示しています。

intermediate-result のフォーマットoperand2 のフォーマットoperand1 のフォーマット

DiDD

TiTD

DDi、Ti、N、P、ID

TiD、TT

TDi、Ti、N、P、IT

DiDDi、N、P、I

TiTDi、N、P、I

DiDi、Ti、N、P、IDi

TiD、T、Di、Ti、N、P、ITi

P12Di、TiN、P、I

乗算または除算

以下の表は、乗算（intermediate-result = operand1 * operand2）または除算
（intermediate-result = operand1 / operand2）の中間結果のフォーマットを示しています
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intermediate-result のフォーマットoperand2 のフォーマットoperand1 のフォーマット

DiD、Di、Ti、N、P、ID

TiTD

TiD、T、Di、Ti、N、P、IT

TiTDi

DiD、Di、Ti、N、P、IDi

DiDTi

TiDi、T、Ti、N、P、ITi

DiD、DiN、P、I

TiT、TiN、P、I

内部割り当て

Di は内部日付フォーマットの値です。Ti は内部時刻フォーマットの値です。これらの値は、そ
の後の日付／時刻の算術演算に使用できますが、フォーマット D の結果フィールドに割り当て
ることはできません（以下の割り当て表を参照）。

内部フォーマット Di または Ti の中間結果をその後の加算／減算／乗算／除算でオペランドとし
て使用する複雑な算術演算では、これらのフォーマットはそれぞれ D または T とみなされます。

以下の表は、どの中間結果をどの結果フィールドに内部的に割り当て（result-field =
intermediate-result）できるのかを示しています。

Assignment possible
intermediate-result のフォーマットresult-field のフォーマット

○D、TD

×Di、Ti、N、P、ID

○D、T、Di、Ti、N、P、IT

○D、T、Di、Ti、N、P、IN、P、I

フォーマット D または T の結果フィールドに、負数を格納することはできません。

例 1 および 2（無効）：

COMPUTE DATE1 (D) = DATE2 (D) + DATE3 (D)
COMPUTE DATE1 (D) = DATE2 (D) - DATE3 (D)

加算／減算の中間結果はフォーマット Di ですが、フォーマット Di の値をフォーマット D の結
果フィールドに割り当てることはできないため、これらの演算は実行できません。
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例 3 および 4（無効）：

COMPUTE DATE1 (D) = TIME2 (T) - TIME3 (T)
COMPUTE DATE1 (D) = DATE2 (D) - TIME3 (T)

加算／減算の中間結果はフォーマット Ti ですが、フォーマット Ti の値をフォーマット D の結
果フィールドに割り当てることはできないため、これらの演算は実行できません。

例 5（有効）：

COMPUTE DATE1 (D) = DATE2 (D) - DATE3 (D) + TIME3 (T)

この演算は可能です。まず、DATE3 が DATE2 から減算され、フォーマット Di の中間結果が生成
されます。次に、この中間結果が TIME3 に加算され、フォーマット T の中間結果が生成されま
す。最後に、この 2 番目の中間結果が結果フィールド DATE1 に割り当てられます。

例 6 および 7（無効）：

COMPUTE DATE1 (D) = DATE2 (D) + DATE3 (D) * 2
COMPUTE TIME1 (T) = TIME2 (T) - TIME3 (T) / 3

中間結果ではなく日付／時刻フィールドを使用して乗算／除算を実行しようとしているため、こ
れらの演算は実行できません。

例 8（有効）：

COMPUTE DATE1 (D) = DATE2 (D) + (DATE3(D) - DATE4 (D)) * 2

この演算は可能です。まず、DATE4 が DATE3 から減算され、フォーマット Di の中間結果が生成
されます。次に、この中間結果が 2 で乗算され、フォーマット Di の中間結果が生成されます。
この中間結果が DATE2 に加算され、フォーマット D の中間結果が生成されます。最後に、この
3 番目の中間結果が結果フィールド DATE1 に割り当てられます。

フォーマット T の値をフォーマット D のフィールドに割り当てる場合、時刻値に有効な日付コ
ンポーネントが含まれていることを確認する必要があります。

フォーマット表現の混在に対するパフォーマンスの考慮事項

算術演算を実行する場合、フィールドフォーマットの選択はパフォーマンスに大きく影響しま
す。

業務演算では、可能であれば、フォーマット I（整数）のフィールドのみを使用します。

科学演算では、可能であれば、フォーマット F（浮動小数点）のフィールドを使用します。
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数値（N、P）と浮動小数点（F）のフォーマットが混在する式では、浮動小数点フォーマットへ
の変換が実行されます。この変換は CPU にとってかなりの負荷となります。したがって、算術
演算ではフォーマット表現を混在させないことをお勧めします。

算術演算結果の精度

小数部の桁数整数部の桁数オペレーション

Fd または Sd（どちらか大きい方）Fi + 1 または Si + 1（どちらか大きい
方）

加算／減算

Fi + Si乗算 ■ Fd + Sd が MAXPREC 未満の場合：Fd + Sd
■ Fd + Sd が MAXPREC 以上の場合：Fd、Sd または
MAXPREC（いずれか大きい方）

（下記を参照）Fi + Sd除算
Fd29 - Fd（以下の「例外」を参照）累乗

各項目の意味を次に示します。

第 1 オペランドF

第 2 オペランドS

ResultR

整数部の桁数i

小数部の桁数d

例外：

指数に 1 桁以上の小数部がある場合、累乗は内部的に浮動小数点フォーマットで行われ、その結
果もまた浮動小数点フォーマットになります。詳細については、「浮動小数点数を使用した算術
演算」を参照してください。

除算の結果に対する小数部の桁数

除算の結果の精度は、結果フィールドを使用できるかどうかによって変わります。

■ 結果フィールドを使用できる場合、精度は Fd または Rd（どちらか大きい方）になります*。
■ 結果フィールドを使用できない場合、精度は Fd または Sd（どちらか大きい方）になります

*。
* ROUNDED オプションを使用すると、実際に結果を四捨五入する前に、結果の精度が内部的に 1
桁増やされます。
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結果フィールドは、COMPUTE ステートメント、DIVIDE ステートメント、および比較演算子の後
に除算が使用されている論理条件で使用できる、または使用できるとみなされます（例：IF #A
= #B / #C THEN ...）。

結果フィールドは、比較演算子の前に除算が使用されている論理条件で使用できない、または使
用できないものとみなされます（例：IF #B / #C = #A THEN ...）。

例外：

被除数と除数がともに整数フォーマットで、少なくともその 1 つが変数の場合、結果フィールド
の精度および ROUNDED オプションが使用されているかどうかに関係なく、除算の結果は常に整
数フォーマットになります。

算術式の結果の精度

算術式の精度。例：#A / (#B * #C) + #D * (#E - #F + #G)、算術演算の結果を処理順序で評
価することによって導出されます。算術式の詳細については、COMPUTE ステートメントの説明に
ある arithmetic-expression を参照してください。

算術演算のエラー条件

加算、減算、乗算、および除算では、結果の総桁数（整数部と小数部）が 31 を超えるとエラー
が発生する場合があります。

累乗では、以下の条件のいずれかに該当するとエラーが発生します。

■ 基数が小数部のあるパックフォーマットで（P3.2 など）、指数が 16 より大きい場合。
■ 基数が浮動小数点で、結果が概算で 7 * 1075 を超える場合。

配列の処理

通常、次の規則が適用されます。

■ スカラ演算はすべて、単一のオカレンスを構成する配列要素に適用されます。
■ 定数値を使用して変数を定義すると（#FIELD (I2) CONSTANT <8> など）、コンパイル時に値
が変数に割り当てられ、その変数は定数として処理されます。したがって、このような変数を
配列の添字として使用すると、その次元は特定の数のオカレンスを持つことになります。

■ 割り当て／比較操作で次元数の異なる 2 つの配列を使用する場合、次元数の少ない配列の 「足
りない」 次元は (1:1) とみなされます。

例：#ARRAY1 (1:2) が #ARRAY2 (1:2,1:2) に割り当てられている場合、#ARRAY1 は #ARRAY1
(1:1,1:2) であるとみなされます。
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以下では次のトピックについて説明します。

■ 配列の次元の定義
■ 配列の割り当て操作
■ 配列の比較操作
■ 配列での算術演算

配列の次元の定義

1 次元、2 次元、および 3 次元の配列は、以下のように定義します。

プロパティ次元数

#a3(第 3 次元, 第 2 次元, 第 1 次元)3

#a2(第 2 次元, 第 1 次元)2

#a1(第 1 次元)1

配列の割り当て操作

配列の範囲を別の配列の範囲に割り当てる場合、割り当ては要素ごとに実行されます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #ARRAY(I4/1:5) INIT <10,20,30,40,50>
END-DEFINE
*
MOVE #ARRAY(2:4) TO #ARRAY(3:5)
/* is identical to
/* MOVE #ARRAY(2) TO #ARRAY(3)
/* MOVE #ARRAY(3) TO #ARRAY(4)
/* MOVE #ARRAY(4) TO #ARRAY(5)
/*
/* #ARRAY contains 10,20,20,20,20

単一のオカレンスを配列の範囲に割り当てる場合、範囲の各要素に単一のオカレンスの値が割り
当てられます。算術関数を使用する場合、範囲の各要素に関数の結果が割り当てられます。

割り当て操作を実行する前に、配列の各次元を相互に比較して、以下にリストされている条件に
該当するかどうかをチェックします。次元は個別に比較されます。つまり、配列の第 1 次元はも
う 1 つの配列の第 1 次元と、配列の第 2 次元はもう 1 つの配列の第 2 次元と、そして配列の第 3
次元はもう 1 つの配列の第 3 次元と比較されます。

ある配列から別の配列への値の割り当ては、以下の条件のいずれかに該当する場合にのみ実行で
きます。

■ 比較する次元のオカレンス数が一致している場合
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■ 比較する次元の両方のオカレンス数が無限の場合
■ 別の次元に割り当てられる次元が単一のオカレンスで構成されている場合

例 - 配列の割り当て：

以下のプログラムは、実行可能な配列の割り当て操作を示しています。

 DEFINE DATA LOCAL
 1 A1   (N1/1:8)
 1 B1   (N1/1:8)
 1 A2   (N1/1:8,1:8)
 1 B2   (N1/1:8,1:8)
 1 A3   (N1/1:8,1:8,1:8)
 1 I    (I2)          INIT <4>
 1 J    (I2)          INIT <8>
 1 K    (I2)          CONST <8>
 END-DEFINE
 *
 COMPUTE A1(1:3) = B1(6:8)                                      /* allowed
 COMPUTE A1(1:I) = B1(1:I)                                      /* allowed
 COMPUTE A1(*)   = B1(1:8)                                      /* allowed
 COMPUTE A1(2:3) = B1(I:I+1)                                    /* allowed
 COMPUTE A1(1)   = B1(I)                                        /* allowed
 COMPUTE A1(1:I) = B1(3)                                        /* allowed
 COMPUTE A1(I:J) = B1(I+2)                                      /* allowed
 COMPUTE A1(1:I) = B1(5:J)                                      /* allowed
 COMPUTE A1(1:I) = B1(2)                                        /* allowed
 COMPUTE A1(1:2) = B1(1:J)                                      /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
 COMPUTE A1(*)   = B1(1:J)                                      /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
 COMPUTE A1(*)   = B1(1:K)                                      /* allowed
 COMPUTE A1(1:J) = B1(1:K)                                      /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
 *
 COMPUTE A1(*)       = B2(1,*)                                  /* allowed
 COMPUTE A1(1:3)     = B2(1,I:I+2)                              /* allowed
 COMPUTE A1(1:3)     = B2(1:3,1)                                /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
 *
 COMPUTE A2(1,1:3)   = B1(6:8)                                  /* allowed
 COMPUTE A2(*,1:I)   = B1(5:J)                                  /* allowed
 COMPUTE A2(*,1)     = B1(*)                                    /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
 COMPUTE A2(1:I,1)   = B1(1:J)                                  /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
 COMPUTE A2(1:I,1:J) = B1(1:J)                                  /* allowed
 *
 COMPUTE A2(1,I)     = B2(1,1)                                  /* allowed
 COMPUTE A2(1:I,1)   = B2(1:I,2)                                /* allowed
 COMPUTE A2(1:2,1:8) = B2(I:I+1,*)                              /* allowed
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 *
 COMPUTE A3(1,1,1:I)   = B1(1)                                  /* allowed
 COMPUTE A3(1,1,1:J)   = B1(*)                                  /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
  COMPUTE A3(1,1,1:I)   = B1(1:I)                               /* allowed
 COMPUTE A3(1,1:2,1:I) = B2(1,1:I)                              /* allowed
 COMPUTE A3(1,1,1:I)   = B2(1:2,1:I)                            /* NOT ALLOWED ↩
(NAT0631)
 END

配列の比較操作

一般的に、複数の次元を持つ配列を比較する場合、各次元は個別に処理されます。つまり、配列
の第 1 次元はもう 1 つの配列の第 1 次元と、配列の第 2 次元はもう 1 つの配列の第 2 次元と、そ
して配列の第 3 次元はもう 1 つの配列の第 3 次元と比較されます。

2 つの配列の次元の比較は、以下の条件のいずれかに該当する場合にのみ実行できます。

■ 比較する配列の次元のオカレンス数が同じ場合
■ 比較する配列の次元のオカレンス数が無限の場合
■ どちらかの配列の全次元が単一のオカレンスの場合

例 - 配列の比較：

以下のプログラムは、実行可能な配列の比較操作を示しています。

DEFINE DATA LOCAL
1 A3 (N1/1:8,1:8,1:8)
1 A2 (N1/1:8,1:8)

1 A1 (N1/1:8)
1 I (I2) INIT <4>
1 J (I2) INIT <8>
1 K (I2) CONST <8>
END-DEFINE
*
IF A2(1,1) = A1(1) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,1) = A1(I) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,*) = A1(1) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,*) = A1(I) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,*) = A1(*) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,*) = A1(I -3:I+4) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,5:J) = A1(1:I) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,*) = A1(1:I) THEN IGNORE END-IF /* NOT ALLOWED(NAT0629)
IF A2(1,*) = A1(1:K) THEN IGNORE END-IF /* allowed
*
IF A2(1,1) = A2(1,1) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,1) = A2(1,I) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,*) = A2(1,1:8) THEN IGNORE END-IF /* allowed
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IF A2(1,*) = A2(I,I -3:I+4) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,1:I) = A2(1,I+1:J) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A2(1,1:I) = A2(1,I:I+1) THEN IGNORE END-IF /* NOT ALLOWED(NAT0629)
IF A2(*,1) = A2(1,*) THEN IGNORE END-IF /* NOT ALLOWED(NAT0629)
IF A2(1,1:I) = A1(2,1:K) THEN IGNORE END-IF /* NOT ALLOWED(NAT0629)
*
IF A3(1,1,*) = A2(1,*) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A3(1,1,*) = A2(1,I -3:I+4) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A3(1,*,I:J) = A2(*,1:I+1) THEN IGNORE END-IF /* allowed
IF A3(1,*,I:J) = A2(*,I:J) THEN IGNORE END-IF /* allowed
END

2 つの配列の範囲を比較する場合、以下の 2 つの表現では結果が異なることに注意してくださ
い。

#ARRAY1(*) NOT EQUAL #ARRAY2(*)
NOT #ARRAY1(*) = #ARRAY2(*)

例：

■ 条件 A：

IF #ARRAY1(1:2) NOT EQUAL #ARRAY2(1:2)

これは、以下と等しくなります。

IF (#ARRAY1(1) NOT EQUAL #ARRAY2(1)) AND (#ARRAY1(2) NOT EQUAL #ARRAY2(2))

したがって、#ARRAY1 の最初のオカレンスと #ARRAY2 の最初のオカレンスが異なり、かつ、
#ARRAY1 の 2 番目のオカレンスと #ARRAY2 の 2 番目のオカレンスが異なる場合に、条件 A は
真になります。

■ 条件 B：

IF NOT #ARRAY1(1:2) = #ARRAY2(1:2)

これは、以下と等しくなります。

IF NOT (#ARRAY1(1)= #ARRAY2(1) AND #ARRAY1(2) = #ARRAY2(2))

また、以下とも等しくなります。
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IF (#ARRAY1(1) NOT EQUAL #ARRAY2(1)) OR (#ARRAY1(2) NOT EQUAL #ARRAY2(2))

したがって、#ARRAY1 の最初のオカレンスと #ARRAY2 の最初のオカレンスが異なるか、また
は、#ARRAY1 の 2 番目のオカレンスと #ARRAY2 の 2 番目のオカレンスが異なるかのいずれかの
場合に、条件 B は真になります。

配列での算術演算

配列を使用する算術演算の一般的なルールは、対応する次元のオカレンス数が一致している必要
があるということです。

以下の例は、このルールに従っています。

#c(2:3,2:4) := #a(3:4,1:3) + #b(3:5)

つまり、次のようになります。

Rangeオカレンス数次元番号配列

2:322nd#c

2:431st#c

3:422nd#a

1:331st#a

3:531st#b

演算は要素ごとに実行されます。

注意: 次元数の異なる算術演算を実行することもできます。

上記の例では、以下の演算が実行されます。

#c(2,2) := #a(3,1) + #b(3)

#c(2,3) := #a(3,2) + #b(4)

#c(2,4) := #a(3,3) + #b(5)

#c(3,2) := #a(4,1) + #b(3)

#c(3,3) := #a(4,2) + #b(4)

#c(3,4) := #a(4,3) + #b(5)

以下のリストは、（COMPUTE、ADD、および MULTIPLY の各ステートメントにおける）算術演算で
配列の範囲がどのように使用されるかを例示したものです。例 1～4 では、対応する次元のオカ
レンス数が一致している必要があります。
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1. range + range = range.

加算は要素ごとに実行されます。
2. range * range = range.

乗算は要素ごとに実行されます。
3. scalar + range = range.

スカラが範囲の各要素に加算されます。
4. range * scalar = range.

範囲の各要素がスカラで乗算されます。
5. range + scalar = scalar.

範囲の各要素がスカラに加算され、その結果がスカラに割り当てられます。
6. scalar * range = scalar2.

スカラが配列の各要素で乗算され、その結果が scalar2 に割り当てられます。

上記の例に示されているように、算術演算では中間結果が生成されるため、重複する添字範囲は
要素ごとに計算され、その結果が中間結果配列に格納されます。そして最後に、中間結果配列が
結果フィールドに割り当てられます。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #ARRAY(I4/1:5) INIT <10,20,30,40,50>
END-DEFINE

#ARRAY(3:5) := #ARRAY(2:4) + 1

/* A temporary array for the
/* intermediate result values is
/* generated implicitly: #temp(1:3).
/* The following operations are
/* performed internally:
/* #temp(1) := #ARRAY(2) + 1
/* #temp(2) := #ARRAY(3) + 1
/* #temp(3) := #ARRAY(4) + 1
/* #ARRAY(3:5) := #temp(1:3)
/*
/* #ARRAY contains 10,20,21,31,41
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IF ステートメントで論理条件を定義します。IF ステートメントに付随するステートメントの実
行は、その条件に依存します。

IF ステートメントの構造

IF ステートメントには、以下の 3 つの構成要素があります。

IF 節には、満たす必要のある論理条件を指定します。IF

THEN 節には、この条件を満たしている場合に実行するステートメント（複数可）を指定します。THEN

（任意の）ELSE 節では、この条件を満たしていない場合に実行するステートメント（複数可）を
指定できます。

ELSE

したがって、IF ステートメントの一般的な形式は以下のようになります。

IF condition
THEN execute statement(s)
ELSE execute other statement(s)

END-IF

注意: IF 条件を満たしていないときにのみ特定の処理を実行する場合、THEN IGNORE 節を
指定できます。IGNORE ステートメントにより、条件を満たすと IF 条件は無視されます。

例 1

** Example 'IFX01': IF
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 BIRTH
2 CITY
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
LIMIT 7
READ MYVIEW BY CITY STARTING FROM 'C'
IF SALARY (1) LT 40000 THEN

WRITE NOTITLE '*****' NAME 30X 'SALARY LT 40000'
ELSE

DISPLAY NAME BIRTH (EM=YYYY-MM-DD) SALARY (1)
END-IF

END-READ
END

上記のプログラムの IF ステートメントブロックでは、以下の条件処理が実行されます。
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■ （IF ）給与が 40000 未満の場合、（THEN）WRITE ステートメントが実行されます。
■ それ以外の場合（ELSE）、つまり、給与が 40000 以上の場合は DISPLAY ステートメントが実
行されます。

プログラム IFX01 の出力：

NAME DATE ANNUAL
OF SALARY

BIRTH
-------------------- ---------- ----------

***** KEEN SALARY LT 40000
***** FORRESTER SALARY LT 40000
***** JONES SALARY LT 40000
***** MELKANOFF SALARY LT 40000
DAVENPORT 1948-12-25 42000
GEORGES 1949-10-26 182800
***** FULLERTON SALARY LT 40000

例 2：

** Example 'IFX03': IF
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 BONUS (1,1)
2 SALARY (1)

*
1 #INCOME (N9)
1 #TEXT (A26)
END-DEFINE
*
WRITE TITLE '-- DISTRIBUTION OF CATALOGS I AND II --' /
*
READ (3) EMPLOY-VIEW BY CITY = 'SAN FRANCISCO'

COMPUTE #INCOME = BONUS(1,1) + SALARY(1)
/*

IF #INCOME > 40000
MOVE 'CATALOGS I AND II' TO #TEXT

ELSE
MOVE 'CATALOG I' TO #TEXT

END-IF
/*
DISPLAY NAME 5X 'SALARY' SALARY(1) / BONUS(1,1)
WRITE T*SALARY '-'(10) /

16X 'INCOME:' T*SALARY #INCOME 3X #TEXT /
16X '='(19)

SKIP 1
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END-READ
END

プログラム IFX03 の出力：

-- DISTRIBUTION OF CATALOGS I AND II --
NAME SALARY

BONUS
-------------------- ----------

COLVILLE JR 56000
0

----------
INCOME: 56000 CATALOGS I AND II
===================

RICHMOND 9150
0

----------
INCOME: 9150 CATALOG I
===================

MONKTON 13500
600

----------
INCOME: 14100 CATALOG I
===================

IF ステートメントのネスト

IF ステートメントは、複数のネスト構造にして使用できます。例えば、THEN 節の実行を、THEN
節に指定した別の IF ステートメントに依存させることができます。

例：

** Example 'IFX02': IF (two IF statements nested)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 SALARY (1:1)
2 BIRTH
2 PERSONNEL-ID

1 MYVIEW2 VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

*
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1 #BIRTH (D)
END-DEFINE
*
MOVE EDITED '19450101' TO #BIRTH (EM=YYYYMMDD)
*
LIMIT 20
FND1. FIND MYVIEW WITH CITY = 'BOSTON'

SORTED BY NAME
IF SALARY (1) LESS THAN 20000

WRITE NOTITLE '*****' NAME 30X 'SALARY LT 20000'
ELSE

IF BIRTH GT #BIRTH
FIND MYVIEW2 WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (FND1.)

DISPLAY (IS=ON) NAME BIRTH (EM=YYYY-MM-DD)
SALARY (1) MAKE (AL=8 IS=OFF)

END-FIND
END-IF

END-IF
SKIP 1

END-FIND
END

プログラム IFX02 の出力：

NAME DATE ANNUAL MAKE
OF SALARY

BIRTH
-------------------- ---------- ---------- --------

***** COHEN SALARY LT 20000

CREMER 1972-12-14 20000 FORD

***** FLEMING SALARY LT 20000

PERREAULT 1950-05-12 30500 CHRYSLER

***** SHAW SALARY LT 20000

STANWOOD 1946-09-08 31000 CHRYSLER
FORD
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この章では、ステートメント FIND、READ、HISTOGRAM、ACCEPT/REJECT、IF、DECIDE FOR、REPEAT
で使用できる論理条件基準の目的および使用方法を説明します。

はじめに

基本の条件は、1 つの関係式です。複数の関係式を論理演算子（AND、OR）と組み合わせて、複
合条件を構成することができます。

また、演算式を使用して、1 つの関係式を構成することもできます。

論理条件基準は、以下のステートメントで使用できます。

使用方法ステートメント

論理条件基準を持つ WHERE 節を使用して、WITH 節で指定されている基本選択条件に、
さらに条件を追加します。WHERE 節で指定されている論理条件基準は、レコードの選択
および読み込み後に評価されます。

WITH 節では、論理条件基準ではなく、（FIND ステートメントで記述されている）「基
本検索条件」 が使用されます。

FIND

論理条件基準を持つ WHERE 節を使用して、読み込んだレコードを処理するかどうかを
指定します。論理条件基準は、レコードの読み込み後に評価されます。

READ

論理条件基準を持つ WHERE 節を使用して、読み込んだ値を処理するかどうかを指定し
ます。論理条件基準は、値の読み込み後に評価されます。

HISTOGRAM

FIND、READ、または HISTOGRAM ステートメントでレコードが選択され、読み込まれる
場合、IF 節を ACCEPT または REJECT ステートメントで使用して、指定された条件に加

ACCEPT/REJECT

えて論理条件の基準を指定することもできます。論理条件の基準は、レコードが読み込
まれ、レコードの処理が開始した後に評価されます。
論理条件の基準を使用して、ステートメントの実行を制御します。IF

論理条件の基準を使用して、ステートメントの実行を制御します。DECIDE FOR

REPEAT ステートメントの UNTIL 節または WHILE 節に、いつ処理ループを終了するの
かを決定する論理条件基準を指定します。

REPEAT

関係式

構文：
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operand2operand1

EQ
=
EQUAL
EQUAL TO
NE
^=
<>
NOT =
NOT EQ
NOTEQUAL
NOT EQUAL
NOT EQUAL TO
LT
LESS THAN
<
GE
GREATER EQUAL
>=
NOT <
NOT LT
GT
GREATER THAN
>
LE
LESS EQUAL
<=
NOT >
NOT GT

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

○○OGLTDBFIPNUAENASCoperand1

×○OGLTDBFIPNUAENASCoperand2

上記オペランド定義テーブルの詳細については、『ステートメント』ドキュメントの「構文記号
およびオペランド定義テーブル」を参照してください。

上記の表の 「構文要素」 の 「E」 は、算術式を表します。つまり、関係式のオペランドとして
算術式を指定できることを意味します。算術式の詳細については、COMPUTE ステートメントの説
明にある arithmetic-expression を参照してください。

比較演算子の説明：
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説明比較演算子

等しいEQ
=
EQUAL
EQUAL TO

等しくないNE
^=
<>
NOT =
NOT EQ
NOTEQUAL
NOT EQUAL
NOT EQUAL TO

より小さいLT
LESS THAN
<

より大きいまたは等しいGE
GREATER EQUAL
>=

以上NOT <
NOT LT

より大きいGT
GREATER THAN
>

より小さいまたは等しいLE
LESS EQUAL
<=

以下NOT >
NOT GT

関係式の例：

IF NAME = 'SMITH'
IF LEAVE-DUE GT 40
IF NAME = #NAME

関係式における配列の比較については、「配列の処理」を参照してください。

注意: 浮動小数点のオペランドを使用すると、浮動小数点で比較が実行されます。浮動小
数点数自体の精度に制限があるため、数値と浮動小数点形式との変換を行うときに、切り
上げ／切り捨てエラーを回避することはできません。

論理条件における算術式

以下の例は、論理条件で算術式をどのように使用するかを示しています。
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IF #A + 3 GT #B - 5 AND #C * 3 LE #A + #B

論理条件におけるハンドル

関係式のオペランドがハンドルの場合、演算子 EQUAL および NOT EQUAL のみを使用できます。

関係式における SUBSTRING オプション

構文：

operand2

=

SUBSTRING
(operand1,operand3,operand4) SUBSTRING

(operand2,operand5,operand6)

EQ

operand1

EQUAL [TO]
<>
NE
NOT =
NOT EQ
NOT EQUAL
NOT EQUAL TO
<
LT
LESS THAN
<=
LE
LESS EQUAL
>
GT
GREATER THAN
>=
GE
GREATER EQUAL

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

○○BUANASCoperand1

×○BUANASCoperand2

×○BIPNSCoperand3

×○IPNSCoperand4

×○IPNSCoperand5

×○IPNSCoperand6
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SUBSTRING オプションを使用すると、英数字、バイナリ、または Unicode の各フィールドの一
部を比較できます。フィールド名（operand1）の後にまず開始位置（operand3）を指定し、次
に、フィールドの比較する部分の長さ（operand4）を指定します。

また、フィールド値を別のフィールド値の一部と比較することもできます。フィールド名
（operand2）の後にまず開始位置（operand5）を指定し、次に、フィールド operand1 の比較す
る部分の長さ（operand6）を指定します。

両方の形式を組み合わせることもできます。つまり、SUBSTRING を operand1 と operand2の両方
に指定できます。

例：

以下の式は、フィールド #A の値の 5～12 桁目とフィールド #B の値を比較しています。

SUBSTRING(#A,5,8) = #B

- 5 が開始位置で、8 が長さです。

以下の式は、フィールド #A の値とフィールド #B の値の 3～6 桁目を比較しています。

#A = SUBSTRING(#B,3,4)

注意: operand3/operand5 を省略すると、開始位置は 1 とみなされます。operand4/operand6

を省略すると、長さはフィールドの開始位置から終わりまでとみなされます。

拡張関係式

構文：

operand2operand1
=
EQ
EQUAL [TO]

operand3OR
=
EQ
EQUAL [TO]

THRU operand4 [BUT NOT operand5 [THRU operand6]]

オペランド定義テーブル：
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ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○OGTDBFIPNUAEN*ASCoperand1

×○OGTDBFIPNUAEN*ASCoperand2

×○OGTDBFIPNUAEN*ASCoperand3

×○OGTDBFIPNUAEN*ASCoperand4

×○OGTDBFIPNUAEN*ASCoperand5

×○OGTDBFIPNUAEN*ASCoperand6

* 算術関数およびシステム変数は使用できますが、ブレイク関数は使用できません。

operand3 は、以下のように、MASK オプションまたは SCAN オプションを使用して指定すること
もできます。

MASK (mask-definition) [operand]

MASKoperand

SCANoperand

これらのオプションの詳細については、「MASK オプション」および「SCAN オプション」を
参照してください。

例：

IF #A = 2 OR = 4 OR = 7
IF #A = 5 THRU 11 BUT NOT 7 THRU 8

論理変数の評価

構文：

operand1

このオプションは、論理変数（フォーマット L）はとともに使用します。論理変数の値は、TRUE
または FALSE になります。operand1 には、使用する論理変数名を指定します。

オペランド定義テーブル：
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ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

××LASCoperand1

論理変数の例：

** Example 'LOGICX05': Logical variable in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #SWITCH (L) INIT <true>
1 #INDEX (I1)
END-DEFINE
*
FOR #INDEX 1 5

WRITE NOTITLE #SWITCH (EM=FALSE/TRUE) 5X 'INDEX =' #INDEX
WRITE NOTITLE #SWITCH (EM=OFF/ON) 7X 'INDEX =' #INDEX
IF #SWITCH

MOVE FALSE TO #SWITCH
ELSE

MOVE TRUE TO #SWITCH
END-IF
/*
SKIP 1

END-FOR
END

プログラム LOGICX05 の出力：

TRUE INDEX = 1
ON INDEX = 1

FALSE INDEX = 2
OFF INDEX = 2

TRUE INDEX = 3
ON INDEX = 3

FALSE INDEX = 4
OFF INDEX = 4

TRUE INDEX = 5
ON INDEX = 5
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論理条件基準内で使用するフィールド

データベースフィールドおよびユーザー定義変数は、論理条件基準を構成するために使用できま
す。マルチプルバリューフィールドであるデータベースフィールド、またはピリオディックグ
ループに含まれているデータベースフィールドも使用できます。マルチプルバリューフィールド
に値の範囲が指定されている、またはピリオディックグループにオカレンスの範囲が指定されて
いる場合、検索値がその範囲の値／オカレンス内で検出されると、条件は真になります。

使用する値はそれぞれ、式の反対側で使用されているフィールドと互換性がある必要がありま
す。10 進数表記は、数値フィールドに対する値にのみ指定します。また、値の小数部の桁数は、
フィールドに定義されている小数部の桁数と一致させる必要があります。

オペランドのフォーマットが異なる場合、2 番目のオペランドが最初のオペランドのフォーマッ
トに変換されます。

注意: 小数点表記のない数値定数は、値が -2147483648～+2147483647 の場合はフォー
マット I で格納されます。「数値定数」を参照してください。したがって、このような整
数定数を operand1 とする比較は、operand2 を整数値に変換することにより実行されま
す。これは、operand2 の小数点以下の値は切り捨てられるため、比較の対象とみなされ
ないことを意味します。

例：

 IF 0 = 0.5    /* is true because 0.5 (operand2) is converted to 0 (format I of ↩
operand1)
 IF 0.0 = 0.5  /* is false 
 IF 0.5 = 0    /* is false 
 IF 0.5 = 0.0  /* is false ↩

以下の表に、論理条件で一緒に使用できるオペランドのフォーマットを示します。

operand2operand1

OHGHPNLFITDBn (n>=5)Bn (n=<4)UA

○○○○A

[2][2]○○U

○○○○○○○○○○Bn (n=<4)

○○○○Bn (n>=5)

○○○○○○○D

○○○○○○○T

○○○○○○ ○I
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operand2operand1

OHGHPNLFITDBn (n>=5)Bn (n=<4)UA

○○○○○○○F
L

○○○○○○○N

○○○○○○○P

○GH [1]

○OH [1]

注意: 

1. 1) ここで、GH は GUI ハンドルを表し、OH はオブジェクトハンドルを表します。
2. 2) バイナリ値には Unicode コードポイントが格納されているものとします。また、比較は、

2 つの Unicode 値の比較として実行されます。バイナリフィールドの長さは偶数である必要
があります。

2 つの値を英数字値として比較する場合、長い方の値と同じ長さにするために、末尾に空白を追
加して短い方の値を拡張するものとします。

2 つの値をバイナリ値として比較する場合、長い方の値と同じ長さにするために、先頭にバイナ
リゼロを挿入して短い方の値を拡張するものとします。

2 つの値を Unicode 値として比較する場合、両方の値の末尾の空白を削除してから、ICU 照合
アルゴリズムを使用して 2 つの値を比較します。『Unicode とコードページのサポート』ドキュ
メントの「論理条件の基準」も参照してください。

比較の例：

A1(A1) := 'A'            
A5(A5) := 'A    '        
B1(B1) := H'FF'          
B5(B5) := H'00000000FF'  
U1(U1) := UH'00E4'       
U2(U2) := UH'00610308'   
IF A1 = A5 THEN ...                 /* TRUE 
IF B1 = B5 THEN ...                 /* TRUE
IF U1 = U2 THEN ...                 /* TRUE ↩

配列とスカラ値を比較する場合、配列の各要素がスカラ値と比較されます。少なくとも 1 つの配
列要素が条件を満たしていると、結果は真になります（OR 演算）。

配列と配列を比較する場合、配列の各要素が、もう一方の配列の対応する要素と比較されます。
すべての要素の比較が条件を満たしている場合にのみ、結果は真になります（AND 演算）。
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「配列の処理」も参照してください。

注意: Adabas フォネティックディスクリプタは、論理条件には使用できません。

論理条件基準の例：

FIND EMPLOYEES-VIEW WITH CITY = 'BOSTON' WHERE SEX = 'M'
READ EMPLOYEES-VIEW BY NAME WHERE SEX = 'M'
ACCEPT IF LEAVE-DUE GT 45
IF #A GT #B THEN COMPUTE #C = #A + #B
REPEAT UNTIL #X = 500

複雑な論理式における論理演算子

論理条件基準は、ブール演算子 AND、OR、および NOT を使用して組み合わせることができます。
カッコを使用して論理グループを示すこともできます。

演算子は、以下の順序で評価されます。

意味演算子優先順位

カッコ( )1

否定NOT2

AND オペレーションAND3

OR オペレーションOR4

以下の logical-condition-criteria を論理演算子で組み合わせることにより、複雑な論理式を
作成できます。

■ 関係式
■ 拡張関係式
■ MASK オプション
■ SCAN オプション
■ BREAK オプション

logical-expression の構文は次のようになります。
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logical-expression
OR

[NOT]
logical-condition-criterion
(logical-expression) AND

論理式の例：

FIND STAFF-VIEW WITH CITY = 'TOKYO'
WHERE BIRTH GT 19610101 AND SEX = 'F'

IF NOT (#CITY = 'A' THRU 'E')

論理式における配列の比較については、「配列の処理」を参照してください。

注意: 複数の論理条件基準が AND で組み合わされている場合、それらの条件のいずれかが
偽になると即座に評価は終了します。

BREAK オプション - 現在の値を前回のループパス値と比較します

BREAK オプションでは、フィールドの現在の値または値の一部と、処理ループで前回通過した、
同じフィールドの値とを比較できます。

構文：

BREAK [OF] operand1 [/n/]

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○LTDBFIPNUASoperand1

構文要素の説明：

チェックするコントロールフィールドを指定します。配列の特定のオカレンスをコントロー
ルフィールドとして使用することもできます。

operand1

表記 /n/ を使用すると、値の変化を調べるためにチェックされるのは、コントロールフィー
ルドの（左から右へ数えて）最初の n 個の位置だけであることを示すことができます。この
表記は、フォーマット A、B、N、または P のオペランドに対してのみ使用できます。

/n/

指定した位置のフィールドの値が変わると、BREAK 操作の結果は真になります。AT END OF
DATA 条件が発生すると、BREAK 操作の結果は偽になります。

例：

以下の例では、フィールド FIRST-NAME の最初の文字が変わっているかどうかがチェックさ
れます。

プログラミングガイド426

論理条件基準



BREAK FIRST-NAME /1/

このオプションには、Natural システム関数を使用できません（AT BREAK ステートメントで
は使用可能）。

BREAK オプションの例：

** Example 'LOGICX03': BREAK option in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 BIRTH

*
1 #BIRTH (A8)
END-DEFINE
*
LIMIT 10
READ EMPLOY-VIEW BY BIRTH

MOVE EDITED BIRTH (EM=YYYYMMDD) TO #BIRTH
/*
IF BREAK OF #BIRTH /6/

NEWPAGE IF LESS THAN 5 LINES LEFT
WRITE / '-' (50) /

END-IF
/*
DISPLAY NOTITLE BIRTH (EM=YYYY-MM-DD) NAME FIRST-NAME

END-READ
END

プログラム LOGICX03 の出力：

DATE NAME FIRST-NAME
OF

BIRTH
---------- -------------------- --------------------

1940-01-01 GARRET WILLIAM
1940-01-09 TAILOR ROBERT
1940-01-09 PIETSCH VENUS
1940-01-31 LYTTLETON BETTY

--------------------------------------------------

1940-02-02 WINTRICH MARIA
1940-02-13 KUNEY MARY
1940-02-14 KOLENCE MARSHA
1940-02-24 DILWORTH TOM

--------------------------------------------------
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1940-03-03 DEKKER SYLVIA
1940-03-06 STEFFERUD BILL

IS オプション - 英数字フィールドまたは Unicode フィールドの内容
を変換できるかどうかをチェックする

構文：

operand1 IS (format)

このオプションは、英数字フィールドまたは Unicode フィールド（operand1）の値を特定の別
のフォーマットに変換できるかどうかをチェックするために使用します。

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○UANASCoperand1

チェックできる format は、以下のとおりです。

長さが ll.ll の数値Nll.ll

長さが ll の浮動小数点Fll

日付。以下の日付フォーマットが使用できます。dd-mm-yy、dd-mm-yyyy、ddmmyyyy（dd =
日、mm = 月、yy または yyyy = 年）年、月、日の各コンポーネントの順序、およびコンポーネ

D

ント間のデリミタ文字は、プロファイルパラメータ DTFORM（『パラメータリファレンス』を参
照）によって決まります。
時刻（デフォルトの時刻表示フォーマットに依存）T

長さが ll.ll のパック型数値Pll.ll

長さが ll の整数値Ill

チェック時は、operand1 の先頭および末尾の空白は無視されます。

IS オプションは、例えば、算術関数 VAL（英数字フィールドから数値を抽出）を実行する前に
フィールドの内容をチェックして、ランタイムエラーが発生しないようにするために使用できま
す。

注意: IS オプションで可能なのは、英数字フィールドの値が特定の「フォーマット」かど
うかのチェックではなく、その「フォーマット」に変換できるかどうかのチェックです。
値が特定のフォーマットかどうかをチェックするには、MASK オプションを使用します。
詳細については、「IS オプションと MASK オプションの比較」および「パック型数値
データまたはアンパック型数値データのチェック」を参照してください。
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IS オプションの例：

** Example 'LOGICX04': IS option as format/length check
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #FIELDA (A10) /* INPUT FIELD TO BE CHECKED
1 #FIELDB (N5) /* RECEIVING FIELD OF VAL FUNCTION
1 #DATE (A10) /* INPUT FIELD FOR DATE
END-DEFINE
*
INPUT #DATE #FIELDA
IF #DATE IS(D)

IF #FIELDA IS (N5)
COMPUTE #FIELDB = VAL(#FIELDA)
WRITE NOTITLE 'VAL FUNCTION OK' // '=' #FIELDA '=' #FIELDB

ELSE
REINPUT 'FIELD DOES NOT FIT INTO N5 FORMAT'

MARK *#FIELDA
END-IF

ELSE
REINPUT 'INPUT IS NOT IN DATE FORMAT (YY-MM-DD) '

MARK *#DATE
END-IF
*
END

プログラム LOGICX04 の出力：

#DATE 150487 #FIELDA

INPUT IS NOT IN DATE FORMAT (YY-MM-DD)
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MASK オプション - フィールドの指定の位置を特定の内容に照らし
てチェックする

MASK オプションを使用すると、フィールドの特定の位置を特定の内容に照らしてチェックでき
ます。

以下では次のトピックについて説明します。

■ 定数マスク
■ 変数マスク
■ マスク内の文字
■ マスク長
■ 日付チェック
■ 定数または変数の内容に対するチェック
■ 範囲チェック
■ パック型数値データまたはアンパック型数値データのチェック

定数マスク

構文：

MASK (mask-definition) [operand2]operand1

=
EQ
EQUAL TO
NE
NOT EQUAL

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○PNUANASCoperand1

×○BPNUASCoperand2

operand2 は、mask-definition に少なくとも 1 つの X が指定されている場合にのみ使用できま
す。operand1 および operand2 は、互換性のあるフォーマットである必要があります。

■ operand1 がフォーマット A の場合、operand2 はフォーマット A、B、N、または U である必
要があります。

■ operand1 がフォーマット U の場合、operand2 はフォーマット A、B、N、または U である必
要があります。

■ operand1 がフォーマット N または P の場合、operand2 はフォーマット N または P である必
要があります。
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mask-definition 内の X は、operand1 および operand2 の対応する位置を選択して比較します。

変数マスク

定数 mask-definition（上記参照）の他に、変数マスク定義を使用することもできます。

構文：

MASKoperand2operand1

=
EQ
EQUAL TO
NE
NOT EQUAL

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○PNUANASCoperand1

×○UASoperand2

operand2 の内容はマスク定義とみなされます。operand2 内の末尾の空白は無視されます。

■ operand1 がフォーマット A、N、または P の場合、operand2 はフォーマット A である必要が
あります。

■ operand1 がフォーマット U の場合、operand2 はフォーマット U である必要があります。

マスク内の文字

マスク定義（定数マスクのマスク定義、および変数マスクの operand2）には、以下の文字を使用
できます。

意味文字

ピリオド、疑問符、または下線は、該当する 1 桁をチェックしないことを示します。. または ? ま
たは _

アスタリスクまたはパーセント記号は、任意の桁数をチェックしないことを示すために使
用します。

* または %

スラッシュ（/）は、値が特定の文字（または文字列）で終わっているかどうかをチェッ
クするために使用します。

例えば、フィールドの最後が E であるか、または最後の E の後が空白以外に何もない場
合、以下の条件は真になります。

/
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意味文字

IF #FIELD = MASK (*'E'/)

該当する桁が英字（大文字または小文字）かどうかをチェックします。A

1 つ以上の桁が、アポストロフィで囲まれている文字列かどうかをチェックします。

チェックする文字は TQMARK パラメータに依存しません。引用符（"）は引用符（"）に
対してチェックされます。

operand1 が Unicode フォーマットの場合、'c' に Unicode 文字が含まれている必要があ
ります。

'c'

該当する桁が英字（大文字または小文字）、数字、または空白かどうかをチェックしま
す。

C

該当する 2 桁が有効な日の表記（01～31。MM および YY/YYYY が指定されていれば、その
値に依存。「日付チェック」も参照）かどうかをチェックします。

DD

該当する桁が 16 進数表記（A～F、0～9）かどうかをチェックします。H

該当する桁が有効なユリウス日、つまり年における日数（001～366。YY/YYYY が指定され
ていれば、その値に依存します。「日付チェック」も参照してください）。

JJJ

該当する桁が小文字の英字（a～z）かどうかをチェックします。L

該当する桁が有効な月（01～12）かどうかをチェックします。「日付チェック」も参照し
てください。

MM

該当する桁が数値かどうかをチェックします。N

1 つ（以上）の桁が 0 - n の範囲内の数値かどうかをチェックします。n...

該当する桁が n1～n2 の範囲内の数値かどうかをチェックします。

n1 および n2 は同じ長さである必要があります。

n1-n2 または
n1:n2

該当する桁が表示可能な文字（U、L、N、または S）かどうかをチェックします。P

該当する桁が特殊文字かどうかをチェックします。『オペレーション』ドキュメントの
「NATCONV.INI での異なる文字セットのサポート」も参照してください。

S

該当する桁が大文字の英字（A～Z）かどうかをチェックします。U

該当する桁が、マスク定義に続く値（operand2）の同じ位置の値と同じかどうかをチェッ
クします。

X は、変数マスク定義では意味も持たないため、使用できません。

X

該当する 2 桁が有効な年（00～99）かどうかをチェックします。「日付チェック」も参照
してください。

YY

該当する 4 桁が有効な年（0000～2699）かどうかをチェックします。YYYY

該当する桁の左側のハーフバイトが 16 進数の 3 または 7 で、右側のハーフバイトが 16 進
数の 0～9 かどうかをチェックします。

これは、負数の数値に対しても正しくチェックできます。数値の符号は最後の桁に格納さ
れるため、その桁は 16 進数の非数値とみなされます。したがって、（該当する桁が数値
かどうかをチェックする）N では、負数の数値を正しくチェックできません。

Z
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意味文字

マスク内では Z は、チェック対象の一連の数字ごとに一度だけ使用します。

マスク長

マスクの長さにより、チェックが必要な位置の数が決まります。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #CODE (A15)
END-DEFINE
...
IF #CODE = MASK (NN'ABC'....NN)
...

上記の例では、#CODE の最初の 2 桁に対し、数値かどうかをチェックしています。その後の 3 桁
は、定数 ABC かどうかをチェックしています。その次の 4 桁はチェックしていません。10 桁目
および 11 桁目は、数値かどうかをチェックしています。12～15 桁目はチェックしていません。

日付チェック

指定するマスク内でチェックできる日付は 1 つのみです。同じ日付コンポーネント（JJJ、DD、
MM、YY、または YYYY）がマスクで複数回指定されている場合、最後のオカレンスの値のみ、他
の日付コンポーネントとの整合性がチェックされます。

日付に対するチェックでマスクに日（DD）を指定して月（MM）を指定しない場合、現在の月を
想定してチェックが行われます。

日付に対するチェックでマスクに日（DD）またはユリウス日（JJJ）を指定して年（YY または
YYYY）を指定しない場合、現在の年を想定してチェックが行われます。

日付を 2 桁の年（YY）でチェックするときにスライディングウィンドウも固定ウィンドウも設定
されていない場合、現在の世紀を想定してチェックが行われます。スライディングウィンドウま
たは固定ウィンドウの詳細については、『パラメータリファレンス』に記載されている、プロ
ファイルパラメータ YSLW の説明を参照してください。

例 1

MOVE 1131 TO #DATE (N4)
IF #DATE = MASK (MMDD)

この例では、月と日の有効性をチェックしています。月に対する値（11）は有効とみなされます
が、11 月には 30 日しかないため、日に対する値（31）は無効とみなされます。
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例 2：

IF #DATE(A8) = MASK (MM'/'DD'/'YY)

この例では、フィールド #DATE の内容がフォーマット MM/DD/YY（月／日／年）の日付として有
効かどうかをチェックしています。

例 3：

IF #DATE (A8) = MASK (1950-2020MMDD)

この例では、フィールド #DATE の内容が 1950～2020 の範囲内の 4 桁の数字とそれに続く有効な
現在の年の月および日付かどうかをチェックしています。

注意: 当然ながら、上記のマスクでは、月と日付の整合性とは関係なく数値範囲 1950～
2020 をチェックしているため、1950～2020 の範囲内で有効な年をチェックすることはで
きません。このチェックでは、2 月 29 日を除いて意図した結果が得られます。2 月 29 日
の結果は、現在の年がうるう年かどうかによって異なります。日付の整合性に加えて指定
の年の範囲をチェックするには、日付の整合性をチェックするコードと範囲の有効性を
チェックするコードを別個に記述します。

IF #DATE (A8) = MASK (YYYYMMDD) AND #DATE = MASK (1950-2020)

例 4：

IF #DATE (A4) = MASK (19-20YY)

この例では、フィールド #DATE の内容が 19～20 の範囲内の 2 桁の数字とそれに続く有効な 2 桁
の年（00～99）かどうかをチェックしています。Natural では、上記の方法で世紀を割り当てて
います。

注意: 明白なことですが、上記のマスクでは、年の整合性とは関係なく数値範囲 19～20
をチェックしているため、1900～2099 の範囲内で有効な年をチェックすることはできま
せん。年の範囲をチェックするには、日付の整合性をチェックするコードと範囲の有効性
をチェックするコードを別個に記述します。

IF #DATE (A10) = MASK (YYYY'-'MM'-'DD) AND #DATE = MASK (19-20)
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定数または変数の内容に対するチェック

マスクチェックに対する値として定数または変数を使用する場合、この値（operand2）は
mask-definition の直後に指定する必要があります。

operand2 は、少なくともマスクと同じ長さである必要があります。

マスクでは、チェックする桁には X、チェックしない桁にはピリオド（.）、疑問符（?）、また
は下線（_）を指定します。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #NAME (A15)
END-DEFINE
...
IF #NAME = MASK (..XX) 'ABCD'
...

上記の例では、フィールド #NAME の 3～4 桁目が CD かどうかをチェックしていいます。1 桁目お
よび 2 桁目はチェックされません。

マスクの長さにより、チェックが必要な位置の数が決まります。マスク操作で使用する任意の
フィールドまたは定数に対し、マスクは左詰めで適用されます。式の右側のフィールド（または
定数）のフォーマットは、式の左側のフィールドのフォーマットと同じである必要があります。

チェックするフィールド（operand1）がフォーマット A の場合、使用する定数（operand2）は
アポストロフィで囲む必要があります。フィールドが数値の場合、使用する値は数値定数、数値
データベースフィールドの値、またはユーザー定義変数である必要があります。

どちらの場合でも、マスク内の X インジケータが示す位置に該当しない文字／数値は無視されま
す。

指定された位置の値が両方とも同じ場合、MASK 操作の結果は真になります。

例：

** Example 'LOGICX01': MASK option in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
END-DEFINE
*
HISTOGRAM EMPLOY-VIEW CITY

IF CITY =
MASK (....XX) '....NN'
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DISPLAY NOTITLE CITY *NUMBER
END-IF

END-HISTOGRAM
*
END

上記の例では、フィールド CITY の 5～6 桁目が両方とも文字 N の場合、当該レコードは受け入
れられます。

範囲チェック

範囲チェックを実行する場合、指定した変数を検証する桁数は、マスクに指定する値の精度で定
義します。例えば、(...193...) というマスクを指定すると、4～6 桁目が 000～193 の範囲内の
3 桁の数値かどうかが検証されます。

マスク定義の他の例

■ 以下の例では、#NAME の各文字が英字かどうかがチェックされます。

IF #NAME (A10) = MASK (AAAAAAAAAA)

■ 以下の例では、#NUMBER の 4～6 桁目が数値かどうかがチェックされます。

IF #NUMBER (A6) = MASK (...NNN)

■ 以下の例では、#VALUE の 4～6 桁目が値 123 かどうかがチェックされます。

IF #VALUE(A10) = MASK (...'123')

■ 以下の例では、#LICENSE が NY- で始まるライセンス番号で、最後の 5 文字が #VALUE の最後
の 5 文字と同じかどうかがチェックされます。

DEFINE DATA LOCAL
1 #VALUE(A8)
1 #LICENSE(A8)
END-DEFINE
INPUT 'ENTER KNOWN POSITIONS OF LICENSE PLATE:' #VALUE
IF #LICENSE = MASK ('NY-'XXXXX) #VALUE

■ 以下の条件は、NAT で始まり AL で終わる値は、NAT と AL の間に他の文字が何文字あっても、
すべて真になります。これには、NATAL だけでなく、NATURAL や NATIONALITY などの値も含ま
れます。
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MASK('NAT'*'AL')

パック型数値データまたはアンパック型数値データのチェック

レガシアプリケーションでは、英数字フィールドやバイナリフィールドを再定義したパック型ま
たはアンパック型の数値変数を頻繁に使用しています。パック型変数またはアンパック型変数を
割り当てや計算で使用すると、エラーや予測できない結果が生じる可能性があるため、このよう
な再定義はしないことをお勧めします。再定義した変数を使用する前に内容を検証するには、桁
数 - 1 個の N オプション（「マスク内の文字」を参照）を使用し、その後に一度だけ単一の Z
オプションを指定します。

例：

IF #P1 (P1) = MASK (Z)
IF #N4 (N4) = MASK (NNNZ)
IF #P5 (P5) = MASK (NNNNZ)

フィールドの内容の変更についての詳細は、「IS オプションと比較した MASK オプション」を
参照してください。

IS オプションと比較した MASK オプション

このセクションでは、MASK オプションと IS オプションの違いを示します。また、この違いを説
明するサンプルプログラムも示します。

IS オプションを使用して、英数字フィールドまたは Unicode フィールドの内容を特定の他の形
式に変換できるかどうかをチェックできますが、このオプションを使用して英数字フィールドの
値が指定した形式であるかどうかをチェックすることはできません。

MASK オプションを使用して、再定義されたパック型またはアンパック型の数値変数の内容を検
証できます。

相違を示す例：

** Example 'LOGICX09': MASK versus IS option in logical condition       
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL                                                       
1 #A2   (A2)                                                            
1 REDEFINE #A2                                                          
  2 #N2 (N2)                                                            
1 REDEFINE #A2                                                          
  2 #P3 (P3)                                                            
1 #CONV-N2 (N2)                                                         
1 #CONV-P3 (P3)                                                         
END-DEFINE                                                              
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*                                                                       
#A2 := '12'                                         
WRITE NOTITLE   'Assignment #A2 := "12" results in:'
PERFORM SUBTEST                                     
#A2 := '-1'                                         
WRITE NOTITLE / 'Assignment #A2 := "-1" results in:'
PERFORM SUBTEST                                     
#N2 :=  12                                          
WRITE NOTITLE / 'Assignment #N2 :=  12  results in:'
PERFORM SUBTEST                                     
#N2 :=  -1                                          
WRITE NOTITLE / 'Assignment #N2 :=  -1  results in:'
PERFORM SUBTEST                                     
#P3 :=  12                                          
WRITE NOTITLE / 'Assignment #P3 :=  12  results in:'
PERFORM SUBTEST                                     
#P3 :=  -1                                          
WRITE NOTITLE / 'Assignment #P3 :=  -1  results in:'
PERFORM SUBTEST                                     
*                                                                                 ↩
                                               
DEFINE SUBROUTINE SUBTEST                                       
IF #A2 IS (N2) THEN                                             
  #CONV-N2 := VAL(#A2)                                          
  WRITE NOTITLE 12T '#A2 can be converted to' #CONV-N2 '(N2)'   
END-IF                                                          
IF #A2 IS (P3) THEN                                             
  #CONV-P3 := VAL(#A2)                                          
  WRITE NOTITLE 12T '#A2 can be converted to' #CONV-P3 '(P3)'   
END-IF                                                          
IF #N2 = MASK(NZ) THEN                                          
  WRITE NOTITLE 12T '#N2 contains the valid unpacked number' #N2
END-IF                                                          
IF #P3 = MASK(NNZ) THEN                                         
  WRITE NOTITLE 12T '#P3 contains the valid packed number' #P3  
END-IF                                                          
END-SUBROUTINE                                                  
*                                                               
END                                                             ↩

プログラム LOGICX09 の出力：

Assignment #A2 := '12' results in:
#A2 can be converted to 12 (N2)
#A2 can be converted to 12 (P3)
#N2 contains the valid unpacked number 12

Assignment #A2 := '-1' results in:
#A2 can be converted to -1 (N2)
#A2 can be converted to -1 (P3)

Assignment #N2 := 12 results in:
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#A2 can be converted to 12 (N2)
#A2 can be converted to 12 (P3)
#N2 contains the valid unpacked number 12

Assignment #N2 := -1 results in:
#N2 contains the valid unpacked number -1

Assignment #P3 := 12 results in:
#P3 contains the valid packed number 12

Assignment #P3 := -1 results in:
#P3 contains the valid packed number -1

MODIFIED オプション - フィールドの内容が変更されているかどう
かのチェック

構文：

operand1 [NOT] MODIFIED

このオプションは、フィールドの内容が、INPUT ステートメントまたは PROCESS PAGE ステート
メントの実行中に変更されているかどうかを判断するために使用します。前提条件として、制御
変数がパラメータ CV.を使用して割り当てられている必要があります。

オペランド定義テーブル：

ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

××CASoperand1

INPUT ステートメントまたは PROCESS PAGE ステートメント内で参照される属性制御変数には、
端末にマップが転送される時点では常にステータス 「未変更」 が割り当てられています。

属性制御変数を参照しているフィールドの内容が変更されると、属性制御変数にステータス 「変
更済み」 が割り当てられます。複数のフィールドが同じ属性制御変数を参照している場合、こ
れらのフィールドのどれかが変更されると、この変数は 「変更済み」 に設定されます。

operand1 が配列の場合、配列要素の少なくとも 1 つにステータス 「変更済み」 が割り当てられ
ていると、結果は真になります（OR 演算）。
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MODIFIED オプションの例：

** Example 'LOGICX06': MODIFIED option in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #ATTR (C)
1 #A (A1)
1 #B (A1)
END-DEFINE
*
MOVE (AD=I) TO #ATTR
*
INPUT (CV=#ATTR) #A #B
IF #ATTR NOT MODIFIED

WRITE NOTITLE 'FIELD #A OR #B HAS NOT BEEN MODIFIED'
END-IF
*
IF #ATTR MODIFIED

WRITE NOTITLE 'FIELD #A OR #B HAS BEEN MODIFIED'
END-IF
*
END

プログラム LOGICX06 の出力：

#A #B

任意の値を入力して ENTER キーを押すと、以下のような出力が表示されます。

FIELD #A OR #B HAS BEEN MODIFIED

SCAN オプション - フィールド内の値をスキャンする

構文：

SCANoperand1
operand2

=

(operand2)

EQ
EQUAL TO
NE
NOT EQUAL

オペランド定義テーブル：
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ダイナミック定義オペランド参照フォーマット構文要素オペランド

×○PNUANASCoperand1

×○B *UASCoperand2

* operand1 がフォーマット A または U の場合にのみ、operand2 にバイナリを使用できます。
operand1 がフォーマット U で operand2 がフォーマット B の場合、operand2 の長さは偶数であ
る必要があります。

SCAN オプションは、フィールド内の特定の値をスキャンするために使用します。

SCAN オプション（operand2）に使用する文字は、英数字定数または Unicode 定数（アポストロ
フィで区切られた文字列）、英数字データベースフィールドまたは Unicode データベースフィー
ルドの値、あるいはユーザー定義変数として指定する必要があります。

注意: operand1 および operand2 の末尾の空白は、自動的に除去されますしたがって、
SCAN オプションは、末尾に空白のある値のスキャンには使用できません。operand1 およ
び operand2 の先頭または途中の空白は保持されます。operand2 がすべて空白の場合、
operand1 の値に関係なく、スキャンは成功とみなされます。スキャン操作で末尾の空白
をスキャン対象とする場合は、EXAMINE FULL ステートメントの使用を検討してください。

スキャンするフィールド（operand1）のフォーマットは、A、N、P、または U です。SCAN 操作
は、EQUAL（EQ）演算子または NOT EQUAL（NE）演算子で指定できます。

SCAN 操作に使用する文字列の長さは、スキャンされるフィールドの長さ未満である必要があり
ます。指定した文字列の長さが、スキャンするフィールドの長さと同じ場合、SCAN ではなく
EQUAL 演算子を使用する必要があります。

SCAN オプションの例：

** Example 'LOGICX02': SCAN option in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA
LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
*
1 #VALUE (A4)
1 #COMMENT (A10)
END-DEFINE
*
INPUT 'ENTER SCAN VALUE:' #VALUE
LIMIT 15
*
HISTOGRAM EMPLOY-VIEW FOR NAME

RESET #COMMENT
IF NAME = SCAN #VALUE

MOVE 'MATCH' TO #COMMENT
END-IF
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DISPLAY NOTITLE NAME *NUMBER #COMMENT
END-HISTOGRAM
*
END

プログラム LOGICX02 の出力：

ENTER SCAN VALUE:  ↩

15 件の名前を LL でスキャンした結果、3 件一致した例：

NAME NMBR #COMMENT
-------------------- --------- ----------

ABELLAN 1 MATCH
ACHIESON 1
ADAM 1
ADKINSON 8
AECKERLE 1
AFANASSIEV 2
AHL 1
AKROYD 1
ALEMAN 1
ALESTIA 1
ALEXANDER 5
ALLEGRE 1 MATCH
ALLSOP 1 MATCH
ALTINOK 1
ALVAREZ 1

SPECIFIED オプション - オプションのパラメータに値が渡されるか
どうかをチェックする

構文：

parameter-name [NOT] SPECIFIED

このオプションは、呼び出されたオブジェクト（サブプログラム、外部サブルーチン、または
ActiveX コントロール）のオプションパラメータが、呼び出し元オブジェクトから値を受け取っ
ているかどうかをチェックするために使用します。

オプションパラメータとは、呼び出されるオブジェクトの DEFINE DATA PARAMETER ステートメ
ント内でキーワード OPTIONAL を使用して定義されているフィールドのことです。フィールドが
OPTIONAL として定義されている場合、呼び出し元オブジェクトからこのフィールドに値を渡す
ことはできますが、必須ではありません。
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呼び出し元ステートメントでは、表記 nX を使用して、パラメータに値を渡さないことを示しま
す。

値を受け取っていないオプションパラメータを処理しようとすると、ランタイムエラーが発生し
ます。このようなエラーを回避するには、呼び出されたオブジェクト内で SPECIFIED オプショ
ンを使用してオプションパラメータに値が渡されているかどうかを確認し、値が渡されている場
合にのみ処理するようにします。

parameter-name は、呼び出されたオブジェクトの DEFINE DATA PARAMETER ステートメントで指
定されているパラメータ名です。

フィールドが OPTIONAL として定義されていない場合、SPECIFIED 条件は常に TRUE になります。

SPECIFIED オプションの例：

呼び出し元プログラム：

** Example 'LOGICX07': SPECIFIED option in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 #PARM1 (A3)
1 #PARM3 (N2)
END-DEFINE
*
#PARM1 := 'ABC'
#PARM3 := 20
*
CALLNAT 'LOGICX08' #PARM1 1X #PARM3
*
END

呼び出されたサブプログラム：

** Example 'LOGICX08': SPECIFIED option in logical condition
************************************************************************
DEFINE DATA PARAMETER
1 #PARM1 (A3)
1 #PARM2 (N2) OPTIONAL
1 #PARM3 (N2) OPTIONAL
END-DEFINE
*
WRITE '=' #PARM1
*
IF #PARM2 SPECIFIED

WRITE '#PARM2 is specified'
WRITE '=' #PARM2

ELSE
WRITE '#PARM2 is not specified'

* WRITE '=' #PARM2 /* would cause runtime error NAT1322
END-IF
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*
IF #PARM3 NOT SPECIFIED

WRITE '#PARM3 is not specified'
ELSE

WRITE '#PARM3 is specified'
WRITE '=' #PARM3

END-IF
END

プログラム LOGICX07 の出力：

Page 1 14-01-14 11:25:41

#PARM1: ABC
#PARM2 is not specified
#PARM3 is specified
#PARM3: 20
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記述した条件が満たされるまで、または一定の条件が有効である限り、処理ループはグループ化
されたステートメントを繰り返し実行します。

処理ループの使用

処理ループはデータベースループと非データベースループに分類できます。

■ データベース処理ループ
READ、FIND、または HISTOGRAM の各ステートメントの結果としてデータベースから取得した
データを処理するために、Natural によって自動的に作成されます。これらのステートメント
の詳細については、「Adabas データベースのデータへのアクセス」を参照してください。

■ 非データベース処理ループ
は、ステートメント REPEAT、FOR、CALL FILE、CALL LOOP、SORT および READ WORK FILE に
よって開始されます。

複数の処理ループを同時にアクティブにできます。ループは、アクティブな（開いている）他の
ループ内に埋め込んだり、ネストしたりできます。

処理ループは、対応する END-... ステートメント（END-REPEAT、END-FOR など）で明示的に閉
じる必要があります。

オペレーティングシステムのソートプログラムを呼び出す SORT ステートメントは、すべてのア
クティブな処理ループを閉じて、新しい処理ループを開始します。

データベースループの制限

以下では次のトピックについて説明します。

■ 有効なデータベースループの制限方法
■ LT セッションパラメータ
■ LIMIT ステートメント
■ リミット表記
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■ 制限設定の優先順位

有効なデータベースループの制限方法

ステートメント READ、FIND、または HISTOGRAM で開始した処理ループの繰り返し回数を制限す
るには、以下の 3 つの方法があります。

■ セッションパラメータ LT を使用する方法、
■ LIMIT ステートメントを使用する方法、
■ または、 READ/FIND/HISTOGRAM ステートメント自体のリミット表記を使用する方法。

LT セッションパラメータ

システムコマンド GLOBALS では、セッションパラメータ LT を指定できます。このパラメータを
使用して、データベース処理ループで読み込むレコード件数を制限します。

例：

GLOBALS LT=100

この制限は、セッション全体のすべての READ、FIND、および HISTOGRAM の各ステートメントに
適用されます。

LIMIT ステートメント

プログラムでは、LIMIT ステートメントを使用して、データベース処理ループで読み込むレコー
ド件数を制限できます。

例：

LIMIT 100

別の LIMIT ステートメントまたはリミット表記によって上書きされるまで、LIMIT ステートメン
トはプログラムの残りの部分に適用されます。

リミット表記

READ、FIND、または HISTOGRAM の各ステートメント自体で、読み込むレコード件数をステート
メント名の直後のカッコ内に指定できます。
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例：

READ (10) VIEWXYZ BY NAME

このリミット表記は、その他の有効なあらゆる制限を上書きします。ただし、リミット表記が適
用されるのは、その表記が指定されているステートメントのみです。

制限設定の優先順位

LT パラメータに設定されている制限が、LIMIT ステートメントに指定されている制限またはリ
ミット表記よりも小さい場合、LT の制限はこれらの他の制限より優先されます。

非データベースループの制限 - REPEAT ステートメント

非データベース処理ループは、論理条件基準、または他に指定された制限条件に基づいて開始お
よび終了します。

ここでは、非データベースループステートメントとして、REPEAT ステートメントについて説明
します。

REPEAT ステートメントを使用して、繰り返し実行する 1 つ以上のステートメントを指定します。
さらに、ある条件に一致するまで、または、ある条件に一致している間にのみステートメントが
実行されるように、論理条件を指定できます。この目的のためには、UNTIL 節または WHILE 節を
使用します。

論理条件を指定する場合、以下のようにループは制御されます。

■ UNTIL 節を使用すると、論理条件が満たされるまでREPEAT ループが続けられます。
■ WHILE 節を使用すると、論理条件が真である限りREPEAT ループが続けられます。

論理条件を指定しない場合、以下のステートメントのいずれかを使用して、REPEAT ループを抜
ける必要があります。

■ ESCAPE 処理ループの実行を終了し、ループの外側の処理を継続します（下記参照）。
■ STOP Natural アプリケーション全体の実行を停止します。
■ TERMINATE Natural アプリケーションの実行を停止し、Natural セッションも終了します。
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REPEAT ステートメントの例

** Example 'REPEAX01': REPEAT
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 SALARY (1:1)

*
1 #PAY1 (N8)
END-DEFINE
*
READ (5) MYVIEW BY NAME WHERE SALARY (1) = 30000 THRU 39999

MOVE SALARY (1) TO #PAY1
/*
REPEAT WHILE #PAY1 LT 40000

MULTIPLY #PAY1 BY 1.1
DISPLAY NAME (IS=ON) SALARY (1)(IS=ON) #PAY1

END-REPEAT
/*
SKIP 1

END-READ
END

プログラム REPEAX01 の出力：

Page 1 14-01-14 14:15:54

NAME ANNUAL #PAY1
SALARY

-------------------- ---------- ---------

ADKINSON 34500 37950
41745

33500 36850
40535

36000 39600
43560

AFANASSIEV 37000 40700

ALEXANDER 34500 37950
41745
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処理ループの終了 - ESCAPE ステートメント

ESCAPE ステートメントは、論理条件に基づいて処理ループの実行を終了するために使用します。

ESCAPE ステートメントは、IF 条件ステートメントグループのループ内、およびブレイク処理ス
テートメントグループ（AT END OF DATA、AT END OF PAGE、AT BREAK）のループ内で指定でき
ます。また、非データベースループの基本論理条件を実装している独立操作可能なステートメン
トとして指定できます。

ESCAPE ステートメントには、ESCAPE ステートメントで処理ループを抜けた後にどこから処理を
継続するのかを指定するオプション TOP と BOTTOM が用意されています。

■ ESCAPE TOP は、処理ループの先頭から処理を継続するために使用します。
■ ESCAPE BOTTOM は、処理ループの後の最初のステートメントから処理を継続するために使用し
ます。

同じ処理ループ内に複数の ESCAPE ステートメントを指定できます。

ESCAPE ステートメントの詳細と例については、『ステートメント』ドキュメントを参照してく
ださい。

ループ内のループ

別のデータベースステートメントによって開始されたデータベース処理ループ内にデータベース
ステートメントを指定できます。データベースループ開始ステートメントがこの方法で埋め込ま
れていると、ループの 「階層」 が作成され、階層ごとに、選択条件を満たす各レコードが処理
されます。

複数のレベルのループを埋め込むことができます。例えば、非データベースループをデータベー
スループ内にネストできます。また、データベースループを非データベースループ内にネストす
ることもできます。データベースループおよび非データベースループは、条件付きステートメン
トグループ内でネストできます。
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FIND ステートメントのネストの例

以下のプログラムは、2 つのループ階層を示しています。1 つの FIND ループ内に別の FIND ルー
プがネスト、つまり埋め込まれています。

** Example 'FINDX06': FIND (two FIND statements nested)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 PERSONNEL-ID

1 VEH-VIEW VIEW OF VEHICLES
2 MAKE
2 PERSONNEL-ID

END-DEFINE
*
FND1. FIND EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'NEW YORK' OR = 'BEVERLEY HILLS'

FIND (1) VEH-VIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (FND1.)
DISPLAY NOTITLE NAME CITY MAKE

END-FIND
END-FIND
END

上記のプログラムでは、複数のファイルからデータを選択しています。外側の FIND ループで
は、EMPLOYEES ファイルから、ニューヨークまたはビバリーヒルズに住んでいるすべての個人を
選択しています。内側の FIND ループでは、外側のループで選択されたレコードごとに、VEHICLES
ファイルからその個人の車のデータを選択しています。

プログラム FINDX06 の出力：

NAME CITY MAKE

-------------------- -------------------- --------------------

RUBIN NEW YORK FORD
OLLE BEVERLEY HILLS GENERAL MOTORS
WALLACE NEW YORK MAZDA
JONES BEVERLEY HILLS FORD
SPEISER BEVERLEY HILLS GENERAL MOTORS
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プログラム内のステートメント参照

ステートメント参照表記は、以下の目的で使用します。

■ 特定の範囲のデータに対する処理を指定するために、プログラム内で前に処理したステートメ
ントを参照するため。

■ Natural のデフォルトの参照設定を上書きするため。
■ コードをわかりやすくするため。

処理ループの開始、またはデータベースのデータ要素へのアクセスを発生させる、あらゆる
Natural ステートメントを参照できます。例えば、

■ READ

■ FIND

■ HISTOGRAM

■ SORT

■ REPEAT

■ FOR

プログラムで複数の処理ループを使用するときは、参照表記を使用して、データベースフィール
ドに最初にアクセスしたステートメントを参照することにより、処理対象のデータベースフィー
ルドを一意に指定します。

このような方法でフィールドを参照できるかどうかは、『ステートメント』ドキュメントに記載
されている、対応するステートメントの説明の「オペランド定義テーブル」のステートメント参
照列を参照してください。「ユーザー定義変数」の「表記 (r) を使用したデータベースフィール
ドの参照」も参照してください。

また、参照表記はいくつかのステートメントで指定できます。例えば、次のようになります。

■ AT START OF DATA

■ AT END OF DATA

■ AT BREAK

■ ESCAPE BOTTOM

参照表記がない場合、AT START OF DATA、AT END OF DATA または AT BREAK ステートメントは
一番外側のアクティブな READ、FIND、HISTOGRAM、SORT または READ WORK FILE ループに関連
付けられます。参照表記を使用すると、別のアクティブな処理ループに関連付けることができま
す。
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参照表記を ESCAPE BOTTOM ステートメントに指定すると、参照表記で指定した処理ループの後
の最初のステートメントから処理が継続されます。

ステートメント参照表記は、ステートメント参照ラベル形式またはソースコード行番号形式で指
定できます。

■ ステートメント参照ラベル
ステートメント参照ラベルはいくつかの文字で構成され、最後には必ずピリオド（.）を使用
します。ピリオドによって、そのエントリはラベルとして識別されます。

ステートメントが含まれる行の先頭にラベルを指定することにより、参照されるステートメン
トをラベルでマークします。例えば、次のようになります。

0030 ...
0040 READ1. READ VIEWXYZ BY NAME
0050 ...

マークされたステートメントを参照するステートメントでは、ステートメントの構文図に示さ
れている位置に、ラベルをカッコで囲んで指定します（『ステートメント』ドキュメントを参
照）。例えば、次のようになります。

AT BREAK (READ1.) OF NAME

■ ソースコード行番号
ソースコード行番号を使用して参照する場合、行番号は、カッコで囲んだ 4 桁の数字（先行ゼ
ロは省略不可）で指定する必要があります。例えば、次のようになります。

AT BREAK (0040) OF NAME

ステートメント内でラベル／行番号を使用して特定のフィールドを前のステートメントに関連
付ける場合、ラベル／行番号は、フィールド名の後にカッコで囲んで指定します。例えば、次
のようになります。

DISPLAY NAME (READ1.) JOB-TITLE (READ1.) MAKE MODEL

行番号とラベルは区別なく使用できます。

「ユーザー定義変数」の「表記 (r) を使用したデータベースフィールドの参照」も参照してくだ
さい。
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行番号を使用した参照の例

以下のプログラムでは、参照にソースコード行番号（カッコで囲んだ 4 桁の数字）を使用してい
ます。

この例では、参照先のステートメントへのすべての参照において、デフォルトで行番号が使用さ
れています。

0010 ** Example 'LABELX01': Labels for READ and FIND loops (line numbers)
0020 ************************************************************************
0030 DEFINE DATA LOCAL
0040 1 MYVIEW1 VIEW OF EMPLOYEES
0050 2 NAME
0060 2 FIRST-NAME
0070 2 PERSONNEL-ID
0080 1 MYVIEW2 VIEW OF VEHICLES
0090 2 PERSONNEL-ID
0100 2 MAKE
0110 END-DEFINE
0120 *
0130 LIMIT 15
0140 READ MYVIEW1 BY NAME STARTING FROM 'JONES'
0150 FIND MYVIEW2 WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (0140)
0160 IF NO RECORDS FOUND
0170 MOVE '***NO CAR***' TO MAKE
0180 END-NOREC
0190 DISPLAY NOTITLE NAME (0140) (IS=ON)
0200 FIRST-NAME (0140) (IS=ON)
0210 MAKE (0150)
0220 END-FIND /* (0150)
0230 END-READ /* (0140)
0240 END

ステートメント参照ラベルを使用した参照の例

以下の例は、ステートメント参照ラベルの使用方法を示しています。

行番号の代わりにラベルが参照に使用されている点以外は、前述のプログラムと同一です。
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** Example 'LABELX02': Labels for READ and FIND loops (user labels)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW1 VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 PERSONNEL-ID

1 MYVIEW2 VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

END-DEFINE
*
LIMIT 15
RD. READ MYVIEW1 BY NAME STARTING FROM 'JONES'

FD. FIND MYVIEW2 WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (RD.)
IF NO RECORDS FOUND
MOVE '***NO CAR***' TO MAKE

END-NOREC
DISPLAY NOTITLE NAME (RD.) (IS=ON)

FIRST-NAME (RD.) (IS=ON)
MAKE (FD.)

END-FIND /* (FD.)
END-READ /* (RD.)                                                     
END ↩

どちらのプログラムでも、以下の出力が生成されます。

NAME FIRST-NAME MAKE
-------------------- -------------------- --------------------

JONES VIRGINIA CHRYSLER
MARSHA CHRYSLER

CHRYSLER
ROBERT GENERAL MOTORS
LILLY FORD

MG
EDWARD GENERAL MOTORS
LAUREL GENERAL MOTORS
KEVIN DATSUN
GREGORY FORD

JOPER MANFRED ***NO CAR***
JOUSSELIN DANIEL RENAULT
JUBE GABRIEL ***NO CAR***
JUNG ERNST ***NO CAR***
JUNKIN JEREMY ***NO CAR***
KAISER REINER ***NO CAR***
KANT HEIKE ***NO CAR***
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この章では、ステートメントの実行をコントロールブレイクに依存させる方法、および Natural
システム関数の評価にコントロールブレイクを使用する方法について説明します。

コントロールブレイクの使用

コントロールブレイクは、コントロールフィールドの値が変わると発生します。

ステートメントの実行をコントロールブレイクに依存させることができます。

また、Natural システム関数の評価にコントロールブレイクを使用することもできます。

システム関数については、「システム変数とシステム関数」で説明します。有効なシステム関数
の詳細については、『システム関数』ドキュメントを参照してください。

AT BREAK ステートメント

AT BREAK ステートメントでは、コントロールブレイクが起こるたび、つまり、AT BREAK ステー
トメントに指定したコントロールフィールドの値が変わるたびに実行する処理を指定します。コ
ントロールフィールドとして、データベースフィールドまたはユーザー定義変数を使用できま
す。

以下では次のトピックについて説明します。

■ データベースフィールドに基づくコントロールブレイク
■ ユーザー定義変数に基づくコントロールブレイク
■ 複数のコントロールブレイクレベル

データベースフィールドに基づくコントロールブレイク

AT BREAK ステートメントにコントロールフィールドとして指定されるフィールドは、通常はデー
タベースフィールドです。

例：

...
AT BREAK OF DEPT

statements
END-BREAK
...

この例では、コントロールフィールドはデータベースフィールド DEPT です。このフィールドの
値が変わると（例：FROM SALE01 から SALE02 へ）、AT BREAK ステートメントに指定した
statements が実行されます。
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フィールド全体ではなく、フィールドの一部のみをコントロールフィールドとして使用すること
もできます。/n/ 表記 /n/ を使用して、フィールドの先頭の n 桁のみを使用して値の変更をチェッ
クするように指定できます。

例：

...
AT BREAK OF DEPT /4/

statements
END-BREAK
...

この例では、指定した statements は、フィールド DEPT の先頭 4 桁の値が変わった場合（例：
SALE から TECH へ）にのみ実行されます。ただし、フィールド値が SALE01 から SALE02 に変わっ
ても、この変更は無視され、AT BREAK 処理は実行されません。

例：

** Example 'ATBREX01': AT BREAK OF (with database field)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 COUNTRY
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:1)

END-DEFINE
*
READ (5) MYVIEW BY CITY WHERE COUNTRY = 'USA'

DISPLAY CITY (AL=9) NAME 'POSITION' JOB-TITLE 'SALARY' SALARY(1)
/*
AT BREAK OF CITY

WRITE / OLD(CITY) (EM=X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^)
5X 'AVERAGE:' T*SALARY AVER(SALARY(1)) //

COUNT(SALARY(1)) 'RECORDS FOUND' /
END-BREAK
/*
AT END OF DATA

WRITE 'TOTAL (ALL RECORDS):' T*SALARY(1) TOTAL(SALARY(1))
END-ENDDATA

END-READ
END

上記のプログラムでは、フィールド CITY の値が変わるたびに、最初の WRITE ステートメントが
実行されます。

AT BREAK ステートメントでは、Natural システム関数 OLD、AVER、および COUNT が評価され、
その結果が WRITE ステートメントで出力されます。
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AT END OF DATA ステートメントでは、Natural システム関数 TOTAL が評価されます。

プログラム ATBREX01 の出力：

Page      1                                                  14-01-14  14:07:26
                                                                               
  CITY            NAME                 POSITION            SALARY              
--------- -------------------- ------------------------- ----------            
                                                                               
AIKEN     SENKO                PROGRAMMER                     31500            
                                                                               
A I K E N                  AVERAGE:                           31500            
                                                                               
       1 RECORDS FOUND                                                         
                                                                               
ALBUQUERQ HAMMOND              SECRETARY                      22000            
ALBUQUERQ ROLLING              MANAGER                        34000            
ALBUQUERQ FREEMAN              MANAGER                        34000            
ALBUQUERQ LINCOLN              ANALYST                        41000            
                                                                               
A L B U Q U E R Q U E      AVERAGE:                           32750            
                                                                               
       4 RECORDS FOUND                                                         
                                                                               
TOTAL (ALL RECORDS):                                         162500           ↩

ユーザー定義変数に基づくコントロールブレイク

ユーザー定義変数を AT BREAK ステートメントのコントロールフィールドとして使用することも
できます。

以下のプログラムでは、ユーザー定義変数 #LOCATION が、コントロールフィールドとして使用
されています。

** Example 'ATBREX02': AT BREAK OF (with user-defined variable and
** in conjunction with BEFORE BREAK PROCESSING)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 COUNTRY
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:1)

*
1 #LOCATION (A20)
END-DEFINE
*
READ (5) MYVIEW BY CITY WHERE COUNTRY = 'USA'

BEFORE BREAK PROCESSING
COMPRESS CITY 'USA' INTO #LOCATION
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END-BEFORE
DISPLAY #LOCATION 'POSITION' JOB-TITLE 'SALARY' SALARY (1)
/*
AT BREAK OF #LOCATION

SKIP 1
END-BREAK

END-READ
END

プログラム ATBREX02 の出力：

Page      1                                                  14-01-14  14:08:36
                                                                               
     #LOCATION               POSITION            SALARY                        
-------------------- ------------------------- ----------                      
                                                                               
AIKEN USA            PROGRAMMER                     31500                      
                                                                               
ALBUQUERQUE USA      SECRETARY                      22000                      
ALBUQUERQUE USA      MANAGER                        34000                      
ALBUQUERQUE USA      MANAGER                        34000                      
ALBUQUERQUE USA      ANALYST                        41000                     ↩

複数のコントロールブレイクレベル

上記の説明のとおり、/n/ 表記を使用すると、フィールドの一部分をコントロールブレイクのた
めにチェックできます。フィールド全体をあるブレイクのコントロールフィールドとして使用
し、同じフィールドの一部を別のブレイクのコントロールフィールドとして使用することによ
り、複数の AT BREAK ステートメントを組み合わせることができます。

このような場合、下位レベル（フィールド全体）のブレイクは、上位レベル（フィールドの一
部）のブレイクの前に指定する必要があります。つまり、最初の AT BREAK ステートメントで
フィールド全体をコントロールフィールドとして指定し、2 番目のステートメントでフィールド
の一部をコントロールフィールドとして指定する必要があります。

以下のプログラム例は、フィールド DEPT とその最初の 4 桁（DEPT /4/）を使用してこれを説明
したものです。

** Example 'ATBREX03': AT BREAK OF (two statements in combination)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE
2 DEPT
2 SALARY (1:1)
2 CURR-CODE (1:1)

END-DEFINE
*
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READ MYVIEW BY DEPT STARTING FROM 'SALE40' ENDING AT 'TECH10'
WHERE SALARY(1) GT 47000 AND CURR-CODE(1) = 'USD'

/*
AT BREAK OF DEPT

WRITE '*** LOWEST BREAK LEVEL ***' /
END-BREAK
AT BREAK OF DEPT /4/

WRITE '*** HIGHEST BREAK LEVEL ***'
END-BREAK
/*
DISPLAY DEPT NAME 'POSITION' JOB-TITLE

END-READ
END

プログラム ATBREX03 の出力：

Page      1                                                  14-01-14  14:09:20
                                                                               
DEPARTMENT         NAME                 POSITION                               
   CODE                                                                        
---------- -------------------- -------------------------                      
                                                                               
TECH05     HERZOG               MANAGER                                        
TECH05     LAWLER               MANAGER                                        
TECH05     MEYER                MANAGER                                        
*** LOWEST BREAK LEVEL ***                                                     
                                                                               
TECH10     DEKKER               DBA                                            
*** LOWEST BREAK LEVEL ***                                                     
                                                                               
*** HIGHEST BREAK LEVEL ***    ↩

以下のプログラムでは、フィールド DEPT の値が変わるたびに 1 行の空行が出力されます。ま
た、DEPT の先頭 4 桁の値が変わるたびにシステム関数 COUNT が評価され、レコード件数が算出
されます。

** Example 'ATBREX04': AT BREAK OF (two statements in combination)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 DEPT
2 REDEFINE DEPT

3 #GENDEP (A4)
2 NAME
2 SALARY (1)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE '** PERSONS WITH SALARY > 30000, SORTED BY DEPARTMENT **' /
LIMIT 9
READ MYVIEW BY DEPT FROM 'A' WHERE SALARY(1) > 30000

DISPLAY 'DEPT' DEPT NAME 'SALARY' SALARY(1)
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/*
AT BREAK OF DEPT

SKIP 1
END-BREAK
AT BREAK OF DEPT /4/

WRITE COUNT(SALARY(1)) 'RECORDS FOUND IN:' OLD(#GENDEP) /
END-BREAK

END-READ
END

プログラム ATBREX04 の出力：

            ** PERSONS WITH SALARY > 30000, SORTED BY DEPARTMENT **            
                                                                               
 DEPT          NAME           SALARY                                           
------ -------------------- ----------                                         
                                                                               
ADMA01 JENSEN                   180000                                         
ADMA01 PETERSEN                 105000                                         
ADMA01 MORTENSEN                320000                                         
ADMA01 MADSEN                   149000                                         
ADMA01 BUHL                     642000                                         
                                                                               
ADMA02 HERMANSEN                391500                                         
ADMA02 PLOUG                    162900                                         
ADMA02 HANSEN                   234000                                         
                                                                               
       8 RECORDS FOUND IN: ADMA                                                
                                                                               
COMP01 HEURTEBISE               168800                                         
                                                                               
       1 RECORDS FOUND IN: COMP                                               ↩

自動ブレイク処理

自動ブレイク処理は、AT BREAK ステートメントが含まれている処理ループで実行されます。こ
れは以下のステートメントに適用されます。

■ FIND

■ READ

■ HISTOGRAM

■ SORT

■ READ WORK FILE

AT BREAK ステートメントに指定されているコントロールフィールドの値は、WITH 節および WHERE
節の選択条件を満たしているレコードに対してのみチェックされます。
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Natural システム関数（AVER、MAX、MIN など）は、処理ループ内のすべてのステートメントを
実行した後に、レコードごとに評価されます。システム関数は、WHERE 条件で拒否されたレコー
ドに対しては評価されません。

下の図は、自動ブレイク処理のフローロジックを示しています。
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AT BREAK ステートメントとシステム関数の例

次の例は、AT BREAK ステートメント内の Natural システム関数 OLD、MIN、AVER、MAX、SUM お
よび COUNT（および AT END OF DATA ステートメント内のシステム関数 TOTAL）の使用方法を示
しています。

** Example 'ATBREX05': AT BREAK OF (with system functions)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 SALARY (1:1)
2 CURR-CODE (1:1)

END-DEFINE
*
LIMIT 3
READ MYVIEW BY CITY = 'SALT LAKE CITY'

DISPLAY NOTITLE CITY NAME 'SALARY' SALARY(1) 'CURRENCY' CURR-CODE(1)
/*
AT BREAK OF CITY

WRITE / OLD(CITY) (EM=X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X^X)
31T ' - MINIMUM:' MIN(SALARY(1)) CURR-CODE(1) /
31T ' - AVERAGE:' AVER(SALARY(1)) CURR-CODE(1) /
31T ' - MAXIMUM:' MAX(SALARY(1)) CURR-CODE(1) /
31T ' - SUM:' SUM(SALARY(1)) CURR-CODE(1) /
33T COUNT(SALARY(1)) 'RECORDS FOUND' /

END-BREAK
/*
AT END OF DATA

WRITE 22T 'TOTAL (ALL RECORDS):'
T*SALARY TOTAL(SALARY(1)) CURR-CODE(1)

END-ENDDATA
END-READ
END

プログラム ATBREX05 の出力：

        CITY                 NAME           SALARY   CURRENCY
-------------------- -------------------- ---------- --------
                                                             
SALT LAKE CITY       ANDERSON                  50000 USD     
SALT LAKE CITY       SAMUELSON                 24000 USD     
                                                             
S A L T   L A K E   C I T Y    - MINIMUM:      24000 USD     
                               - AVERAGE:      37000 USD     
                               - MAXIMUM:      50000 USD     
                               -     SUM:      74000 USD     
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                                       2 RECORDS FOUND       
                                                             
SAN DIEGO            GEE                       60000 USD     
                                                             
S A N   D I E G O              - MINIMUM:      60000 USD     
                               - AVERAGE:      60000 USD     
                               - MAXIMUM:      60000 USD     
                               -     SUM:      60000 USD     
                                       1 RECORDS FOUND       
                                                             
                     TOTAL (ALL RECORDS):     134000 USD    ↩

AT BREAK ステートメントの他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ ATBREX06 - AT BREAK OF（NMIN、NAVER、NCOUNT を MIN、AVER、COUNT と比
較）

BEFORE BREAK PROCESSING ステートメント

BEFORE BREAK PROCESSING ステートメントを使用すると、コントロールブレイクの直前、つま
り、コントロールフィールドの値のチェック前、AT BREAK ブロックに指定したステートメント
の実行前、および、あらゆる Natural システム関数の実行前に、実行するステートメントを指定
できます。

BEFORE BREAK PROCESSING ステートメントの例

** Example 'BEFORX01': BEFORE BREAK PROCESSING
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 SALARY (1:1)
2 BONUS (1:1,1:1)

*
1 #INCOME (P11)
END-DEFINE
*
LIMIT 5
READ MYVIEW BY NAME FROM 'B'
BEFORE BREAK PROCESSING
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COMPUTE #INCOME = SALARY(1) + BONUS(1,1)
END-BEFORE
/*
DISPLAY NOTITLE NAME FIRST-NAME (AL=10)

'ANNUAL/INCOME' #INCOME 'SALARY' SALARY(1) (LC==) /
'+ BONUS' BONUS(1,1) (IC=+)

AT BREAK OF #INCOME
WRITE T*#INCOME '-'(24)

END-BREAK
END-READ
END

プログラム BEFORX01 の出力：

NAME FIRST-NAME ANNUAL SALARY
INCOME + BONUS

-------------------- ---------- ------------ -----------

BACHMANN HANS 56800 = 52800
+4000

------------------------
BAECKER JOHANNES 81000 = 74400

+6600
------------------------

BAECKER KARL 52650 = 48600
+4050

------------------------
BAGAZJA MARJAN 152700 = 129700

+23000
------------------------

BAILLET PATRICK 198500 = 188000
+10500

------------------------

ユーザー開始のブレイク処理 - PERFORM BREAK PROCESSING ステー
トメント

自動ブレイク処理では、処理ループ内の AT BREAK ステートメントの位置に関係なく、指定した
コントロールフィールドの値が変わるたびに、AT BREAK ブロックに指定したステートメントが
実行されます。

PERFORM BREAK PROCESSING ステートメントを使用すると、処理ループ内の特定の位置でブレイ
ク処理を実行できます。PERFORM BREAK PROCESSING ステートメントは、プログラムの処理フ
ローの中で検出されると実行されます。

PERFORM BREAK PROCESSING の直後に、1 つ以上の AT BREAK ステートメントブロックを指定し
ます。

467プログラミングガイド

コントロールブレイク



...
PERFORM BREAK PROCESSING

AT BREAK OF field1
statements

END-BREAK
AT BREAK OF field2

statements
END-BREAK

...

PERFORM BREAK PROCESSING が実行されると、Natural によって、ブレイクが起こったかどうか、
つまり、指定したコントロールフィールドの値が変わったかどうかがチェックされます。値が変
わっている場合、指定したステートメントが実行されます。

PERFORM BREAK PROCESSING では、ブレイクが起こったかどうかをチェックする前に、システム
関数が評価されます。

以下の図は、ユーザー開始のブレイク処理のフローロジックを示しています。
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PERFORM BREAK PROCESSING ステートメントの例

** Example 'PERFBX01': PERFORM BREAK PROCESSING (with BREAK option
** in IF statement)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 DEPT
2 SALARY (1:1)

*
1 #CNTL (N2)
END-DEFINE
*
LIMIT 7
READ MYVIEW BY DEPT

AT BREAK OF DEPT /* <- automatic break processing
SKIP 1
WRITE 'SUMMARY FOR ALL SALARIES '

'SUM:' SUM(SALARY(1))
'TOTAL:' TOTAL(SALARY(1))

ADD 1 TO #CNTL
END-BREAK
/*
IF SALARY (1) GREATER THAN 100000 OR BREAK #CNTL

PERFORM BREAK PROCESSING /* <- user-initiated break processing
AT BREAK OF #CNTL
WRITE 'SUMMARY FOR SALARY GREATER 100000'

'SUM:' SUM(SALARY(1))
'TOTAL:' TOTAL(SALARY(1))

END-BREAK
END-IF
/*
IF SALARY (1) GREATER THAN 150000 OR BREAK #CNTL

PERFORM BREAK PROCESSING /* <- user-initiated break processing
AT BREAK OF #CNTL
WRITE 'SUMMARY FOR SALARY GREATER 150000'

'SUM:' SUM(SALARY(1))
'TOTAL:' TOTAL(SALARY(1))

END-BREAK
END-IF
DISPLAY NAME DEPT SALARY(1)

END-READ
END

プログラム PERFBX01 の出力：
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Page      1                                                  14-01-14  14:13:35
                                                                               
        NAME         DEPARTMENT   ANNUAL                                       
                        CODE      SALARY                                       
-------------------- ---------- ----------                                     
                                                                               
JENSEN               ADMA01         180000                                     
PETERSEN             ADMA01         105000                                     
MORTENSEN            ADMA01         320000                                     
MADSEN               ADMA01         149000                                     
BUHL                 ADMA01         642000                                     
                                                                               
SUMMARY FOR ALL SALARIES          SUM:    1396000 TOTAL:    1396000            
SUMMARY FOR SALARY GREATER 100000 SUM:    1396000 TOTAL:    1396000            
SUMMARY FOR SALARY GREATER 150000 SUM:    1142000 TOTAL:    1142000            
HERMANSEN            ADMA02         391500                                     
PLOUG                ADMA02         162900                                     
                                                                               
SUMMARY FOR ALL SALARIES          SUM:     554400 TOTAL:    1950400            
SUMMARY FOR SALARY GREATER 100000 SUM:     554400 TOTAL:    1950400            
SUMMARY FOR SALARY GREATER 150000 SUM:     554400 TOTAL:    1696400           ↩
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Natural スタックは、Natural コマンド、ユーザー定義コマンド、および INPUT ステートメント
で使用する入力データを格納できる、一種の 「中間ストレージ」 です。

Natural スタックの使用

スタックには、一連のログオンコマンドのように、頻繁に連続して実行する一連の機能を格納で
きます。

スタックに格納されたデータ／コマンドは、その一番上に 「スタック」 されます。格納するデー
タ／コマンドをスタックの一番上と一番下のどちらに置くかは指定できます。スタック内のデー
タ／コマンドは、スタックされている順番（スタックの一番上から）でのみ処理できます。

プログラムでは、システム変数 *DATA を参照することにより、スタックの内容を確認できます。
詳細については、『システム変数』ドキュメントを参照してください。

スタックされたコマンド／データの処理順序

スタックに格納されているコマンド／データの処理は、実行する機能によって異なります。

コマンドを実行しようとしている場合、つまり、NEXT プロンプトを表示しようとしている場合、
Natural はまず、スタックの一番上がコマンドかどうかをチェックします。スタックの一番上が
コマンドの場合、NEXT プロンプトは抑制されます。そして、コマンドが読み込まれ、スタック
から削除されます。その後、NEXT プロンプトに応答して手動で入力されたかのように、コマン
ドが実行されます。

入力フィールドが含まれている INPUT ステートメントを実行しようとしている場合、Natural は
まず、スタックの一番上に何らかの入力データがあるかどうかをチェックします。入力データが
ある場合、そのデータが INPUT ステートメントにデリミタモードで渡されます。スタックから
読み込まれるデータは、INPUT ステートメントの変数と互換性のあるフォーマットである必要が
あります。その後、データはスタックから削除されます。INPUT ステートメントの説明の「Natural
スタックデータの処理」も参照してください。

スタックのデータを使用して INPUT ステートメントを実行し、この INPUT ステートメントを
REINPUT ステートメント経由で再実行すると、INPUT ステートメントの画面が再表示され、最初
に実行したときと同じスタックデータが表示されます。REINPUT ステートメントでは、スタック
から他のデータは読み込まれません。

Natural プログラムが正常に終了するときは、コマンドがスタックの一番上に来るか、またはス
タックがクリアされるまで、スタックは一番上からフラッシュされます。Natural プログラムが
端末コマンド %% またはエラーで終了した場合は、スタックが完全にクリアされます。
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スタックへのデータの格納

以下の方法を使用して、データ／コマンドをスタックに格納します。

■ STACK パラメータ
■ STACK ステートメント
■ FETCH および RUN ステートメント

STACK パラメータ

Natural プロファイルパラメータ STACK は、データ／コマンドをスタックに格納するために使用
できます。STACK パラメータ（『パラメータリファレンス』を参照）は、Natural のインストー
ル時に Natural 管理者が Natural パラメータモジュールに指定するか、またはダイナミックパラ
メータとして Natural の起動時に指定します。

データ／コマンドを STACK パラメータ経由でスタックに格納する場合、複数のコマンドはセミ
コロン（;）で分割する必要があります。コマンドを一連のデータまたはコマンド要素に格納し
て渡す場合、コマンドの前にセミコロンを付ける必要があります。

複数の INPUT ステートメントに対するデータは、コロン（:）で分割する必要があります。単独
の INPUT ステートメントで読み込むデータには、コロンを前に付ける必要があります。パラメー
タを必要とするコマンドをスタックする場合、コマンドとパラメータの間にはコロンを置きませ
ん。

セミコロンとコロンはでセパレータ文字として解釈されるため、入力データ自体にセミコロンと
コロンを使用することはできません。

STACK ステートメント

プログラム内で STACK ステートメントを使用すると、データ／コマンドをスタックに格納でき
ます。1 つの STACK ステートメントで指定したデータ要素は、1 つの INPUT ステートメントで使
用します。これは、複数の INPUT ステートメントに対するデータをスタックに格納するには、
複数の STACK ステートメントを使用する必要があることを意味します。

スタックには、フォーマットされていないデータもフォーマットされているデータも格納できま
す。

■ フォーマットされていないデータがスタックから読み込まれると、データ文字列はデリミタ
モードで解釈され、セッションパラメータ IA（INPUT 割り当て文字）および ID（入力デリミ
タ文字）で指定されている文字が、割り当てとデータ分割のキーワードに対する制御文字とし
て処理されます。

■ フォーマットされているデータがスタックに格納されている場合、フィールドの個々の内容が
分割され、対応する INPUT ステートメントの 1 つの入力フィールドに渡されます。スタック
に格納するデータにデリミタ文字、制御文字、または DBCS 文字が含まれている場合、これ
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らの文字が不適切に解釈されないように、フォーマットしてスタックに格納する必要がありま
す。

STACK ステートメントの詳細については、『ステートメント』ドキュメントを参照してくださ
い。

FETCH および RUN ステートメント

呼び出すプログラムに渡すパラメータを持つ FETCH または RUN ステートメントを実行すると、
これらのパラメータはスタックの一番上に格納されます。

スタックのクリア

スタックの内容は、RELEASE ステートメントで削除できます。RELEASE ステートメントの詳細に
ついては、『ステートメント』ドキュメントを参照してください。

注意: Natural プログラムが端末コマンド %% またはエラーで終了した場合は、スタックが
完全にクリアされます。
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この章では、Natural システム変数と Natural システム関数の用途、および Natural プログラム
での使用方法を説明します。

システム変数

以下では次のトピックについて説明します。

■ 機能
■ システム変数の特徴
■ 機能別のシステム変数

機能

システム変数を使用して、システム情報を表示します。これらは、Natural プログラム内のどこ
からでも参照できます。

Natural システム変数は、常に変わる情報、例えば以下のような、現在の Natural セッションに
関する情報を提供します。

■ 現在のライブラリ
■ ユーザーおよび端末 ID
■ ループ処理の現在のステータス
■ レポート処理の現在のステータス
■ 現在の日付と時刻

システム変数の一般的な使用方法については、後述の「システム変数およびシステム関数の使用
例」、およびライブラリ SYSEXPG に含まれている例を参照してください。

システム変数に格納される情報は、Natural プログラムで適切なシステム変数を指定することに
より、使用できます。例えば、日付と時刻のシステム変数は、DISPLAY、WRITE、PRINT、MOVE、
または COMPUTE の各ステートメントで指定できます。

システム変数の特徴

システム変数の名前はすべて、アスタリスク（*）で始まります。

フォーマット／長さ

システム変数のフォーマット／長さの情報については、『システム変数』ドキュメントを参照し
てください。次の省略形が使用されます。

プログラミングガイド476

システム変数とシステム関数



Format

英数字A

バイナリB

日付D

整数I

論理L

数値（アンパック）N

パック型数値P

時刻T

内容変更の可否

それぞれの説明に記載されているこの項目は、Natural プログラム内で別の値をシステム変数に
割り当てることができるかどうか、つまり、Natural によって生成された内容を上書きできるか
どうかを示します。

機能別のシステム変数

Natural システム変数は、以下のように分類されます。

■ アプリケーション関連システム変数
■ 日時システム変数
■ 入力／出力関連システム変数
■ Natural 環境関連システム変数
■ システム環境関連システム変数
■ XML 関連システム変数

すべてのシステム変数の詳細については、『システム変数』ドキュメントを参照してください。

システム関数

Natural システム関数は、レコードを処理した後（ただしブレイク処理の発生前）にデータに適
用できる統計関数および算術関数によって構成されます。

システム関数は、AT END OF PAGE、AT END OF DATA または AT BREAK ステートメントと組み合
わせて使用する DISPLAY、WRITE、PRINT、MOVE または COMPUTE ステートメントで指定できます。

AT END OF PAGE ステートメントの場合、対応する DISPLAY ステートメントで GIVE SYSTEM
FUNCTIONS 節を使用する必要があります（以下の例を参照）。

システム関数は、以下の機能に分類されます。
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■ 処理ループで使用する Natural システム関数
■ 算術関数
■ その他の関数

有効なすべてのシステム関数の詳細については、『システム関数』ドキュメントを参照してくだ
さい。

『システム関数』ドキュメントの「処理ループでのシステム関数の使用」も参照してください。

システム関数の一般的な使用方法については、以下のプログラム例およびライブラリ SYSEXPG
に格納されている例を参照してください。

システム変数およびシステム関数の使用例

以下のプログラム例は、システム変数およびシステム関数の使用方法を示しています。

** Example 'SYSVAX01': System variables and system functions
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 MYVIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 JOB-TITLE
2 INCOME (1:1)

3 CURR-CODE
3 SALARY
3 BONUS (1:1)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED 'EMPLOYEE SALARY REPORT AS OF' *DAT4E /
*
READ (3) MYVIEW BY CITY STARTING FROM 'E'

DISPLAY GIVE SYSTEM FUNCTIONS
NAME (AL=15) JOB-TITLE (AL=15) INCOME (1:1)

AT START OF DATA
WRITE 'REPORT CREATED AT:' *TIME 'HOURS' /

END-START
AT END OF DATA

WRITE / 'LAST PERSON SELECTED:' OLD (NAME) /
END-ENDDATA

END-READ
*
AT END OF PAGE

WRITE 'AVERAGE SALARY:' AVER (SALARY(1))
END-ENDPAGE
END
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説明

■ システム変数 *DATE は、WRITE TITLE ステートメントで出力されています。
■ システム変数 *TIME は、AT START OF DATA ステートメントで出力されています。
■ システム関数 OLD は、AT END OF DATA ステートメントで使用されています。
■ システム関数 AVER は、AT END OF PAGE ステートメントで使用されています。

プログラム SYSVAX01 の出力：

システム変数およびシステム関数がどのように表示されているかに注意してください。

EMPLOYEE SALARY REPORT AS OF 11/11/2004

NAME CURRENT INCOME
POSITION

CURRENCY ANNUAL BONUS
CODE SALARY

--------------- --------------- -------- ---------- ----------

REPORT CREATED AT: 14:15:55.0 HOURS

DUYVERMAN PROGRAMMER USD 34000 0
PRATT SALES PERSON USD 38000 9000
MARKUSH TRAINEE USD 22000 0

LAST PERSON SELECTED: MARKUSH

AVERAGE SALARY: 31333

システム変数の他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ EDITMX05 - 編集マスク（日付および時刻システム変数の EM）
■ READX04 - READ（FIND およびシステム変数 *NUMBER と *COUNTER を使用）
■ WTITLX01 - WRITE TITLE（PAGE-NUMBER を使用）
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システム関数の他の例

次の例のプログラムを参照してください。

■ ATBREX06 - AT BREAK OF（NMIN、NAVER、NCOUNT を MIN、AVER、COUNT と比
較）

■ ATENPX01 - AT END OF PAGE（DISPLAY の GIVE SYSTEM FUNCTIONS で有効なシステ
ム関数を使用）
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この章では、Natural アプリケーションでの日付情報の処理について、さまざまな面から説明し
ます。

日付フィールドの編集マスクおよび日付システム変数

日付フィールドの値を特定の表現で出力する場合は、通常、フィールドに編集マスクを指定しま
す。編集マスクを使用して、1 文字ずつどのように出力するかを指定します。

現在の日付を特定の表現で使用する場合、日付フィールドを定義して編集マスクを指定する必要
はありません。代わりに、日付システム変数を使用します。Natural には、さまざまな日付シス
テム変数が用意されています。その中には、表現の異なる現在日付も含まれています。これらの
表現には 2 桁の年を含むものもあれば、4 桁の年を含むものもあります。

すべての日付システム変数のリストと詳細については、『システム変数』ドキュメントを参照し
てください。

デフォルトの日付編集マスク - DTFORM パラメータ

DTFORM プロファイルパラメータによって、Natural レポートのデフォルトタイトルの日付部分、
日付定数、および日付入力に使用されるデフォルトのフォーマットが決まります。

この日付フォーマットを使用して、日付の年、月、日の各コンポーネントの順序、およびこれら
のコンポーネント間で使用するデリミタ文字を指定します。

有効な DTFORM の設定は、以下のとおりです。

例2日付フォーマット1設定

2014-01-31yyyy-mm-ddDTFORM=I

31.01.2014dd.mm.yyyyDTFORM=G

31/01/2014dd/mm/yyyyDTFORM=E

01/31/2014mm/dd/yyyyDTFORM=U

1 dd = 日、mm = 月、yyyy = 年
2 は、DF または DFTITLE の設定が L であることを前提とします

DTFORM パラメータは、Natural パラメータモジュール／ファイル内で設定できます。また、
Natural を起動するときにダイナミックに設定することもできます。デフォルトでは、DTFORM=I
が適用されます。
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英数字表現の日付フォーマット - DF パラメータ

編集マスクが指定されている場合、フィールド値の表現は編集マスクによって決まります。編集
マスクが指定されていない場合、フィールド値の表現は、セッションパラメータ DF とプロファ
イルパラメータ DTFORM の組み合わせによって決まります。

DF パラメータでは、以下の日付表現の 1 つを選択できます。

2 桁の年とデリミタを使用する 8 バイトの表記です。例：yy-mm-ddDF=S

4 桁の年を使用しデリミタを使用しない 8 バイトの表記です。例：yyyymmddDF=I

4 桁の年とデリミタを使用する 10 バイトの表記です。例：yyyy-mm-ddDF=L

各表現に対する、年、月、日の各コンポーネントの順序、および使用するデリミタ文字は、
DTFORM パラメータによって決まります。

デフォルトでは、DF=S が適用されます（INPUT ステートメントを除く。下記参照）。

セッションパラメータ DF は、コンパイル時に評価されます。

このパラメータは、以下のステートメントで指定できます。

■ FORMAT,
■ INPUT、DISPLAY、WRITE および PRINT（ステートメントおよび要素（フィールド）レベル）、
■ MOVE、COMPRESS、STACK、RUN および FETCH（要素（フィールド）レベル）。

上記のステートメントのいずれかで指定すると、DF パラメータは以下のように適用されます。

DF パラメータの効果ステートメント

これらのステートメントの 1 つを使用して日付変数の値を出力すると、出力する前
に値が英数字表現に変換されます。DF パラメータにより、使用される表現が決まり
ます。

DISPLAY、WRITE、
PRINT

MOVE または COMPRESS の各ステートメントを使用して日付変数の値を英数字フィー
ルドに転送すると、転送する前に値が英数字表現に変換されます。DF パラメータに
より、使用される表現が決まります。

MOVE, COMPRESS

日付変数の値をスタックに格納すると、スタックに格納する前に値が英数字表現に
変換されます。DF パラメータにより、使用される表現が決まります。

FETCH ステートメントまたは RUN ステートメントのパラメータとして日付変数を指
定する場合も同様です（これらのパラメータもスタック経由で渡されるため）。

STACK、RUN、
FETCH
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DF パラメータの効果ステートメント

INPUT ステートメントでデータ変数を使用する場合、DF パラメータによって、値を
どのようにフィールドに入力する必要があるかが決まります。

ただし、DF パラメータを指定せずに日付変数を INPUT ステートメントで使用する
と、デリミタ付きの 2 桁の年、またはデリミタなしの 4 桁の年のいずれかで日付を

INPUT

入力できます。この場合も、年、月、日の順序、および使用するデリミタ文字は、
DTFORM パラメータによって決まります。

注意: DF=S で提供される年情報は 2 桁のみです。これは、日付の値に世紀が含まれている
と、変換時にこの情報が失われることを意味します。世紀の情報を保持するには、DF=I
または DF=L を設定します。

WRITE ステートメントでの DF パラメータの例

これらの例では、DTFORM=G が適用されると仮定します。

/* DF=S (default)
WRITE *DATX /* Output has this format: dd.mm.yy
END

FORMAT DF=I
WRITE *DATX /* Output has this format: ddmmyyyy
END

FORMAT DF=L
WRITE *DATX /* Output has this format: dd.mm.yyyy
END

MOVE ステートメントでの DF パラメータの例

この例では、DTFORM=E が適用されると仮定します。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE (D) INIT <D'31/01/2014'>
1 #ALPHA (A10)

END-DEFINE
...
MOVE #DATE TO #ALPHA /* Result: #ALPHA contains 31/01/14
MOVE #DATE (DF=I) TO #ALPHA /* Result: #ALPHA contains 31012014
MOVE #DATE (DF=L) TO #ALPHA /* Result: #ALPHA contains 31/01/2014
...

プログラミングガイド484

日付情報の処理



STACK ステートメントでの DF パラメータの例

この例では、DTFORM=I が適用されると仮定します。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE (D) INIT <D'2014-01-31'>
1 #ALPHA1(A10)
1 #ALPHA2(A10)
1 #ALPHA3(A10)

END-DEFINE
...
STACK TOP DATA #DATE (DF=S) #DATE (DF=I) #DATE (DF=L)
...
INPUT #ALPHA1 #ALPHA2 #ALPHA3
...
/* Result: #ALPHA1 contains 14-01-31
/* #ALPHA2 contains 20140131
/* #ALPHA3 contains 2014-01-31
...

INPUT ステートメントでの DF パラメータの例

この例では、DTFORM=I が適用されると仮定します。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE1 (D)
1 #DATE2 (D)
1 #DATE3 (D)
1 #DATE4 (D)

END-DEFINE
...
INPUT #DATE1 (DF=S) /* Input must have this format: yy-mm-dd

#DATE2 (DF=I) /* Input must have this format: yyyymmdd
#DATE3 (DF=L) /* Input must have this format: yyyy-mm-dd
#DATE4 /* Input must have this format: yy-mm-dd or yyyymmdd

...

出力用の日付フォーマット - DFOUT パラメータ

セッション／プロファイルパラメータ DFOUT は、編集マスクが指定されておらず、DF パラメー
タも適用されていない、INPUT、DISPLAY、WRITE、および PRINT の各ステートメントの日付フィー
ルドにのみ適用されます。

INPUT、DISPLAY、PRINT、および WRITE の各ステートメントによって表示され、編集マスクが指
定されておらず、DF パラメータも適用されてない日付フィールドの場合は、プロファイル／セッ
ションパラメータ DFOUT によって、表示するフィールド値のフォーマットが決まります。
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DFOUT パラメータでは、以下の日付表現の 1 つを選択できます。

2 桁の年とデリミタを使用する 8 バイトの表記です。例：yy-mm-ddDFOUT=S

4 桁の年（デリミタなし）を使用する 8 バイトの表記です。例：yyyymmddDFOUT=I

デフォルトでは、DFOUT=S が適用されます。

各表現に対する、年、月、日の各コンポーネントの順序、および使用するデリミタ文字（該当す
る場合）は、DTFORM パラメータによって決まります。

どちらの日付値表現でも 8 バイトのフィールドに収まるため、日付フィールドの長さは DFOUT
設定の影響を受けません。

DFOUT パラメータは、Natural パラメータモジュール／ファイル内で、または Natural を起動す
るときにダイナミックに、あるいはシステムコマンド GLOBALS を使用してセッションレベルで
設定できます。これは、ランタイム時に評価されます。

例：

この例では、DTFORM=I が適用されると仮定します。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE (D) INIT <D'2014-01-31'>
END-DEFINE
...
WRITE #DATE /* Output if DFOUT=S is set ...: 14-01-31

/* Output if DFOUT=I is set ...: 20140131
WRITE #DATE (DF=L) /* Output (regardless of DFOUT): 2014-01-31
...

スタック用の日付フォーマット - DFSTACK パラメータ

セッション／プロファイルパラメータ DFSTACK は、DF パラメータが指定されていない、STACK、
FETCH、および RUN の各ステートメントで使用されている日付フィールドにのみ適用されます。

DFSTACK パラメータによって、STACK、RUN、FETCH の各ステートメント経由でスタックに格納さ
れる日付変数の値のフォーマットが決まります。

DFSTACK パラメータは、Natural パラメータモジュール／ファイル内で、または Natural を起動
するときにダイナミックに、あるいはシステムコマンド GLOBALS を使用してセッションレベル
で設定できます。これは、ランタイム時に評価されます。

有効な DFSTACK の設定は、以下のとおりです。
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8 バイト日付変数は、デリミタ付きの 2 桁の年でスタックに格納されます。例：yy-mm-dd

DFSTACK=S は、（失われた）世紀の情報を含まない日付をスタックに格納します。その後、
値をスタックから読み込んで別の日付変数に格納すると、世紀情報は現在のものであるとみ

DFSTACK=S

なされるか、または YSLW パラメータ（年スライティングウィンドウも参照）の設定によっ
て決まります。この操作によって、元の日付値と異なる世紀が設定される可能性がありま
す。ただし、この場合、Natural はエラーを発行しません。
DFSTACK=S も同様です。ただし、

YSLW パラメータにより、あるいは元の世紀が現在の世紀と同じではないために、Natural
は、日付値をスタックしたことで元の値と 1 世紀異なる結果になった場合にランタイムエ
ラーを発行します。

DFSTACK=C

8 バイト日付変数は、デリミタなしの 4 桁の年でスタックに格納されます。例：yyyymmddDFSTACK=I

デフォルトでは、DFSTACK=S が適用されます。

各データ表現に対する、年、月、日の各コンポーネントの順序、および使用するデリミタ文字
は、DTFORM パラメータによって決まります。

例：

この例では、DTFORM=I および YSLW=0 が適用されているものとします。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE (D) INIT <D'2014-01-31'>
1 #ALPHA1(A8)
1 #ALPHA2(A10)

END-DEFINE
...
STACK TOP DATA #DATE #DATE (DF=L)
...
INPUT #ALPHA1 #ALPHA2
...
/* Result if DFSTACK=S or =C is set: #ALPHA1 contains 14-01-31
/* Result if DFSTACK=I is set .....: #ALPHA1 contains 20140131
/* Result (regardless of DFSTACK) .: #ALPHA2 contains 2014-01-31
...

年スライディングウィンドウ - YSLW パラメータ

プロファイルパラメータ YSLW を使用すると、2 桁の年の値に対する世紀を指定できます。

YSLW パラメータは、Natural パラメータモジュール／ファイル内で設定できます。また、Natural
を起動するときにダイナミックに設定することもできます。2 桁の年を持つ英数字の日付値を日
付変数に移すと、このパラメータはランタイム時に評価されます。これは、以下のデータ値に適
用されます。
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■ 算術関数 VAL(field) で使用するデータ値
■ 論理条件の IS(D) オプションで使用するデータ値
■ 入力データとしてスタックから読み込まれたデータ値
■ 入力データとして入力フィールドに入力されたデータ値

YSLW パラメータによって、「年スライディングウィンドウ」 でカバーする年の範囲を特定しま
す。スラインディングウィンドウのメカニズムは、2 桁の年の日付が 100 年の 「ウィンドウ」
内にあるものと仮定します。この 100 年の範囲で、すべての 2 桁の年の値を特定の世紀に一意に
関連付けることができます。

YSLW パラメータを使用して、100 年の範囲を何年前から開始するかを指定します。YSLW 値は、
ウィンドウ範囲の最初の年を決定するために現在の年から減算されます。

YSLW パラメータの有効な値は、0～99 です。デフォルト値は YSLW=0 です。これは、スライディ
ングウィンドウメカニズムを使用しないことを意味します。つまり、2 桁の年を持つ日付は、現
在の世紀にあるとみなされます。

例 1

現在の年が 2014 年の場合に YSLW=40 を指定すると、スラインディングウィンドウは 1974～2073
年をカバーします。74～99 の 2 桁の年の値 nn は、19nn と解釈されます。一方、00～73 の 2 桁
の年の値 nn は、20nn と解釈されます。
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例 2：

現在の年が 2014 年の場合に YSLW=20 を指定すると、スラインディングウィンドウは 1994～2093
年をカバーします。94～99 の 2 桁の年の値 nn は、19nn と解釈されます。一方、00～93 の 2 桁
の年の値 nn は、20nn と解釈されます。

DFSTACK と YSLW の組み合わせ

以下の例で、パラメータ DFSTACK と YSLW をさまざまに組み合わせて使用することによる効果を
説明します。

注意: これらのすべての例において、DTFORM=I が適用されているものとします。

例 1

以下の例では、現在の年は 2014 年で、パラメータの設定には DFSTACK=S（デフォルト値）およ
び YSLW=20 が適用されているものとします。
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DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE1 (D) INIT <D'1956-12-31'>
1 #DATE2 (D)

END-DEFINE
...
STACK TOP DATA #DATE1 /* century information is lost (year 56 is stacked)
...
INPUT #DATE2 /* year sliding window determines 56 to be 2056
...
/* Result: #DATE2 contains 2056-12-31

この場合、年スライディングウィンドウは適切に設定されないため、世紀の情報は（意図しない
値に）変更されます。

例 2：

以下の例では、現在の年は 2014 年で、パラメータの設定には DFSTACK=S（デフォルト値）およ
び YSLW=60 が適用されているものとします。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE1 (D) INIT <D'1956-12-31'>
1 #DATE2 (D)

END-DEFINE
...
STACK TOP DATA #DATE1 /* century information is lost (year 56 is stacked)
...
INPUT #DATE2 /* year sliding window determines 56 to be 1956
...
/* Result: #DATE2 contains 1956-12-31

この場合、年スライディングウィンドウは適切に設定されるため、世紀の情報は正しく復元され
ます。

例 3：

以下の例では、現在の年は 2014 年で、パラメータの設定には DFSTACK=C および YSLW=0（デフォ
ルト値）が適用されているものとします。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE1 (D) INIT <D'1956-12-31'>
1 #DATE2 (D)

END-DEFINE
...
STACK TOP DATA #DATE1 /* century information is lost (year 56 is stacked)
...
INPUT #DATE2 /* 56 is assumed to be in current century -> 2056
...
/* Result: NAT1130 runtime error (Unintended century switch...)
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この場合、世紀情報は（意図しない値に）変更されます。ただし、この変更は DFSTACK=C 設定
によってインターセプトされます。

例 4：

以下の例では、現在の年は 2014 年で、パラメータの設定には DFSTACK=C および YSLW=60 が適用
されているものとします。

DEFINE DATA LOCAL
1 #DATE1 (D) INIT <D'2056-12-31'>
1 #DATE2 (D)

END-DEFINE
...
STACK TOP DATA #DATE1 /* century information is lost (year 56 is stacked)
...
INPUT #DATE2 /* year sliding window determines 56 to be 1956
...
/* Result: NAT1130 runtime error (Unintended century switch...)

この場合、世紀情報は年スライディングウィンドウに従って変更されます。ただし、この変更は
DFSTACK=C 設定によってインターセプトされます。

年固定ウィンドウ

このトピックの詳細については、プロファイルパラメータ YSLW の説明を参照してください。

デフォルトページタイトル用の日付フォーマット - DFTITLE パラ
メータ

セッション／プロファイルパラメータ DFTITLE によって、デフォルトのページタイトル
（DISPLAY、WRITE、PRINT の各ステートメントの出力）の日付フォーマットが決まります。

DFTITLE パラメータでは、以下の日付表現の 1 つを選択できます。

2 桁の年とデリミタを使用する 8 バイトの表記です。例：yy-mm-ddDFTITLE=S

4 桁の年とデリミタを使用する 10 バイトの表記です。例：yyyy-mm-ddDFTITLE=L

4 桁の年（デリミタなし）を使用する 8 バイトの表記です。例：yyyymmddDFTITLE=I

各 DFTITLE 設定に対する、年、月、日の順序、および使用するデリミタ文字は、DTFORM パラメー
タによって決まります。
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DFTITLE パラメータは、Natural パラメータモジュール／ファイル内で、または Natural を起動
するときにダイナミックに、あるいはシステムコマンド GLOBALS を使用してセッションレベル
で設定できます。これは、ランタイム時に評価されます。

例：

この例では、DTFORM=I が適用されると仮定します。

WRITE 'HELLO'
END
/*
/* Date in page title if DFTITLE=S is set ...: 14-01-31
/* Date in page title if DFTITLE=L is set ...: 2014-01-31
/* Date in page title if DFTITLE=I is set ...: 20140131

注意: DFTITLE パラメータは、WRITE TITLE ステートメントで指定されているユーザー定
義のページタイトルには効果がありません。
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ステートメントの終了

ステートメントの終了を明示的に示すには、セミコロン（;）をステートメントとその次のステー
トメントの間に記述します。これにより、プログラム構造をより明確にできますが、必須ではあ
りません。

プログラムの終了

END ステートメントは、Natural のプログラム、関数、サブプログラム、外部サブルーチン、ま
たはヘルプルーチンの終了を示すために使用します。

これらの各オブジェクトでは、最後のステートメントとして END ステートメントを使用する必
要があります。

どのオブジェクトでも、END ステートメントを 1 つだけ使用します。

アプリケーションの終了

STOP ステートメントによる、アプリケーションの実行の終了

STOP ステートメントは、Natural アプリケーションの実行を終了するために使用します。アプリ
ケーション内の任意の場所で STOP ステートメントを実行すると、アプリケーション全体の実行
が即座に停止されます。

TERMINATE ステートメントによる、アプリケーションの実行の終了

TERMINATE ステートメントを使用すると、Natural アプリケーションの実行が停止され、Natural
セッションも終了します。

実行中の Natural アプリケーションの中断

Natural アプリケーションの開発におけるテスト時には、実行中に無限ループなどで応答しなく
なった Natural アプリケーションを中断できる必要があります。Natural セッションは終了させ
る必要がないため、システムを中断する典型的なキーの組み合わせ（Windows の場合は
CTRL+BREAK、UNIX および OpenVMS の場合は CTRL+C）を使用して、実行中の Natural アプリ
ケーションを中断します。Natural エラー NAT1016 が発生し、ランタイムエラー処理が実行さ
れます。エラーは、ON ERROR 処理で制御できます。

実稼働環境では、プログラムの任意の位置でユーザーがアプリケーションを中断すると、そのア
プリケーションは復帰できなくなるため、通常はこの機能を無効にする必要があります。
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中断が可能かどうかは、Natural プロファイルパラメータ RTINT によって決まります。デフォル
トでは、中断は認められていません。

このパラメータが ON に設定されている場合は、中断に対するオペレーティングシステムのキー
の組み合わせを使用して Natural アプリケーションを中断できます（Windows の場合は
CTRL+BREAK。UNIX の場合は通常は CTRL+C。ただし、stty コマンドで再設定できます。OpenVMS
の場合はCTRL+C）。

Natural はこの中断要求を捕捉すると、以下の実行可能な選択肢をユーザーに提示します。

■ NAT1016 エラーを発生させ、標準のエラー処理を実行します。
■ 中断をキャンセルして、アプリケーションの処理を続行します。

これらの選択肢は、中断シグナルの捕捉後に開くウィンドウに表示されます。
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このセクションでは、アプリケーションエラーを処理するために Natural で用意されている 2 つ
の基本的な方法（デフォルトの処理とアプリケーション固有の処理）について説明します。さら
に、アプリケーション固有のエラー処理を有効にするために必要なオプションについて説明しま
す。このオプションでは、Natural オブジェクト内で ON ERROR ステートメントブロックをコー
ディングしたり、別のエラートランザクションプログラムを使用したりします。

最後に、このセクションでは、Natural エラー処理動作の構成、エラーに関する情報の取得、ア
プリケーションエラーの処理またはデバッグを行うために提供される機能の概要について説明し
ます。

Natural RPC 環境でのエラー処理についての詳細は、『Natural RPC（リモートプロシージャコー
ル）』ドキュメントの「エラー処理」を参照してください。

Natural のデフォルトエラー処理

Natural アプリケーションでエラーが発生した場合、Natural はデフォルトで次のように処理を
続行します。

1. Natural が、現在実行中のアプリケーションオブジェクトの実行を終了します。
2. Natural がエラーメッセージを発行します。
3. Natural がコマンド入力モードに戻ります。

「コマンド入力モード」では、Natural コンフィグレーションに基づき、Natural メインメニュー、
NEXT コマンドプロンプト、またはユーザー定義のスタートアップメニューが表示されます。

表示されるエラーメッセージには、Natural エラー番号、対応するメッセージテキスト、影響を
受ける Natural オブジェクト、およびエラーが発生した行番号が含まれます。

エラーが発生した後、影響を受けるアプリケーションオブジェクトの実行が終了するため、保留
中のデータベーストランザクションのステータスは、プロファイルパラメータ ETEOPの設定に
よって要求されるアクションの影響を受ける場合があります。これらのパラメータの設定の結果
として Natural が END TRANSACTION ステートメントを発行していない限り、Natural がコマンド
入力モードに戻ると BACKOUT TRANSACTION ステートメントが発行されます。
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アプリケーション固有のエラーの処理

Natural では、デフォルトのエラー処理がアプリケーションの要件を満たしていない場合にエ
ラー処理を修正できます。アプリケーション固有のエラーの処理を設定する場合、次のような理
由が考えられます。

■ エラーに関する情報を、アプリケーション開発者が詳細に分析できるよう保存する。
■ 可能であれば、エラー復旧後もアプリケーションの実行を継続する。
■ 特定のトランザクション処理が必要である。

アプリケーションエラーが発生した後に、影響を受ける Natural アプリケーションオブジェクト
の実行が終了するため、保留中のデータベーストランザクションのステータスは、プロファイル
パラメータ ETEOPの設定によってトリガされるアクションの影響を受ける場合があります。その
ため、アプリケーションのエラー処理によって、さらにトランザクション処理（END TRANSACTION
ステートメントまたは BACKOUT TRANSACTION ステートメント）を実行する必要があります。

アプリケーション固有のエラー処理を有効にするには、次のオプションがあります。

■ Natural オブジェクト内で ON ERROR ステートメントブロックをコーディングできます。
■ 別のエラートランザクションプログラムを使用することもできます。

これらのオプションについては、次のセクションで説明します。

ON ERROR ステートメントブロックの使用

ON ERROR ステートメントを使用して、エラーが発生したアプリケーション内の実行時のエラー
をインターセプトすることができます。

ON ERROR ステートメントブロック内から、現在のレベルまたは上位レベルでアプリケーション
の実行を再開できます。

さらに、下位レベルで発生したエラーを処理するために、アプリケーションの複数のオブジェク
トに ON ERROR ステートメントを指定できます。したがって、アプリケーション固有のエラーの
処理は、アプリケーションのニーズに合わせて正確に適合させることができます。

ON ERROR ステートメントブロックからの抜け出し

ON ERROR ステートメントブロックから抜け出るには、次のいずれかのステートメントを指定し
ます。

■ RETRY

アプリケーションの実行は現在のレベルで再開されます。
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■ ESCAPE ROUTINE

エラー処理が完了したとみなされ、上位レベルでアプリケーションの実行が再開されます。
■ FETCH

エラー処理が完了したとみなされ、「フェッチ」プログラムが実行されます。

STOP

Natural は影響を受けるプログラムの実行を停止し、アプリケーションを終了してコマンド入
力モードに戻ります。

■ TERMINATE

Natural アプリケーションの実行が停止し、Natural セッションも終了します。

エラー処理ルール

■ ON ERROR ステートメントブロックの実行がこれらのステートメントのいずれかによって終了
しない場合、エラーは上位レベルの Natural オブジェクトに関連付けられ、そこに存在する
ON ERROR ステートメントブロックによって処理されます。

■ 上位レベルのいずれの Natural オブジェクトにも ON ERROR ステートメントブロックが含まれ
ていない場合でも、エラートランザクションプログラムが指定されていると（次のセクション
を参照）、このエラートランザクションプログラムは制御を受け取ります。

■ 上位レベルのいずれの Natural オブジェクトにも ON ERROR ステートメントブロックが含まれ
ておらず、エラートランザクションプログラムが指定されていない場合は、前述のように
Natural のデフォルトエラー処理が実行されます。

エラートランザクションプログラムの使用

エラートランザクションプログラムは、以下の場所で指定できます。

■ ETA プロファイルパラメータ。
■ Natural Security がインストールされている場合は、Natural Security ライブラリプロファイ
ル内にあります。『Natural Security』ドキュメントの「Components of a Library Profile」を参照
してください。

■ Natural オブジェクト内で、ASSIGN、COMPUTE または MOVE ステートメントを使用して、シス
テム変数 *ERROR-TA に対する値として、エラー条件が発生したときに制御を受け取るプログ
ラムの名前を割り当てることで、この指定が可能です。

Natural セッション中にエラートランザクションプログラムの名前をシステム変数 *ERROR-TA に
割り当てると、プロファイルパラメータ ETA を使用して指定されたエラートランザクションプ
ログラムの代わりに、名前を割り当てたプログラムを使用できます。ETA プロファイルパラメー
タを使用するか、システム変数 *ERROR-TA に値を割り当てるかにかかわらず、エラートランザ
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クションプログラム名は、コール階層の異なるレベルに対して Natural により保存および復元さ
れることはありません。したがって、Natural オブジェクトのシステム変数 *ERROR-TA に名前を
割り当てると、指定したプログラムが呼び出され、割り当て後に現在の Natural セッションで発
生するエラーが処理されます。

プロファイルパラメータ ETA を使用してエラートランザクションプログラムを指定する場合、
Natural オブジェクトの個々の割り当てを必要とせずに、完全な Natural セッションに対してエ
ラートランザクションが定義されます。それに対して、システム変数 *ERROR-TA にプログラム
を割り当てる場合はより柔軟性があり、例えば、さまざまなアプリケーションブランチで異なる
エラートランザクションプログラムを使用することができます。

システム変数 *ERROR-TA が空白にリセットされると、前述のように Natural のデフォルトエラー
処理が実行されます。

エラートランザクションプログラムが指定され、アプリケーションエラーが発生した場合、アプ
リケーションの実行は終了し、指定されたエラートランザクションプログラムが制御を受け取
り、以下の処理を実行します。

■ エラーを分析します。
■ エラー情報を記録します。
■ Natural セッションを終了します。
■ FETCH ステートメントを使用してプログラムを呼び出し、アプリケーションの実行を続行しま
す。

エラートランザクションプログラムは、コマンドプロンプトから呼び出された場合と同じ方法で
制御を受け取るため、エラーが発生した時点でアクティブだった Natural オブジェクトでアプリ
ケーションの実行を再開することはできません。

構文エラーが発生し、Natural プロファイルパラメータ SYNERR が ON に設定されている場合、エ
ラートランザクションプログラムも制御を受け取ります。

エラートランザクションプログラムは、現在ログオンしているライブラリ内、または現在の
STEPLIB ライブラリ内に存在している必要があります。

エラーが発生した場合、Natural では STACK TOP DATA ステートメントを実行し、スタックの先
頭に次の情報を配置します。

説明フォーマット
／長さ

スタックデータ

Natural エラー番号。

注意: セッションパラメータ SG が ON に設定されている場合、フォー
マット／長さは N5 になります。

N4Error number
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説明フォーマット
／長さ

スタックデータ

エラーが発生した行番号。

ステータスが C または Lの場合、行番号は 0 です。

N4Line number

ステータスコード：A1ステータス
コマンド処理エラーC

ログオン処理エラーL

オブジェクト（実行）時間エラーO

リモートサーバー（Natural RPC 関
連）でのエラー

R

構文エラーS

エラーが発生した Natural オブジェクトの名前。A8Object name

エラーが発生した、Natural オブジェクトのレベル番号。

コンパイル時に Natural 構文エラーが発生し、プロファイルパラメー
タ SYNERR が ON に設定されている場合、レベル番号はゼロになりま
す。

N2レベル番号

Natural ランタイムエラーが発生し、Natural オブジェクトのレベル番
号が 99 より大きい場合、値 99 はスタックされます。現在の値は、追
加のスタックデータ「レベル番号拡張済み」にスタックされます。

Natural ランタイムエラーが発生し、Natural オブジェクトのレベル番号が 99 より大きい場合：
現在のレベル番号（最大 512）。I4レベル番号拡張済

み
コンパイル時に Natural 構文エラーが発生し、プロファイルパラメータ SYNERR が ON に設定されている
場合：

ソース行内の障害のある項目の位置。N3エラーの位置
障害のある項目の長さ。N3項目の長さ

この情報は、INPUT ステートメントを使用してエラートランザクションプログラムで取得できま
す。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #ERROR-NR (N5)
1 #LINE (N4)
1 #STATUS-CODE (A1)
1 #PROGRAM (A8)
1 #LEVEL (N2)
1 #LEVELI4 (I4)
1 #POSITION-IN-LINE (N3)
1 #LENGTH-OF-ITEM (N3)
END-DEFINE
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IF *DATA > 6 THEN /* SYNERR = ON and a syntax error occurred
INPUT

#ERROR-NR
#LINE
#STATUS-CODE
#PROGRAM
#LEVEL
#POSITION-IN-LINE
#LENGTH-OF-ITEM

ELSE
INPUT /* other error

#ERROR-NR
#LINE
#STATUS-CODE
#PROGRAM
#LEVEL
#LEVELI4

END-IF
WRITE #STATUS-CODE
* DECIDE ON FIRST VALUE OF STATUS-CODE
* ... /* process error
* END-DECIDE
END

スタックの上部に格納された情報の一部は、ON ERROR ステートメントブロックで使用可能な複
数のシステム変数の内容と等価です。

ON ERROR ステートメントブロックの等価なシステム変数スタックデータ

*ERROR-NRError number

*ERROR-LINELine number

*PROGRAMObject name

*LEVELレベル番号

Natural Security 環境でのルール

Natural Security がインストールされている場合は、ログオンエラーの処理に関する追加ルール
が適用されます。詳細については、『Natural Security』ドキュメントの「トランザクション」を
参照してください。
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エラー処理関連の機能

Natural は、次のようなさまざまなエラー処理関連の機能を提供しています。

■ Natural のエラー処理動作を構成する機能。
■ 発生したエラーに関する情報を取得するのに役立つ機能。
■ こうしたエラーの処理をサポートする機能。
■ アプリケーションエラーのデバッグをサポートする機能。

これらの機能は、次のグループに分けることができます。

■ プロファイルパラメータ
■ システム変数
■ 端末コマンド
■ システムコマンド
■ アプリケーションプログラミングインターフェイス

プロファイルパラメータ

次のプロファイルパラメータは、エラーが発生した場合の Natural の動作に影響します。

機能プロファイルパラメータ

コードページ変換エラーCPCVERR

エラートランザクションプログラムETA

プログラム終了時の END TRANSACTION の発行ETEOP

FIND ステートメントに対するレスポンスコード 113 の処理RCFIND

GET ステートメントに対するレスポンスコード 113 の処理RCGET

構文エラーの制御SYNERR

システム変数

次のアプリケーション関連のシステム変数を使用して、エラーの場所を特定したり、エラー条件
が発生した場合に制御を受け取るプログラムの名前を取得／指定したりできます。
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内容システム変数

エラーの原因となったステートメントのソースコード行番号。

「例 1」を参照してください。

*ERROR-LINE

ON ERROR 条件が発生した原因となったエラーのエラー番号。*ERROR-NR

エラー条件が発生したときに制御を受け取るプログラムの名前。

「例 2」を参照してください。

*ERROR-TA

エラーが発生した、Natural オブジェクトのレベル番号。*LEVEL

ユーザーが現在ログオンしているライブラリの名前。*LIBRARY-ID

現在実行中の Natural オブジェクトの名前。

「例 1」を参照してください。

*PROGRAM

例 1

...
/*
ON ERROR
IF *ERROR-NR = 3009 THEN

WRITE 'LAST TRANSACTION NOT SUCCESSFUL'
/ 'HIT ENTER TO RESTART PROGRAM'

FETCH 'ONEEX1'
END-IF
WRITE 'ERROR' *ERROR-NR 'OCCURRED IN PROGRAM' *PROGRAM

'AT LINE' *ERROR-LINE
FETCH 'MENU'

END-ERROR
/*

...

例 2：

...
*ERROR-TA := 'ERRORTA1'
/* from now on, program ERRORTA1 will be invoked
/* to process application errors

...
MOVE 'ERRORTA2' TO *ERROR-TA
/* change error transaction program to ERRORTA2

...

これらのシステム変数の詳細については、『システム変数』ドキュメントの対応するセクション
を参照してください。

端末コマンド

次の端末コマンドは、エラーが発生した場合の Natural 動作に影響を与えます。
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機能端末コマンド

エラー処理を有効または無効にする%E=

システムコマンド

次のシステムコマンドは、エラー状況に関する追加情報を提供したり、データベースコールのデ
バッグまたはログに使用するユーティリティを呼び出したりします。

機能システムコマンド

最後に発生したエラー状況に関する追加情報を表示します。LASTMSG

Natural セッションに関する技術的な情報やその他の情報（最後に発生したエラーに
関する情報など）を表示します。

TECH

アプリケーションプログラミングインターフェイス

一般的に、エラー状況に関する追加情報を取得したり、エラートランザクションをインストール
したりするために、以下のアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）を使用で
きます。

機能API

最後のエラーのタイプを取得USR0040N

ネスト構造のコピーコードのエラーのエラーレベルを取得USR1016N

最後のエラーに関する情報を取得USR2001N

エラーメッセージコレクタから情報を取得USR2006N

RPC デフォルトサーバーのデータを取得または設定USR2007N

最後のデータベースコールのエラー情報を取得USR2010N

TECH 情報を取得USR2026N

最後のエラーからダイナミックエラーメッセージ部分を取得USR2030N

ユーザーショートエラーメッセージを検索（STEPLIB 検索を含む）USR3320N

プログラムレベル情報を取得USR4214N

詳細については、『ユーティリティ』ドキュメントの「SYSEXT - Natural アプリケーションプロ
グラミングインターフェイス」を参照してください。
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Natural サブプログラムは、第 3 世代プログラミング言語（3GL）で作成された Natural オブジェ
クトから呼び出すことができます。呼び出し元のプログラムは、標準の CALL インターフェイス
をサポートする任意のプログラミング言語で作成できます。

この目的のために、Natural にはインターフェイス ncxr_callnat が用意されています。3GL プ
ログラムでは、必要なサブプログラム名を指定してこのインターフェイスを呼び出します。

注意: あらかじめ Natural を有効化しておく必要があります。つまり、Natural オブジェ
クトで CALL ステートメントを使用して、呼び出し元の 3GL プログラムを呼び出しておく
必要があります。

サブプログラムは、CALLNAT ステートメントで別の Natural オブジェクトから呼び出されたかの
ように実行されます。

（END ステートメントまたは ESCAPE ROUTINE ステートメントで）サブプログラムの処理が終了
すると、3GL プログラムに制御が戻ります。

3GL プログラムからサブプログラムへのパラメータ渡し

呼び出し元の 3GL プログラムから Natural サブプログラムにパラメータを渡すことができます。
パラメータを渡す場合、CALL ステートメントを使用してパラメータを渡すときと同じルールが
適用されます。

3GL プログラムでは、以下の 4 つのパラメータとともに Natural インターフェイス ncxr_callnat
を呼び出します。

■ 1 番目のパラメータは、呼び出す Natural サブプログラムの名前です。
■ 2 番目のパラメータは、サブプログラムに渡すパラメータの数です。
■ 3 番目のパラメータは、サブプログラムに渡すパラメータのアドレスが格納されたテーブルの
アドレスです。

■ 4 番目のパラメータは、サブプログラムに渡すパラメータのフォーマット／長さ指定が格納さ
れたテーブルのアドレスです。

呼び出し元プログラムのパラメータの順序、フォーマット、および長さは、サブプログラムの
DEFINE DATA PARAMETER ステートメント内のフィールドの順序、フォーマット、および長さと
正確に一致している必要があります。呼び出し元プログラムのフィールド名と呼び出されるサブ
プログラムのフィールド名は、同一である必要はありません。
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3GL プログラムからの Natural サブプログラムの呼び出し例

3GL プログラムから Natural サブプログラムを呼び出す方法の例については、Natural ルート
ディレクトリのサブディレクトリ samples\sysexuex にある次の例を参照してください。

■ MY3GL.NSP（メインプログラムの場合）、
■ MY3GLSUB.NSN（サブプログラムの場合）、
■ MYC3GL.C（C 関数の場合）。
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Natural ユーザー出口 SHCMD は、Natural プログラム内からオペレーティングシステムコマンド
の発行、シェルスクリプトの呼び出し、UNIX 上の実行形式プログラムの実行を行うために使用
できます。

構文

CALL 'SHCMD' 'command' ['option']

パラメータ

オペレーティングシステムのコマンドシェルの制御下で実行されるコマンドです。Natural は、
コマンドが完了するまで待った後、Natural プログラムに制御を戻します。

command

詳細については、以下の「例」を参照してください。
option には、コマンドを実行する方法を指定します。このパラメータはオプションです。次
のオプションを使用できます。

option

■ SCREENIO

■ NOSCREENIO

以下の「パラメータオプション」を参照してください。

パラメータオプション

以下のコマンドオプションを使用できます。

説明オプション

このオプションは、コマンドによって生成される出力を抑制するために使用します。抑制
された出力は、NULL デバイスにリダイレクトされます。

NOSCREENIO

このオプションは、コマンドの完了後に Natural 画面の出力をリフレッシュするために使
用します。

SCREENIO

注意: オプション SCREENIO と NOSCREENIO は、同時に設定できません。
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リターンコード

以下のリターンコードの値を使用できます。

説明リターンコード

コマンドが正常に実行されました。0

不正な SHCMD パラメータが指定されました。4

コマンドシェルのリターンコードその他のすべてのコード

例

Natural 内からコマンドシェルを実行します。

CALL 'SHCMD' 'myshell.sh'

Natural 内から実行形式プログラムを実行します。

CALL 'SHCMD' 'myprogram'

UNIX 上でオペレーティングシステムコマンド ls を実行して、ディレクトリの内容をリスト出
力します。

CALL 'SHCMD' 'ls'

ls コマンドの実行後は、このコマンドが生成した出力によって、直前の Natural の画面出力が
変更されています。画面のリフレッシュキーを押して画面をクリアする必要があります。これを
自動的に実行するには、SCREENIO オプションを指定します。

CALL 'SHCMD' 'ls' 'SCREENIO'

RET 関数を使用してリターンコードを取得する例：

DEFINE DATA LOCAL
1 rc (I4)

END-DEFINE
CALL 'SHCMD' 'lsDIRECTORY' 'SCREENIO'
ASSIGN rc = RET( 'SHCMD' ) /* retrieve return code
IF rc <> 0 THEN

IF rc = 4 THEN
WRITE NOTITLE 'Illegal option specified'

ELSE
WRITE NOTITLE 'Command not executed successfully (rc=' rc ')'
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END-IF
ELSE

WRITE NOTITLE 'Command executed successfully'
END-IF
END

プログラミングガイド514

Natural プログラム内からのオペレーティングシステムコマンドの発行



VIII インターネットおよび XML アクセス用のス

テートメント

515



516



55 インターネットおよび XML アクセス用のステート

メント

■ 使用可能なステートメント ...................................................................................................... 518
■ その他の参照情報 ..................................................................................................................... 520

517



この章では、インターネットおよび XML にアクセスするためのステートメントの機能概要、メ
インフレーム環境でこれらのステートメントを使用するための全般的な前提条件、制限事項、お
よびその他の参照情報について説明します。これらのステートメントを最大限に活用するには、
通信規格に関する深い知識が必要です。

使用可能なステートメント

次の Natural ステートメントを使用して、インターネットおよび XML ドキュメントにアクセス
できます。

■ REQUEST DOCUMENT
■ PARSE XML

REQUEST DOCUMENT

■ 機能
■ 例
■ 構文

機能

このステートメントを使用すると、ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）、および Hypertext
Transfer Protocol Secure（HTTPS）を使用して、与えられた Uniform Resource Identifier（URI）
または Uniform Resource Locator（URL）を持つ Web 上のドキュメントにアクセスできます。
URI および URL は、Web サイトのインターネットアドレスまたはイントラネットアドレスで
す。

REQUEST DOCUMENT では HTTP クライアントを Natural ステートメントレベルで実装します。こ
れにより、アプリケーションはイントラネットまたはインターネット上の任意の HTTP サーバー
にアクセスできます。このステートメントにはオペランドのセットがあり、このオペランドを使
用してユーザーアプリケーションの要件に沿った HTTP 要求を作成できます。例えば、送信オ
ペランドを使用すると、ユーザー定義 HTTP ヘッダー、フォームデータ、またはドキュメント
全体を HTTP サーバーに送信できます。受信オペランドを使用すると、サーバーからドキュメ
ントを取得したり、サーバーから返された HTTP ヘッダーブロック全体を表示したり、専用の
ヘッダーの値を戻したりできます。バイナリフォーマットオペランドを使用すると、gif ファイ
ルなどのバイナリオブジェクトを HTTP サーバーと交換できます。基本認証用として、ユーザー
ID やパスワードのオペランドを指定できます。このオペランドの内容は、HTTP 標準に従って
回線上を base64 エンコーディングを使用して送信されます。

Natural では次の REQUEST-METHOD がサポートされています。

■ GET - ドキュメントと HTTP ヘッダーの取得
■ HEAD - HTTP ヘッダーのみの取得
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■ POST - フォームデータの HTTP サーバーへの転送
■ PUT - ファイルの HTTP サーバーへの転送

REQUEST-METHOD は、通常、実行される REQUEST DOCUMENT ステートメントにコーディングされ
ているオペランドに基づいて、自動的に評価されます。ただし、あらかじめ設定されている
REQUEST-METHOD は、REQUEST-METHOD ヘッダーをユーザーが明示的に指定することによって上書
きできます。

上記の標準 REQUEST-METHOD に加えて、REQUEST-METHOD ヘッダーには次のメソッドを指定でき
ます。

■ DELETE - HTTP サーバーからドキュメントを削除する,
■ PATCH - HTTP サーバー上のドキュメントを修正する
■ OPTIONS - HTTP サーバーでサポートされている REQUEST-METHOD を取得する
■ TRACE - HTTP サーバーが受信したメッセージを取得する

例

以下の例は、REQUEST DOCUMENT ステートメントを使用して、外部に保管されているドキュメン
トにアクセスする方法を示しています。

REQUEST DOCUMENT FROM
"http://bolsap1:5555/invoke/sap.demo/handle_RFC_XML_POST" 
WITH 
USER #User PASSWORD #Password
DATA
NAME 'XMLData' VALUE #Queryxml
NAME 'repServerName' VALUE 'NT2'
RETURN 
PAGE #Resultxml
RESPONSE #rc ↩

構文

REQUEST DOCUMENT ステートメントの構文と詳細なアプリケーションヒントについては、『ステー
トメント』ドキュメントを参照してください。
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PARSE XML

■ 機能
■ 構文

機能

PARSE XML ステートメントを使用すると、Natural プログラム内で XML ドキュメントを解析で
きるようになります。

PARSE XML ステートメントではフル XML パーサを Natural に統合します。これにより、Natural
アプリケーションで XML ドキュメントを解析できるようになり、コンテンツの処理が容易にな
ります。PARSE XML ステートメントでは処理ループを開き、解析プロセス中にリストのイベント
のいずれかが発生するたびに、それぞれのドキュメントのパス、解析された要素の名前と値、お
よびいくつかのパーサステータスシステム変数を返します。

構文

PARSE XML ステートメントの構文と詳細なアプリケーションヒントについては、『ステートメン
ト』ドキュメントを参照してください。

その他の参照情報

役立つリソースのリストを以下に示します。

■ 有効なリンク

有効なリンク

役立つリンクを以下に示します。

■ World Wide Web Consortium (W3C)： http://www.w3.org/
■ Extensible Markup Language (XML)： http://www.w3.org/XML/
■ ハイパーテキストマークアップ言語（HTML）ホームページ： http://www.w3.org/MarkUp/
■ W3 Schools： https://www.w3schools.com/
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Natural バージョン 5 以降では、Natural 生成プログラム（GP）を UNIX、OpenVMS、および
Windows のプラットフォーム間で移植可能です。

互換性

Natural バージョン 5 以降では、Natural でサポートされる UNIX、OpenVMS、および Windows
の任意のプラットフォームでカタログされたソースは、これらすべてのオープンシステムプラッ
トフォームで再コンパイルなしで実行できます。この機能によって、オープンシステムプラット
フォーム間でのアプリケーションの展開が容易になります。

Natural バージョン 4 または Natural バージョン 3 で生成された Natural アプリケーションは、
再カタログしなくても Natural バージョン 5 以降で実行できます（上位互換性）。この場合に
は、ポータブル GP 機能は有効ではありません。ポータブル GP およびその他の改良点を利用す
るには、Natural バージョン 5 以降でカタログする必要があります。

コマンドプロセッサ GP は移植できません。ポータブル GP 機能は、メインフレームプラット
フォームでは使用できません。このことは、メインフレームコンピュータで生成された Natural
GP は、アプリケーションを再コンパイルしない場合、UNIX、OpenVMS、および Windows プ
ラットフォームで実行できないことを意味します。逆の場合も同様です。

エンディアンモードについて

Natural バージョン 5 の時点で、Natural は次のように動作します。UNIX、OpenVMS、または
Windows プラットフォームのどれが実行中であるかに応じて、マルチバイトの数値が GP に保
存されるときのバイト順序が考慮されます。2 つのバイト順モードがあり、「リトルエンディア
ン」 と 「ビッグエンディアン」 と呼ばれています。

■ 「リトルエンディアン」 とは、数値の下位バイトがメモリの最下位アドレスに格納され、上
位バイトが最上位アドレスに格納されることを意味します（小さな桁が最初に来ます）。

■ 「ビッグエンディアン」 とは、数値の上位バイトがメモリの最下位アドレスに格納され、下
位バイトが最上位アドレスに格納されることを意味します（大きな桁が最初に来ます）。

UNIX、OpenVMS、および Windows プラットフォームでは、両方のエンディアンモードが使用
されます。Intel プロセッサおよび AXP コンピュータのバイト順は 「リトルエンディアン」 で
あり、HP-UX、Sun Solaris、RS6000 などその他のプロセッサでは 「ビッグエンディアン」 モー
ドが使用されています。

Natural では、必要に応じて、ポータブル GP を実行プラットフォームのエンディアンモードに
自動的に変換します。GP がすでにプラットフォームのエンディアンモードで 生成されている場
合、このエンディアン変換は実行されません。
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ENDIAN パラメータ

ポータブル GP の実行パフォーマンスを拡張するために、プロファイルパラメータ ENDIAN が導
入されました。ENDIAN は、コンパイル中に GP が生成されるエンディアンモードを決定します。

GP が生成されるマシンのエンディアンモードDEFAULT

ビッグエンディアンモード（上位バイトが最初に来ます）BIG

リトルエンディアンモード（下位バイトが最初に来ます）LITTLE

DEFAULT、BIG、および LITTLE の値のうち 1 つを選択します。デフォルト値は DEFAULT です。

ENDIAN モードパラメータは次の方法で設定できます。

■ Natural コンフィグレーションユーティリティを使用して、プロファイルパラメータとして設
定

■ 開始パラメータとして設定
■ セッションパラメータとして、または GLOBALS コマンドを使用して設定

Natural 生成プログラムの転送

異なるプラットフォーム（UNIX、OpenVMS、および Windows）でポータブル GP を利用する
には、生成された Natural オブジェクトをターゲットプラットフォームに転送するか、または
NFS などを経由してターゲットプラットフォームからアクセス可能にする必要があります。

Natural 生成オブジェクト、または Natural アプリケーション全体を配布するには、Natural オ
ブジェクトハンドラの使用をお勧めします。手順としては、ソース環境のオブジェクトをワーク
ファイルにアンロードし、このワークファイルをターゲット環境に転送して、ワークファイルか
らオブジェクトをロードします。

手順 56.1. オープンシステムプラットフォーム間で Natural 生成オブジェクトを展開するには

1 Natural オブジェクトハンドラを開始します。必要なすべてのカタログオブジェクトを
PORTABLE タイプのワークファイルにアンロードします。

必要であれば、エラーメッセージもワークファイルにアンロードできます。

重要: 指定するワークファイルタイプは PORTABLE でなければなりません。PORTABLE

は、ワークファイルが異なるマシンに転送されるときに、ワークファイルの自動エン
ディアン変換を実行します。『ステートメント』ドキュメントの「DEFINE WORK
FILE」ステートメントの説明にあるワークファイルタイプの情報も参照してくださ
い。
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2 ワークファイルをターゲット環境に転送します。ネットワーク、CD、フロッピーディスク、
テープ、電子メール、ダウンロードなど使用する転送メカニズムによっては、ZIP ファイル
などの圧縮アーカイブの使用や、UUENCODE/UUDECODE などによるエンコードが有効
な場合もあります。FTP 経由のコピーでは、バイナリ転送タイプが必要です。

注意: 使用する転送メソッドによっては、ロード機能を続行する前に、転送するワー
クファイルのレコードフォーマットと属性またはブロックサイズを、特定のターゲッ
トプラットフォームに応じて調整する必要があります。ターゲットプラットフォーム
でのワークファイルのフォーマットと属性は、そこで生成された同じタイプのワーク
ファイルと同じものにする必要があります。適応が必要な場合は、オペレーティング
システムツールを使用してください。

3 ターゲット環境で Natural オブジェクトハンドラを開始します。ワークファイルタイプとし
て PORTABLE を選択します。Natural オブジェクトおよびエラーメッセージをワークファイ
ルからロードします。

Natural オブジェクトハンドラの使用法の詳細については、『ユーティリティ』ドキュメントの
「オブジェクトハンドラ」を参照してください。

上述の推奨される方法に加えて、オペレーティングシステムツールや別の転送方法を使用するこ
とにより、単一の Natural 生成オブジェクトだけでなく、ライブラリ全体やその一部を 「移動」
またはコピーするためのさまざまな方法があります。これらすべての場合について、オブジェク
トを Natural で実行できるようにするには、オブジェクトを Natural システムファイル FUSER に
インポートして FILEDIR.SAG 構造に適合させる必要があります。FNAT または FUSER ディレクト
リの詳細については、『オペレーション』ドキュメントの「システムファイル FNAT と FUSER」
を参照してください。

この作業には、次のいずれかの方法を使用します。

■ SYSMAIN ユーティリティのインポート機能を使用する。
■ FTOUCH ユーティリティを使用する。このユーティリティは、Natural に入らずに使用できま
す。

同じことが、NSF やネットワークファイルサーバーなどを経由して、ターゲットプラットフォー
ムからソース環境で生成されたオブジェクトへの直接アクセスが可能な場合にも当てはまりま
す。この場合は、オブジェクトをインポートする必要があります。
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移植可能な FILEDIR.SAG ファイルとエラーメッセージファイル

Natural バージョン 6.2 以降では、FILEDIR.SAG ファイルおよびエラーメッセージファイルはプ
ラットフォームに依存しません。したがって、共通の FUSERシステムファイルをさまざまなオー
プンシステムプラットフォームで共有できます。例えば、1 つのオープンシステムプラットフォー
ムから一連の Natural ライブラリをコピーし、オペレーティングシステムのコピー手順を使用し
て別のプラットフォームにコピーすることができます。ただし、FNAT システムファイルの共有
はお勧めしません。移植可能な FILEDIR.SAG に関する詳細については、『オペレーション』ド
キュメントの「Natural の移植可能なシステムファイル」を参照してください。
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X アプリケーションユーザーインターフェイス

アプリケーションのユーザーインターフェイス、つまり、アプリケーションをどのようにユー
ザーに見せるかは、アプリケーションを作成する際の重要な検討項目です。

ここでは、Natural が提供する、統一された外観を持ち、ユーザーへの指示やユーザーとの対話
を行うための強力なメカニズムであるキャラクタユーザーインターフェイスを設計するさまざま
な方法について説明します。

ユーザーインターフェイスを設計するときは、標準および標準化が重要な要素となります。

Natural を使用すると、さまざまなハードウェアおよびオペレーティングシステムで共通の機能
をエンドユーザーに提供できます。

Natural には、全般的な画面レイアウト（情報、データ、メッセージの各エリア）、ファンク
ションキーの割り当て、およびウィンドウのレイアウトが含まれています。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

画面設計
ダイアログ設計
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ファンクションキー行の制御 - 端末コマンド %Y

端末コマンド %Y を使用すると、Natural ファンクションキー行を表示する方法と位置を定義で
きます。

以下に参考情報を示します。

■ ファンクションキー行のフォーマット
■ ファンクションキー行の位置設定
■ カーソル依存

ファンクションキー行のフォーマット

ファンクションキー行のフォーマットの定義には、以下の端末コマンドを使用できます。

%YN
 Software AGのタブフォーマットでファンクションキー行を表示します。

Command ===>
Enter-PF1---PF2---PF3---PF4---PF5---PF6---PF7---PF8---PF9---PF10--PF11--PF12---

Help Exit Canc

%YS
名前が割り当てられているキーのみをシーケンシャルに出力したファンクションキー行を表
示します（PF1=value、PF2=value、など）。

  Command ===>                                                                 ↩
  
  PF1=Help,PF3=Exit,PF12=Canc

%YP
名前が割り当てられているキーのみを PC 風にシーケンシャルに出力したファンクションキー
行を表示します（F1=value、F2=value、など）。

  Command ===>                                                                 ↩
  
  F1=Help,F3=Exit,F12=Canc
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その他の表示オプション

ファンクションキー行には、他にも以下のようなさまざまなコマンドオプションを使用できま
す。

■ 1 行および 2 行表示
■ 高輝度表示
■ 反転表示
■ カラー表示

これらのオプションの詳細については、『端末コマンド』ドキュメントの「%Y - PF キー行の制
御」を参照してください。

ファンクションキー行の位置設定

%YB
画面の一番下にファンクションキー行を表示します。

%YT
画面の一番上にファンクションキー行を表示します。

%Ynn
画面の nn 行目にファンクションキー行を表示します。

カーソル依存

%YC
このコマンドにより、ファンクションキー行がカーソル依存になります。これは、ファンク
ションキー行が PC 画面上のアクションバーに似た動作をすることを意味します。希望する
ファンクションキー番号にカーソルを移動するか、またはファンクションキー名を指定して
Enter キーを押すと、対応するファンクションキーが押されたかのような動作が Natural に
よって行われます。

カーソル依存をオフにするには、%YC を再度入力します（トグル切り替え）。

ファンクションキー名のみを表示して（%YH）タブ表示フォーマット（%YN）とともに %YC を
使用することにより、快適なアクションバーの処理をアプリケーションで実現できます。単
にファンクション名をカーソルで選択して Enter キーを押すだけで、そのファンクションを実
行できます。
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メッセージ行の制御 - 端末コマンド %M

端末コマンド %M には、Natural メッセージ行を表示する方法と位置を定義するためのさまざま
なオプションを使用できます。

以下に参考情報を示します。

■ メッセージ行の位置設定
■ メッセージ行の色

メッセージ行の位置設定

%MB
画面の一番下にメッセージ行を表示します。

%MT
画面の一番上にメッセージ行を表示します。

メッセージ行の位置設定に関する他のオプションについては、『端末コマンド』ドキュメントの
「%M - メッセージ行の制御」を参照してください。

メッセージ行の色

%M=color-code
指定した色でメッセージ行を表示します。カラーコードの詳細については、『パラメータリ
ファレンス』ドキュメントに記載されている、セッションパラメータ CD の説明を参照して
ください。

フィールドへの色の割り当て - 端末コマンド %=

端末コマンド %= を使用すると、もともと色の設定をサポートしていないプログラムのフィール
ド属性に色を割り当てることができます。コマンドにより、指定の属性で定義されたすべての
フィールド／テキストが、指定の色で表示されます。

定義済みの色割り当てが使用している端末タイプに合わない場合は、このコマンドを使用して元
の割り当てを新しい割り当てで上書きできます。

%= コマンドは、Natural エディタ内で、例えばマップの作成中に色割り当てをダイナミックに定
義するために使用することもできます。
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説明コード

色変換テーブルをクリアします。空白
新たに定義した色で、プログラムで割り当てた色を上書きします。F

プログラムで割り当てられた色属性は変更されません。N

出力フィールド。O

変更可能なフィールド（出力および入力）M

テキスト定数T

点滅B

斜体C

デフォルトD

高輝度表示I

下線付きU

反転表示V

背景BG

青BL

緑GR

デフォルト色NE

ピンクPI

赤RE

空色TU

黄色YE

例：

%=TI=RE,OB=YE

この例では、すべての高輝度テキストフィールドに赤を割り当て、すべての点滅出力フィールド
に黄色を割り当てています。

情報行 - 端末コマンド %X

端末コマンド %X は、Natural 情報行の表示を制御します。
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詳細については、『端末コマンド』ドキュメントに記載されている、端末コマンド %X の説明を
参照してください。

Windows

以下に参考情報を示します。

■ ウィンドウとは
■ DEFINE WINDOW ステートメント
■ INPUT WINDOW ステートメント

ウィンドウとは

ウィンドウとは、端末画面上に表示される、プログラムによって構築された論理ページのセグメ
ントのことです。

論理ページとは、Natural の出力エリアのことです。つまり、論理ページには、Natural プログ
ラムによって表示用に生成された現在のレポート／マップが含まれています。この論理ページは
物理画面よりも大きくすることができます。

存在に気付かない場合もありますが、ウィンドウは常に存在しています。DEFINE WINDOW ステー
トメントで個別に指定されない限り、ウィンドウのサイズは端末画面の物理サイズと同一です。

ウィンドウは、以下の 2 つの方法で操作できます。

■ 物理画面上では、ウィンドウのサイズと位置を制御できます。
■ 論理ページ上では、ウィンドウの位置を制御できます。

物理画面上の位置

以下の図は、物理画面上のウィンドウの位置を示しています。どちらの例にも、画面上のウィン
ドウの位置が違うだけで、論理ページの同じセクションが表示されていることに注意してくださ
い。
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論理ページ上の位置

以下の図は、論理ページ上のウィンドウの位置を示しています。

論理ページでウィンドウの位置を変更しても、物理画面上のウィンドウのサイズおよび位置は変
更されません。つまり、ウィンドウがページ上で移動するのではなく、ページがウィンドウの
「下」 で移動するということです。
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DEFINE WINDOW ステートメント

DEFINE WINDOW ステートメントを使用して、物理画面上のウィンドウのサイズ、位置、属性を指
定します。

DEFINE WINDOW ステートメントはウィンドウをアクティブ化しません。ウィンドウをアクティブ
化するには、SET WINDOW ステートメントを使用するか、INPUT ステートメントの WINDOW 節を使
用します。

DEFINE WINDOW ステートメントには、さまざまなオプションを使用できます。これらのオプショ
ンについて、以下の例で説明します。

以下のプログラムは、物理画面上のウィンドウの位置を定義しています。

** Example 'WINDX01': DEFINE WINDOW
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 COMMAND (A10)
END-DEFINE
*
DEFINE WINDOW TEST

SIZE 5*25
BASE 5/40
TITLE 'Sample Window'
CONTROL WINDOW
FRAMED POSITION SYMBOL BOTTOM LEFT

*
INPUT WINDOW='TEST' WITH TEXT 'message line'

COMMAND (AD=I'_') /
'dataline 1' /
'dataline 2' /
'dataline 3' 'long data line'

*
IF COMMAND = 'TEST2'

FETCH 'WINDX02'
ELSE

IF COMMAND = '.'
STOP

ELSE
REINPUT 'invalid command'

END-IF
END-IF
END

ウィンドウは、ウィンドウ名によって識別されます。名前の最大長は 32 文字です。ウィンドウ
名には、ユーザー定義変数と同じ命名規則が適用されます。この例では、ウィンドウ名は TEST
です。
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ウィンドウのサイズは、SIZE オプションで設定します。この例では、ウィンドウの高さは 5 行、
幅は 25 列（ポジション）です。

ウィンドウの位置は、BASE オプションで設定します。この例では、ウィンドウの左上隅は行 5、
列 40 に位置します。

TITLE オプションを使用すると、ウィンドウフレームに表示するタイトルを定義できますが、こ
れはウィンドウのフレームを定義した場合にのみ有効です。

CONTROL 節を使用して、PF キー行、メッセージ行、および統計行をウィンドウに表示するかフ
ル物理画面に表示するかを指定します。この例では、CONTROL WINDOW によって、ウィンドウ内
にメッセージ行が表示されます。CONTROL SCREEN を指定すると、ウィンドウの外側にある物理
画面全体に PF キー行、メッセージ行、および統計行が表示されます。CONTROL 節を省略すると、
デフォルトで CONTROL WINDOW が適用されます。

FRAMED オプションを使用すると、フレーム付きのウィンドウを定義できます。このフレームは、
カーソル依存です。カーソル依存が適用可能な場所では、適切な記号（<、-、+、>。POSITION
節の説明を参照）の上にカーソルを置いて Enter キーを押すだけで、ウィンドウ内のページを上
下左右に移動できます。つまり、物理画面上のウィンドウの下にある論理ページを移動できま
す。記号が表示されない場合は、カーソルを枠線の最上部（前のページに戻る場合）または最下
部（次のページに進む場合）に置いて Enter キーを押すことにより、ウィンドウ内でページを前
後に移動することができます。

FRAMED オプションの POSITION 節を使用して、ウィンドウのフレームに表示する、論理ページ上
のウィンドウの位置情報を定義します。これは、論理ページがウィンドウよりも大きい場合にの
み適用されます。そうでない場合は、POSITION 節は無視されます。位置情報は、論理ページが
拡張する方向（現在のウィンドウの上、下、左、右）を示します。

POSITION 節が省略されると、POSITION SYMBOL TOP RIGHT がデフォルトで適用されます。

POSITION SYMBOL 位置情報を次の記号形式で表示します。「More: < - + >」.情報は、上部か下部
のいずれか、または両方のフレームラインに表示されます。

TOP/BOTTOM は、位置情報を上のフレーム行または下のフレーム行のどちらに表示するかを決定
します。

LEFT/RIGHT は、位置情報をフレーム行の左または右のどちらに表示するかを決定します。

端末コマンド %F=chv で、フレームに使用する文字を定義できます。
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最初の文字は、ウィンドウフレームの 4 つの隅に使用されます。c

2 番目の文字は、水平フレームラインに使用されます。h

3 番目の文字は、垂直フレームラインに使用されます。v

例：

%F=+-!

上記のコマンドを実行すると、以下のようなウィンドウフレームが生成されます。

+------------------------+
! !
! !
! !
! !
+------------------------+

INPUT WINDOW ステートメント

INPUT WINDOW ステートメントは、DEFINE WINDOW ステートメントで定義したウィンドウを有効
にします。以下の例では、ウィンドウ TEST が有効化されています。ウィンドウにデータを出力
する場合（WRITE ステートメントを使用する場合など）は、SET WINDOW ステートメントを使用
します。

前述のプログラムを実行すると、入力フィールド COMMAND がウィンドウに表示されます。セッ
ションパラメータ AD を使用して、フィールドの値を高輝度で表示し、下線を充填文字として使
用するよう定義されています。

プログラム WINDX01 の出力：
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> r > + Program WINDX01 Lib SYSEXPG
Top ....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7..

0010 ** Example 'WINDX01': DEFINE WINDOW
0020 ******************************* +----Sample Window-----+ ***************
0030 DEFINE DATA LOCAL ! message line !
0040 1 COMMAND (A10) ! COMMAND __________ !
0050 END-DEFINE ! dataline 1 !
0060 * +More: + >---------+
0070 DEFINE WINDOW TEST
0080 SIZE 5*25
0090 BASE 5/40
0100 TITLE 'Sample Window'
0110 CONTROL WINDOW
0120 FRAMED POSITION SYMBOL BOTTOM LEFT
0130 *
0140 INPUT WINDOW='TEST' WITH TEXT 'message line'
0150 COMMAND (AD=I'_') /
0160 'dataline 1' /
0170 'dataline 2' /
0180 'dataline 3' 'long data line'
0190 *
0200 IF COMMAND = 'TEST2'

....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+... S 29 L 1

下のフレームラインの位置情報 More: + > は、ウィンドウに表示されている情報の他にも論理
ページ上に情報があることを示しています。

論理ページ上のさらに下にある情報を表示するには、カーソルを下のフレームラインのプラス記
号（+）に移動して Enter キーを押します。

ウィンドウの表示が下に移動します。テキスト long data line はウィンドウのサイズに収まら
ないため、完全には表示されていないことに注意してください。
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> r > + Program WINDX01 Lib SYSEXPG
Top ....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7..

0010 ** Example 'WINDX01': DEFINE WINDOW
0020 ******************************* +----Sample Window-----+ ***************
0030 DEFINE DATA LOCAL ! message line !
0040 1 COMMAND (A10) ! dataline 3 long data !
0050 END-DEFINE ! dataline 2 !
0060 * +More: - >---------+
0070 DEFINE WINDOW TEST
0080 SIZE 5*25
0090 BASE 5/40
0100 TITLE 'Sample Window'
0110 CONTROL WINDOW
0120 FRAMED POSITION SYMBOL BOTTOM LEFT
0130 *
0140 INPUT WINDOW='TEST' WITH TEXT 'message line'
0150 COMMAND (AD=I'_') /
0160 'dataline 1' /
0170 'dataline 2' /
0180 'dataline 3' 'long data line'
0190 *
0200 IF COMMAND = 'TEST2'

....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+... S 29 L 1

この表示されていない情報を表示するには、カーソルを下のフレームラインの小なり記号（>）
に移動して Enter キーを押します。ウィンドウの表示が論理ページ上の右に移動して、それまで
表示されていなかった単語 line が表示されます。
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> r > + Program WINDX01 Lib SYSEXPG
Top ....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7..

0010 ** Example 'WINDX01': DEFINE WINDOW
0020 ******************************* +----Sample Window-----+ ***************
0030 DEFINE DATA LOCAL ! message line !
0040 1 COMMAND (A10) ! line ! <==
0050 END-DEFINE ! !
0060 * +More: < - ---------+
0070 DEFINE WINDOW TEST
0080 SIZE 5*25
0090 BASE 5/40
0100 TITLE 'Sample Window'
0110 CONTROL WINDOW
0120 FRAMED POSITION SYMBOL BOTTOM LEFT
0130 *
0140 INPUT WINDOW='TEST' WITH TEXT 'message line'
0150 COMMAND (AD=I'_') /
0160 'dataline 1' /
0170 'dataline 2' /
0180 'dataline 3' 'long data line'
0190 *
0200 IF COMMAND = 'TEST2'

....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+... S 29 L 1

複数のウィンドウ

複数のウィンドウを開くことはもちろん可能です。ただし、Natural ウィンドウでは、アクティ
ブにできるのは常に 1 つのウィンドウのみ、つまり最新のウィンドウのみです。画面に前のウィ
ンドウが表示されていても、アクティブではないので、Natural に無視されます。現在のウィン
ドウにのみ入力できます。入力する十分なスペースがない場合は、まずウィンドウサイズを調整
する必要があります。

COMMAND フィールドに「TEST2」と入力すると、プログラム WINDX02 が実行されます。

** Example 'WINDX02': DEFINE WINDOW
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 COMMAND (A10)
END-DEFINE
*
DEFINE WINDOW TEST2

SIZE 5*30
BASE 15/40
TITLE 'Another Window'
CONTROL SCREEN
FRAMED POSITION SYMBOL BOTTOM LEFT

*
INPUT WINDOW='TEST2' WITH TEXT 'message line'
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COMMAND (AD=I'_') /
'dataline 1' /
'dataline 2' /
'dataline 3' 'long data line'

*
IF COMMAND = 'TEST'

FETCH 'WINDX01'
ELSE

IF COMMAND = '.'
STOP

ELSE
REINPUT 'invalid command'

END-IF
END-IF
END

2 つ目のウィンドウが開きます。もう 1 つのウィンドウは表示されたままですが、非アクティブ
です。

message line
> r > + Program WINDX01 Lib SYSEXPG
Top ....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7..

0010 ** Example 'WINDX01': DEFINE WINDOW
0020 ******************************* +----Sample Window-----+ ***************
0030 DEFINE DATA LOCAL ! message line ! Inactive
0040 1 COMMAND (A10) ! COMMAND TEST2_____ ! Window
0050 END-DEFINE ! dataline 1 ! <==
0060 * +More: + >---------+
0070 DEFINE WINDOW TEST
0080 SIZE 5*25
0090 BASE 5/40
0100 TITLE 'Sample Window'
0110 CONTROL WINDOW
0120 FRAMED POSITION SYMBOL B +------Another Window-------+ Currently   ↩

      
  0130 *                               ! COMMAND __________ ! Active

0140 INPUT WINDOW='TEST' WITH TEXT ' ! dataline 1 ! Window
0150 COMMAND (AD=I'_') / ! dataline 2 ! <==
0160 'dataline 1' / +More: +------------------+           

  0170       'dataline 2' /                                                    
  0180       'dataline 3' 'long data line'                                     
  0190 *                                                                       
  0200 IF COMMAND = 'TEST2'                                                       ↩
     

新しいウィンドウのメッセージ行は、ウィンドウ上ではなく、物理画面の上部に表示されること
に注意してください。これは、WINDX02 プログラムの CONTROL SCREEN 節によって定義されてい
ます。
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DEFINE WINDOW、INPUT WINDOW、SET WINDOW の各ステートメントの詳細については、『ステー
トメント』ドキュメントの対応する説明を参照してください。

標準およびダイナミックマップレイアウト

標準レイアウトは、マップエディタで定義できます。このレイアウトによって、アプリケーショ
ン全体のすべてのマップの外観を統一できます。

標準レイアウトを参照するマップを初期化すると、その標準レイアウトはマップに固定的に組み
込まれます。つまり、標準レイアウトを変更する場合、変更を有効にするために影響を受ける
マップをすべて再カタログ化する必要があります。

標準レイアウトとは対照的に、ダイナミックレイアウトは、そのレイアウトを参照するマップに
固定的に組み込まれるのではなく、ランタイム時に組み込まれます。

したがって、マップレイアウトをマップエディタでダイナミックとして定義すると、レイアウト
マップに対する変更はすべて、そのレイアウトマップを参照するすべてのマップに引き継がれま
す。マップを再カタログ化する必要はありません。

標準およびダイナミックマップレイアウトの定義の詳細については、『エディタ』ドキュメント
の「マッププロファイル）を参照してください。

多言語ユーザーインターフェイス

Natural を使用すると、各国で使用するための多言語アプリケーションを作成できます。

マップ、ヘルプルーチン、エラーメッセージ、プログラム、関数、サブプログラム、コピーコー
ドは、ダブルバイト文字セットを使用する言語を含め、最大 60 の異なる言語で定義できます。

以下に参考情報を示します。

■ Language Codes
■ Natural オブジェクトの言語の定義
■ ユーザー言語の定義
■ 多言語オブジェクトの参照
■ プログラム
■ エラーメッセージ
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■ 日付／時刻フィールドの編集マスク

Language Codes

Natural では、言語ごとに言語コード（1～60）が割り当てられています。以下の表は、言語コー
ド表を一部抜粋したものです。言語コードの完全な表については、『システム変数』ドキュメン
トに記載されている、システム変数 *LANGUAGE の説明を参照してください。

オブジェクト名のマップコードLanguageLanguage Code

1英語1

2ドイツ語2

3フランス語3

4スペイン語4

5イタリア語5

6オランダ語6

7トルコ語7

8デンマーク語8

9ノルウェー語9

Aアルバニア語10

Bポルトガル語11

言語コード（左の列）が、システム変数 *LANGUAGE に含まれているコードです。このコードは
Natural によって内部的に使用されます。このコードを使用してユーザー言語を定義します（以
下の「ユーザー言語の定義」を参照）。表の右の列のマップコードを使用して、Natural オブ
ジェクトの言語を識別します。

例：

ポルトガルの言語コードは 「11」 です。ポルトガル語版の Natural オブジェクトをカタログ化
するときに使用するコードは 「B」 です。

言語コードの完全な表については、『システム変数』ドキュメントに記載されている、システム
変数 *LANGUAGE の説明を参照してください。
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Natural オブジェクトの言語の定義

Natural オブジェクト（マップ、ヘルプルーチン、プログラム、関数、サブプログラム、コピー
コード）の言語を定義するには、対応するマップコードをオブジェクト名に追加します。マップ
コードを除くオブジェクト名は、すべての言語で同一である必要があります。

以下の例では、マップが英語とドイツ語で作成されています。マップの言語を識別するために、
各言語に対応するマップコードがマップ名に組み込まれています。

多言語アプリケーションのマップ名の例

DEMO1 = 英語のマップ（マップコード 1）

DEMO2 = ドイツ語のマップ（マップコード 2）

英字のマップコードを持つ言語の定義

マップコードは、1～9、A～Z または a～y の範囲内の値です。英字のマップコードには、特別
な操作が必要です。

小文字は大文字に自動的に変換されるため、通常は、名前に小文字があるオブジェクトをカタロ
グ化することはできません。

しかし、例えば、言語コードが 59 でマップコードが x の漢字（日本語）をオブジェクト名に定
義する場合、小文字を使用する必要があります。

このようなオブジェクトをカタログ化するには、まず正しい言語コード（ここでは 59）を端末
コマンド %L=nn を使用して設定します。nn は言語コードです。

その後、実際のマップコードの代わりにアンパーサンド（&）文字をオブジェクト名に使用し
て、オブジェクトをカタログ化します。したがって、マップ DEMO の日本語版を作成するには、
DEMO& という名前でマップを格納します。

ここで Natural オブジェクトのリストを確認すると、マップは DEMOx として正しくリストされま
す。

言語コード 1～9 および大文字の A～Z のオブジェクトは、アンパーサンド（&）表記を使用せ
ずに直接カタログ化できます。

以下の例では、3 つのマップ DEMO1、DEMO2、および DEMOx を確認できます。マップ DEMOx を削
除するには、作成時と同じ方法で、つまり、端末コマンド %L=59 で正しい言語を設定し、アン
パサンド（&）表記（DEMO&）を使用して削除します。
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ユーザー言語の定義

システム変数 *LANGUAGE の定義として、プロファイルパラメータ ULANG（『パラメータリファレ
ンス』を参照）または端末コマンド %L=nn（nn は言語コード）を使用して、ユーザーごとに使
用する言語を定義します。

多言語オブジェクトの参照

多言語オブジェクトをプログラムで参照するには、オブジェクト名にアンパーサンド（&）文字
を使用します。

以下のプログラムでは、マップ DEMO1 および DEMO2 が使用されています。マップ名の最後のア
ンパサンド（&）文字はマップコードを表し、*LANGUAGE システム変数で定義されている現在の
言語のマップを使用することを意味します。

DEFINE DATA LOCAL
1 PERSONNEL VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME (A20)
2 PERSONNEL-ID (A8)

1 CAR VIEW OF VEHICLES
2 REG-NUM (A15)

1 #CODE (N1)
END-DEFINE
*
INPUT USING MAP 'DEMO&' /* <--- INVOKE MAP WITH CURRENT LANGUAGE CODE
...

このプログラムを実行すると、英語のマップ（DEMO1）が表示されます。これは、*LANGUAGE の
現在の値が 1 = 英語であるためです。
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MAP DEMO1

SAMPLE MAP

Please select a function!

1.) Employee information

2.) Vehicle information

Enter code here: _

以下の例では、端末コマンド %L=2 を使用して、言語コードが 2 = ドイツ語に変更されています。

プログラムを再度実行すると、ドイツ語のマップ（DEMO2）が表示されます。

BEISPIEL-MAP

Bitte wählen Sie eine Funktion!

1.) Mitarbeiterdaten

2.) Fahrzeugdaten

Code hier eingeben: _
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プログラム

アプリケーションの中には、多言語プログラムを定義すると便利なものがあります。例えば、一
般的な請求書発行プログラムでは、請求書を発行する国ごとのさまざまな税制度に対応する、複
数のサブプログラムを使用します。

多言語プログラムは、前述のマップの場合と同様の方法で定義します。

エラーメッセージ

Natural ユーティリティ SYSERR を使用すると、Natural エラーメッセージを最大 60 の言語に
変換できます。また、独自のエラーメッセージを定義することもできます。

ユーザーに表示されるメッセージの言語は、*LANGUAGE システム変数によって決まります。

エラーメッセージの詳細については、『ユーティリティ』ドキュメントの「SYSERR ユーティリ
ティ」を参照してください。

日付／時刻フィールドの編集マスク

編集マスクを使用して定義する日付フィールドおよび時刻フィールドに使用される言語もまた、
システム変数 *LANGUAGE によって決まります。

編集マスクの詳細については、『パラメータリファレンス』に記載されている、セッションパラ
メータ EM の説明を参照してください。

スキル別ユーザーインターフェイス

同じアプリケーションを使用しつつ、ユーザーのスキルレベルに応じて（さまざまな詳細度の）
異なるマップを使用したい場合があります。

アプリケーションを多言語で国際的に使用する必要がない場合、多言語のマップに対する手法を
使用して、詳細度の異なるマップを定義できます。

例えば、初心者用に言語コード 1 を定義し、上級者用に言語コード 2 を定義できます。この単純
かつ有効な手法を以下に示します。

以下のマップ（PERS1）には、エンドユーザー向けに、メニュー機能を選択する方法の説明が含
まれています。非常に詳細な情報が記載されています。マップ名には、マップコード 1 が含まれ
ています。
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MAP PERS1

SAMPLE MAP

Please select a function

1.) Employee information _

2.) Vehicle information _

Enter code: _

To select a function, do one of the following:

- place the cursor on the input field next to desired function and press ENTER
- mark the input field next to desired function with an X and press ENTER
- enter the desired function code (1 or 2) in the 'Enter code' field and press

ENTER

詳細な説明が含まれていない同じマップが、同じ名前で保存されています。ただし、マップコー
ドは 2 です。

MAP PERS2

SAMPLE MAP

Please select a function

1.) Employee information _

2.) Vehicle information _

Enter code: _

上記の例では、ULANG プロファイルパラメータの値が 1 の場合は詳細な説明付きのマップが出力
され、値が 2 の場合は説明なしのマップが出力されます。『パラメータリファレンス』に記載さ
れている、プロファイルパラメータ ULANG の説明も参照してください。
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この章では、ユーザーとアプリケーションとの対話を簡単かつ柔軟に行うキャラクタユーザーイ
ンターフェイスの設計方法について説明します。

フィールドに基づいた処理

*CURS-FIELD および POS(field-name)

システム変数 *CURS-FIELD をシステム関数 POS(field-name) とともに使用すると、Enter キーが
押された時点でカーソルが位置付けられているフィールドに基づいた処理を定義できます。

*CURS-FIELD には、カーソルが現在位置付けられている入力フィールドの内部 ID が格納されま
す。この ID は単体では使用できません。POS(field-name) と組み合わせてのみ使用できます。

*CURS-FIELD および POS(field-name) は、例えば、特定のフィールドにカーソルを配置して Enter

キーを押すだけで機能を選択できるようにするために使用できます。

以下の例は、そのようなアプリケーションを示しています。

DEFINE DATA LOCAL
1 #EMP (A1)
1 #CAR (A1)
1 #CODE (N1)
END-DEFINE
*
INPUT USING MAP 'CURS'
*
DECIDE FOR FIRST CONDITION

WHEN *CURS-FIELD = POS(#EMP) OR #EMP = 'X' OR #CODE = 1
FETCH 'LISTEMP'

WHEN *CURS-FIELD = POS(#CAR) OR #CAR = 'X' OR #CODE = 2
FETCH 'LISTCAR'

WHEN NONE
REINPUT 'PLEASE MAKE A VALID SELECTION'

END-DECIDE
END

結果は以下のとおりです。
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SAMPLE MAP

Please select a function

1.) Employee information _
2.) Vehicle information _ <== Cursor positioned

on field

Enter code: _

To select a function, do one of the following:

- place the cursor on the input field next to desired function and press Enter
- mark the input field next to desired function with an X and press Enter
- enter the desired function code (1 or 2) in the 'Enter code' field and press

Enter

ユーザーがカーソルを［Employee information］の隣の入力フィールド（#EMP）に配置して Enter

キーを押すと、プログラム LISTEMP によって従業員名のリストが表示されます。

Page 1 2001-01-22 09:39:32

NAME
--------------------

ABELLAN
ACHIESON
ADAM
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
AECKERLE
AFANASSIEV
AFANASSIEV
AHL
AKROYD

注意: 

1. Natural for Ajax アプリケーションの場合、入力にフォーカスがあるコントロールの値を表す
オペランドが、*CURS-FIELD によって識別されます。*CURS-FIELD を POS 関数と併せて使用
することにより、入力にフォーカスがあり、その条件に応じて処理を実行するコントロール
をチェックできます。
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2. *CURS-FIELD および POS(field-name) の値は、フィールドの内部 ID の取得にのみ使用しま
す。算術演算には使用できません。

プログラミングの単純化

システム関数 POS

Natural システム関数 POS(field-name) は、指定された名前のフィールドの内部 ID を返しま
す。

POS(field-name) はマップ内の位置と関係なく、特定のフィールドを識別するのに使用できま
す。これは、マップ内のフィールドのシーケンスと数が変更されても、POS(field-name) は引き
続き同じフィールドを一意に識別できることを意味します。これにより、例えば、プログラムロ
ジックに依存しているとフィールドに MARK を付ける場合、必要なのは 1 つの REINPUT ステート
メントのみになります。

注意: POS(field-name) の値は、フィールドの内部 ID の取得にのみ使用します。算術演
算には使用できません。

例：

...
DECIDE ON FIRST VALUE OF ...

VALUE ...
COMPUTE #FIELDX = POS(FIELD1)

VALUE ...
COMPUTE #FIELDX = POS(FIELD2)

...
END-DECIDE
...
REINPUT ... MARK #FIELDX
...

*CURS-FIELD および POS(field-name) の詳細については、『システム変数』ドキュメントおよ
び『システム関数』ドキュメントを参照してください。
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行に基づいた処理

システム変数 *CURS-LINE

システム変数 *CURS-LINE を使用すると、Enter キーが押された時点でカーソルが位置付けられて
いる行に基づいた処理を作成できます。

この変数を使用することにより、ユーザーが使いやすいメニューを作成できます。適切なプログ
ラミングが行われていれば、ユーザーは実行したいメニューオプションの行にカーソルを移動し
て Enter キーを押すだけで、そのオプションを実行できます。

カーソルの位置は、画面上の物理的な位置に関係なく、その時点のアクティブなウィンドウ内の
位置で定義されます。

注意: メッセージ行、ファンクションキー行、および情報行／統計行は、画面上のデータ
行とは見なされません。

以下の例は、*CURS-LINE システム変数を使用した、行に基づいた処理を示しています。マップ
上で Enter キーが押されると、オプション［Employee information］がある 8 行目にカーソルが
配置されているかどうかがプログラムによって確認されます。8 行目にカーソルがある場合、従
業員名をリストするプログラム LISTEMP が実行されます。

DEFINE DATA LOCAL
1 #EMP (A1)
1 #CAR (A1)
1 #CODE (N1)
END-DEFINE
*
INPUT USING MAP 'CURS'
*
DECIDE FOR FIRST CONDITION

WHEN *CURS-LINE = 8
FETCH 'LISTEMP'

WHEN NONE
REINPUT 'PLACE CURSOR ON LINE OF OPTION YOU WISH TO SELECT'

END-DECIDE
END

出力：
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Company Information

Please select a function

[] 1.) Employee information

2.) Vehicle information

Place the cursor on the line of the option you wish to select and press
Enter

[] で表示されているカーソルを希望するオプションに移動して Enter キーを押すと、対応するプ
ログラムが実行されます。

列に基づいた処理

システム変数 *CURS-COL

システム変数 *CURS-COL は、前述の *CURS-LINE と同様に使用できます。*CURS-COL を使用する
と、画面上でカーソルが位置付けられている列に基づいた処理を作成できます。

ファンクションキーに基づいた処理

システム変数 *PF-KEY

ユーザーが押したファンクションキーに応じて処理を行う必要がある場合は少なくありません。

これは、ステートメント SET KEY とシステム変数 *PF-KEY を使用し、デフォルトのマップ設定
（Standard Keys = Y）を変更することによって実現できます。

SET KEY ステートメントは、プログラムの実行中に機能をファンクションキーに割り当てます。
システム変数 *PF-KEY には、ユーザーが最後に押したファンクションキーの ID が格納されま
す。

以下の例は、*PF-KEY と組み合わせた SET KEY の使い方を示しています。
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...
SET KEY PF1
*
INPUT USING MAP 'DEMO&'
IF *PF-KEY = 'PF1'

WRITE 'Help is currently not active'
END-IF
...

SET KEY ステートメントによって、PF1 キーがファンクションキーとして有効化されています。

IF ステートメントは、ユーザーが PF1 キーを押したときに実行するアクションを定義していま
す。システム変数 *PF-KEY の現在の値を確認し、その値が PF1 の場合は、対応するアクションを
実行します。

ステートメント SET KEY およびシステム変数 *PF-KEY の詳細については、それぞれ『ステート
メント』ドキュメントおよび『システム変数』ドキュメントを参照してください。

ファンクションキー名に基づいた処理

システム変数 *PF-NAME

ファンクションキーに基づいた処理を定義する場合、システム変数 *PF-NAME を使用するとさら
に快適に定義できます。この変数を使用すると、特定のキーではなく、ファンクションの名前に
応じた処理を作成できます。

変数 *PF-NAME には、ユーザーが最後に押したファンクションキーの名前、つまり、SET KEY ス
テートメントの NAMED 節でキーに割り当てた名前が格納されます。

例えば、PF3 キーまたは PF12 キーが押されたらヘルプを起動できるようにする場合、両方のキー
に同じ名前（以下の例では：INFO）を割り当てます。ユーザーがこれらのどちらかのキーを押
すと、IF ステートメントで定義した処理が実行されます。

...
SET KEY PF3 NAMED 'INFO'

PF12 NAMED 'INFO'
INPUT USING MAP 'DEMO&'
IF *PF-NAME = 'INFO'

WRITE 'Help is currently not active'
END-IF
...

NAMED節で定義したファンクション名はファンクションキー行に表示されます。
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アクティブなウィンドウの外部からのデータ処理

以下に参考情報を示します。

■ システム変数 *COM
■ *COM の使用例
■ *COM へのカーソルの配置 - %T* 端末コマンド

システム変数 *COM

「画面設計」の「ウィンドウ」で説明されているとおり、アクティブになれるウィンドウは常に
1 つだけです。これは、通常は、その特定のウィンドウ内でのみ入力が可能だということです。

通信エリアと見なされる *COM システム変数を使用すると、アクティブなウィンドウの外でデー
タを入力できます。

ただし、マップに *COM が変更可能なフィールドとして含まれていることが前提条件です。この
条件が満たされていれば、ウィンドウが画面上に表示されているときは、このフィールドにデー
タを入力できます。*COM の内容に応じて、追加の処理を実行できます。

これにより、入力フィールドを持つウィンドウがアクティブな場合でも常にユーザーがコマンド
行にデータを入力できる、Software AG のオフィスシステム Con-nect ですでに使用されている
ようなユーザーインターフェイスを実装できます。

*COM は、Natural セッションが終了するときにのみクリアされます。

*COM の使用例

以下の例では、プログラム ADD は、マップの入力データを使用して単純な加算処理を実行して
います。このマップでは、*COM は、Extended Field Editing の AL フィールドで指定されている
長さの変更可能なフィールドとして（マップの最後に）定義されています。計算結果はウィンド
ウに表示されます。このウィンドウには入力できませんが、ウィンドウ外部のマップ内では引き
続き *COM フィールドを使用できます。

プログラム ADD：

DEFINE DATA LOCAL
1 #VALUE1 (N4)
1 #VALUE2 (N4)
1 #SUM3 (N8)
END-DEFINE
*
DEFINE WINDOW EMP

SIZE 8*17
BASE 10/2
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TITLE 'Total of Add'
CONTROL SCREEN
FRAMED POSITION SYMBOL BOT LEFT

*
INPUT USING MAP 'WINDOW'
*
COMPUTE #SUM3 = #VALUE1 + #VALUE2
*
SET WINDOW 'EMP'
INPUT (AD=O) / 'Value 1 +' /

'Value 2 =' //
' ' #SUM3

*
IF *COM = 'M'

FETCH 'MULTIPLY' #VALUE1 #VALUE2
END-IF
END

プログラム ADD の出力：

Map to Demonstrate Windows with *COM

CALCULATOR

Enter values you wish to calculate

Value 1: 12__
Value 2: 12__

+-Total of Add-+
! !
! Value 1 + !
! Value 2 = !
! !
! 24 !
! !
+--------------+

Next line is input field (*COM) for input outside the window:

この例では、値 M を入力すると、乗算が開始されます。入力マップの 2 つの値を乗算した結果が
2 つ目のウィンドウに表示されます。
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Map to Demonstrate Windows with *COM

CALCULATOR

Enter values you wish to calculate

Value 1: 12__
Value 2: 12__

+-Total of Add-+ +--------------+
! ! ! !
! Value 1 + ! ! Value 1 x !
! Value 2 = ! ! Value 2 = !
! ! ! !
! 24 ! ! 144 !
! ! ! !
+--------------+ +--------------+

Next line is input field (*COM) for input outside the window:
M

*COM へのカーソルの配置 - %T* 端末コマンド

通常、ウィンドウがアクティブで入力フィールド（AD=M または AD=A）が含まれていない場合、
カーソルはウィンドウの左上隅に置かれます。

アクティブなウィンドウに入力フィールドがない場合、端末コマンド %T* を使用すると、ウィ
ンドウの外にあるシステム変数 *COM にカーソルを配置できます。

%T* を再度使用すると、標準のカーソル位置に戻せます。

例：

...
INPUT USING MAP 'WINDOW'
*
COMPUTE #SUM3 = #VALUE1 + #VALUE2
*
SET CONTROL 'T*'
SET WINDOW 'EMP'
INPUT (AD=O) / 'Value 1 +' /

'Value 2 =' //
' ' #SUM3

...
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画面からのデータのコピー

以下に参考情報を示します。

■ 端末コマンド %CS および %CC
■ 後の処理で使用する、レポート出力の行の選択

端末コマンド %CS および %CC

これらの端末コマンドを使用すると、画面の一部を Natural スタック（%CS）またはシステム変
数 *COM（%CC）にコピーできます。特定の画面行の保護データがフィールドごとにコピーされま
す。

これらの端末コマンドのすべてのオプションについては、『端末コマンド』ドキュメントを参照
してください。

スタックまたは *COM にコピーされたデータは、その後の処理で使用できます。これらのコマン
ドを使用すると、以下の例のような、使いやすいインターフェイスを作成できます。

後の処理で使用する、レポート出力の行の選択

以下の例では、プログラム COM1 は、Abellan から Alestia までのすべての従業員名をリストし
ています。

プログラム COM1：

DEFINE DATA LOCAL
1 EMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME(A20)
2 MIDDLE-NAME (A20)
2 PERSONNEL-ID (A8)

END-DEFINE
*
READ EMP BY NAME STARTING FROM 'ABELLAN' THRU 'ALESTIA'

DISPLAY NAME
END-READ
FETCH 'COM2'
END

プログラム COM1 の出力：
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Page 1 2006-08-12 09:41:21

NAME
--------------------

ABELLAN
ACHIESON
ADAM
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
AECKERLE
AFANASSIEV
AFANASSIEV
AHL
AKROYD
ALEMAN
ALESTIA
MORE

プログラムの制御は COM2 に移されています。

プログラム COM2：

DEFINE DATA LOCAL
1 EMP VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME(A20)
2 MIDDLE-NAME (A20)
2 PERSONNEL-ID (A8)

1 SELECTNAME (A20)
END-DEFINE
*
SET KEY PF5 = '%CCC'
*
INPUT NO ERASE 'SELECT FIELD WITH CURSOR AND PRESS PF5'
*
MOVE *COM TO SELECTNAME
FIND EMP WITH NAME = SELECTNAME

DISPLAY NAME PERSONNEL-ID
END-FIND
END

このプログラムでは、端末コマンド %CCC が PF5 に割り当てられています。この端末コマンドは、
カーソルが配置されている行のすべての保護データをシステム変数 *COM にコピーします。コ
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ピーされた情報は、その後の処理で使用できます。この処理は、太字で記述されているプログラ
ム行に定義されています。

任意の名前にカーソルを合わせて PF5 キーを押すと、詳しい従業員情報が出力されます。

SELECT FIELD WITH CURSOR AND PRESS PF5 2006-08-12 09:44:25

NAME
--------------------

ABELLAN
ACHIESON
ADAM <== Cursor positioned on name for which more information is required
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
ADKINSON
AECKERLE
AFANASSIEV
AFANASSIEV
AHL
AKROYD
ALEMAN
ALESTIA

この場合、選択した従業員の個人 ID が表示されます。

Page 1 2006-08-12 09:44:52

NAME PERSONNEL
ID

-------------------- ---------

ADAM 50005800
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REINPUT／REINPUT FULL ステートメント

INPUT ステートメントに戻って再度実行する必要がある場合、REINPUT ステートメントを使用し
ます。これは通常、前の INPUT ステートメントの結果、データ入力が無効であったことを示す
メッセージを表示するために使用します。

REINPUT ステートメントで FULL オプションを使用すると、対応する INPUT ステートメントが完
全に再実行されます。

■ FULL オプションを使用しない通常の REINPUT ステートメントでは、INPUT ステートメントと
REINPUT ステートメントの間で変更された変数の内容は表示されません。つまり、画面上のす
べての変数は、INPUT ステートメントが初めて実行されたときに保持していた内容を示しま
す。

■ REINPUT FULL ステートメントでは、INPUT ステートメントの最初の実行後に行われたすべて
の変更が、INPUT ステートメントの再実行時に適用されます。つまり、画面上のすべての変数
は、REINPUT ステートメントの実行時に保持していた値を含みます。

■ カーソルを特定のフィールドに配置する場合、MARK オプションを使用できます。また、特定
のフィールド内の特定の位置にカーソルを配置する場合は、MARK POSITION オプションを使用
します。

以下の例は、MARK POSITION を使用した REINPUT FULL の使い方を示しています。

DEFINE DATA LOCAL
1 #A (A10)
1 #B (N4)
1 #C (N4)
END-DEFINE
*
INPUT (AD=M) #A #B #C
IF #A = ' '

COMPUTE #B = #B + #C
RESET #C
REINPUT FULL 'Enter a value' MARK POSITION 5 IN *#A

END-IF
END

フィールド #B に「3」、フィールド #C に「3」と入力して、Enter キーを押します。
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#A #B 3 #C 3

プログラムは、フィールド #A に空白以外の値を必要とします。MARK POSITION 5 IN *#A を使
用した REINPUT FULL ステートメントによって、制御が入力画面に戻ります。COMPUTE で計算が
実行されているため、変更可能なフィールド #B に値 6 が設定されています。カーソルはフィー
ルド #A の 5 番目のポジションに配置され、すぐに入力できるようになっています。

Enter name of field
#A _ #B 6 #C 0

Enter a value

以下の画面は、FULL オプションを使用しなかった場合に、同じステートメントによって返され
る画面です。変数 #B および #C が INPUT ステートメントの実行時の状態に戻されている（各
フィールドの値が 3）ことに注意してください。

#A _ #B 3 #C 3

オブジェクト指向の処理 - Natural コマンドプロセッサ

Natural コマンドプロセッサは、アプリケーション内のナビゲーション（移動操作）を定義およ
び制御するために使用します。これは、開発部分とランタイム部分の 2 つの部分によって構成さ
れています。

■ 開発部分は、ユーティリティ SYSNCP です。このユーティリティを使用すると、コマンド、
およびこれらのコマンドの実行に対応するアクションを定義できます。SYSNCP は、管理者
が設定した定義により、コマンド入力時に実行する処理を判断するデシジョンテーブルを生成
します。

■ ランタイム部分は、ステートメント PROCESS COMMAND です。このステートメントは、Natural
プログラムからコマンドプロセッサを呼び出すために使用します。このステートメントで、
データ入力時の操作に使用する SYSNCP テーブルの名前を指定します。

Natural コマンドプロセッサの詳細については、『ユーティリティ』ドキュメントの「SYSNCP
ユーティリティ」、および『ステートメント』ドキュメントの「PROCESS COMMAND」を参照して
ください。

567プログラミングガイド

ダイアログ設計



568



XI Natural Native Interface

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

はじめに
インターフェイスライブラリおよび位置
インターフェイスバージョン管理
インターフェイスアクセス
インターフェイスインスタンスおよび Natural セッション
インターフェイス関数
パラメータ記述構造
Natural データタイプ
フラグ
リターンコード
Natural 例外構造
インターフェイスの使用
スレッドの問題
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59 はじめに

Natural Native Interface を使用すると、C の呼び出し規則に従うファンクションコールを使用し
て、アプリケーション独自のプロセスコンテキストで Natural コードを実行できます。このイン
ターフェイスは、一連のインターフェイス関数が含まれている共有ライブラリで構成されていま
す。インターフェイス関数には、Natural セッションの初期化および初期化解除、特定の Natural
ライブラリへのログオン、個々の Natural モジュールの実行などがあります。呼び出し元のアプ
リケーションによって、オペレーティングシステムコールでインターフェイスライブラリがダイ
ナミックにロードされ、その後インターフェイス関数が検索されて呼び出されます。

インターフェイスの使用法を示した C プログラムの例 nnisample.c は、<install-
dir>/natural\samples/sysexnni にあります。

C プログラム nnisample.c に呼び出される Natural モジュールは、Natural ライブラリ SYSEXNNI
にあります。
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60 インターフェイスライブラリおよび位置

このインターフェイスは、一連の関数をエクスポートする共有ライブラリで構成されています。
個々の関数については、「インターフェイス関数」を参照してください。共有ライブラリの名前
は libnatural.so で、Natural bin ディレクトリに含まれています。Natural Security 環境では、ラ
イブラリの名前が libnatsec.so になります。

Natural Native Interface を使用するプログラムを実行するときは、Natural bin ディレクトリを
環境変数 LD_LIBRARY_PATH または LIBPATH に定義し、呼び出し元のプログラムがインターフェ
イスライブラリおよび依存するすべてのライブラリを検索できるようにする必要があります。

注意: UNIX プラットフォームによっては、ファイル拡張子が .so ではなく .sl となる場合
があります。
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61 インターフェイスバージョン管理

Natural Native Interface は、Natural の今後のバージョンで変更される可能性があります。修正
インターフェイスを提供する Natural バージョンでは、Software AG が決定し、近いうちに発表
される時点までは以前のインターフェイスバージョンが並行してサポートされます。インター
フェイスの特定バージョンのインスタンスにアクセスするために、関数 nni_get_interface が
アプリケーションによって呼び出されます。アプリケーションでは、必要なインターフェイス
バージョン番号を関数に渡し、代わりに関数ポインタが含まれる構造を受け取ります。インター
フェイスバージョンを明示的に指定しないで最新のインターフェイスバージョンが要求される場
合もあります。
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62 インターフェイスアクセス

インターフェイスにアクセスするため、アプリケーションではプラットフォームに依存するシス
テムコールを使用して、インターフェイスライブラリがロードされます。

次に、プラットフォーム依存のシステムコールを再び使用して、関数 nni_get_interface のア
ドレスが検索されます。中心関数 nni_get_interface のアドレスが検出されると、関数
nni_get_interface を呼び出して目的のインターフェイスバージョンを指定し、インターフェ
イスのインスタンスが要求されます。この結果得られた構造には、インターフェイス関数ポイン
タが含まれています。

インターフェイス関数の使用が終わると、アプリケーションではプラットフォーム依存のシステ
ムコールを使用して、インターフェイスライブラリがアンロードされます。

サンプルプログラム nnisample.c では、このインターフェイスを紹介しています。また、インター
フェイスライブラリをロードするためのプラットフォーム依存メカニズム、および関数
nni_get_interface へのアクセスも同じプログラムで説明されています。
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63 インターフェイスインスタンスおよび Natural セッ

ション

関数 nni_get_interface では、Natural Native Interface のインスタンスへのポインタが返され
ます。1 つのインターフェイスインスタンスで、一度に 1 つの Natural セッションをホストでき
ます。アプリケーションでは、任意のインターフェイスインスタンス上で関数 nni_initialize
を呼び出すことによって、Natural セッションが初期化されます。次に、同じインターフェイス
インスタンス上で nni_uninitialize を呼び出し、Natural セッションを初期化解除します。こ
の後は、この同じインターフェイスインスタンス上で新しい Natural セッションを初期化できる
ようになります。

複数のインターフェイスインスタンス、すなわち複数の Natural セッションをプロセスごとまた
はスレッドごとに管理できるかどうかは、実装に依存します。Windows、UNIX、および
OpenVMS 上での Natural の現在の実装では、一度に 1 つの Natural セッションをホストできま
す。そのため、1 つのプロセスで nni_get_interface が呼び出されるたびに、同じインターフェ
イスインスタンスが発生します。ただし、この一意のインターフェイスインスタンスを、同時に
実行される複数のスレッドで交互に使用することができます。スレッドの同期化は、インター
フェイス関数によって自動的、暗黙的に実行されます。オプションとして、アプリケーションで
明示的に実行することもできます。このインターフェイスによって、必要な同期関数である
nni_enter、nni_try_enter、および nni_leave が提供されます。
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64 インターフェイス関数

■ nni_get_interface ........................................................................................................................... 583
■ nni_free_interface .......................................................................................................................... 584
■ nni_initialize .................................................................................................................................. 584
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■ nni_try_enter ................................................................................................................................ 588
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■ nni_send_method .......................................................................................................................... 592
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■ nni_delete_object .......................................................................................................................... 597
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■ nni_parm_count ............................................................................................................................ 602
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nni_get_interface

構文

int nni_get_interface( int iVersion, void** ppnni_func );

この関数は、Natural Native Interface のインスタンスを返します。

この関数は、アプリケーションでプラットフォーム依存のシステムコールを使用してインター
フェイスライブラリが取得され、ロードされた後に呼び出されます。この関数を使用すると、
個々のインターフェイス関数を示す関数ポインタが含まれている構造へのポインタが返されま
す。構造内で返される関数は、インターフェイスのバージョン間で異なる場合があります。

インターフェイスバージョンを指定する代わりに、定数 NNI_VERSION_CURR を指定することもで
きます。この場合は、最新のインターフェイスバージョンが常に参照されます。特定の Natural
バージョンに属するインターフェイスバージョン番号は、そのバージョンとともに提供される
ヘッダーファイル natni.h 内で定義されています。Natural バージョン n.n の場合、インターフェ
イスバージョン番号は NNI_VERSION_nn として定義されます。NNI_VERSION_CURR も
NNI_VERSION_nn として定義されます。関数が呼び出された Natural バージョンで、要求される
インターフェイスバージョンがサポートされていない場合は、エラーコード NNI_RC VERSION_ERROR
が返されます。これ以外の場合のリターンコードは、NNI_RC_OK です。

関数によって返されるポインタは、インターフェイスの 1 つのインスタンスを表します。このイ
ンターフェイスインスタンスを使用するため、アプリケーションではこのポインタが保持され、
後続のインターフェイスコールに渡されます。

通常、アプリケーションで任意のインスタンスに対して nni_initialize を呼び出すことによっ
て、Natural セッションがその後初期化されます。アプリケーションで Natural セッションの使
用が終了すると、同じインスタンスに対して nni_uninitialize が呼び出されます。これ以降
は、この同じインターフェイスインスタンス上で別の Natural セッションを初期化できるように
なります。アプリケーションでインターフェイスインスタンスの使用が完全に終了した後は、こ
のインスタンスに対して nni_free_interface が呼び出されます。

パラメータ

意味パラメータ

インターフェイスバージョン番号（NNI_VERSION_nn または NNI_VERSION_CURR）。iVersion

リターン時に NNI インターフェイスインスタンスをポイントします。ppnni_func

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_VERSION_ERROR

nni_free_interface

構文

int nni_free_interface(void* pnni_func);

この関数は、アプリケーションでインターフェイスインスタンスの使用が終了し、ホストされて
いた Natural セッションが初期化解除された後に呼び出されます。この関数によって、インター
フェイスインスタンスが占有していたリソースが解放されます。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

nni_initialize

構文

int nni_initialize(void* pnni_func, const char* szCmdLine, void*, void*);

この関数は、任意のコマンド行を使用して Natural セッションを初期化します。コマンド行の構
文と語義は、Natural を対話形式で開始した場合と同じです。すでに任意のインターフェイスイ
ンスタンスによって Natural セッションが初期化されている場合は、新しいセッションが初期化
される前に、そのセッションが暗黙的に初期化解除されます。

コマンド行は、ユーザーの操作がなくても Natural の初期化が完了するように指定する必要があ
ります。つまり、プログラムがスタックに渡されたり、起動プログラムが指定されたりしている
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場合には特に、満たされていない INPUT ステートメントをプログラムでスタックから実行ない
でください。実行した場合は、Natural セッションの後続の動作が不確定になります。

Natural セッションは、バッチセッションとしてサーバーモードで初期化されます。このこと
は、実行された Natural モジュールにおける特定のステートメントおよびコマンドの使用が制限
されることを意味します。

Natural Security で Natural セッションを初期化するときは、セッションを開始するために自由
に選択したデフォルトライブラリに対する LOGON コマンド、および適切なユーザー ID やパス
ワードをコマンド行に含める必要があります。

例：

int iRes =
pnni_func->nni_initialize( pnni_func, "STACK=(LOGON,MYLIB,MYUSER,MYPASS)", 0, 0);

この後にアプリケーションで異なるユーザー ID を使用して別のライブラリに対して nni_logon
を呼び出し、その後 nni_logoff を呼び出すと、nni_initialize で渡されたライブラリおよび
ユーザー ID に対して Natural セッションがリセットされます。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

Natural コマンド行。NULL ポインタを使用できます。szCmdLine

将来的に使用される予定。NULL ポインタである必要があります。void*

将来的に使用される予定。NULL ポインタである必要があります。void*

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural スタートアップエラー。『オペレーション』ドキュメントの一
部である「Natural スタートアップエラー」で説明されている実際の

rc、ただし rc <
NNI_RC_SERR_OFFSET

Natural スタートアップエラー番号は、次の計算で求めることができま
す。

startup-error-nr = - (rc - NNI_RC_SERR_OFFSET)

セッションの初期化中に発生する警告は無視されます。
Natural エラー番号。> 0
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nni_is_initialized

構文

int nni_is_initialized( void* pnni_func, int* piIsInit );

この関数は、インターフェイスインスタンスに初期化済みの Natural セッションが含まれている
かどうかをチェックします。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

Natural セッションが初期化されていない場合には 0 が、初期化されている場合には 0 以外
の値が返されます。

piIsInit

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_PARM_ERROR

nni_uninitialize

構文

int nni_uninitialize(void* pnni_func);

この関数は、指定したインターフェイスインスタンスによってホストされている Natural セッ
ションを初期化解除します。
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パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

nni_enter

構文

int nni_enter(void* pnni_func);

この関数は、現在のスレッドで、インターフェイスインスタンスおよびホストする Natural セッ
ションへの排他的アクセスを待機できるようにします。スレッドは、他のスレッドに中断されな
い一連のインターフェイスコールを発行するときに、この関数を呼び出します。スレッドは、
nni_leave を呼び出して、インターフェイスインスタンスへの排他的アクセスを解放します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK
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nni_try_enter

構文

int nni_try_enter(void* pnni_func);

この関数は、nni_enter と同様に機能しますが、スレッドをブロックする代わりに、通常、即座
に値を返します。すでに別のスレッドがインターフェイスインスタンスに排他アクセスを行って
いる場合は、NNI_RC_LOCKED を返します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_LOCKED

nni_leave

構文

int nni_leave(void* pnni_func);

この関数は、インターフェイスインスタンスへの排他的アクセスを解放し、そのインスタンスお
よびホストする Natural セッションに他のスレッドがアクセスできるようにします。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

nni_logon

構文

int nni_logon(void* pnni_func, const char* szLibrary, const char* szUser, const ↩
char* szPassword);

この関数は、指定された Natural ライブラリに対する LOGON を実行します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

Natural ライブラリの名前。szLibrary

Natural ユーザーの名前。Natural セッションが Natural Security で実行中ではない場合、
または初期化中に AUTO=ON が使用された場合は、NULL ポインタを使用できます。

szUser

上記ユーザーのパスワード。Natural セッションが Natural Security で実行中ではない場
合、または初期化中に AUTO=ON が使用された場合は、NULL ポインタを使用できます。

szPassword

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural エラー番号。> 0

nni_logoff

構文

int nni_logoff(void* pnni_func);

この関数は、現在の Natural ライブラリからの LOGOFF を実行します。以前のアクティブなライ
ブラリおよびユーザー ID に LOGON することと同じです。
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パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural エラー番号。> 0

nni_callnat

構文

int nni_callnat(void* pnni_func, const char* szName, int iParm, struct ↩
parameter_description* rgDesc, struct natural_exception* pExcep);

関数が Natural サブプログラムを呼び出します。

関数は、パラメータを parameter_description 構造の配列として受け取ります。呼び出し元は、
NNI 関数を使用して、次の方法でこれらの構造を作成します。

■ 関数 create_parm または create_module_parm を使用すると、サブプログラムの適切なパラ
メータセットを作成できます。

■ create_parm を使用した場合、関数 init_parm_* を使用して、各パラメータを適切な Natural
データフォーマットに初期化します。create_module_parm を使用した場合、パラメータはす
でに適切な Natural データフォーマットに初期化されています。

■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ セット内の各パラメータで nni_get_parm を呼び出します。これにより、parameter_description
構造に値が指定されます。

■ parameter_description 構造の配列を関数 nni_callnat に渡します。
■ コールが実行されたら、関数 nni_get_parm または nni_get_parm_array を使用して、パラ
メータセットから修正されたパラメータ値を抽出します。

プログラミングガイド590

インターフェイス関数



パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

Natural サブプログラムの名前。szName

パラメータの数。配列 rgDesc のオカレンス数を示します。iParm

サブプログラムのパラメータを含む、parm_description 構造の配列。サブプログラムで
パラメータが必要ない場合、呼び出し元は NULL ポインタを渡します。

rgDesc

natural_exception 構造へのポインタ。サブプログラムの実行中に Natural エラーが発生
すると、この構造に Natural エラー情報が記述されます。呼び出し元は NULL ポインタを指
定できます。この場合、拡張されたエラー情報は返されません。

pExcep

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_NO_MEMORY

Natural エラー番号。> 0

nni_create_object

構文

int nni_create_object(void* pnni_func, const char* szName, int iParm, struct ↩
parameter_description* rgDesc, struct natural_exception* pExcep); ↩

Natural オブジェクト（Natural クラスのインスタンス）を作成します。

関数は、パラメータを、parameter_description 構造の 1 つの要素の配列として受け取ります。
呼び出し元は、NNI 関数を使用して、次の方法でこれらの構造を作成します。

■ 関数 nni_create_parm を使用すると、1 つの要素を含むパラメータセットを作成できます。
■ 関数 nni_init_parm_s を使用すると、タイプ HANDLE OF OBJECT のパラメータを初期化でき
ます。

■ このパラメータで nni_get_parm_info を呼び出します。これにより、parameter_description
構造に値が指定されます。

■ parameter_description 構造を関数 nni_create_object に渡します。
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■ コールが実行された後、関数 nni_get_parm の 1 つを使用して、パラメータセットから修正さ
れたパラメータ値を抽出します。

rgDesc で渡されたパラメータの意味は、次のとおりです。

■ 最初かつ唯一のパラメータは、データタイプ HANDLE OF OBJECT で初期化する必要がありま
す。リターン時にはこのパラメータに、新しく作成されたオブジェクトの Natural オブジェク
トハンドルが含まれます。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

クラスの名前。szName

パラメータの数。配列 rgDesc のオカレンス数を示します。iParm

オブジェクト作成用のパラメータを含む、parm_description 構造の配列。呼び出し元は、
常に 1 つのパラメータを渡します。リターン時にはこのパラメータにオブジェクトハンドル
が含まれます。

rgDesc

natural_exception 構造へのポインタ。オブジェクトの作成中に Natural エラーが発生す
ると、この構造に Natural エラー情報が記述されます。呼び出し元は NULL ポインタを指定
できます。この場合、拡張された例外情報は返されません。

pExcep

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_NO_MEMORY

Natural エラー番号。> 0

nni_send_method

構文

int nni_send_method(void* pnni_func, const char* szName, int iParm, struct ↩
parameter_description* rgDesc, struct natural_exception* pExcep);

Natural オブジェクト（Natural クラスのインスタンス）にメソッドコールを送ります。
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関数は、パラメータを parameter_description 構造の配列として受け取ります。呼び出し元は、
NNI 関数を使用して、次の方法でこれらの構造を作成します。

■ 関数 nni_create_parm または nni_create_method_parm を使用して、一致するパラメータセッ
トを作成します。

■ create_parm を使用した場合、関数 init_parm_* を使用して、各パラメータを適切な Natural
データフォーマットに初期化します。nni_create_method_parm を使用した場合、パラメータ
はすでに適切な Natural データフォーマットに初期化されています。

■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ セット内の各パラメータで nni_get_parm_info を呼び出します。これにより、
parameter_description 構造に値が指定されます。

■ parameter_description 構造の配列を関数 nni_send_method に渡します。
■ コールが実行されたら、関数 nni_get_parm の 1 つを使用して、パラメータセットから修正さ
れたパラメータ値を抽出します。

rgDesc で渡されたパラメータの意味は、次のとおりです。

■ 最初のパラメータには、オブジェクトハンドルが含まれています。
■ 2 つ目のパラメータは、メソッドの戻り値のデータタイプに初期化する必要があります。メ
ソッドに戻り値がない場合、2 つ目のパラメータは初期化されないままです。メソッドコール
からのリターン時には、このパラメータにメソッドの戻り値が含まれます。

■ 残りのパラメータはメソッドパラメータです。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

メソッドの名前。szName

パラメータの数。配列 rgDesc のオカレンス数を示します。常に 2 + メソッドパラメータの
数になります。

iParm

メソッドのパラメータを含む、parm_description 構造の配列。メソッドでパラメータが
要求されない場合でも、呼び出し元は 2 つのパラメータを渡します。1 つ目はオブジェクト
ハンドルに、2 つ目は戻り値に使用されます。

rgDesc

natural_exception 構造へのポインタ。メソッドの実行中に Natural エラーが発生する
と、この構造に Natural エラー情報が記述されます。呼び出し元は NULL ポインタを指定で
きます。この場合、拡張された例外情報は返されません。

pExcep

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_NO_MEMORY

Natural エラー番号。> 0

nni_get_property

構文

int nni_get_property(void* pnni_func, const char* szName, int iParm, struct ↩
parameter_description* rgDesc, struct natural_exception* pExcep); ↩

Natural オブジェクト（Natural クラスのインスタンス）のプロパティ値を取得します。

関数は、パラメータを parameter_description 構造の配列として受け取ります。呼び出し元は、
NNI 関数を使用して、次の方法でこれらの構造を作成します。

■ 関数 nni_create_parm または nni_create_method_parm を使用して、一致するパラメータセッ
トを作成します。

■ create_parm を使用した場合、関数 init_parm_* を使用して、各パラメータを適切な Natural
データフォーマットに初期化します。create_method_parm を使用した場合、パラメータはす
でに適切な Natural データフォーマットに初期化されています。

■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ セット内の各パラメータで nni_get_parm_info を呼び出します。これにより、
parameter_description 構造に値が指定されます。

■ parameter_description 構造の配列を関数 nni_send_method に渡します。
■ コールが実行されたら、関数 nni_get_parm の 1 つを使用して、パラメータセットから修正さ
れたパラメータ値を抽出します。

rgDesc で渡されたパラメータの意味は、次のとおりです。

■ 最初のパラメータには、オブジェクトハンドルが含まれています。
■ 2 つ目のパラメータは、プロパティのデータタイプに初期化されまます。プロパティアクセス
からのリターン時には、このパラメータにプロパティ値が含まれています。
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パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

プロパティの名前。szName

パラメータの数。配列 rgDesc のオカレンス数を示します。これは常に 2 です。iParm

プロパティへのアクセス用のパラメータを含む、parm_description 構造の配列。呼び出
し元は常に 2 つのパラメータを渡します。1 つ目はオブジェクトハンドルに、2 つ目は返さ
れるプロパティ値に使用されます。

rgDesc

natural_exception 構造へのポインタ。プロパティへのアクセス中に Natural エラーが発
生すると、この構造に Natural エラー情報が記述されます。呼び出し元は NULL ポインタを
指定できます。この場合、拡張された例外情報は返されません。

pExcep

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_NO_MEMORY

Natural エラー番号。> 0

nni_set_property

構文

int nni_set_property(void* pnni_func, const char* szName, int iParm, struct ↩
parameter_description* rgDesc, struct natural_exception* pExcep);

Natural オブジェクト（Natural クラスのインスタンス）にプロパティ値を割り当てます。

関数は、パラメータを parameter_description 構造の配列として受け取ります。呼び出し元は、
NNI 関数を使用して、次の方法でこれらの構造を作成します。

■ 関数 nni_create_parm または nni_create_prop_parm を使用して、一致するパラメータセッ
トを作成します。

■ create_parm を使用した場合、関数 init_parm_* を使用して、各パラメータを適切な Natural
データフォーマットに初期化します。create_prop_parm を使用した場合、パラメータはすで
に適切な Natural データフォーマットに初期化されています。関数 nni_put_parm の 1 つを使
用して、各パラメータに値を割り当てます。
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■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ セット内の各パラメータで nni_get_parm_info を呼び出します。これにより、
parameter_description 構造に値が指定されます。

■ parameter_description 構造の配列を関数 nni_set_property に渡します。

rgDesc で渡されたパラメータの意味は、次のとおりです。

■ 最初のパラメータには、オブジェクトハンドルが含まれています。
■ 2 つ目のパラメータには、プロパティ値が含まれています。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

プロパティの名前。szName

パラメータの数。配列 rgDesc のオカレンス数を示します。これは常に 2 です。iParm

プロパティへのアクセス用のパラメータを含む、parm_description 構造の配列。呼び出
し元は常に 2 つのパラメータを渡します。1 つ目はオブジェクトハンドルに、2 つ目はプロ
パティ値に使用されます。

rgDesc

natural_exception 構造へのポインタ。プロパティへのアクセス中に Natural エラーが発
生すると、この構造に Natural エラー情報が記述されます。呼び出し元は NULL ポインタを
指定できます。この場合、拡張された例外情報は返されません。

pExcep

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_NO_MEMORY

Natural エラー番号。> 0
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nni_delete_object

構文

int nni_delete_object(void* pnni_func, int iParm, struct parameter_description* ↩
rgDesc, struct natural_exception* pExcep);

nni_create_object で作成した Natural オブジェクト（Natural クラスのインスタンス）を削除
します。

関数は、パラメータを、parameter_description 構造の 1 つの要素の配列として受け取ります。
呼び出し元は、NNI 関数を使用して、次の方法でこれらの構造を作成します。

■ 関数 nni_create_parm を使用すると、1 つの要素を含むパラメータセットを作成できます。
■ 関数 nni_init_parm_s を使用すると、タイプ HANDLE OF OBJECT のパラメータを初期化でき
ます。

■ 関数 nni_put_parm の 1 つを使用して、パラメータに値を割り当てます。
■ このパラメータで nni_get_parm_info を呼び出します。これにより、parameter_description
構造に値が指定されます。

■ parameter_description 構造を関数 nni_delete_object に渡します。

rgDesc で渡されたパラメータの意味は、次のとおりです。

■ 最初（かつ唯一）のパラメータは、データタイプ HANDLE OF OBJECT で初期化する必要があり
ます。このパラメータには、削除される オブジェクトの Natural オブジェクトハンドルが含
まれています。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

クラスの名前。szName

パラメータの数。配列 rgDesc のオカレンス数を示します。これは常に 1 です。iParm

オブジェクト作成用のパラメータを含む、parm_description 構造の配列。呼び出し元は
常に 1 つのパラメータを渡します。このパラメータにはオブジェクトハンドルが含まれてい
ます。

rgDesc

natural_exception 構造へのポインタ。オブジェクトの作成中に Natural エラーが発生す
ると、この構造に Natural エラー情報が記述されます。呼び出し元は NULL ポインタを指定
できます。この場合、拡張された例外情報は返されません。

pExcep

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_NO_MEMORY

Natural エラー番号。> 0

nni_create_parm

構文

int nni_create_parm(void* pnni_func, int iParm, void** pparmhandle);

Natural モジュールに渡すことができるパラメータセットを作成します。

セットに含まれているパラメータは、まだ Natural の特定のデータタイプに初期化されていませ
ん。このパラメータセットを nni_callnat、nni_create_object、nni_send_method、
nni_set_property または nni_get_property へのコールで使用する前に、次の手順が必要です。

■ 関数 nni_init_parm_s、nni_init_parm_sa、nni_init_parm_d または nni_init_parm_da の
うちの 1 つを使用して、各パラメータを必要な Natural データタイプに初期化します。

■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ 関数 nni_get_parm_info を使用して、各パラメータを parm_description 構造に変更します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

要求されたパラメータ数。パラメータの最大数は 32767 です。iParm

リターン時のパラメータセットへのポインタ。pparmhandle

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

Natural エラー番号。> 0

nni_create_module_parm

構文

int nni_create_module_parm(void* pnni_func, char chType, const char* szName, void** ↩
pparmhandle); ↩

nni_callnat へのコールで使用できるパラメータセットを作成します。この関数を使用すると、
呼び出し可能な Natural モジュールの署名をアプリケーションでダイナミックに検索できます。

返されるセットに含まれているパラメータは、指定されたモジュールのパラメータデータエリア
に従って、すでに Natural データタイプに初期化されています。このパラメータセットを
nni_callnat へのコールで使用する前に、次の手順が必要です。

■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ 関数 nni_get_parm_info を使用して、各パラメータを parm_description 構造に変更します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

Natural モジュールのタイプ。常に N です（サブプログラムの場合）。chType

Natural モジュールの名前。szName

リターン時のパラメータセットへのポインタ。pparmhandle

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural エラー番号。> 0

nni_create_method_parm

構文

int nni_create_method_parm( void* pnni_func, const char* szClass, const char* ↩
szMethod, void** pparmhandle ); ↩

nni_send_method へのコールで使用できるパラメータセットを作成します。この関数を使用する
と、Natural クラスのメソッドの署名をアプリケーションでダイナミックに検索できます。

返されるパラメータセットには、メソッドパラメータだけでなく、nni_send_method で必要なそ
の他のパラメータも含まれています。これは以下のことを意味します。メソッドに n 個のパラ
メータがある場合、パラメータセットには n + 2 個のパラメータが含まれます。

■ セットの最初のパラメータは、データタイプ HANDLE OF OBJECT に初期化されます。
■ セットの 2 つ目のパラメータは、メソッドの戻り値のデータタイプに初期化されます。メソッ
ドに戻り値がない場合、2 つ目のパラメータは初期化されません。

■ セットの残りのパラメータは、メソッドパラメータのデータタイプに初期化されます。

このパラメータセットを nni_send_method へのコールで使用する前に、次の手順が必要です。

■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ 関数 nni_get_parm_info を使用して、各パラメータを parm_description 構造に変更します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

Natural クラスの名前。szClass

Natural メソッドの名前。szMethod

リターン時のパラメータセットへのポインタ。pparmhandle

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural エラー番号。> 0

nni_create_prop_parm

構文

int nni_create_prop_parm(void* pnni_func, const char* szClass, const char* ↩
szProp,void** pparmhandle); ↩

nni_get_property または nni_set_property へのコールで使用できるパラメータセットを作成
します。返されるパラメータセットには、nni_get_property または nni_set_property で必要
となるすべてのパラメータが含まれます。この関数を使用すると、Natural クラスのプロパティ
のデータタイプをアプリケーションで決定できます。

■ セットの最初のパラメータは、データタイプ HANDLE OF OBJECT に初期化されます。
■ セットの 2 つ目のパラメータは、プロパティのデータタイプに初期化されます。

このパラメータセットを nni_get_property または nni_set_property へのコールで使用する前
に、次の手順が必要です。

■ 関数 nni_put_parm または nni_put_parm_array を使用すると、値を各パラメータに割り当て
ることができます。

■ 関数 nni_get_parm_info を使用して、各パラメータを parm_description 構造に変更します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

Natural クラスの名前。szClass

Natural プロパティの名前。szProp

リターン時のパラメータセットへのポインタ。pparmhandle

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural エラー番号。> 0

nni_parm_count

構文

int nni_parm_count( void* pnni_func, void* parmhandle, int* piParm )

この関数は、パラメータセット内のパラメータの数を取得します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

パラメータセット内のパラメータの数を返します。piParm

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

nni_init_parm_s

構文

int nni_init_parm_s(void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, char chFormat, ↩
int iLength, int iPrecision, int iFlags); ↩

パラメータセット内のパラメータをスタティックデータタイプに初期化します。
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パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれま
す。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

パラメータの Natural データタイプ。chFormat

パラメータの Natural の長さ。iLength

小数点以下の桁数（NNI_TYPE_NUMおよび NNI_TYPE_PACK のみ）。iPrecision

パラメータフラグ。次のフラグを使用できます。iFlags

NNI_FLG_PROTECTED

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_NO_MEMORY

NNI_RC_BAD_FORMAT

NNI_RC_BAD_LENGTH

nni_init_parm_sa

構文

int nni_init_parm_sa (void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, char chFormat, ↩
int iLength, int iPrecision, int iDim, int* rgiOcc, int iFlags); ↩

パラメータセット内のパラメータをスタティックデータタイプの配列に初期化します。
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パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれま
す。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

パラメータの Natural データタイプ。chFormat

パラメータの Natural の長さ。iLength

小数点以下の桁数（NNI_TYPE_NUMおよび NNI_TYPE_PACK のみ）。iPrecision

パラメータの配列次元。iDim

各次元のオカレンス数を示す、int 値の 3 次元配列。未使用の次元のオカレンス数は、0 と
して指定する必要があります。

rgiOcc

パラメータフラグ。次のフラグを使用できます。iFlags

NNI_FLG_PROTECTED
NNI_FLG_LBVAR_0
NNI_FLG_UBVAR_0
NNI_FLG_LBVAR_1
NNI_FLG_UBVAR_1
NNI_FLG_LBVAR_2
NNI_FLG_UBVAR_2
NNI_FLG_*VAR* フラグの 1 つが設定されている場合、配列は X-array です。各次元で、下
限または上限のいずれかだけを変数にすることができます（両方を変数にすることはでき
ません）。このため、例えば、フラグ IF4_FLG_LBVAR_0 は IF4_FLG_UBVAR_0 と組み合
わせることはできません。

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_NO_MEMORY

NNI_RC_BAD_FORMAT

NNI_RC_BAD_LENGTH

NNI_RC_BAD_DIM

NNI_RC_BAD_BOUNDS
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nni_init_parm_d

構文

int nni_init_parm_d(void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, char chFormat, ↩
int iFlags); ↩

パラメータセット内のパラメータをダイナミックデータタイプに初期化します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれま
す。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

パラメータの Natural データタイプ（NNI_TYPE_ALPHA または NNI_TYPE_BIN）。chFormat

パラメータフラグ。次のフラグを使用できます。iFlags

NNI_FLG_PROTECTED

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_NO_MEMORY

NNI_RC_BAD_FORMAT
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nni_init_parm_da

構文

int nni_init_parm_da (void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, char chFormat, ↩
int iDim, int* rgiOcc, int iFlags); ↩

パラメータセット内のパラメータをダイナミックデータタイプの配列に初期化します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれま
す。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

パラメータの Natural データタイプ（NNI_TYPE_ALPHA または NNI_TYPE_BIN）。chFormat

パラメータの配列次元。iDim

各次元のオカレンス数を示す、int 値の 3 次元配列。未使用の次元のオカレンス数は、0 と
して指定する必要があります。

rgiOcc

パラメータフラグ。次のフラグを使用できます。iFlags

NNI_FLG_PROTECTED
NNI_FLG_LBVAR_0
NNI_FLG_UBVAR_0
NNI_FLG_LBVAR_1
NNI_FLG_UBVAR_1
NNI_FLG_LBVAR_2
NNI_FLG_UBVAR_2
NNI_FLG_*VAR* フラグの 1 つが設定されている場合、配列は X-array です。各次元で、下
限または上限のいずれかだけを変数にすることができます（両方を変数にすることはでき
ません）。このため、例えば、フラグ IF4_FLG_LBVAR_0 は IF4_FLG_UBVAR_0 と組み合
わせることはできません。

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_NO_MEMORY

NNI_RC_BAD_FORMAT

NNI_RC_BAD_DIM

NNI_RC_BAD_BOUNDS

nni_get_parm_info

構文

int nni_get_parm_info (void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, struct ↩
parameter_description* pDesc); ↩

パラメータセット内の特定のパラメータに関する詳細情報を返します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれま
す。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

パラメータ記述構造pDesc

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM
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nni_get_parm

構文

int nni_get_parm(void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, int iBufferLength, ↩
void* pBuffer); ↩

パラメータセット内の特定のパラメータの値を返します。pBuffer で指定されたアドレスのバッ
ファに、iBufferLength に指定されたサイズで値が返されます。値が正常に返されると、この
バッファには Natural 内部フォーマットのデータが含まれます。バッファの内容を解釈する方法
については、「Natural データタイプ」を参照してください。

Natural データタイプに基づくパラメータの長さが iBufferLength よりも長い場合は、Natural
によってデータが指定された長さに切り捨てられ、コード NNI_RC_DATA_TRUNC が返されます。
呼び出し元は、関数 nni_get_parm_info を使用して、パラメータ値の長さを事前に要求できま
す。

Natural データタイプに基づくパラメータの長さが iBufferLength よりも短い場合は、Natural
によってパラメータの長さまでバッファが埋められ、リターンコードにコピーされたデータの長
さが返されます。

パラメータが配列である場合は、バッファ内の配列全体が返されます。このことは、固定サイズ
要素の固定サイズ配列に対してのみ意味があります。これは、これ以外の場合には呼び出し元が
バッファの内容を解釈できないためです。任意の配列の個別オカレンスを取得するには、関数
nni_get_parm_array を使用します。

pBuffer に指定されたアドレスに割り当てられた iBufferLength で、メモリのサイズが指定さ
れていない場合、操作の結果は予測できません。Natural では、pBuffer が NULL ではないこと
のみがチェックされます。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれ
ます。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

pBuffer で指定されたバッファの長さ。iBufferLength

値が返されるバッファ。pBuffer

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_DATA_TRUNC

操作が成功しました。ただし、バッファに返されたのは n バイトのみでした。= n（n > 0）

nni_get_parm_array

構文

int nni_get_parm_array(void* pnni_func, int parmnum, void* parmhandle, int ↩
iBufferLength, void* pBuffer, int* rgiInd);

パラメータセット内の特定の配列パラメータの特定のオカレンスの値を返します。nni_get_parm
との唯一の違いは、配列インデックスを指定できる点です。未使用の次元のインデックス数は、
0 として指定する必要があります。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれ
ます。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

pBuffer で指定されたバッファの長さ。iBufferLength

値が返されるバッファ。pBuffer

特定の配列オカレンスを示す、int 値の 3 次元配列。インデックスは 0 で始まります。rgiInd

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_DATA_TRUNC
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Remarkリターンコード

NNI_RC_NOT_ARRAY

NNI_RC_BAD_INDEX_0

NNI_RC_BAD_INDEX_1

NNI_RC_BAD_INDEX_2

操作が成功しました。ただし、返されたのは n バイトのみでした。= n（n > 0）

nni_get_parm_array_length

構文

int nni_get_parm_array_length(void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, int* ↩
piLength, int* rgiInd);

パラメータセット内の特定の配列パラメータの特定のオカレンスの長さを返します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれま
す。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

返される値の長さの int 値へのポインタ。piLength

特定の配列オカレンスを示す、int 値の 3 次元配列。インデックスは 0 で始まります。rgiInd

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_DATA_TRUNC

NNI_RC_NOT_ARRAY

NNI_RC_BAD_INDEX_0

NNI_RC_BAD_INDEX_1

NNI_RC_BAD_INDEX_2
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nni_put_parm

構文

int nni_put_parm(void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, int iBufferLength, ↩
const void* pBuffer); ↩

パラメータセット内の特定のパラメータに値を割り当てます。pBuffer で指定されたアドレスの
バッファ内の関数に、iBufferLength に指定されたサイズで値が渡されます。バッファの内容を
作成する方法については、「Natural データタイプ」を参照してください。

Natural データタイプに基づくパラメータの長さが、指定されたバッファの長さよりも短い場
合、データは指定されたパラメータの長さに切り捨てられます。バッファの残りは無視されま
す。Natural データタイプに基づくパラメータの長さが、指定されたバッファの長さよりも長い
場合、データは指定されたバッファの長さまでしかコピーされず、パラメータ値の残りはそのま
ま残ります。Natural データタイプの内部的な長さについては、「Natural データタイプ」を参
照してください。

パラメータがダイナミック変数である場合は、指定されたバッファの長さに従って、自動的にサ
イズ変更されます。

パラメータが配列である場合、関数ではバッファ内の配列全体が要求されます。このことは、固
定サイズ要素の固定サイズ配列に対してのみ意味があります。これは、これ以外の場合には呼び
出し元がバッファの内容を解釈できないためです。任意の配列の個々のオカレンスの値を割り当
てるには、関数 nni_put_parm_array を使用します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれ
ます。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

pBuffer で指定されたバッファの長さ。iBufferLength

値が渡されるバッファ。pBuffer

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_WRT_PROT

NNI_RC_DATA_TRUNC

NNI_RC_NO_MEMORY

操作が成功しました。ただし、使用されたバッファは n バイトのみでした。= n（n > 0）

nni_put_parm_array

構文

int nni_put_parm_array(void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, int ↩
iBufferLength, const void* pBuffer, int* rgiInd);

パラメータセット内の特定の配列パラメータの特定のオカレンスに値を割り当てます。
nni_get_parm との唯一の違いは、配列インデックスを指定できる点です。未使用の次元のイン
デックス数は、0 として指定する必要があります。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれ
ます。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

pBuffer で指定されたバッファの長さ。iBufferLength

値が渡されるバッファ。pBuffer

特定の配列オカレンスを示す、int 値の 3 次元配列。インデックスは 0 で始まります。rgiInd

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_WRT_PROT

NNI_RC_DATA_TRUNC

NNI_RC_NO_MEMORY

NNI_RC_NOT_ARRAY

NNI_RC_BAD_INDEX_0

NNI_RC_BAD_INDEX_1

NNI_RC_BAD_INDEX_2

操作が成功しました。ただし、使用されたバッファは n バイトのみでした。= n（n > 0）

nni_resize_parm_array

構文

int nni_resize_parm_array(void* pnni_func, int iParm, void* parmhandle, int* rgiOcc); ↩

パラメータセット内の特定の X-array パラメータのオカレンス数を変更します。n 次元配列で
は、すべての n 次元についてオカレンス数を指定する必要があります。配列の次元が 3 次元未満
の場合は、値 0 を使用しない次元に指定する必要があります。

この関数では、任意の X-array について下限または上限の適切な方を変更することによって、各
次元のオカレンス数のサイズ変更が試行されます。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータのインデックス。セットの最初のパラメータには、インデックス 0 が含まれま
す。

iParm

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

配列の新しいオカレンス数を示す int 値の 3 次元配列。rgiOcc

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

NNI_RC_ILL_PNUM

NNI_RC_WRT_PROT

NNI_RC_DATA_TRUNC

NNI_RC_NO_MEMORY

NNI_RC_NOT_ARRAY

NNI_RC_NOT_RESIZABLE

Natural エラー番号。> 0

nni_delete_parm

構文

int nni_delete_parm(void* pnni_func, void* parmhandle);

指定されたパラメータセットを削除します。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

パラメータセットへのポインタ。parmhandle

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。

Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR
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nni_from_string

構文

int nni_from_string(void* pnni_func, const char* szString, char chFormat, int ↩
iLength, int iPrecision, int iBufferLength, void* pBuffer); ↩

Natural P 値、N 値、D 値、または T 値の文字列表現を、関数 nni_get_parm、
nni_get_parm_array、nni_put_parm、および nni_put_parm_array で使用されるような値の内
部表現に変換します。

これらの Natural データタイプの文字列表現は、次のようになります。

文字列表現Format

-3.141592 など。ここでは、DC パラメータで定義した小数点文字が使用されます。P、N

DTFORM パラメータで定義した日付フォーマット（例：DTFORM=I の場合は 「2004-07-06」）。D

DTFORM パラメータで定義した日付フォーマットを hh:ii:ss:t 形式の時刻の値と組み合わせたもの
（例：DTFORM=I であれば 2004-07-06 11:30:42:7）、または hh:ii:ss:t 形式の時刻の値（例：
11:30:42:7）。

T

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

値の文字列表現。szString

値の Natural データタイプ。chFormat

値の Natural の長さ。NNI_TYPE_NUM および NNI_TYPE_PACK の場合の有効桁の総数。
これ以外の場合は、0。

iLength

NNI_TYPE_NUM および NNI_TYPE_PACK の場合の小数点以下の桁数。これ以外の場合
は、0。

iPrecision

pBuffer で指定されたバッファの長さ。iBufferLength

リターン時に値の内部表現が含まれるバッファ。このバッファには、値の Natural 内部
表現を十分に格納できる大きさが必要です。必要なサイズについては、「ユーザー定義
変数のフォーマットおよび長さ」に記載されています。

pBuffer

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural エラー番号> 0

nni_to_string

構文

int nni_to_string(void* pnni_func, int iBufferLength, const void* pBuffer, char ↩
chFormat, int iLength, int iPrecision, int iStringLength, char* szString);

Natural P 値、N 値、D 値、または T 値の内部表現を、関数 nni_get_parm、nni_get_parm_array、
nni_put_parm、および nni_put_parm_array で使用されるような文字列表現に変換します。

これらの Natural データタイプの文字列表現は、関数 nni_from_string で説明したものと同じ
です。

パラメータ

意味パラメータ

NNI インターフェイスインスタンスへのポインタ。pnni_func

pBuffer で指定されたバッファの長さ。iBufferLength

値の内部表現が含まれるバッファ。必要なサイズについては、「ユーザー定義変数の
フォーマットおよび長さ」に記載されています。

pBuffer

値の Natural データタイプ。chFormat

値の Natural の長さ。NNI_TYPE_NUM および NNI_TYPE_PACK の場合の有効桁の総数。
これ以外の場合は、0。

iLength

NNI_TYPE_NUM および NNI_TYPE_PACK の場合の小数点以下の桁数。これ以外の場合
は、0。

iPrecision

szString で指定される文字列バッファに最後のゼロを加えた長さ。iStringLength

リターン時に値の文字列表現が含まれている文字列バッファ。この文字列バッファに
は、最後のゼロを含む外部表現を十分に格納できる大きさが必要です。

szString

リターンコード

リターンコードの意味については、「リターンコード」の説明を参照してください。
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Remarkリターンコード

NNI_RC_OK

NNI_RC_NOT_INIT

NNI_RC_PARM_ERROR

Natural エラー番号> 0
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65 パラメータ記述構造

インターフェイスでは、parameter_description という名前の構造に Natural サブプログラム
またはメソッドのパラメータに関する情報が提供されています。この構造は、ヘッダーファイル
natuser.h で定義されています。このファイルは、ディレクトリ <install-
dir>/natural/samples/sysexnni に含まれています。

parameter_description 構造の配列は、nni_callnat および同様の関数へのコールごとにイン
ターフェイスに渡されます。parameter_description 構造は、関数 nni_get_parm_info を使用
して、パラメータセット内のパラメータから作成されます。

この構造の関連要素には、次の情報が含まれています。この表にリストされていない要素は、す
べて内部でのみ使用されます。

内容要素名Format

パラメータ値のアドレス。再割り当てや解放はできません。address 要素は、ダ
イナミック変数の配列および X-array に対しては NULL ポインタになります。

addressvoid*

この場合は、配列データ全体にアクセスすることはできず、パラメータアクセス
関数 nni_get_parm を使用して要素ごとにアクセスすることのみが可能です。
パラメータの Natural データタイプ。詳細については、「Natural データタイ
プ」を参照してください。

formatint

パラメータ値の Natural の長さ。データタイプ NNI_TYPE_ALPHA および
NNI_TYPE_UNICODE の場合は文字数。データタイプ NNI_TYPE_PACK および

長さint

NNI_TYPE_NUM の場合は小数点文字の前にある桁数。配列の場合は 1 つのオカレ
ンスの長さ。ダイナミック変数の配列の場合は長さが 0 で示されます。次に、関
数 nni_get_parm_array_length を使用して、個別のオカレンスの長さを決定
する必要があります。
データタイプ NNI_TYPE_PACK および NNI_TYPE_NUM の場合は、小数点文字の
後にある桁数。これ以外では 0。

precisionint

パラメータ値の長さ（バイト単位）。配列の場合は 1 つのオカレンスの長さ（バ
イト単位）。ダイナミック変数の配列の場合は長さが 0 バイトで示されます。次

byte_lengthint

に、関数 nni_get_parm_array_length を使用して、個別のオカレンスの長さ
を決定する必要があります。
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内容要素名Format

次元の数。スカラの場合は 0。次元の最大数は 3 です。dimensionsint

パラメータ値の合計長（バイト単位）。配列の場合は配列全体の長さ（バイト単
位）。ダイナミック変数の配列の場合は合計長が 0 で示されます。次に、関数

length_allint

nni_get_parm_array_length を使用して、個別のオカレンスの長さを決定す
る必要があります。
パラメータフラグ。「フラグ」を参照してください。フラグint

各次元におけるオカレンス数。最初の 3 つのオカレンスだけが使用されます。occurrences[10]int

各次元の配列インデックスファクタ。最初の 3 つのオカレンスだけが使用されま
す。

indexfactors[10]int

変数の範囲が固定された固定長の配列の場合、配列の内容には構造要素 address を使ってダイ
レクトにアクセスできます。この場合は、次のことが適用されます。

■ 3 次元配列の要素（i、j、k）のアドレスは次のように計算されます。

elementaddress = address + i * indexfactors[0] + j * indexfactors[1] + k * indexfactors[2]
■ 2 次元配列の要素（i、j）のアドレスは、次のように計算されます。

elementaddress = address + i * indexfactors[0] + j * indexfactors[1]
■ 1 次元配列の要素（i）のアドレスは次のように計算されます。

elementaddress = address + i * indexfactors[0]
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66 Natural データタイプ

パラメータアクセス関数の一部（nni_get_parm や nni_put_parm など）では、正しい表現のパ
ラメータ値が含まれているバッファが使用されます。バッファの長さは Natural データタイプに
よって異なります。バッファのデータフォーマットは、次の表に従って定義されます。

バッファフォーマットNatural データタイプ

char[ ]A

byte[ ]B

shortC

floatF4

doubleF8

signed charI1

shortI2

intI4

NNI_L_TRUE または NNI_L_FALSE。natni.h を参照してください。L

byte[8]HANDLE OF OBJECT

バッファの内容は、関数 nni_from_string を使用して文字列表現から作成する
必要があります。この内容は、関数 nni_to_string を使用して文字列表現に変
換できます。

P、N、D、T

UTF-16 文字の配列。Windows と、wchar が UTF-16 文字に相当する UNIX およ
び OpenVMS プラットフォームでは、wchar[] になります。

U

パラメータアクセス関数の一部（nni_get_parm および nni_put_parm など）では、Natural デー
タタイプを指定する必要があります。この場合は、次に示す定数を使用する必要があります。定
数はヘッダーファイル natni.h で定義されます。このファイルは、ディレクトリ <install-
dir>/natural/samples/sysexnni に含まれています。
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定数Natural データタイプ

NNI_TYPE_ALPHAA

NNI_TYPE_BINB

NNI_TYPE_CVC

NNI_TYPE_DATED

NNI_TYPE_FLOATF

NNI_TYPE_INTI

NNI_TYPE_LOGL

NNI_TYPE_NUMN

NNI_TYPE_OBJECTHANDLE OF OBJECT

NNI_TYPE_PACKP

NNI_TYPE_TIMET

NNI_TYPE_UNICODEU
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67 フラグ

構造 parameter_description には、パラメータの状態に関する情報が含まれている要素 flags
があります。関数 nni_init_parm* を使用して、パラメータの初期化中にこれらのフラグの一部
を指定することもできます。個々のフラグは、要素 flags 内で論理 OR と組み合わせることがで
きます。ヘッダーファイル natni.h には、次のフラグが定義されています。このファイルは、ディ
レクトリ <install-dir>/natural/samples/sysexnni に含まれています。

意味リターンコード

パラメータは書き込み保護されています。NNI_FLG_PROTECTED

パラメータはダイナミック（可変長または X-array）です。NNI_FLG_DYNAMIC (*)

配列は連続していません。NNI_FLG_NOT_CONTIG (*)

パラメータは AIV 変数または INDEPENDENT 変数です。NNI_FLG_AIV (*)

パラメータの長さは可変です。NNI_FLG_DYNVAR (*)

パラメータは X-array です。NNI_FLG_XARRAY (*)

次元 0 の下限は可変です。NNI_FLG_LBVAR_0

次元 0 の上限は可変です。NNI_FLG_UBVAR_0

次元 1 の下限は可変です。NNI_FLG_LBVAR_1

次元 1 の上限は可変です。NNI_FLG_UBVAR_1

次元 2 の下限は可変です。NNI_FLG_LBVAR_2

次元 2 の上限は可変です。NNI_FLG_UBVAR_2

関数 nni_init_parm* に明示的に設定できるのは、(*) でマークされたフラグのみです。その他
のフラグは、パラメータのタイプに従って、インターフェイスによって自動的に設定されます。

NNI_FLG_*VAR* フラグの 1 つが設定されている場合、配列は X-array です。X-array の各次元で
は、下限または上限の両方ではなくどちらかのみを可変にすることができます。このため、例え
ば、フラグ NNI_FLG_LBVAR_0 は NNI_FLG_UBVAR_0 と組み合わせることはできません。
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NNI_FLG_DYNAMIC がオンになっているときは、NNI_FLG_DYNVAR または NNI_FLG_XARRAY、あるい
はこの両方もオンになります。両方がオンの場合、パラメータは可変長の要素が含まれる X-array
になります。
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68 リターンコード

インターフェイス関数では、次のリターンコードが返されます。定数はヘッダーファイル natni.h
で定義されます。このファイルは、ディレクトリ <install-dir>/natural/samples/sysexnni に含ま
れています。

意味リターンコード

実行が成功しました。NNI_RC_OK

無効なパラメータ番号。NNI_RC_ILL_PNUM

内部エラーが発生しました。NNI_RC_INT_ERROR

パラメータ値のアクセス中にデータが切り捨てられました。NNI_RC_DATA_TRUNC

パラメータが配列ではありません。NNI_RC_NOT_ARRAY

パラメータは書き込み保護されています。NNI_RC_WRT_PROT

メモリの割り当てに失敗しました。NNI_RC_NO_MEMORY

無効な Natural データタイプ。NNI_RC_BAD_FORMAT

無効な長さまたは精度。NNI_RC_BAD_LENGTH

無効な次元数。NNI_RC_BAD_DIM

無効な X-array 範囲定義。NNI_RC_BAD_BOUNDS

要求された方法では配列のサイズを変更できません。NNI_RC_NOT_RESIZABLE

配列次元 0 のインデックスが範囲外です。NNI_RC_BAD_INDEX_0

配列次元 1 のインデックスが範囲外です。NNI_RC_BAD_INDEX_1

配列次元 2 のインデックスが範囲外です。NNI_RC_BAD_INDEX_2

要求されたインターフェイスバージョンはサポートされていません。NNI_RC_VERSION_ERROR

このインターフェイスインスタンスで初期化された Natural セッショ
ンはありません。

NNI_RC_NOT_INIT

このインターフェイスバージョンでは実装されていない関数です。NNI_RC_NOT_IMPL

必須パラメータが指定されていません。NNI_RC_PARM_ERROR
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意味リターンコード

インターフェイスインスタンスが他のスレッドによってロックされ
ています。

NNI_RC_LOCKED

Natural スタートアップエラーが発生しました。『オペレーション』
ドキュメントの一部である「Natural スタートアップエラー」で説明

rc、ただし rc <
NNI_RC_SERR_OFFSET

されている Natural スタートアップエラー番号は、次の計算でリター
ンコードから求めることができます。

startup-error-nr = - (rc - NNI_RC_SERR_OFFSET)

Natural エラー番号。> 0

プログラミングガイド626

リターンコード



69 Natural 例外構造

Natural コードを実行する nni_callnat などのインターフェイス関数は、発生した可能性がある
Natural エラーに関する詳細情報が含まれている natural_exception と呼ばれる構造を返しま
す。この構造は、ヘッダーファイル natni.h で定義されています。このファイルは、ディレクト
リ <install-dir>/natural/samples/sysexnni に含まれています。

構造の要素には、次の情報が含まれています。

内容要素名Format

Natural のメッセージ番号。natMessageNumberint

すべての置換が含まれる Natural メッセージテキスト。natMessageText[NNI_LEN_TEXT+1]char

Natural ライブラリ名。natLibrary[NNI_LEN_LIBRARY+1]char

Natural メンバ名。natMember[NNI_LEN_MEMBER+1]char

Natural 関数名、サブルーチン名、またはクラス名。natName[NNI_LEN_NAME+1];char

Natural メソッド名またはプロパティ名。natMethod[NNI_LEN_NAME+1];char

エラーが発生した Natural コード行。int natLine;int
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70 インターフェイスの使用

インターフェイスの一般的な使用法は、次のとおりです（例：Natural サブプログラムの呼び出
し）：

1. Natural バイナリの場所を決定します。
2. Natural Native Interface ライブラリをロードします。
3. nni_get_interface を呼び出して、インターフェイスインスタンスを取得します。
4. nni_initialize を呼び出して、Natural セッションを初期化します。
5. nni_logon を呼び出して、特定の Natural ライブラリにログオンします。
6. nni_create_parm または関連する関数を呼び出して、パラメータセットを作成します。
7. 各パラメータについて、次の手順を実行します。

■ nni_init_parm 関数の 1 つを呼び出して、パラメータを正しいタイプに初期化します。
■ nni_put_parm 関数の 1 つを呼び出して、パラメータに値を割り当てます。
■ nni_get_parm_info を呼び出して、parameter_description 構造を作成します。

8. nni_callnat を呼び出して、サブプログラムを呼び出します。
9. 変更可能な各パラメータについて、次の手順を実行します。

■ nni_get_parm 関数の 1 つを呼び出して、パラメータ値を取得します。
10. nni_delete_parm を呼び出して、パラメータ構造を解放します。
11. nni_uninitialize を呼び出して、Natural セッションを初期化解除します。
12. nni_logoff を呼び出して、前のライブラリに戻ります。
13. nni_free_interface を呼び出して、インターフェイスインスタンスを解放します。

インターフェイスの使用法を示した C プログラムの例 nnisample.c は、<install-
dir>/natural/samples/sysexnni にあります。
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71 スレッドの問題

Windows、UNIX、および OpenVMS 上での Natural プロセスには、Natural コードを実行する
スレッドが、常に 1 つのみ含まれています。したがって、対話形式で開始された Natural セッ
ションで、Natural コードを複数のスレッドが並行して実行しようとすることはありません。複
数のスレッドを並行して実行するクライアントプログラムが Natural Native Interface を使用す
る場合は、状況が異なります。

Natural Native Interface は、マルチスレッドアプリケーションで使用可能です。インターフェ
イス関数はスレッドセーフです。任意のスレッド T がインターフェイス関数の 1 つで実行中で
ある限り、インターフェイス関数の 1 つを呼び出す同じプロセスの別のスレッドは、T がイン
ターフェイス関数を解放するまでブロックされます。実際には、プロセスで並行して実行される
スレッドは、インターフェイス関数の使用に関する限り、シリアライズされます。異なるプロセ
スのスレッド間でインターフェイスアクセスをシリアライズする必要はありません。これは、
NNI を使用する各プロセスごとに独自の Natural セッションが実行されるためです。

呼び出し元のアプリケーションは、NNI へのマルチスレッドアクセスも明示的に制御できます。
このことは、スレッドが別のスレッドに中断されずに一連の NNI コールを実行する場合に意味
があります。この処理を実現するため、スレッドは nni_enter を呼び出します。この関数を使
用すると、スレッドは他のすべてのスレッドが NNI を解放するまで待機できます。その後スレッ
ドは作業を開始し、NNI 関数を自由に呼び出します。作業が終了すると、スレッドは nni_leave
を呼び出して、他のスレッドが NNI にアクセスできるようにします。

NNI を使用するマルチスレッドアプリケーションは、次のルールに従う必要があります。

■ 関数 nni_initialize および nni_uninitialize は、プロセスごとに少なくとも 1 回呼び出す
必要があります。

■ 関数 nni_uninitialize は、nni_initialize への対応するコールと同じスレッドで呼び出す
必要があります。

■ 関数 nni_uninitialize は、NNI を使用する最後のスレッドが終了する前に呼び出さないでく
ださい。
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XII NaturalX

ここでは、オブジェクトベースのアプリケーションの開発方法について説明します。

以下のトピックについて説明します。

NaturalX について
NaturalX アプリケーションの開発
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72 NaturalX について

■ なぜ NaturalX か .......................................................................................................................... 636
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この章では、NaturalX インターフェイスおよび専用の Natural ステートメントセットを使用す
るコンポーネントベースのプログラミングについて簡単に紹介します。

なぜ NaturalX か

コンポーネントアーキテクチャに基づくソフトウェアアプリケーションには、従来の設計よりも
多くの利点があります。例えば、次のような利点があります。

■ 迅速な開発。プログラマは、事前に構築されたコンポーネントからソフトウェアをアセンブル
することによって、アプリケーションをより速く構築できます。

■ 開発費の削減。プログラムのインターフェイスの共通のセットを用意することによって、コン
ポーネントを完全なソリューションに統合するための労力が少なくなります。

■ 柔軟性の向上。アプリケーションを構成しているコンポーネントの一部を交換するだけで、社
内の各部門に合わせたソフトウェアのカスタマイズが容易になります。

■ メンテナンスコストの削減。アップグレードの際は、多くの場合、アプリケーション全体を修
正するのではなく、コンポーネントの一部を交換するだけで済みます。

NaturalX を使用すると、コンポーネントベースのアプリケーションを作成できます。

NaturalX を使用することによって、コンポーネントべースのプログラミングスタイルを適用で
きます。ただし、このプラットフォームではコンポーネントを配布できないため、実行できるの
はローカルの Natural セッション内のみになります。
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73 NaturalX アプリケーションの開発

■ 開発環境 ................................................................................................................................... 638
■ クラスの定義 ............................................................................................................................ 638
■ クラスとオブジェクトの使用 .................................................................................................. 642
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この章では、クラスを定義および使用してアプリケーションを開発する方法について説明しま
す。

開発環境

■ Windows プラットフォームでのクラスの開発
Windows プラットフォームでは、Natural クラスを開発するためのツールとして、Natural か
らクラスビルダが提供されます。クラスビルダは、構造化された階層順に Natural クラスを表
示し、ユーザーがクラスとそのコンポーネントを効率的に管理できるようにします。クラスビ
ルダを使用すると、この後で説明する構文要素に関する知識はまったく必要ないか、または基
礎知識だけで済みます。

■ SPoD を使用したクラスの作成
メインフレーム、UNIX、または OpenVMS の一部またはすべてのリモート開発サーバーが含
まれる Natural Single Point of Development（SPoD）環境では、Natural スタジオのフロント
エンドで使用可能なクラスビルダを使用して、メインフレーム、UNIX、または OpenVMS プ
ラットフォーム上でクラスを開発できます。この場合、この後で説明する構文要素に関する知
識はまったく必要ないか、または基礎知識だけで済みます。

■ メインフレーム、UNIX、または OpenVMS プラットフォームでのクラスの開発
SPoD を使用しない場合は、Natural プログラムエディタを使ってこれらのプラットフォーム
のクラスを開発することができます。この場合は、この後で説明するクラス定義の構文の知識
が必要です。

クラスの定義

クラスを定義するときは、Natural クラスモジュールを作成する必要があります。この中で DEFINE
CLASS ステートメントを作成します。DEFINE CLASS ステートメントを使用して、外部的に使用
可能な名前をクラスに割り当て、そのインターフェイス、メソッドおよびプロパティを定義しま
す。クラスのインスタンスのレイアウトを記述するオブジェクトデータエリアをクラスに割り当
てることもできます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ Natural クラスモジュールの作成
■ クラスの指定
■ インターフェイスの定義
■ オブジェクトデータ変数のプロパティへの割り当て
■ サブプログラムのメソッドへの割り当て
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■ メソッドの実装

Natural クラスモジュールの作成

手順 73.1. Natural クラスモジュールを作成するには

■ CREATE OBJECT ステートメントを使用して、クラスタイプの Natural オブジェクトを作成し
ます。

クラスの指定

DEFINE CLASS ステートメントは、クラスの名前、クラスがサポートするインターフェイス、お
よびそのオブジェクトの構造を定義します。

手順 73.2. クラスを指定するには

■ DEFINE CLASS ステートメントを使用します。詳細については『ステートメント』ドキュメ
ントを参照してください。

インターフェイスの定義

クラスの各インターフェイスは、クラス定義内部の INTERFACE ステートメントで指定されます。
INTERFACE ステートメントは、インターフェイスの名前と多数のプロパティおよびメソッドを指
定します。COM クラスとして登録されるクラスについては、インターフェイスのグローバルユ
ニーク ID も指定されます。

クラスには 1 つ以上のインターフェイスを定義できます。インターフェイスごとに 1 つの
INTERFACE ステートメントがクラス定義に指定されます。各 INTERFACE ステートメントには 1
つ以上の PROPERTY 節および METHOD 節が含まれます。通常、1 つのインターフェイスに含まれる
プロパティとメソッドは、技術またはビジネスのいずれかの観点から関連付けられます。

PROPERTY 節はプロパティの名前を定義し、オブジェクトデータエリアからプロパティに変数を
割り当てます。この変数を使用して、プロパティの値を保存します。

METHOD 節はメソッドの名前を定義し、メソッドにサブプログラムを割り当てます。このサブプ
ログラムを使用して、メソッドを実装します。

手順 73.3. インターフェイスを定義するには

■ INTERFACE ステートメントを使用します。詳細については『ステートメント』ドキュメント
を参照してください。
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オブジェクトデータ変数のプロパティへの割り当て

PROPERTY ステートメントは、複数のクラスが同じインターフェイスを異なる方法で実装すると
きにのみ使用されます。この場合、クラスは同じインターフェイス定義を共有し、Natural コ
ピーコードからインクルードします。次に PROPERTY ステートメントを使用して、インターフェ
イス定義の外でオブジェクトデータエリアからプロパティに変数を割り当てます。INTERFACE ス
テートメントの PROPERTY 節と同様に、PROPERTY ステートメントはプロパティの名前を定義し、
オブジェクトデータエリアからプロパティに変数を割り当てます。この変数を使用して、プロパ
ティの値を保存します。

手順 73.4. オブジェクトデータ変数をプロパティに割り当てるには

■ PROPERTY ステートメントを使用します。詳細については『ステートメント』ドキュメント
を参照してください。

サブプログラムのメソッドへの割り当て

METHOD ステートメントは、複数のクラスが同じインターフェイスを異なる方法で実装するとき
にのみ使用されます。この場合、クラスは同じインターフェイス定義を共有し、Natural コピー
コードからインクルードします。METHOD ステートメントは、インターフェイス定義の外でサブ
プログラムをメソッドに割り当てるために使用されます。INTERFACE ステートメントの METHOD
節と同様に、METHOD ステートメントはメソッドの名前を定義し、サブプログラムをメソッドに
割り当てます。このサブプログラムを使用して、メソッドを実装します。

手順 73.5. サブプログラムをメソッドに割り当てるには

■ METHOD ステートメントを使用します。詳細については『ステートメント』ドキュメントを
参照してください。

メソッドの実装

メソッドは次のような一般形式の Natural サブプログラムとして実装されます。

DEFINE DATA statement
*
* Implementation code of the method
*
END

DEFINE DATA ステートメントの詳細については、『ステートメント』ドキュメントを参照してく
ださい。

DEFINE DATA ステートメントのすべての節はオプションです。
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データの整合性を確保するために、インラインデータ定義ではなくデータエリアを使うことをお
勧めします。

PARAMETER 節を指定すると、メソッドにパラメータや戻り値を指定することができます。

パラメータデータエリアの BY VALUE とマークされたパラメータは、メソッドの入力パラメータ
です。

BY VALUE とマークされていないパラメータは、「参照によって」渡される入力／出力パラメー
タです。これがデフォルトです。

BY VALUE RESULT とマークされている最初のパラメータが、メソッドの戻り値として返されま
す。複数のパラメータがこのようにマークされている場合は、その他のパラメータは入力／出力
パラメータとして扱われます。

OPTIONAL とマークされたパラメータは、メソッドが呼び出される場合は指定する必要はありま
せん。SEND METHOD ステートメントで nX 表記を使用することにより、これらを未指定にしてお
くことができます。

メソッドサブプログラムが、クラス定義内の対応する METHOD ステートメントに指定されたもの
とまったく同じパラメータを受け入れるようにするには、インラインデータ定義ではなくパラ
メータデータエリアを使用します。対応する METHOD ステートメント内のものと同じパラメータ
データエリアを使用します。

メソッドサブプログラムでオブジェクトデータ構造にアクセスするために、OBJECT 節を指定で
きます。メソッドサブプログラムがオブジェクトデータに正しくアクセスできるようにするに
は、インラインデータ定義ではなくローカルデータエリアを使用します。DEFINE CLASS ステー
トメントの OBJECT 節に指定されているものと同じローカルデータエリアを使用してください。

GLOBAL 節、LOCAL 節、および INDEPENDENT 節は、他の任意の Natural プログラムで使用できま
す。

技術的には可能ですが、通常はメソッドサブプログラムで CONTEXT 節を使用することは意味が
ありません。

次の例は、特定の人物に関するデータをテーブルから検索します。検索キーは BY VALUE パラ
メータとして渡されます。結果のデータは、「BY REFERENCE」 パラメータで返されます。
「BY REFERENCE」 はデフォルト定義です。メソッドの戻り値は BY VALUE RESULT 指定によっ
て定義されます。
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クラスとオブジェクトの使用

ローカルの Natural セッションで作成されたオブジェクトは、同じ Natural セッションの他のモ
ジュールからアクセスできます。

CREATE OBJECT ステートメントは、特定のクラスのオブジェクト（インスタンスとも呼ばれま
す）を作成するために使用します。

Natural プログラムのオブジェクトを参照するには、オブジェクトハンドルを DEFINE DATA ス
テートメントで定義する必要があります。オブジェクトのメソッドは SEND METHOD ステートメ
ントで呼び出されます。オブジェクトにはプロパティを指定できます。プロパティには通常の割
り当て構文を使用してアクセスできます。

次の手順について説明します。

■ オブジェクトハンドルの定義
■ クラスのインスタンスの作成
■ オブジェクトの特定メソッドの呼び出し
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■ プロパティへのアクセス

オブジェクトハンドルの定義

Natural プログラムのオブジェクトを参照するには、オブジェクトハンドルを DEFINE DATA ス
テートメントで次のように定義する必要があります。

DEFINE DATA

level-handle-name [(array-definition)] HANDLE OF OBJECT

...

END-DEFINE

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 #MYOBJ1 HANDLE OF OBJECT
1 #MYOBJ2 (1:5) HANDLE OF OBJECT
END-DEFINE

クラスのインスタンスの作成

手順 73.6. クラスのインスタンスを作成するには

■ CREATE OBJECT ステートメントを使用します。詳細については『ステートメント』ドキュメ
ントを参照してください。

オブジェクトの特定メソッドの呼び出し

手順 73.7. オブジェクトの特定メソッドを呼び出すには

■ SEND METHOD ステートメントを使用します。詳細については『ステートメント』ドキュメン
トを参照してください。

プロパティへのアクセス

プロパティには、次のように ASSIGN（または COMPUTE）ステートメントを使用してアクセスで
きます。
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ASSIGNoperand1.property-name = operand2

ASSIGNoperand2 = operand1.property-name

オブジェクトハンドル - operand1

operand1 はオブジェクトハンドルとして定義する必要があり、プロパティがアクセスされるオ
ブジェクトを識別します。オブジェクトがすでに存在している必要があります。

operand2

operand2 として、プロパティのフォーマットに対してデータ転送互換を必要とするフォーマッ
トのオペランドを指定します。詳細については、データ転送の互換性規則の説明を参照してくだ
さい。

property-name

オブジェクトのプロパティの名前です。

プロパティ名が Natural 識別子構文に対応する場合は、次のように指定できます。

create object #o1 of class "Employee"
#age := #o1.Age

プロパティ名が Natural 識別子構文に対応しない場合は、次のように山カッコで囲む必要があり
ます。

create object #o1 of class "Employee"
#salary := #o1.<<%Salary>>

プロパティ名は、インターフェイス名で修飾することもできます。同じ名前のプロパティが含ま
れる複数のインターフェイスがオブジェクトにある場合は、修飾が必要になります。この場合、
修飾したプロパティ名は山カッコで囲む必要があります。

create object #o1 of class "Employee"
#age := #o1.<<PersonalData.Age>>

例：
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define data
local
1 #i (i2)
1 #o handle of object
1 #p (5) handle of object
1 #q (5) handle of object
1 #salary (p7.2)
1 #history (p7.2/1:10)
end-define
* ...
* Code omitted for brevity.
* ...
* Set/Read the Salary property of the object #o.
#o.Salary := #salary
#salary := #o.Salary
* Set/Read the Salary property of
* the second object of the array #p.
#p.Salary(2) := #salary
#salary := #p.Salary(2)
*
* Set/Read the SalaryHistory property of the object #o.
#o.SalaryHistory := #history(1:10)
#history(1:10) := #o.SalaryHistory
* Set/Read the SalaryHistory property of
* the second object of the array #p.
#p.SalaryHistory(2) := #history(1:10)
#history(1:10) := #p.SalaryHistory(2)
*
* Set the Salary property of each object in #p to the same value.
#p.Salary(*) := #salary
* Set the SalaryHistory property of each object in #p
* to the same value.
#p.SalaryHistory(*) := #history(1:10)
*
* Set the Salary property of each object in #p to the value
* of the Salary property of the corresponding object in #q.
#p.Salary(*) := #q.Salary(*)
* Set the SalaryHistory property of each object in #p to the value
* of the SalaryHistory property of the corresponding object in #q.
#p.SalaryHistory(*) := #q.SalaryHistory(*)
*
end

配列が値として正しく含まれるオブジェクトハンドルとプロパティの配列を使用するためには、
次の知識が重要です。

オブジェクトハンドルの配列のオカレンスのプロパティは、次のインデックス表記で指定しま
す。
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#p.Salary(2) := #salary

配列が値として含まれるプロパティは、常に全体としてアクセスされます。したがって、プロパ
ティ名でのインデックス表記は不要です。

#o.SalaryHistory := #history(1:10)

結果的に、配列が値として含まれるオブジェクトハンドルの配列のオカレンスのプロパティは、
次のように指定します。

#p.SalaryHistory(2) := #history(1:10)
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この章では、Natural プログラミング言語で予約されているすべてのキーワードのリストを提供
します。

重要: 命名の競合を避けるため、Natural 予約キーワードを変数の名前として使用しない
ことを強くお勧めします。

Natural 予約キーワードのアルファベット順リスト

次のリストは、Natural 予約キーワードの概要および全般的な情報のみを示しています。疑問が
ある場合は、コンパイラの キーワードチェック機能を使用してください。

[ A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | V | W | X | Y
| Z ]

- A -

ABS
ABSOLUTE
ACCEPT
ACTION
ACTIVATION
AD
ADD
AFTER
AL
ALARM
ALL
ALPHA
ALPHABETICALLY
AND
ANY
APPL
APPLICATION
ARRAY
AS
ASC
ASCENDING
ASSIGN
ASSIGNING
ASYNC
AT
ATN
ATT
ATTRIBUTES
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AUTH
AUTHORIZATION
AUTO
AVER
AVG

- B -

BACKOUT
BACKWARD
BASE
BEFORE
BETWEEN
BLOCK
BOT
BOTTOM
BREAK
BROWSE
BUT
BX
BY

- C -

CABINET
CALL
CALLDBPROC
CALLING
CALLNAT
CAP
CAPTIONED
CASE
CC
CD
CDID
CF
CHAR
CHARLENGTH
CHARPOSITION
CHILD
CIPH
CIPHER
CLASS
CLOSE
CLR
COALESCE
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CODEPAGE
COMMAND
COMMIT
COMPOSE
COMPRESS
COMPUTE
CONCAT
CONDITION
CONST
CONSTANT
CONTEXT
CONTROL
CONVERSATION
COPIES
COPY
COS
COUNT
COUPLED
CS
CURRENT
CURSOR
CV

- D -

DATA
DATAAREA
DATE
DAY
DAYS
DC
DECIDE
DECIMAL
DEFINE
DEFINITION
DELETE
DELIMITED
DELIMITER
DELIMITERS
DESC
DESCENDING
DIALOG
DIALOG-ID
DIGITS
DIRECTION
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DISABLED
DISP
DISPLAY
DISTINCT
DIVIDE
DL
DLOGOFF
DLOGON
DNATIVE
DNRET
DO
DOCUMENT
DOEND
DOWNLOAD
DU
DY
DYNAMIC

- E -

EDITED
EJ
EJECT
ELSE
EM
ENCODED
END
END-ALL
END-BEFORE
END-BREAK
END-BROWSE
END-CLASS
END-DECIDE
END-DEFINE
END-ENDDATA
END-ENDFILE
END-ENDPAGE
END-ERROR
END-FILE
END-FIND
END-FOR
END-FUNCTION
END-HISTOGRAM
ENDHOC
END-IF
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END-INTERFACE
END-LOOP
END-METHOD
END-NOREC
END-PARAMETERS
END-PARSE
END-PROCESS
END-PROPERTY
END-PROTOTYPE
END-READ
END-REPEAT
END-RESULT
END-SELECT
END-SORT
END-START
END-SUBROUTINE
END-TOPPAGE
END -WORK
ENDING
ENTER
ENTIRE
ENTR
EQ
EQUAL
ERASE
ERROR
ERRORS
ES
ESCAPE
EVEN
EVENT
EVERY
EXAMINE
EXCEPT
EXISTS
EXIT
EXP
EXPAND
EXPORT
EXTERNAL
EXTRACTING

- F -

FALSE
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FC
FETCH
FIELD
FIELDS
FILE
FILL
FILLER
FINAL
FIND
FIRST
FL
FLOAT
FOR
FORM
FORMAT
FORMATTED
FORMATTING
FORMS
FORWARD
FOUND
FRAC
FRAMED
FROM
FS
FULL
FUNCTION
FUNCTIONS

- G -

GC
GE
GEN
GENERATED
GET
GFID
GIVE
GIVING
GLOBAL
GLOBALS
GREATER
GT
GUI
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- H -

HANDLE
HAVING
HC
HD
HE
HEADER
Hex
HISTOGRAM
HOLD
HORIZ
HORIZONTALLY
HOUR
HOURS
HW

- I -

IA
IC
ID
IDENTICAL
IF
IGNORE
IM
IMMEDIATE
IMPORT
IN
INC
INCCONT
INCDIC
INCDIR
INCLUDE
INCLUDED
INCLUDING
INCMAC
INDEPENDENT
INDEX
INDEXED
INDICATOR
INIT
INITIAL
INNER
INPUT
INSENSITIVE
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INSERT
INT
INTEGER
INTERCEPTED
INTERFACE
INTERFACE4
INTERMEDIATE
INTERSECT
INTO
INVERTED
INVESTIGATE
IP
IS
ISN

- J -

JOIN
JUST
JUSTIFIED

- K -

KD
KEEP
KEY
KEYS

- L -

LANGUAGE
LAST
LC
LE
LEAVE
LEAVING
LEFT
LENGTH
LESS
LEVEL
LIB
LIBPW
LIBRARY
LIBRARY-PASSWORD
LIKE
LIMIT
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LINDICATOR
LINES
LISTED
LOCAL
LOCKS
LOG
LOG-LS
LOG-PS
LOGICAL
LOOP
LOWER
LS
LT

- M -

MACROAREA
MAP
MARK
MASK
MAX
MC
MCG
MESSAGES
METHOD
MGID
MICROSECOND
MIN
MINUTE
MODAL
MODIFIED
MODULE
MONTH
MORE
MOVE
MOVING
MP
MS
MT
MULTI-FETCH
MULTIPLY

- N -

NAME
NAMED
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NAMESPACE
NATIVE
NAVER
NC
NCOUNT
NE
NEWPAGE
NL
NMIN
NO
NODE
NOHDR
NONE
NORMALIZE
NORMALIZED
NOT
NOTIT
NOTITLE
NULL
NULL-HANDLE
NUMBER
NUMERIC

- O -

OBJECT
OBTAIN
OCCURRENCES
OF
OFF
OFFSET
OLD
ON
ONCE
ONLY
OPEN
OPTIMIZE
OPTIONAL
OPTIONS
OR
ORDER
OUTER
OUTPUT
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- P -

PACKAGESET
PAGE
PARAMETER節
PARAMETERS
PARENT
PARSE
PASS
PASSW
PASSWORD
PATH
PATTERN
PA1
PA2
PA3
PC
PD
PEN
PERFORM
PFn（n = 1 ～ 9）
PFnn（nn = 10 ～ 99）
PGDN
PGUP
PGM
PHYSICAL
PM
POLICY
POS
POSITION
PREFIX
PRINT
PRINTER
PROCESS
PROCESSING
PROFILE
PROGRAM
PROPERTY
PROTOTYPE
PRTY
PS
PT
PW
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- Q -

QUARTER
QUERYNO

- R -

RD
READ
READONLY
REC
RECORD
RECORDS
RECURSIVELY
REDEFINE
REDUCE
REFERENCED
REFERENCING
REINPUT
REJECT
REL
RELATION
RELATIONSHIP
RELEASE
REMAINDER
REPEAT
REPLACE
REPORT
REPORTER
REPOSITION
REQUEST
REQUIRED
RESET
RESETTING
RESIZE
RESPONSE
RESTORE
RESULT
RET
RETAIN
RETAINED
RETRY
RETURN
RETURNS
REVERSED
RG
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RIGHT
ROLLBACK
ROUNDED
ROUTINE
ROW
ROWS
RR
RS
RULEVAR
RUN

- S -

SA
SAME
SCAN
SCREEN
SCROLL
SECOND
SELECT
SELECTION
SEND
SENSITIVE
SEPARATE
SEQUENCE
SERVER
SET
SETS
SETTIME
SF
SG
SGN
SHORT
SHOW
SIN
SINGLE
SIZE
SKIP
SL
SM
SOME
SORT
SORTED
SORTKEY
SOUND
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SPACE
SPECIFIED
SQL
SQLID
SQRT
STACK
START
STARTING
STATEMENT
STATIC
STATUS
STEP
STOP
STORE
SUBPROGRAM
SUBPROGRAMS
SUBROUTINE
SUBSTR
SUBSTRING
SUBTRACT
SUM
SUPPRESS
SUPPRESSED
SUSPEND
SYMBOL
SYNC
SYSTEM

- T -

TAN
TC
TERMINATE
TEXT
TEXTAREA
TEXTVARIABLE
THAN
THEM
THEN
THRU
TIME
TIMESTAMP
TIMEZONE
TITLE
TO
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TOP
TOTAL
TP
TR
TRAILER
TRANSACTION
TRANSFER
TRANSLATE
TREQ
TRUE
TS
TYPE
TYPES

- U -

UC
UNDERLINED
UNION
UNIQUE
UNKNOWN
UNTIL
UPDATE
UPLOAD
UPPER
UR
USED
USER
USING

- V -

VAL
VALUE
VALUES
VARGRAPHIC
VARIABLE
VARIABLES
VERT
VERTICALLY
VIA
VIEW

- W -

WH
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WHEN
WHERE
WHILE
WINDOW
WITH
WORK
WRITE
WITH_CTE

- X -

XML

- Y -

YEAR

- Z -

ZD
ZP

Natural 予約キーワードのチェックの実行

一部の Natural キーワードは、変数の名前として使用すると不明瞭になります。特に、Natural
ステートメント（ADD、FIND など）やシステム関数（ABS、SUM、など）を特定するキーワードが
これに該当します。このようなキーワードを変数の名前として使用した場合、CALLNAT や WRITE
のようなオプションのオペランドのコンテキストでその変数を使うことはできません。

例：

DEFINE DATA LOCAL
1 ADD (A10)
END-DEFINE
CALLNAT 'MYSUB' ADD 4 /* ADD is regarded as ADD statement
END

Natural オブジェクト内の変数名をこのような Natural 予約キーワードと照らし合わせてチェッ
クするために、Natural プロファイルパラメータ KCHECK、または COMPOPT システムコマンドの
KCHECK オプションを使用できます。

次のテーブルに、KC またはKCHECK でチェックされる Natural 予約キーワードのリストを示しま
す。
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T～WR～SG～PE～FA～D

TANREADGETEJECTABS
TERMINATEREDEFINEHISTOGRAMELSEACCEPT
TOPREDUCEIFENDADD
TOTALREINPUTIGNOREEND-ALLALL
TRANSFERREJECTIMPORTEND-BEFOREANY
TRUERELEASEINCCONTEND-BREAKASSIGN
UNTILREPEATINCDICEND-BROWSEAT
UPDATEREQUESTINCDIREND-DECIDEATN
UPLOADRESETINCLUDEEND-ENDDATAAVER
VALRESIZEINCMACEND-ENDFILEBACKOUT
VALUERESTOREINPUTEND-ENDPAGEBEFORE
VALUESRETINSERTEND-ERRORBREAK
WASTERETRYINTEND-FILEBROWSE
WHENRETURNINVESTIGATEEND-FINDCALL
WHILEROLLBACKLIMITEND-FORCALLDBPROC
WITH_CTEROUNDEDLOGEND-FUNCTIONCALLNAT
WRITERULEVARLOOPEND-HISTOGRAMCLOSE

RUNMAPENDHOCCOMMIT
SELECTMAXEND-IFCOMPOSE
SENDMINEND-LOOPCOMPRESS
SEPARATEMOVEEND-NORECCOMPUTE
SETMULTIPLYEND-PARSECOPY
SETTIMENAVEREND-PROCESSCOS
SGNNCOUNTEND-READCOUNT
SHOWNEWPAGEEND-REPEATCREATE
SINNMINEND-RESULTDECIDE
SKIPNONEEND-SELECTDEFINE
SORTNULL-HANDLEEND-SORTDELETE
SORTKEYOBTAINEND-STARTDISPLAY
SQRTOLDEND-SUBROUTINEDIVIDE
STACKONEND-TOPPAGEDLOGOFF
STARTOPENEND -WORKDLOGON
STOPOPTIONSENTIREDNATIVE
STOREPARSEESCAPEDO
SUBSTRPASSWEXAMINEDOEND
SUBSTRINGPERFORMEXPDOWNLOAD
SUBTRACTPOSEXPAND
SUMPRINTEXPORT
SUSPENDPROCESSFALSE

FETCH
FIND
FOR
FORMAT
FRAC

デフォルトでは、キーワードチェックは実行されません。
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この章では、『プログラミングガイド』で参照されている追加のプログラム例を示します。

注意: 

1. 『プログラミングガイド』に示されているすべてのプログラム例は、Natural ライブラリ
SYSEXPG でもソースオブジェクトで提供されています。プログラム例では、Software AG 提
供のデモ用ファイル EMPLOYEES と VEHICLES のデータを使用します。Natural ライブラリ
SYSEXPG には、Natural 関数のプログラム例も含まれています。

2. Natural ステートメントを使用したその他のプログラム例は、Natural ライブラリ SYSEXSYN
で提供され、『ステートメント』ドキュメントの「参照プログラム例」セクションで説明さ
れています。

3. サイトでライブラリ SYSEXPG および SYSEXSYN が使用可能であるかを Natural 管理者に確認し
てください。

4. Natural プログラム例を使用して Adabas データベースにアクセスするには、Natural ニュー
クリアスパラメータ OPTIONS を TRUNCATION に設定する必要があります。

READ ステートメント

次の例は、「データベースアクセスのためのステートメント」セクションで参照されています。

READX03 - READ ステートメント（LOGICAL 節を含む）

** Example 'READX03': READ (with LOGICAL clause)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 PERSONNEL-ID
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
LIMIT 8
READ EMPLOY-VIEW LOGICAL BY PERSONNEL-ID

DISPLAY NOTITLE *ISN NAME
'PERS-NO' PERSONNEL-ID
'POSITION' JOB-TITLE

END-READ
END

プログラム READX03 の出力：
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ISN NAME PERS-NO POSITION
----------- -------------------- -------- -------------------------

204 SCHINDLER 11100102 PROGRAMMIERER
205 SCHIRM 11100105 SYSTEMPROGRAMMIERER
206 SCHMITT 11100106 OPERATOR
207 SCHMIDT 11100107 SEKRETAERIN
208 SCHNEIDER 11100108 SACHBEARBEITER
209 SCHNEIDER 11100109 SEKRETAERIN
210 BUNGERT 11100110 SYSTEMPROGRAMMIERER
211 THIELE 11100111 SEKRETAERIN

FIND ステートメント

次の例は、「データベースアクセスのためのステートメント」セクションで参照されています。

FINDX07 - FIND ステートメント（複数節を含む）

** Example 'FINDX07': FIND (with several clauses)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 SALARY (1)
2 CURR-CODE (1)

END-DEFINE
*
FIND EMPLOY-VIEW WITH PHONETIC-NAME = 'JONES' OR = 'BECKR'

AND CITY = 'BOSTON' THRU 'NEW YORK'
BUT NOT 'CHAPEL HILL'
SORTED BY NAME
WHERE SALARY (1) < 28000

DISPLAY NOTITLE NAME FIRST-NAME CITY SALARY (1)
END-FIND
END

プログラム FINDX07 の出力：
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NAME FIRST-NAME CITY ANNUAL
SALARY

-------------------- -------------------- -------------------- ----------

BAKER PAULINE DERBY 4450
JONES MARTHA KALAMAZOO 21000
JONES KEVIN DERBY 7000

FINDX08 - FIND ステートメント（LIMIT を含む）

** Example 'FINDX08': FIND (with LIMIT)
** Demonstrates FIND statement with LIMIT option to
** terminate program with an error message if the
** number of records selected exceeds a specified
** limit (no output).
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
FIND EMPLOY-VIEW WITH LIMIT (5) JOB-TITLE = 'SALES PERSON'

DISPLAY NAME JOB-TITLE
END-FIND
END

プログラム FINDX08 によって発生するランタイムエラー：

NAT1005 More records found than specified in search limit.

FINDX09 - FIND ステートメント（*NUMBER、*COUNTER、*ISN を使用）

** Example 'FINDX09': FIND (using *NUMBER, *COUNTER, *ISN)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 DEPT
2 NAME

END-DEFINE
*
FIND EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'BOSTON'

WHERE DEPT = 'TECH00' THRU 'TECH10'
DISPLAY NOTITLE

'COUNTER' *COUNTER NAME DEPT 'ISN' *ISN
AT START OF DATA

WRITE '(TOTAL NUMBER IN BOSTON:' *NUMBER ')' /
END-START
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END-FIND
END

プログラム FINDX09 の出力：

COUNTER NAME DEPARTMENT ISN
CODE

----------- -------------------- ---------- -----------

(TOTAL NUMBER IN BOSTON: 7 )

1 STANWOOD TECH10 782
2 PERREAULT TECH10 842

FINDX10 - FIND ステートメント（READ との組み合わせ）

** Example 'FINDX10': FIND (combined with READ)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 FIRST-NAME

1 VEHIC-VIEW VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

END-DEFINE
*
LIMIT 15
*
EMP. READ EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'

VEH. FIND VEHIC-VIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (EMP.)
IF NO RECORDS FOUND
MOVE '*** NO CAR ***' TO MAKE

END-NOREC
DISPLAY NOTITLE

NAME (EMP.) (IS=ON)
FIRST-NAME (EMP.) (IS=ON)
MAKE (VEH.)

END-FIND
END-READ
END

プログラム FINDX10 の出力：
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NAME FIRST-NAME MAKE
-------------------- -------------------- --------------------

JONES VIRGINIA CHRYSLER
MARSHA CHRYSLER

CHRYSLER
ROBERT GENERAL MOTORS
LILLY FORD

MG
EDWARD GENERAL MOTORS
MARTHA GENERAL MOTORS
LAUREL GENERAL MOTORS
KEVIN DATSUN
GREGORY FORD

JOPER MANFRED *** NO CAR ***
JOUSSELIN DANIEL RENAULT
JUBE GABRIEL *** NO CAR ***
JUNG ERNST *** NO CAR ***
JUNKIN JEREMY *** NO CAR ***
KAISER REINER *** NO CAR ***

FINDX11 - FIND NUMBER ステートメント（*NUMBER を含む）

** Example 'FINDX11': FIND NUMBER (with *NUMBER)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 FIRST-NAME
2 NAME
2 CITY
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1)

*
1 #PERCENT (N.2)
1 REDEFINE #PERCENT

2 #WHOLE-NBR (N2)
1 #ALL-BOST (N3.2)
1 #SECR-ONLY (N3.2)
1 #BOST-NBR (N3)
1 #SECR-NBR (N3)
END-DEFINE
*
F1. FIND NUMBER EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'BOSTON'
F2. FIND NUMBER EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'BOSTON'

AND JOB-TITLE = 'SECRETARY'
*
MOVE *NUMBER(F1.) TO #ALL-BOST #BOST-NBR
MOVE *NUMBER(F2.) TO #SECR-ONLY #SECR-NBR
DIVIDE #ALL-BOST INTO #SECR-ONLY GIVING #PERCENT
*
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WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED UNDERLINED
'There are' #BOST-NBR 'employees in the Boston offices.' /
#SECR-NBR '(=' #WHOLE-NBR (EM=99%')') 'are secretaries.'

*
SKIP 1
FIND EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'BOSTON'

AND JOB-TITLE = 'SECRETARY'
DISPLAY NAME FIRST-NAME JOB-TITLE SALARY (1)

END-FIND
END

プログラム FINDX11 の出力：

There are 7 employees in the Boston offices.
3 (= 42%) are secretaries.

-------------------------------------------------------------------------------

NAME FIRST-NAME CURRENT ANNUAL
POSITION SALARY

-------------------- -------------------- ------------------------- ----------

SHAW LESLIE SECRETARY 18000
CREMER WALT SECRETARY 20000
COHEN JOHN SECRETARY 16000

READ および FIND ステートメントのネスト

次の例は、「データベース処理ループ」セクションで参照されています。

READX04 - READ ステートメント（FIND およびシステム変数 *NUMBER と *COUNTER と
の組み合わせ）

** Example 'READX04': READ (in combination with FIND and the system
** variables *NUMBER and *COUNTER)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 FIRST-NAME

1 VEHIC-VIEW VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

END-DEFINE
*
LIMIT 10
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RD. READ EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'
FD. FIND VEHIC-VIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (RD.)

IF NO RECORDS FOUND
ENTER

END-NOREC
/*
DISPLAY NOTITLE

*COUNTER (RD.)(NL=8) NAME (AL=15) FIRST-NAME (AL=10)
*NUMBER (FD.)(NL=8) *COUNTER (FD.)(NL=8) MAKE

END-FIND
END-READ
END

プログラム READX04 の出力：

CNT NAME FIRST-NAME NMBR CNT MAKE
--------- --------------- ---------- --------- --------- --------------------

1 JONES VIRGINIA 1 1 CHRYSLER
2 JONES MARSHA 2 1 CHRYSLER
2 JONES MARSHA 2 2 CHRYSLER
3 JONES ROBERT 1 1 GENERAL MOTORS
4 JONES LILLY 2 1 FORD
4 JONES LILLY 2 2 MG
5 JONES EDWARD 1 1 GENERAL MOTORS
6 JONES MARTHA 1 1 GENERAL MOTORS
7 JONES LAUREL 1 1 GENERAL MOTORS
8 JONES KEVIN 1 1 DATSUN
9 JONES GREGORY 1 1 FORD
10 JOPER MANFRED 0 0

LIMITX01 - LIMIT ステートメント（READ、FIND ループ処理）

** Example 'LIMITX01': LIMIT (for READ, FIND loop processing)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME

1 VEH-VIEW VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

END-DEFINE
*
LIMIT 4
*
READ EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'A'

FIND VEH-VIEW WITH PERSONNEL-ID = EMPLOY-VIEW.PERSONNEL-ID
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IF NO RECORDS FOUND
MOVE 'NO CAR' TO MAKE

END-NOREC
DISPLAY PERSONNEL-ID NAME FIRST-NAME MAKE

END-FIND
END-READ
END

プログラム LIMITX01 の出力：

Page 1 04-12-13 14:01:57

PERSONNEL-ID NAME FIRST-NAME MAKE
------------ -------------------- -------------------- --------------------

ABELLAN KEPA NO CAR
30000231 ACHIESON ROBERT FORD

ADAM SIMONE NO CAR
20008800 ADKINSON JEFF GENERAL MOTORS

ACCEPT および REJECT ステートメント

次の例は、「ACCEPT/REJECT を使用したレコードの選択」セクションで参照されています。

ACCEPX04 - ACCEPT IF ...LESS THAN ... ステートメント

** Example 'ACCEPX04': ACCEPT IF ... LES THAN ...
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1)

END-DEFINE
*
LIMIT 20
READ EMPLOY-VIEW BY PERSONNEL-ID = '20017000'

ACCEPT IF SALARY (1) LESS THAN 38000
DISPLAY NOTITLE PERSONNEL-ID NAME JOB-TITLE SALARY (1)

END-READ
END

プログラム ACCEPX04 の出力：

675プログラミングガイド

参照プログラム例



PERSONNEL NAME CURRENT ANNUAL
ID POSITION SALARY

--------- -------------------- ------------------------- ----------

20017000 CREMER ANALYST 34000
20017100 MARKUSH TRAINEE 22000
20017400 NEEDHAM PROGRAMMER 32500
20017500 JACKSON PROGRAMMER 33000
20017600 PIETSCH SECRETARY 22000
20017700 PAUL SECRETARY 23000
20018000 FARRIS PROGRAMMER 30500
20018100 EVANS PROGRAMMER 31000
20018200 HERZOG PROGRAMMER 31500
20018300 LORIE SALES PERSON 28000
20018400 HALL SALES PERSON 30000
20018500 JACKSON MANAGER 36000
20018800 SMITH SECRETARY 24000
20018900 LOWRY SECRETARY 25000

ACCEPX05 - ACCEPT IF ...AND ... ステートメント

** Example 'ACCEPX05': ACCEPT IF ... AND ...
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1:2)

END-DEFINE
*
LIMIT 6
READ EMPLOY-VIEW PHYSICAL WHERE SALARY(2) > 0

ACCEPT IF SALARY(1) > 10000
AND SALARY(1) < 50000

DISPLAY (AL=15) 'SALARY I' SALARY (1) 'SALARY II' SALARY (2)
NAME JOB-TITLE CITY

END-READ
END

プログラム ACCEPX05 の出力：

プログラミングガイド676

参照プログラム例



Page 1 04-12-13 14:05:28

SALARY I SALARY II NAME CURRENT CITY
POSITION

---------- ---------- --------------- --------------- ---------------

48000 46000 SPENGLER SACHBEARBEITER DARMSTADT
45000 40000 SPECK SACHBEARBEITER DARMSTADT
48000 46000 SCHINDLER PROGRAMMIERER HEPPENHEIM
36000 32000 SCHMIDT SEKRETAERIN HEPPENHEIM

ACCEPX06 - REJECT IF ...OR ... ステートメント

** Example 'ACCEPX06': REJECT IF ... OR ...
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 SALARY (1)
2 JOB-TITLE
2 CITY
2 NAME

END-DEFINE
*
LIMIT 20
READ EMPLOY-VIEW LOGICAL BY PERSONNEL-ID = '20017000'

REJECT IF SALARY (1) < 20000
OR SALARY (1) > 26000

DISPLAY NOTITLE SALARY (1) NAME JOB-TITLE CITY
END-READ
END

プログラム ACCEPX06 の出力：

ANNUAL NAME CURRENT CITY
SALARY POSITION

---------- -------------------- ------------------------- --------------------

22000 MARKUSH TRAINEE LOS ANGELES
22000 PIETSCH SECRETARY VISTA
23000 PAUL SECRETARY NORFOLK
24000 SMITH SECRETARY SILVER SPRING
25000 LOWRY SECRETARY LEXINGTON
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AT START OF DATA および AT END OF DATA ステートメント

次の例は、「AT START/END OF DATA ステートメント」セクションで参照されています。

ATENDX01 - AT END OF DATA ステートメント

** Example 'ATENDX01': AT END OF DATA
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 JOB-TITLE

END-DEFINE
*
READ (6) EMPLOY-VIEW BY PERSONNEL-ID FROM '20017000'

DISPLAY NOTITLE NAME JOB-TITLE
AT END OF DATA

WRITE / 'LAST PERSON SELECTED:' OLD(NAME)
END-ENDDATA

END-READ
END

プログラム ATENDX01 の出力：

NAME CURRENT
POSITION

-------------------- -------------------------

CREMER ANALYST
MARKUSH TRAINEE
GEE MANAGER
KUNEY DBA
NEEDHAM PROGRAMMER
JACKSON PROGRAMMER

LAST PERSON SELECTED: JACKSON
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ATSTAX02 - AT START OF DATA ステートメント

** Example 'ATSTAX02': AT START OF DATA
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 SALARY (1)
2 CURR-CODE (1)
2 BONUS (1,1)

END-DEFINE
*
LIMIT 3
FIND EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'MADRID'

DISPLAY NAME FIRST-NAME SALARY(1) BONUS(1,1) CURR-CODE (1)
/*
AT START OF DATA

WRITE NOTITLE *DAT4E /
END-START

END-FIND
END

プログラム ATSTAX02 の出力：

NAME FIRST-NAME ANNUAL BONUS CURRENCY
SALARY CODE

-------------------- -------------------- ---------- ---------- --------

13/12/2004

DE JUAN JAVIER 1988000 0 PTA
DE LA MADRID ANSELMO 3120000 0 PTA
PINERO PAULA 1756000 0 PTA

WRITEX09 - WRITE ステートメント（AT END OF DATA との組み合わせ）

** Example 'WRITEX09': WRITE (in combination with AT END OF DATA )
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE
2 DEPT

END-DEFINE
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*
READ (3) EMPLOY-VIEW BY CITY

DISPLAY NOTITLE NAME BIRTH (EM=YYYY-MM-DD) JOB-TITLE
WRITE 38T 'DEPT CODE:' DEPT
/*
AT END OF DATA

WRITE / 'LAST PERSON SELECTED:' OLD(NAME)
END-ENDDATA
SKIP 1

END-READ
END

プログラム WRITEX09 の出力：

NAME DATE CURRENT
OF POSITION

BIRTH
-------------------- ---------- -------------------------

SENKO 1971-09-11 PROGRAMMER
DEPT CODE: TECH10

GODEFROY 1949-01-09 COMPTABLE
DEPT CODE: COMP02

CANALE 1942-01-01 CONSULTANT
DEPT CODE: TECH03

LAST PERSON SELECTED: CANALE

DISPLAY および WRITE ステートメント

次の例は、「DISPLAY および WRITE ステートメント」セクションで参照されています。

DISPLX13 - DISPLAY ステートメント（WRITE を使用する WRITEX08 と比較）

** Example 'DISPLX13': DISPLAY (compare with WRITEX08 using WRITE)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 SALARY (2)
2 BONUS (1,1)
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2 CITY
END-DEFINE
*
LIMIT 2
READ EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'CHAPEL HILL' WHERE BONUS(1,1) NE 0

/*
DISPLAY 'PERS/ID' PERSONNEL-ID NAME / FIRST-NAME

'**' '=' SALARY(1:2) 'BONUS' BONUS(1,1) CITY (AL=15)
/*
SKIP 1

END-READ
END

プログラム DISPLX13 の出力：

Page 1 04-12-13 14:11:28

PERS NAME ANNUAL BONUS CITY
ID FIRST-NAME SALARY

-------- -------------------- ------------- ---------- ---------------

20027000 CUMMINGS ** 41000 1500 CHAPEL HILL
PUALA 38900

20000200 WOOLSEY ** 26000 3000 CHAPEL HILL
LOUISE 24700

WRITEX08 - WRITE ステートメント（DISPLAY を使用する DISPLX13 と比較）

** Example 'WRITEX08': WRITE (compare with DISPLX13 using DISPLAY)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 SALARY (2)
2 BONUS (1,1)
2 CITY

END-DEFINE
*
LIMIT 2
READ EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'CHAPEL HILL' WHERE BONUS(1,1) NE 0

/*
WRITE 'PERS/ID' PERSONNEL-ID NAME / FIRST-NAME

'**' '=' SALARY(1:2) 'BONUS' BONUS(1,1) CITY (AL=15)
/*
SKIP 1
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END-READ
END

プログラム WRITEX08 の出力：

Page 1 04-12-13 14:12:43

PERS/ID 20027000 CUMMINGS
PUALA ** ANNUAL SALARY: 41000 38900 BONUS 1500
CHAPEL HILL

PERS/ID 20000200 WOOLSEY
LOUISE ** ANNUAL SALARY: 26000 24700 BONUS 3000
CHAPEL HILL

DISPLX14 - DISPLAY ステートメント（AL、SF、nX を含む）

** Example 'DISPLX14': DISPLAY (with AL, SF and nX)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 FIRST-NAME
2 NAME
2 ADDRESS-LINE (1)
2 TELEPHONE

3 AREA-CODE
3 PHONE

2 CITY
END-DEFINE
*
READ (3) EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'W'

DISPLAY (AL=15 SF=5) NAME CITY / ADDRESS-LINE(1) 2X TELEPHONE
SKIP 1

END-READ
END

プログラム DISPLX14 の出力：

Page 1 04-12-13 14:14:00

NAME CITY TELEPHONE
ADDRESS

AREA TELEPHONE
CODE

--------------- --------------- --------------- ---------------

WABER HEIDELBERG 06221 456452
ERBACHERSTR. 78
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WADSWORTH DERBY 0332 515365
56 PINECROFT CO

WAGENBACH FRANKFURT 069 983218
BECKERSTR. 4

WRITEX09 - WRITE ステートメント（AT END OF DATA との組み合わせ）

** Example 'WRITEX09': WRITE (in combination with AT END OF DATA )
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 BIRTH
2 JOB-TITLE
2 DEPT

END-DEFINE
*
READ (3) EMPLOY-VIEW BY CITY

DISPLAY NOTITLE NAME BIRTH (EM=YYYY-MM-DD) JOB-TITLE
WRITE 38T 'DEPT CODE:' DEPT
/*
AT END OF DATA

WRITE / 'LAST PERSON SELECTED:' OLD(NAME)
END-ENDDATA
SKIP 1

END-READ
END

プログラム WRITEX09 の出力：

NAME DATE CURRENT
OF POSITION

BIRTH
-------------------- ---------- -------------------------

SENKO 1971-09-11 PROGRAMMER
DEPT CODE: TECH10

GODEFROY 1949-01-09 COMPTABLE
DEPT CODE: COMP02

CANALE 1942-01-01 CONSULTANT
DEPT CODE: TECH03

LAST PERSON SELECTED: CANALE
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DISPLAY ステートメント

次の例は、「ページタイトル、改ページ、空行」セクションで参照されています。

DISPLX21 DISPLAY ステートメント（スラッシュ '/' を含む。WRITE と比較）

** Example 'DISPLX21': DISPLAY (usage of slash '/' in DISPLAY and WRITE)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 NAME
2 FIRST-NAME
2 ADDRESS-LINE (1)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED UNDERLINED

*TIME
5X 'PEOPLE LIVING IN SALT LAKE CITY'
21X 'PAGE:' *PAGE-NUMBER /
15X 'AS OF' *DAT4E //

*
WRITE TRAILER UNDERLINED 'REGISTER OF' / 'SALT LAKE CITY'
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'SALT LAKE CITY'

DISPLAY NAME /
FIRST-NAME
'HOME/CITY' CITY
'STREET/OR BOX NO.' ADDRESS-LINE (1)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム DISPLX21 の出力：

14:15:50.1 PEOPLE LIVING IN SALT LAKE CITY PAGE: 1
AS OF 13/12/2004

-------------------------------------------------------------------------------
NAME HOME STREET

FIRST-NAME CITY OR BOX NO.
-------------------- -------------------- --------------------

ANDERSON SALT LAKE CITY 3701 S. GEORGE MASON
JENNY
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SAMUELSON SALT LAKE CITY 7610 W. 86TH STREET
MARTIN

REGISTER OF
SALT LAKE CITY

-------------------------------------------------------------------------------

列ヘッダー

次の例は、「列ヘッダー」セクションで参照されています。

DISPLX15 - DISPLAY ステートメント（FC、UC を含む）

** Example 'DISPLX15': DISPLAY (with FC, UC)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 FIRST-NAME
2 NAME
2 ADDRESS-LINE (1)
2 CITY
2 TELEPHONE

3 AREA-CODE
3 PHONE

END-DEFINE
*
FORMAT AL=12 GC== UC=%
*
READ (3) EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'R'

DISPLAY NOTITLE (FC=*)
NAME FIRST-NAME CITY (FC=- UC=-) /
ADDRESS-LINE(1) TELEPHONE

SKIP 1
END-READ
END

プログラム DISPLX15 の出力：

****NAME**** *FIRST-NAME* ----CITY---- ========TELEPHONE========
**ADDRESS***

****AREA**** *TELEPHONE**
****CODE****

%%%%%%%%%%%% %%%%%%%%%%%% ------------ %%%%%%%%%%%% %%%%%%%%%%%%

RACKMANN MARIAN FRANKFURT 069 375849
FINKENSTR. 1
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RAMAMOORTHY TY SEPULVEDA 209 175-1885
12018 BROOKS

RAMAMOORTHY TIMMIE SEATTLE 206 151-4673
921-178TH PL

DISPLX16 - DISPLAY ステートメント（'/', 'text'、'text/text' を含む）

** Example 'DISPLX16': DISPLAY (with '/', 'text', 'text/text')
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 FIRST-NAME
2 NAME
2 ADDRESS-LINE (1)
2 CITY
2 TELEPHONE

3 AREA-CODE
3 PHONE

END-DEFINE
*
READ (5) EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'E'

DISPLAY NOTITLE
'/' NAME (AL=12) /* suppressed header
'FIRST/NAME' FIRST-NAME (AL=10) /* two-line user-defined header
'ADDRESS' CITY / /* user-defined header
' ' ADDRESS-LINE(1) /* 'blank' header

TELEPHONE (HC=L) /* default header
SKIP 1

END-READ
END

プログラム DISPLX16 の出力：

FIRST ADDRESS TELEPHONE
NAME

AREA TELEPHONE
CODE

---------- -------------------- ------ ---------------

EAVES TREVOR DERBY 0332 657623
17 HARTON ROAD

ECKERT KARL OBERRAMSTADT 06154 99722
FORSTWEG 22

ECKHARDT RICHARD DARMSTADT
BRESLAUERPL. 4
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EDMUNDSON LES TULSA 918 945-4916
2415 ALSOP CT.

EGGERT HERMANN STUTTGART 0711 981237
RABENGASSE 8

フィールド出力関連パラメータ

次の例は、「フィールドの出力に影響を与えるパラメータ」セクションで参照されています。

これらの例は、LC、IC、TC、AL、NL、IS、ZP、ES の各パラメータ、および SUSPEND IDENTICAL
SUPPRESS ステートメントの使用法を示すために提供されています。

DISPLX17 - DISPLAY ステートメント（NL、AL、IC、LC、TC を含む）

** Example 'DISPLX17': DISPLAY (with NL, AL, IC, LC, TC)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 FIRST-NAME
2 NAME
2 SALARY (1)
2 BONUS (1,1)

END-DEFINE
*
READ (3) EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'

DISPLAY NOTITLE (IS=ON NL=15)
NAME

'-' '=' FIRST-NAME (AL=12)
'ANNUAL SALARY' SALARY(1) (LC=USD TC=.00) /
'+ BONUSES' BONUS(1,1) (IC='+ ' TC=.00)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム DISPLX17 の出力：

NAME FIRST-NAME ANNUAL SALARY
+ BONUSES

-------------------- -------------- ----------------------

JONES - VIRGINIA USD 46000.00
+ 9000.00

- MARSHA USD 50000.00
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+ 0.00

- ROBERT USD 31000.00
+ 0.00

DISPLX18 - DISPLAY ステートメント（SF、AL、UC、LC、IC、TC のデフォルト設定を使用。
DISPLX19 と比較）

** Example 'DISPLX18': DISPLAY (using default settings for SF, AL, UC,
** LC, IC, TC and compare with DISPLX19)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 SALARY (1)
2 BONUS (1,1)

END-DEFINE
*
FIND (6) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'CHAPEL HILL'

DISPLAY NAME FIRST-NAME SALARY(1) BONUS(1,1)
END-FIND
END

プログラム DISPLX18 の出力：

Page 1 04-12-13 14:20:48

NAME FIRST-NAME ANNUAL BONUS
SALARY

-------------------- -------------------- ---------- ----------

KESSLER CLARE 41000 0
ADKINSON DAVID 24000 0
GEE TOMMIE 39500 0
HERZOG JOHN 31500 0
QUILLION TIMOTHY 30500 0
CUMMINGS PUALA 41000 1500
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DISPLX19 - DISPLAY ステートメント（SF、AL、LC、IC、TC を含む。DISPLX18 と比較）

** Example 'DISPLX19': DISPLAY (with SF, AL, LC, IC, TC and compare
** with DISPLX19)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 FIRST-NAME
2 CITY
2 SALARY (1)
2 BONUS (1,1)

END-DEFINE
*
FORMAT SF=3 AL=15 UC==
*
FIND (6) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'CHAPEL HILL'

DISPLAY (NL=10)
NAME
FIRST-NAME (LC='- ' UC=-)
SALARY (1) (LC=USD)
BONUS (1,1) (IC='*** ' TC=' ***')

END-FIND
END

プログラム DISPLX19 の出力：

Page 1 04-12-13 14:21:57

NAME FIRST-NAME ANNUAL BONUS
SALARY

=============== ----------------- ============== ===================

KESSLER - CLARE USD 41000 *** 0 ***
ADKINSON - DAVID USD 24000 *** 0 ***
GEE - TOMMIE USD 39500 *** 0 ***
HERZOG - JOHN USD 31500 *** 0 ***
QUILLION - TIMOTHY USD 30500 *** 0 ***
CUMMINGS - PUALA USD 41000 *** 1500 ***
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SUSPEX01 - SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS ステートメント（DISPLAY のパラメータ IS、
ES、ZP との組み合わせ）

** Example 'SUSPEX01': SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS (in conjunction with
** parameters IS, ES, ZP in DISPLAY)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 CITY

1 VEH-VIEW VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

END-DEFINE
*
LIMIT 15
RD. READ EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'

SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS
FD. FIND VEH-VIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (RD.)

IF NO RECORDS FOUND
MOVE '******' TO MAKE

END-NOREC
DISPLAY NOTITLE (ES=OFF IS=ON ZP=ON AL=15)

NAME (RD.)
FIRST-NAME (RD.)
MAKE (FD.) (IS=OFF)

END-FIND
END-READ
END

プログラム SUSPEX01 の出力：

NAME FIRST-NAME MAKE
--------------- --------------- ---------------

JONES VIRGINIA CHRYSLER
JONES MARSHA CHRYSLER

CHRYSLER
JONES ROBERT GENERAL MOTORS
JONES LILLY FORD

MG
JONES EDWARD GENERAL MOTORS
JONES MARTHA GENERAL MOTORS
JONES LAUREL GENERAL MOTORS
JONES KEVIN DATSUN
JONES GREGORY FORD
JOPER MANFRED ******
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JOUSSELIN DANIEL RENAULT
JUBE GABRIEL ******
JUNG ERNST ******
JUNKIN JEREMY ******
KAISER REINER ******

SUSPEX02 - SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS ステートメント（DISPLAY のパラメータ IS、
ES、ZP との組み合わせ）IS=OFF である以外は SUSPEX01 と同じ

** Example 'SUSPEX02': SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS (in conjunction with
** parameters IS, ES, ZP in DISPLAY)
** Identical to SUSPEX01, but with IS=OFF.
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 CITY

1 VEH-VIEW VIEW OF VEHICLES
2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

END-DEFINE
*
LIMIT 15
RD. READ EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'

SUSPEND IDENTICAL SUPPRESS
FD. FIND VEH-VIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (RD.)

IF NO RECORDS FOUND
MOVE '******' TO MAKE

END-NOREC
DISPLAY NOTITLE (ES=OFF IS=OFF ZP=ON AL=15)

NAME (RD.)
FIRST-NAME (RD.)
MAKE (FD.) (IS=OFF)

END-FIND
END-READ
END

プログラム SUSPEX02 の出力：

NAME FIRST-NAME MAKE
--------------- --------------- ---------------

JONES VIRGINIA CHRYSLER
JONES MARSHA CHRYSLER
JONES MARSHA CHRYSLER
JONES ROBERT GENERAL MOTORS
JONES LILLY FORD
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JONES LILLY MG
JONES EDWARD GENERAL MOTORS
JONES MARTHA GENERAL MOTORS
JONES LAUREL GENERAL MOTORS
JONES KEVIN DATSUN
JONES GREGORY FORD
JOPER MANFRED ******
JOUSSELIN DANIEL RENAULT
JUBE GABRIEL ******
JUNG ERNST ******
JUNKIN JEREMY ******
KAISER REINER ******

COMPRX03 - COMPRESS ステートメント

** Example 'COMPRX03': COMPRESS (using parameters LC and TC)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 SALARY (1)
2 CURR-CODE (1)
2 LEAVE-DUE
2 NAME
2 FIRST-NAME
2 JOB-TITLE

*
1 #SALARY (N9)
1 #FULL-SALARY (A25)
1 #VACATION (A11)
END-DEFINE
*
READ (3) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'BOSTON'

MOVE SALARY(1) TO #SALARY
COMPRESS 'SALARY :' CURR-CODE(1) #SALARY INTO #FULL-SALARY
COMPRESS 'VACATION:' LEAVE-DUE INTO #VACATION
/*
DISPLAY NOTITLE NAME FIRST-NAME

'JOB DESCRIPTION' JOB-TITLE (LC='JOB : ') /
'/' #FULL-SALARY /
'/' #VACATION (TC='DAYS')

SKIP 1
END-READ
END

プログラム COMPRX03 の出力：
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NAME FIRST-NAME JOB DESCRIPTION
-------------------- -------------------- -----------------------------------

SHAW LESLIE JOB : SECRETARY
SALARY : USD 18000
VACATION: 2DAYS

STANWOOD VERNON JOB : PROGRAMMER
SALARY : USD 31000
VACATION: 1DAYS

CREMER WALT JOB : SECRETARY
SALARY : USD 20000
VACATION: 3DAYS

編集マスク

次の例は、「編集マスク - EM パラメータ」セクションで参照されています。

EDITMX03 - 編集マスク（英数字フィールドの異なる EM）

** Example 'EDITMX03': Edit mask (different EM for alpha-numeric fields)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 CITY
2 SALARY(1)

END-DEFINE
*
LIMIT 3
READ EMPLOY-VIEW BY PERSONNEL-ID FROM '20018000'

WHERE SALARY(1) = 28000 THRU 30000
DISPLAY 'N A M E' NAME (EM=X^^X^^X^^X^^X^^X^^X^^X^^X^^X^^X) /

'NAME HEX' NAME (EM=H^H^H^H^H^H^H^H^H^H^H)
FIRST-NAME (EM=' - 'X(15)*)
CITY (EM=X..X(10))

SKIP 1
END-READ
END

プログラム EDITMX03 の出力：
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Page 1 04-12-13 14:26:57

N A M E FIRST-NAME CITY
NAME HEX

-------------------------------- ------------------ -------------

L O R I E - JEAN-PAUL * C..LEVELAND
D3 D6 D9 C9 C5 40 40 40 40 40 40

H A L L - ARTHUR * A..NN ARBER
C8 C1 D3 D3 40 40 40 40 40 40 40

V A S W A N I - TOMMIE * M..ONTERREY
E5 C1 E2 E6 C1 D5 C9 40 40 40 40

EDITMX04 - 編集マスク（数値フィールドの異なる EM）

** Example 'EDITMX04': Edit mask (different EM for numeric fields)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 SALARY (1)
2 BONUS (1,1)
2 LEAVE-DUE

END-DEFINE
*
LIMIT 2
READ EMPLOY-VIEW BY PERSONNEL-ID = '20018000'

WHERE SALARY(1) = 28000 THRU 30000
DISPLAY (SF=4)

'N A M E' NAME
'SALARY' SALARY(1) (EM=*USD^ZZZ,999)
'BONUS (ZZ)' BONUS(1,1) (EM=S*ZZZ,999) /
'BONUS (Z9)' BONUS(1,1) (EM=SZ99,999+) /
'->' '=' BONUS(1,1) (EM=-999,999)
'VAC/DUE' LEAVE-DUE (EM=+999)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム EDITMX04 の出力：
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Page 1 04-12-13 14:27:43

N A M E SALARY BONUS (ZZ) VAC
BONUS (Z9) DUE

BONUS
-------------------- ----------- ----------- ---

LORIE USD *28,000 +**4,000 +13
+ 04,000+
-> 004,000

HALL USD *30,000 +**5,000 +14
+ 05,000+
-> 005,000

EDITMX05 - 編集マスク（日付および時刻システム変数の EM）

** Example 'EDITMX05': Edit mask (EM for date and time system variables)
************************************************************************
WRITE NOTITLE //

'DATE INTERNAL :' *DATX (DF=L) /
' :' *DATX (EM=N(9)' 'ZW.'WEEK 'YYYY) /
' :' *DATX (EM=ZZJ'.DAY 'YYYY) /
' ROMAN :' *DATX (EM=R) /
' AMERICAN :' *DATX (EM=MM/DD/YYYY) 12X 'OR ' *DAT4U /
' JULIAN :' *DATX (EM=YYYYJJJ) 15X 'OR ' *DAT4J /
' GREGORIAN:' *DATX (EM=ZD.''L(10)''YYYY) 5X 'OR ' *DATG ///
'TIME INTERNAL :' *TIMX 14X 'OR ' *TIME /
' :' *TIMX (EM=HH.II.SS.T) /
' :' *TIMX (EM=HH.II.SS' 'AP) /
' :' *TIMX (EM=HH)

END

プログラム EDITMX05 の出力：

DATE INTERNAL : 2004-12-13
: Monday 51.WEEK 2004
: 348.DAY 2004

ROMAN : MMIV
AMERICAN : 12/13/2004 OR 12/13/2004
JULIAN : 2004348 OR 2004348
GREGORIAN: 13.December2004 OR 13December 2004

TIME INTERNAL : 14:28:49 OR 14:28:49.1
: 14.28.49.1
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: 02.28.49 PM
: 14

WRITE ステートメントを含む DISPLAY VERT

WRITEX10 - WRITE ステートメント（nT、T*field および P*field を含む）

** Example 'WRITEX10': WRITE (with nT, T*field and P*field)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 JOB-TITLE
2 NAME
2 SALARY (1)
2 BONUS (1,1)

END-DEFINE
*
READ (3) EMPLOY-VIEW WITH JOB-TITLE FROM 'SALES PERSON'

DISPLAY NOTITLE NAME 30T JOB-TITLE
VERT AS 'SALARY/BONUS' SALARY(1) BONUS(1,1)

AT BREAK OF JOB-TITLE
WRITE 20T 'AVERAGE' T*JOB-TITLE OLD(JOB-TITLE) (AL=15)

'(SAL)' P*SALARY AVER(SALARY(1)) /
46T '(BON)' P*BONUS AVER(BONUS(1,1)) /

END-BREAK
SKIP 1

END-READ
END

プログラム WRITEX10 の出力：

NAME CURRENT SALARY
POSITION BONUS

-------------------- ------------------------- ----------

SAMUELSON SALES PERSON 32000
6000

PAPAYANOPOULOS SALES PERSON 34000
7000

HELL SALES PERSON 38000
9000

AVERAGE SALES PERSON (SAL) 34666
(BON) 7333
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AT BREAK ステートメント

次の例は、「コントロールブレイク」セクションで参照されています。

ATBREX06 - AT BREAK OF ステートメント（NMIN、NAVER、NCOUNT を MIN、AVER、
COUNT と比較）

** Example 'ATBREX06': AT BREAK OF (comparing NMIN, NAVER, NCOUNT with
** MIN, AVER, COUNT)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 SALARY (1:2)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE '-- SALARY STATISTICS BY CITY --' /
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'NEW YORK'

DISPLAY CITY 'SALARY (1)' SALARY(1) 15X 'SALARY (2)' SALARY(2)
AT BREAK OF CITY

WRITE /
14T 'S A L A R Y (1)' 39T 'S A L A R Y (2)' /
13T '- MIN:' MIN(SALARY(1)) 38T '- MIN:' MIN(SALARY(2)) /
13T '- AVER:' AVER(SALARY(1)) 38T '- AVER:' AVER(SALARY(2)) /
16T COUNT(SALARY(1)) 'RECORDS' 41T COUNT(SALARY(2)) 'RECORDS' //
13T '- NMIN:' NMIN(SALARY(1)) 38T '- NMIN:' NMIN(SALARY(2)) /
13T '- NAVER:' NAVER(SALARY(1)) 38T '- NAVER:' NAVER(SALARY(2)) /
16T NCOUNT(SALARY(1)) 'RECORDS' 41T NCOUNT(SALARY(2)) 'RECORDS'

END-BREAK
END-READ
END

プログラム ATBREX06 の出力：

-- SALARY STATISTICS BY CITY --

CITY SALARY (1) SALARY (2)
-------------------- ---------- ----------

NEW YORK 17000 16100
NEW YORK 38000 34900

S A L A R Y (1) S A L A R Y (2)
- MIN: 17000 - MIN: 16100
- AVER: 27500 - AVER: 25500

2 RECORDS 2 RECORDS
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- NMIN: 17000 - NMIN: 16100
- NAVER: 27500 - NAVER: 25500

2 RECORDS 2 RECORDS

COMPUTE、MOVE、および COMPRESS ステートメント

次の例は、「データ計算」セクションで参照されています。

WRITEX11 - WRITE ステートメント（nX、n/n および COMPRESS を含む）

** Example 'WRITEX11': WRITE (with nX, n/n and COMPRESS)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 SALARY (1)
2 FIRST-NAME
2 NAME
2 CITY
2 ZIP
2 CURR-CODE (1)
2 JOB-TITLE
2 LEAVE-DUE
2 ADDRESS-LINE (1)

*
1 #SALARY (A8)
1 #FULL-NAME (A25)
1 #FULL-CITY (A25)
1 #FULL-SALARY (A25)
1 #VACATION (A16)
END-DEFINE
*
READ (3) EMPLOY-VIEW LOGICAL BY PERSONNEL-ID = '2001800'

MOVE SALARY(1) TO #SALARY
COMPRESS FIRST-NAME NAME INTO #FULL-NAME
COMPRESS ZIP CITY INTO #FULL-CITY
COMPRESS 'SALARY :' CURR-CODE(1) #SALARY INTO #FULL-SALARY
COMPRESS 'VACATION:' LEAVE-DUE 'DAYS' INTO #VACATION
/*
DISPLAY NOTITLE 'NAME AND ADDRESS' NAME

5X 'PERS-NO.' PERSONNEL-ID
3X 'JOB TITLE' JOB-TITLE (LC='JOB : ')

WRITE 1/5 #FULL-NAME 1/37 #FULL-SALARY
2/5 ADDRESS-LINE(1) 2/37 #VACATION
3/5 #FULL-CITY

SKIP 1

プログラミングガイド698

参照プログラム例



END-READ
END

プログラム WRITEX11 の出力：

NAME AND ADDRESS PERS-NO. JOB TITLE
-------------------- -------- -----------------------------------

FARRIS 20018000 JOB : PROGRAMMER
JACKIE FARRIS SALARY : USD 30500
918 ELM STREET VACATION: 10 DAY
32306 TALLAHASSEE

EVANS 20018100 JOB : PROGRAMMER
JO EVANS SALARY : USD 31000
1058 REDSTONE LANE VACATION: 11 DAY
68508 LINCOLN

HERZOG 20018200 JOB : PROGRAMMER
JOHN HERZOG SALARY : USD 31500
255 ZANG STREET #253 VACATION: 12 DAY
27514 CHAPEL HILL

IFX03 - IF ステートメント

** Example 'IFX03': IF
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 NAME
2 CITY
2 BONUS (1,1)
2 SALARY (1)

*
1 #INCOME (N9)
1 #TEXT (A26)
END-DEFINE
*
WRITE TITLE '-- DISTRIBUTION OF CATALOGS I AND II --' /
*
READ (3) EMPLOY-VIEW BY CITY = 'SAN FRANSISCO'

COMPUTE #INCOME = BONUS(1,1) + SALARY(1)
/*
IF #INCOME > 40000

MOVE 'CATALOGS I AND II' TO #TEXT
ELSE

MOVE 'CATALOG I' TO #TEXT
END-IF
/*
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DISPLAY NAME 5X 'SALARY' SALARY(1) / BONUS(1,1)
WRITE T*SALARY '-'(10) /

16X 'INCOME:' T*SALARY #INCOME 3X #TEXT /
16X '='(19)

SKIP 1
END-READ
END

プログラム IFX03 の出力：

-- DISTRIBUTION OF CATALOGS I AND II --

NAME SALARY
BONUS

-------------------- ----------

COLVILLE JR 56000
0

----------
INCOME: 56000 CATALOGS I AND II
===================

RICHMOND 9150
0

----------
INCOME: 9150 CATALOG I
===================

MONKTON 13500
600

----------
INCOME: 14100 CATALOG I
===================

COMPRX03 - COMPRESS ステートメント（パラメータ LC および TC を使用）

** Example 'COMPRX03': COMPRESS (using parameters LC and TC)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 SALARY (1)
2 CURR-CODE (1)
2 LEAVE-DUE
2 NAME
2 FIRST-NAME
2 JOB-TITLE

*
1 #SALARY (N9)
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1 #FULL-SALARY (A25)
1 #VACATION (A11)
END-DEFINE
*
READ (3) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'BOSTON'

MOVE SALARY(1) TO #SALARY
COMPRESS 'SALARY :' CURR-CODE(1) #SALARY INTO #FULL-SALARY
COMPRESS 'VACATION:' LEAVE-DUE INTO #VACATION
/*
DISPLAY NOTITLE NAME FIRST-NAME

'JOB DESCRIPTION' JOB-TITLE (LC='JOB : ') /
'/' #FULL-SALARY /
'/' #VACATION (TC='DAYS')

SKIP 1
END-READ
END

プログラム COMPRX03 の出力：

NAME FIRST-NAME JOB DESCRIPTION
-------------------- -------------------- -----------------------------------

SHAW LESLIE JOB : SECRETARY
SALARY : USD 18000
VACATION: 2DAYS

STANWOOD VERNON JOB : PROGRAMMER
SALARY : USD 31000
VACATION: 1DAYS

CREMER WALT JOB : SECRETARY
SALARY : USD 20000
VACATION: 3DAYS

システム変数

次の例は、「システム変数とシステム関数」で参照されているものです。
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EDITMX05 - 編集マスク（日付および時刻システム変数の EM）

** Example 'EDITMX05': Edit mask (EM for date and time system variables)
************************************************************************
WRITE NOTITLE //

'DATE INTERNAL :' *DATX (DF=L) /
' :' *DATX (EM=N(9)' 'ZW.'WEEK 'YYYY) /
' :' *DATX (EM=ZZJ'.DAY 'YYYY) /
' ROMAN :' *DATX (EM=R) /
' AMERICAN :' *DATX (EM=MM/DD/YYYY) 12X 'OR ' *DAT4U /
' JULIAN :' *DATX (EM=YYYYJJJ) 15X 'OR ' *DAT4J /
' GREGORIAN:' *DATX (EM=ZD.''L(10)''YYYY) 5X 'OR ' *DATG ///
'TIME INTERNAL :' *TIMX 14X 'OR ' *TIME /
' :' *TIMX (EM=HH.II.SS.T) /
' :' *TIMX (EM=HH.II.SS' 'AP) /
' :' *TIMX (EM=HH)

END

プログラム EDITMX05 の出力：

DATE INTERNAL : 2004-12-13
: Monday 51.WEEK 2004
: 348.DAY 2004

ROMAN : MMIV
AMERICAN : 12/13/2004 OR 12/13/2004
JULIAN : 2004348 OR 2004348
GREGORIAN: 13.December2004 OR 13December 2004

TIME INTERNAL : 14:36:58 OR 14:36:58.8
: 14.36.58.8
: 02.36.58 PM
: 14

READX04 - READ ステートメント（FIND およびシステム変数 *NUMBER と *COUNTER と
の組み合わせ）

** Example 'READX04': READ (in combination with FIND and the system
** variables *NUMBER and *COUNTER)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 FIRST-NAME

1 VEHIC-VIEW VIEW OF VEHICLES
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2 PERSONNEL-ID
2 MAKE

END-DEFINE
*
LIMIT 10
RD. READ EMPLOY-VIEW BY NAME STARTING FROM 'JONES'

FD. FIND VEHIC-VIEW WITH PERSONNEL-ID = PERSONNEL-ID (RD.)
IF NO RECORDS FOUND
ENTER

END-NOREC
/*
DISPLAY NOTITLE

*COUNTER (RD.)(NL=8) NAME (AL=15) FIRST-NAME (AL=10)
*NUMBER (FD.)(NL=8) *COUNTER (FD.)(NL=8) MAKE

END-FIND
END-READ
END

プログラム READX04 の出力：

CNT NAME FIRST-NAME NMBR CNT MAKE
--------- --------------- ---------- --------- --------- --------------------

1 JONES VIRGINIA 1 1 CHRYSLER
2 JONES MARSHA 2 1 CHRYSLER
2 JONES MARSHA 2 2 CHRYSLER
3 JONES ROBERT 1 1 GENERAL MOTORS
4 JONES LILLY 2 1 FORD
4 JONES LILLY 2 2 MG
5 JONES EDWARD 1 1 GENERAL MOTORS
6 JONES MARTHA 1 1 GENERAL MOTORS
7 JONES LAUREL 1 1 GENERAL MOTORS
8 JONES KEVIN 1 1 DATSUN
9 JONES GREGORY 1 1 FORD

10 JOPER MANFRED 0 0

WTITLX01 - WRITE TITLE ステートメント（*PAGE-NUMBER を含む）

** Example 'WTITLX01': WRITE TITLE (with *PAGE-NUMBER)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 VEHIC-VIEW VIEW OF VEHICLES

2 MAKE
2 YEAR
2 MAINT-COST (1)

END-DEFINE
*
LIMIT 5
*
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READ VEHIC-VIEW
END-ALL
SORT BY YEAR USING MAKE MAINT-COST (1)

DISPLAY NOTITLE YEAR MAKE MAINT-COST (1)
AT BREAK OF YEAR

MOVE 1 TO *PAGE-NUMBER
NEWPAGE

END-BREAK
/*
WRITE TITLE LEFT JUSTIFIED

'YEAR:' YEAR 15X 'PAGE' *PAGE-NUMBER
END-SORT
END

プログラム WTITLX01 の出力：

YEAR: 1980 PAGE 1
YEAR MAKE MAINT-COST
----- -------------------- ----------

1980 RENAULT 20000
1980 RENAULT 20000
1980 PEUGEOT 20000

システム関数

次の例は、「システム変数とシステム関数」で参照されているものです。

ATBREX06 - AT BREAK OF ステートメント（NMIN、NAVER、NCOUNT を MIN、AVER、
COUNT と比較）

** Example 'ATBREX06': AT BREAK OF (comparing NMIN, NAVER, NCOUNT with
** MIN, AVER, COUNT)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 CITY
2 SALARY (1:2)

END-DEFINE
*
WRITE TITLE '-- SALARY STATISTICS BY CITY --' /
*
READ (2) EMPLOY-VIEW WITH CITY = 'NEW YORK'

DISPLAY CITY 'SALARY (1)' SALARY(1) 15X 'SALARY (2)' SALARY(2)
AT BREAK OF CITY

WRITE /
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14T 'S A L A R Y (1)' 39T 'S A L A R Y (2)' /
13T '- MIN:' MIN(SALARY(1)) 38T '- MIN:' MIN(SALARY(2)) /
13T '- AVER:' AVER(SALARY(1)) 38T '- AVER:' AVER(SALARY(2)) /
16T COUNT(SALARY(1)) 'RECORDS' 41T COUNT(SALARY(2)) 'RECORDS' //
13T '- NMIN:' NMIN(SALARY(1)) 38T '- NMIN:' NMIN(SALARY(2)) /
13T '- NAVER:' NAVER(SALARY(1)) 38T '- NAVER:' NAVER(SALARY(2)) /
16T NCOUNT(SALARY(1)) 'RECORDS' 41T NCOUNT(SALARY(2)) 'RECORDS'

END-BREAK
END-READ
END

プログラム ATBREX06 の出力：

-- SALARY STATISTICS BY CITY --

CITY SALARY (1) SALARY (2)
-------------------- ---------- ----------

NEW YORK 17000 16100
NEW YORK 38000 34900

S A L A R Y (1) S A L A R Y (2)
- MIN: 17000 - MIN: 16100
- AVER: 27500 - AVER: 25500

2 RECORDS 2 RECORDS

- NMIN: 17000 - NMIN: 16100
- NAVER: 27500 - NAVER: 25500

2 RECORDS 2 RECORDS

ATENPX01 - AT END OF PAGE ステートメント（DISPLAY の GIVE SYSTEM FUNCTIONS
経由で使用可能なシステム関数を含む）

** Example 'ATENPX01': AT END OF PAGE (with system function available
** via GIVE SYSTEM FUNCTIONS in DISPLAY)
************************************************************************
DEFINE DATA LOCAL
1 EMPLOY-VIEW VIEW OF EMPLOYEES

2 PERSONNEL-ID
2 NAME
2 JOB-TITLE
2 SALARY (1)

END-DEFINE
*
READ (10) EMPLOY-VIEW BY PERSONNEL-ID = '20017000'

DISPLAY NOTITLE GIVE SYSTEM FUNCTIONS
NAME JOB-TITLE 'SALARY' SALARY(1)

/*
AT END OF PAGE
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WRITE / 24T 'AVERAGE SALARY: ...' AVER(SALARY(1))
END-ENDPAGE

END-READ
END

プログラム ATENPX01 の出力：

NAME CURRENT SALARY
POSITION

-------------------- ------------------------- ----------

CREMER ANALYST 34000
MARKUSH TRAINEE 22000
GEE MANAGER 39500
KUNEY DBA 40200
NEEDHAM PROGRAMMER 32500
JACKSON PROGRAMMER 33000
PIETSCH SECRETARY 22000
PAUL SECRETARY 23000
HERZOG MANAGER 48500
DEKKER DBA 48000

AVERAGE SALARY: ... 34270
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